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主な巧長 


ベクター リニア シェービング 

■辦躍6^な音質向上、デジタル信号か5ピュアなアナ□グ信号を生成する VLSC (Vector Linear Shaping 
Circuitry ) 3^ 氧^ 

■再生周波数の広帯域化を図る WRAT (ワイド-レンジ•アンプリファイアー•テクノ □ジー） 

■ アンプの音量調節に、アンプの増幅度も併せて0.己 dB ステップで変化させることができる U ニア-オプティマ 
ム•ダイン•ボ U ュームを採用 

■ Wolfson 社による才ーデイオ専用 DAC をすベてのチャンネル用に計4畐に ch / 冨）搭載 


■外部機器か5入力されたデジタル音声信号のネ刀期処理を受け持つ DSP 回路の中枢に、高精度 32 bitDSP を2冨搭 
載 

■ディスクリート構成によるパワーアンプ回路を全チャンネルに搭載 
■ 高品位パーツによる振動巧策 

■ ホームシアターの世界基準 THX 規格の最高水準 "THX Ultra 2" 認定 。、 . トーオ 

■マルチチャンネル音青信号をデジタルフォーマツトのままケースレー本で伝送可能な i 丄 INK ( AUDIO ) 端子を2系 
統搭載 

■ HDMI 端子を入力2系統、出力1系統搭載 （ TX - NA 1 000では映像および管理信号のみの処理となります。） 

■ D 4、 コンポーネント、 S 、 コンポジット端子か5の信号を HDMI へ変換出力が巧能なビデオ•コンバーターを搭 


載 

■ 7.1 チャンネルスピーカー端子を2系統装備。同一の音源か62つの異なる部屋への 7.1 チャンネル同時再生が巧 

能に _ . . 

■ドルビーデジタル*や DTS に加え、ドルビープ□□ジック llx や、ドルビーデジタルサラウンド EX 、 DTS-ES 
(ディスクリート 6.1/ マト U クス6.1 )、 DTS NE 0: 巨対応デコーダーち搭載 

■ BS デジタルおよび地上デジタル放送の音声フォーマットである MPEG -2 AAC や、 DVD オーディオに迫る 
日 6 kHz /24 bi 1: の高音質 己. 1 ch 収録した DTS 日 6/24対応デコーダー搭載 

■ THX 規格に畐づき、 THX サラウンド EX デコーダーを搭載。7.1/巨.1チャンネル環境下での、さ5に劇場に近い 

再現を巧自目に ... 

■ サーパ’一に蓄積された音楽情報の受送信を管理する、 Net - Tune 7 a トコル採用 
■ 通常のステレオ-へッドホンでもサラウンド音声を鑑賞できるドルビー-へッドホン機能を装備 

■ RS 232 端子装備 

■ 1 2 V トリガー端子で同端テを持つ他メーカー機器の電源制御を可能に 

■ デジタル-アップ-サンプリングでが部機器か5入力された PCM 信号のサンプ U ング周波数を元信号の2倍の密 
度に変換、よりきめ細やかな処理を可能に ^ ^ 

■ ノイズを最小限におさえ、本来の音を楽しむことのできる 「 PureAudioJ リスニングモード 
■一般的なスピーカーの設置状態の調整（大きさ-リスニングポイントか6の距離•出カレベル）に加え、各ス 

ピーカー間の音声出カタイミングの微調整が可能なリラティブ•ディレイ 

■ LFE レベル•サブメニユーで LFE (低域効果音）のレベル設定が巧能 

■4 n までの スピーカーシステムに 対応できる スピーカーインピーダンス 切り換え設定 
■ ク□スオーパー 設定機能 

■ LFE チャンネルを持たないアナ□グ信号や PCM 2チャンネル信号の再生時に効果を発揮する、ダブル • バス回 


路を搭載 

■ 映像/音声間の僅かな同期のズレを 0.1 ms ステップで補正、映像/音声間のタイミングが含ラことにより違和感の 
無い鑑賞がでさる、 AV シンク 

■ 音声信号をダウンミックスして再生する視聴環境において、ダイナミックレンジや SN 比の劣化を防ぐ技術、「ノ 
ン•スケーリング•コンフィグレーション」採用の回路 
■ ル音量でちサラウンドを楽しめるレイトナイト機自目 （ ドルビーデジタル時のみ） 

■ さまざまな入力機器やソース間で生じる音量差をあ6かじめ補正できるインテリ-ボリューム機能 
■ 電源を入れた時のボリューム値を設定できる、 J の一. オン•ボリューム機首目 
■ マキシマム-ボリュームでボ U ューム調整の最大値をあ5かじめ設定しておくことが可能 
■入力される音声信号の種類に応じて、あ6かじめ個別にリスニング•モードを設定しておくことができる、リス 
ニング•モード-プリセット 

■キャラクター-インプットで各々の入力系統ごとに英数10文字まで、名称をつけて登録することが巧能 
■ 鑑賞したい入カソースと、外部機器へ録画-録音したい入カソースを個別に選択できる REC セレクター 
■インテ U ジェント-リモコン 
■ デイマーボタンで表示部の明るさを4段階に調整 
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をな特長 


* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造されています。ドルビー 、 Pro Logic . Surround EX . 及びダブル D 記号 
は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

• THX および Ult 「 a 2 は、 THX 社の商標または登録商標です 。 Surround EX はドルビーラボラトリーズの登録商標です。 

• HDMI 、 HDMI □ゴ及び High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または登録商標でず。 

•本機はデジタル•シアター•システムズ'社からのライセンスに基づさ製造されています。 " DTS ’、" DTS 9 巨/24"、 " DTS - ES " 
" NEO : 已"は、デジタル-シアター-システムズ社の登録商標です。 

- LLINK □ゴはソニー株式会社の商標です。 

• Re - Equalization . Re - EQ ロコ’は、 THX 社の商標です。 

• Net - Tune およびネットチューンは、オンキヨー株式含社の商標です。 

Windows Media 、 Windows □ゴは、米国マイク□ソフト社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

Intel 、 Pentium は、米国インテル社の登録商標です。 

" Xiva " は、 Imerge 社の登録商標です。 

• "Clocked by Apogee " は Apogee Electronics の登録商標です。 

AAC パテントマーキング 

Pat . 己，848,39 ] 5,291，已已7 5.451，9己4已400 433目，222,189已，3已7,己94己752 22已 
己，394,473已，已83,9已2已，274,740巳，633,9 8] 已297 23色4,9 ] 4,70 ] 己，23己，已 7] 

07/640,己己0己，已79,430 08/已78,已已6 98/03037 97/0287已97/02874 98/03036 
己，227,788己,28己,498己，481，巨] 4巳，己92,己84己，781,888 08/039,478 08/21 1,547 
己，703,999 08/已己7,046 08/894,扫44已,299,238巳，299,239己，299,240己，197,087 
己，490，170已,2已4,84已已，2巨8,巨8己己，37己，189己，己81,已己4己，已48,已74已 ,7] 7,821 


THX Ultra 2 

THX Ultra2 の認証を取得したホーム-シアター-コンポーネントは、し'\ずれち一連 
の厳しい品質/性能試験にを格しています。このような 

製品にのみ付与されている THX Ultra2 の□ゴは、ご購入いただいたホーム-シアタ 
一製品び、長期間にわたって卓越した性能を発揮するこ 

とを保罰するちのです。 THX Ult「a2 の要件には、パワーアンプ性能、プ U アンプ性 
能、デジタル/アナ□グ空間での動作などをはじめとす 

る、何百ものパラメータび定義されています。また THX Ultras レシーバーは、劇場 

用映画のサウンドトラックを正確にホーム-シアターで 

再現するための特許技術である、 THX 技術 (THX モード)を備えています。 

カタ n グおよび包装箱などに表示されている型名の最後にあるアルファべットは、 
製品の色を表す記号です。色は異なってち操作方法は同じです。 
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安をにお ffi いいただ < ために 


才ーデイオ機器を安全にお使いいただくため、ご使巧の前に必ずお読みくださし、。 


/給表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
I 財産への損書を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のよラになっていま 
I す。内容をよく理解してか5本でをお読みください。 



A 警告 
A 迂意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A 


A 記号はミ主意(警告を含む)を促す内容びあ 
ることを告げるちのです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場合は感電を意)び描か 
れています。 

S 記号は禁止の行為であることを告げるち 
のです。図の中やお傍に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 


© 

〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左上図の 
場合は電源プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい)び描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


么魚 

電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


♦万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、火災•感電 
の原因となります。すぐに本機の電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



♦本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでくだい。内部には電圧の高い部分げあり、感電 
の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使用できるのは日本国内のみです。 

♦表示された電源電圧（交流1日日ボルト）外の電圧や船舶などの直流 （DC) 電源には絶巧 
に接続しないでください。火災-感電の原因となります。 


■ 放熱を巧げない 

0 


♦本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこちり、火災の原因と 
なることびあります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあります。 
次の点に気をつけてご使巧 < ださし、。 

•本機を逆さまや横倒しにして使巧しないでください。 

• 本機を、専用ラック政がの押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使用しない 
で < ださい。 

•テーブルク n スをかけたり、じゅラたん、ふとんの上に置いて使巧しないでください。 

•本機を設置する場合は、壁か 5] Ocml^ 处上の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるときは、機器 
の天面横か520 cml^ 处上、背面か引 Ocml； (上のすきまをあけてください。 
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まをにお使いいただくために 


■ 水のかかるところに置かない- 

•風呂場では使用しないでください。 火災' 感電の原因となります。 

水場での 
使巧禁止 

0 水姑れ ♦本機は屋内専用に設計されています。城らさないよラにごを意ください。内部に水び入る 
^と と、火災-感電の原因となります。 



■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦本機の上に花びん、植木鉢、コッス化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、火災•感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


Q 


♦本機の通風孔などか5金属類や燃えやすいわのを差し込んだ0、落とし込んだ0しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 


■ 中に水や異物び入ったら- 

♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントから抜 
いて販売店にご連絡ください。 


電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 

■ 電源コードを傷つけたり、加工しない- 

♦電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など），服売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-感電の原因となります。 

♦電源コードの上に重いものをのせたり、コードげ本機の下敷にな5ないよラにしてくださ 
し、コードに傷びついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと 
により、それに気付かず、重い物をのせてしまラことびありますのでご注意ください。 
♦電源コードを傷つけた D、 加工した0、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでください。コードび破損して、火災-感電の原因とな0ます。 


A 

0 



■ 電源コンセントには才ーデイオ機器に(が接続しない 


0 


♦本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表示された定格！;^巧でご使用ください。 
表示された定格！; LL の機器やへヤードライヤー、電気こたつなどの電熱器具、オーブン•レ 
ンジなどの調理器具は絶対に接続しないでください。火災-感電の原因とな0ます。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


么を 

電源プラグをコンセント 
か 6 巧いて<ださい 


♦万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場をには、そのまま使巧しな 
いでください。火災•感電の原因とな0ます。電源プラグをコンセントから抜き、必ず販売 
店にご相談ください。 


■ 雷が鳴りだした！5機器に舰れない 



•雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


■ 乾電池を巧電しない 


0 


♦乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液われによ0、火災、けがの原因となりま 
す。 




まをにお使いいただくために 


A 注思 


■ 設置上のま意 

Q 


♦強度の足0ない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、。落ちたり倒れた0して、けがの原因となることがあ0ます。 

♦本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れた0落下して、け 
びの原因となることびあります。 

♦この機器は非常に重いので持ち運びは必ず二人政上で巧ってください。けびや腰痛の原因と 
なることびあります。 

♦本機の上に] Okgl^ 处上の重い物や外枠か5はみ出るよラな大きなものを置かないでくださ 
し、。バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびありまず。 


■ 次のよラな場所に置かない 


0 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるよラな場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあります。 

♦湿気やほこ0の多い場所に置かないで<ださい。火災-感電の原因となることびあります。 


■ 接続について 

A 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定！;(がのコードを使用したりコードを延長した0すると、発 
熱し、やけどの原因となることがあ0ます。 


■ 使用上の注意 

0 


♦長時間音び歪んだ状態で使わないでください。アンプ、スピーカー等び発熱し、火災の原因 
となることがあ0ます。 

♦ヘッドホンをご使巧になるときは、音量を上げすざないようにごを意ください。耳を刺激す 
るような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 
♦本機に乗ったり、ぶ5下がったりしないでください。特にお子様にはご注意ください。倒れ 
た0、こわれた0して、けがの原因となることびあります。 


■ 電源コード、電源プラグの注意 


0 


♦電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて、火災•感電の原因と 
なることがあ0ます。 

♦城れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあ0ます。 
♦電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つさ、火災- 
感電の原因となることがあ0ます。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の原因となることびありま 
す。 


魚 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦旅行などで長期間、本機をご使巧にな5ないとさは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて<ださい。火災の原因となることびあります。 

♦移動させる場をは、おず電源プラグをコンセントか5巧を、機器間の接続コードなど外部の 
接続コードを外してか5巧ってください。コードび傷つき、火災-感電の原因となることび 
あ0ます。 


■ 電池について 

A 


♦電池をリモコンに挿入する場含、極性表示（プラス十とマイナスーの向を）にを意し、表示 
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液われにより、火災、けびや周囲をミち損す 
る原因となることびあ0ます。 


0 


♦指定外の電池は使巧しないでください。また、新しい電池とちい電池を遲ぜて使用しない 
でください。電池の破裂、液ちれにより火災、けびや周囲のミち損の原因となることびありま 
す。 

♦電池は、加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れないでください。電池の破裂、液ちれ 
により、乂災、けがの原因となることがあ0ます。 
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まをにお使いいただ < ために 


■ スピーカーコードについて 


0 


♦スピーカーコードを傷つけた0、ねじったり、引っ張ったり、加熱した0しないでくださ 
し、火災•感電の原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 




♦お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントか5抜いて巧ってください。感電の原 
因となることびあります。 


電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


A 


0 


♦使用環境にをよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧めします。ちよ0の販売 
店にご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あります。特に湿気のをくなる梅雨期の前に巧ラと、よ0効果的です。なお、掃除、点検費 
用等に ついて ち販売店に ご 相談ください。 

♦電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことげ知られていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 

♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないで<ださい。塗装びはげた0変 
形することがあ0ます。 



♦表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に布を浸し、固く絞っておさ取ったあと、乾いた布で 
拭いてください。 

化学ぞラきんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書きなどをお読みください。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めた D、 ヘッドホン 
をご使用になるのわ一つのち法です。 

お互いにむを配り、快い生ま環境を守0ましょう。 
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ご ffi 用の前に 


[ i 寸属品を確認する 


ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめく 
ださい。 （） 内の数字は数量を表しています。 



電源コードを接続する 


電源コードを AC INLET に接続します。 

• 付属の電源 コー ド！;^がは使用しないでください。この電 
源 コー ドは本機専用です。他の機器に使用しないでくだ 
さい。 

• 家庭用電源コンセントに電源プラグを差し込んだ状態で 
AC INLET か5電源コードを抜くと、感電する恐れびあ 
り危険です。電源コードを接続するとさは、最後に家庭 
巧電源コンセントに接続し、抜くときは最初に家庭用電 
源コンセントか5巧いて<ださし、。 


リモコン （ RC - 已己 7 M ) … (1) 
乾電池（単云お、 R 目）… （3) 



ター S ナルレンチ 

スピーカー端テをゆるめたり締めた0するときに端テに 
かぶせて使います。 


〇 4 



電源コード（付属) 



ここではまだ家庭用電源コンセント 
にはつながないで<ださい。 


スピーカーコード 用ラベル… （1) 



電源コード…り） 



取扱説明書…（本書 1) 
お客様の設定メモ… （1) 
保証書… （1) 
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ご使用の前に 


f ゾモコンをを筋する I 1 U モコンを使5 


1 カバーを矢印の方向にず日して開ける 



と 中の極性表示にしたがって、付属の乾 
電池3個を+ (プラス）と一(マイナ 
ス）を間違えないように入れる 



〇 カバーを戻す 



ごを意 


U モコンを本機のリモコン受光部に向けて使用してくださ 
い。 U モコンからの信号を受信すると、本機の STAND 巨丫 
インジケーターび点灯します。 


U モコン受光部 




• U モコン受光部に日光やインバーター堂光巧などの強い光を 
直接当てると正しく動作しないことがあります。 

• 赤外線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコンを併 
用すると誤動作の原因となります。 

• U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタン 
が巧し続け b れた状態になり、電池び消耗してしまラことび 
あ0ます。 

• オーディオラックのドアに色付さガラスを使っていると 、 U 
モコンが正常に機能しないことびあります。 

. U モコンと U モコン受光部の間に障害物があると操作でさま 
せん。 

.本機を操作する前に 、 Scroll Wheel を押してリモコンを 
AMP モードにして <ださい。 


. 種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないで 
<ださい。 

• 長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐた 
めに電池を取り出しておいてください。 

• 寿命びなくなった電池を入れたままにしておさますと腐食に 
より U モコンをいためることびあります。 U モコン操作の反 
応が悪くなったときは、ちい電池を取り出して3本とも新し 
い電池と交換してください。 

• U モコンの表示部に旧 ATT 」 と表示されたときは、新しい 
電池と交換してください。 

•電池の交換時には、単3形 ( R 6) をご使用ください。 
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各部の名郝と働を 
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る部のち赖と働を 


代表的な操作説明は〔〕内のページをご賣ください。 

① POWER スイッチ〔48〕 

本機の主電源のオン/オフを切0換えます。オンにする 
と STAND 目 Y インジケーターび点に[します。 

(D STANDB 丫インジケーター〔48〕 

スタンバイ状態のとさや U モコンか5の信号を受信する 
と点灯します。 

③ STANDBY / ON ボタン〔48〕 

ま電源びオンになっているとさ、電源のスタンバイ/才 
ンを切り換えます。スタンバイ状態では STAND 目 Y イ 
ンジケーターび点灯し、電源を入れると表示窓び点灯 
し、 STAND 巨丫インジケーターび消えます。スタンパ 
イ状態では本機を操作でをません。 

@リモコン受光部〔11〕 

感 D 旧 PLAY ボタン〔己2〕 

表示部の情報を切り換えます。 

( D 表お部 


⑦ 入力切換ボタンとインジケーター 

( DVD 、 VIDE 01 〜7ォ JAPEl 〜 2、 TUNER 、 
PHONO . CD.NET AUDIO ) [48〕 

ソースを選びます。選がしたボタンのまわ0び青色に点 
なします。ゾーン2で選択している入力は緑色に、ゾー 
ン3もしくは録音ソースとして選択している入力は赤色 
に点灯します。 

® MASTER VOLUME つまみ〔48〕 

；<インルームの音量を調整します。別室（ゾーン2/ 
ゾーン 3) には働さません。 

感 OPEN ボタン 

このボタンを押すと、フ n ントパネルの扉び開さます。 

颇 PURE AUDIO インジケーター〔己7〕 

U スニングモードび「ピュアオーディオ」のとさ、点な 
します。 

⑩ USTENING M 日 DE ボタン〔已色] 

このボタンを押すと、 U スニングモードになります。 
SELECT つまみを回して I 」スニングモードを選び、巧 
して確定します。 

@ AUDIO SELECTOR ボタン〔已3〕 

このボタンを押すと、オーディオセレクターモードにな 
ります。 SELECT つまみを回して音声信号の種類を選 
びます。 

® T 日 NE ボタン〔已0〕 

このボタンを押すと、トーン（高音、中音、低音）調整 
モードにな0ます。 SELECT つまみを回して調整した 
い音質を選び、 CONTR 日 L つまみを回してレベルを調 
整します。 

颇 ZONE 2ボタン〔63〕 

押すとゾーン2設定モードにな0ます。 

ゾーン2のスタンバイオン/オフや入カソース設定 、 U 
スニングモード、音量、音声信号、表示内容などを設定 
するには、最初にこのボタンを巧します。 


® REC / ZONESJtt タン〔色3、6已〕 

録音-録画する時とゾーン3で使用する時に使います。 
ゾーン3のスタンバイオン/オフや入カソース設定、音 
量調整などをするには、最初にこのボタンを押します。 

ごを意 

ゾーン3出力と録音-録画出力は同一回路を使用してし、 
るため、同時に使用でさません。 

@ VIDEO 7 INPUT 端モ〔36〕 

ビデオカ^ラやゲーム機器等を接続してご使用くださ 
い。 

@ ZONE 3 LEVEL ボタン〔63〕 

このボタンを押すと、ゾーン3の音量調整モードになり 
ます。 SELECT つまみを回して音量を調整します。 

@ CONTROL つまみ〔80〕 

他のボタンと組みをわせて使巧します。つまみを回して 
各モードの内容や数値を選び、押して確定します。 

@ S § TUP ボタン〔80〕 

このボタンを押すと、セットアップモードにな0ます。 
SELECT つまみを回して調整したいパラ方一夕一を選 
び、巧して確定します。次に CONTR 日 L つまみを◎し 
てパラ^ーターの設定値を選び、押して確定します。 

翅） EXIT ボタン〔80〕 

セットアップモードのときに EXIT ボタンを押すと、ひ 
とつ前の;<ニューに戻ります。セットアップモードを終 
了するにはもう一度 SETUP ボタンを押します。 

鄭 SELECT つまみ〔80〕 

他のボタンと組み合わせて使巧します。つまみを回して 
香モードの内容やパラメーターを選び、押して確定しま 
ず。 

@ ZONE 2 LEVEL ボタン〔63〕 

このボタンを押すと、ゾーン2の音量調整モードにな0 
ます。 SELECT つまみを回して音量を調整します。 

(§) DIMMER ボタン〔已0〕 

表示部の明るさを4段階（普通/暗い/非常に暗い/音量 
のみの表示）に切0換えまず。 

(§) PHONES ジャック〔己0〕 

標準タイプのステレオへッドホンを接続します。 
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る部のを赖と働を 


rmmsp 



D E F G H 


A リスニングモード/入力信号フオーマツトモード 
表お 

信号の種類およびリスニングモードを表示します。 

B を目的表示部 

通常は入カソースを表示します。 D に PLA 丫ボタンを押 
すと、 U ス号ングモードや入力されている信号のフオー 
マツトを表おします。 

C 音声入力信号パス表示 

音青入力信号の発信元を表示します。 

D MAINA/B 表示 

現在選択されている部屋を表示します。 


E SLEEP 表示 

ス U - プタイマーび設定されているとさに点灯します。 

F プ□グラムフオーマット表示 

ドルビーデジタルや DTS などの圧縮デジタル音声や、 
DVD ビデオ、スーパーオーディオ CD び入力されたと 
をにソースに含まれるチャンネルび点灯します。 

G 音量表术 

音量を表示します。 

H 映像入力信号パス表示 

映像入力信号の発信元を表示します。 
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る部のち赖と働を 
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後面パネル 


の凹回の回 面 囚 


团画の回 


凹幽 凹 化 

この端テは将来のサービス対応のために設けていまず。他の端テに使用するケーブルの先端を差し込んだりしないでください。 


1 け）し LINK S 400 ( AUDIO ) 端子 

i.LINK ( AUDIO ) 対応機器と接続する端テです。 
S 400 (4 ピン）対応の LUNK ケーブルを使って接続 
します。本機は、音声のみを伝送する規格に対応してい 
ます。 

回 ETHERNET ( Net - Tune ) S ? 

ホームネットワークと接続するための端テ。イーヴネッ 
トケーブルなどを使ってルータや八ブに接続します。 

デジタル オプティカル インアウト 

3 DIGITAL OPTICAL IN / OUT 端子 

デジタ J レ音声の入出力端子。光デジタ J レケープ J レを使っ 
てデジタル機器を接続します。音質は COAXIAL とほぼ 
同じです。 

デジタル コアキシャル 

团 DIGITAL COAXIAL IN / OUT 端子 

デジタル音靑の入出力端テ。同軸デジタルケーブルを 
使ってデジタル機器を接続します。音動ま日 PT に AL と 
ほぼ同じです。 

5 MULTI-CH IN 1/2端モ 

マルチチャンネル出力のある機器を接続します。2系統 
のマルチチャンネル出力を接続することびでをます。 

回 AUDIO IN /0 UT 5 扇子 

AV 機器をオーディオ巧ピンコードを使って接続しま 
す。レコードプレーヤーは PH ジャックに接続します。 
PH ジャックに加え、本機には9系統の入力端テと日系 
統の出力端子びあります。 

7 VIDE 0 /S VIDEOS 防 

映像機器をビデオコードを使って接続します 。 VIDEO 
用と S VIDEO 用のそれぞれに、目系統の入力端テと4 
系統の出力端子びあります。 


8 COMPONENT IN / OUT 端子 

コンポーネント映像を入出力する端テです。 RCA タイ 
プは3系統の入力と1系統の出力び接続でさ、 BNC タイ 
プは入力、出力とちに1系統ずつ接続でさます。それそ’ 
れ、 RCA 用、 BNC 用のコンポーネントビデオコードを 
使って接続します。 

9 D 4 端子 

D 4 のコンポーネント映像を入出力する端テです。入力 
わを系統、出力び1系統あります。□端子コードを使っ 
て接続します。 

10 HDMI 端子 

デジタル音声信号と映像信号を同時に変換でさるイン 
ターフェース。 DVD プレーヤー、目 S デジタルチュー 
ナ ー、 プ□ジェクター、デジタルテレビなどの HDMI 端 
テに接続します。 

11 RI REMOTE C 0 NTR 0 L 5 S モ 

RI 端子付きオンキヨー製品と接続し、連動させる端 
テ。 RI ケーブルの接続だけでは連動しません。オー 
ディオ用ピンコードち正しく接続して < ださい。 

12 RS 232 コネクター 

列部のコント□-ル機器か5本機をコント□-ルするこ 
とびでさます。 

13 12 V TRIGGER OUT 端子 

12 V TRIGGER IN 端子のある機器と接続ずる端テ。 

2日日 mA までの端テび1つ、1日日 mA までの端テび4つ 
あります。 


軍©#© 

©©#© 


◎.© 參 ◎ I 

◎ s ©.© s © 。 


I ◎◎◎◎◎◎◎琴 

I .. I いが_ 

ii 國國國國國國画 I 画： 
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る部のを赖と働を 


14 旧 iN / oim 端子 

扫幢からリモコン操作したいとをや本機をラックに入れ 
たとさに、リモコンセンサーを外部に取り付ける端子で 
す。六インルーム、ゾーン2、ゾーン3それぞれに接続 
できます。（この接続にはマルチルームシステム用キッ 
卜び必要です。） 

15 PREOUTA/B ( RCA タイプ） 

パワーアンプを接続します。パワーアンプの端子び 
RCA タイプのとさにこの端子を使用します。 A は左ち 
フ n ント、センター、サラウンド、サラウンドバック、 
サブウーファーな箭テを、巨はサブウーファー端子を備え 


y モコン (本機を操作するとを一 
AMP モー ドー) 

し _ _ - - . . J 

本機のリモコンは、本機だけでなく他の AV 機器を操作する 
こともできますび、ここでは本機を操作するとをのさまざ 
まなモードについて説明します。ネットチューンモードで 
操作するときは70ページ、 RI 接続をしたオンキヨー機器 
や他方一力一製のテレビ、ビデオ、 AV 機器などを操作する 
ときは114〜117、12日、 12] ぺージをご賣くださし、。 


ています。 

16 SPEAKERS 好 

スピーカーを 接続します。2系統の ホームシアター 接続 
びでをます（同時再生はできません）。 

また、サラウンドバックスピーカーをゾーン2 (別室） 
用に使用するなど、お手持ちのシステムに応じて多彩な 
使い方び可能です。 

17 AC OUTLET 

組み合わせて使用する製品の電源プラグを差し込むこと 
びでをます。本機の電源を入れると他機の電源も連動し 
て入ります。 

RI 端テ付きのオンキヨー製品は、常時通電しているコ 
ンセントにつないで<ださし、。 


スクロール ホイール 


Scroll Wheel 


ごを意 

本磯の電源コンセントには1 oow を超える機器は接続 
しないで < ださい。 


よりよい音で聞いていただくために 

本磯の電源コンセントは極性の管理げされています。他 
機の電源コードに目印びある場合は目印線側を本機の電 
源コンセントの®側に含わせてください。他機の電源 
コードに目印びない場合はどち5を接続してちかまいま 
せん。 

18 AC INLET 

付属の電源コードを接続します。 



16 











る部のを赖と働を 


スク□—ル ホイール 

本機を操作ずる前に 、 Scroll Wheel を巧してリモコンを 
AMP モードにしてください。 

ごミ主意 

M 日 DE ポタンも INPUT ポタンも点灯していないときに 
Scroll Wheel を回すと、入カソースと U モ]ンモードび同 
時に切り換わります。 


① ON ボタン 

本磯の電源を入れます。 

(D STANDBY ボタン 

本磯をスタンノ（イ状態にします。 

感 文字、数字ボタン 

巧番などを選択したり、艾字を選んだりします。 

@ CUSTOM ボタン 

U モコンに関する設定をします。 

感 MACRO ボタン 

U モコンマク□機能の実行に使巧します。 

® MODE ボタン 

U モコンモードを選択します。本機を操作するには 
Scroll Wheel を押して 「 AMP 」 と表示させます。 

⑦ DIMMER ボタン 

表示部の明るさを切り換えます。 

® ^/▼/◄/►/ENTER ボタン 

ニュー操作時、上下左ちに押して項目を選択します。 
中央の ENTER ボタンを押すと、選択した項目を確定し 
ます。 

® RETURN ボタン 

>(ニュー操作時に押すと、1つ前の画面に戻0ます。 

® D 旧 PLAY ボタン 

表おされる情報を切り換えます。 

⑩ MAIN A ボタン 

このボタンを巧すと、方インルーム A で使巧しているス 
ピーカーか5音を出すことびでさます。押すたびに有 
効/無効を切0換えます。 


@ THX ボタン 

U スニングモードを THX に切り換えます。 

® SURR ボタン 

U スニングモードをドルビー、 DTS に切り換えます。 

颇 D 旧 ECT ボタン 

U スニングモードをダイレクトに切0換えます。 

® PURE A ボタン 

U スニングモードをピュアオーディオに切り換えます。 

® TEST TONE/CH SEL/LEVEL-/LEVEL + ボ 
タン 

スピーカーの音量レベルを個々に設定します。この操作 
は U モ]ンでのみ巧能です。 LEVEL 十と LEVEL - ボタ 
ンは、ゾーン2/ゾーン3の音量設定にも使巧します。 


@ AUDIO SEL ボタン 

オーディオ入力信号の種類を選択するとをに使用しま 
す。アナ□グ、デジタル、マルチチャンネル、または 
LLINK のなかか 5 選択でさます。 

® LIGHT ボタン 

U モコンボタンを点灯/消灯させます。 

® 表示部 

上段は現在の入カソースを表示します。下段は現在の U 
モコンコードを表示します。 

@ ZONE 3 ボタン 

ゾーン3の入カソースと音量を設定します。 

〇 ) ZONE 2 ボタン 

ゾーン2の入カソースと音量を設定します。 

@ INPUT ボタン 

入カソースを選択します。このボタンを巧してか5、 
Scroll Wheel を回して入カソース名を表示させます。 

(§) SLEEP ボタン 

ス U —プ機能を働かせます。リモコンのみの操作です。 

頸 VOL 4 /，ボタン 

音量を調整します。 

@ SETUP ボタン 

テレビと表示部に方ニュー項目を表示します。 

透） MUTING ボタン 

音を一時的にルさくします。リモコンのみの操作です。 

@ MAIN B ボタン 

このボタンを押すと、メインルーム目で使用しているス 
ピーカーか5音を出すことびでをます。押すたびに有 
効/無効を切り換えます。 

才ールチでンネルステレオ 

@ All ST ボタン 

U スニングモードをオールチャンネルステレオに切り換 
えます。 

(g) STEREO ボタン 

U スニングモードをステレオに切0換えます。 


® ◄DSP/DSP ►ボタン 

リスニングモードをオンキヨー独自の U スニングモード 
か5選びます。 

@ Re-EQ ボタン 

Re - EQ のオン/オフを切0換えます。 

@ LMGHT ボタン 

ル音量で楽しみたいとさに、ダイナミックレンジを切0 
換えまず。 
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スピーカー を設置する 




[ホームシアターを 楽しをラ 

) 


本磯は優れた機能を使って音の立体感、移動感を実現し、ご家庭で簡単にコンサートホールさなが5の臨場感あふれる音 
響効果をお楽しみいただけます。 

DVD では、ディスクの再生により DTS やドルビーデジタル再生、 THX 再生、テレビや目 S デジタル放送では、オンキヨー 
独自の DSP サラウンド再生をお楽しみいただけます。 


左ちフ□ントス ピーカー 

総合的に音声を出力します。 

ホームシアターの 柱となり、音場をしっかりと整える役 
割を果たします。 



効果音などで音の立体的な動さを表現します。 


• 最適なサラウンド再生をお楽しみいただくには、音が届く時間を同じにずるため視聴位置か6スピーカーの距離を設定 
ずる必要がありまず。また、音のバランスを調整ずるため、スピーカー環境の設定、距離の設定、スピーカーの音量レ 
ベル設定を巧つてください。（底'81〜84ページ） 
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スピーカーを設置する 


こスピーカーを設屋する 


サラウンド再生では、とくにスピーカーの構成と配置び重要です。前ページと下記の説明をよくお読みください。 
理想的な設置方法は、使巧する部屋の広さや壁の状態によって異なります。 

ここでは典型的な例で説明しています。 

左ちフ D ン トス どーカーと センタースピーカー 


•左ちのフ□ントスピーカーは、視聴位置か5同じ距離で 
左ち対称に設置してください。 

. 音楽や映画を鑑實する位置と姿勢で、視聴者の耳に向< 
よラに配置してください。 

• 3つのスピーカーは、同じ高さに設置してください。ち 
の高さが理想です。センタースピーカーをテレビの上か 
下に設置する場合は、視聴者の耳に向くようにかし角度 
をつけて設置して < ださし、。 

• センタースピーカーは、なるべく画面の近くで、左ちフ 
□ントスピーカーの中央に配置します。テレビのおくに 
置く場合は、防磁型のスピーカーを使用してください。 

• センタースピーカーを使用しない場合は、左ちのフ n ン 
トスピーカーは、かし狭く配置してください。 


TV またはスクリーン 

。□り 

、、セ>1夕一/ 

左 1^、、；'，ち 
フ□ント\ I / フ□ント 
\ I < 




左ちサラウンドスピーカ~ 


• 視聴位置の横または後ろ斜めに配置します。 

• 視聴位置の後方に、同じ距離で左ち対称に設置してくだ 
さい。 

•映画を楽しむ場をは、視聴ちの耳の位置より] m 程度高 
く設置してください。サラウンド感び出やすくな0ま 
す。 

•音楽を楽しむ場含は、フ□ントスピーカーと同じく5い 
の高さに置いたほうびよい場合びあります。 

• サラウンドバックスピーカーを設置する場合は、やや前 
ちに置いたほラび、音の移動感びスムーズに感じ5れま 
す。 



サラウンドバックス ピーカー 



サラウンド J I "ックス ピーカー 


• 視聴者のちの位置よ0かな < とち1 m 高 < 設定して < だ 
さい。 

•] 本の場合は、視聴位置の媛ちに設置します。 

• 2本の場合は、視聴者と各スピーカーの角度び 3 Cr に 
なるよラに、視聴者の後部に配置して<ださし、。 

齒 

/|、 


齒 

&THX 推奨スピーカーを設置する場含は、次のページの 



1 

「 THX 才ーデイオに適したスピーカー配置」もあわせ 

/ 30。|30。\ 


1 

てご覧ください。 

/ ' 、 

/ 1 、 

/ 1 \ 


1 

1 

1 


f 1 \ 

d 1 0 


1 

□ 


















スピーカーを設置する 


ヴブウーファー 


サブウーファーを設置すると、低音部の音量と音質び大さ 
<向上します。サブウーファーの働さは、視聴位置だけで 
なく、部屋の形状にち影響されます。 

• 一般的には、部屋の隅または部屋幅の1/3の位置に設置 
します。 

•高品質の低音部び記録された映画/音楽ソースを再生し 
てください。設置場所を決める前に、サブウーファーの 
効果を試しなび5位置を変えてみて、最も低音部びよく 
聞こえる場所に設置して<ださい。 

•より重低音を充実させるために、サブウーファーを2本 
設置することちできます。 


部屋幅の1/3 


^ ^ 



THX 才ーデイオに適したスピーカー配置 

V _ 


THX Cinema や THX Surround EX の技術には、 THX 社独自の THX スピーカーシステムのご利用をお勧めします。また、 

かレトラ クルトラ シス7 =コージック モード 

THX Ult 「 a 2 規格のスピーカーは 、 THX Ultra 2 Cinema . THX Music Mode に最適なスピーカーシステムです。 


左の設置例イラストは、ダイポール型スピーカーを設置し 
た場合です。ダイポール型スピーカーとは、お互いに逆相 
の同じ音を2つの方向に出す、双指向性スピーカーのこと 
です。 

ダイポール型スピーカーでは位相*を合わせるため、多く 
はスピーカーに矢印表示び書いてあ0ます。サラウンドス 
ピー■力一は矢印 a ) びテレビへ向かうよラに設置し、サ 
ラウンドバックスピーカーは、お互いの失印（一）び向さ 
合ラよラに設置してください。 

* 位相： 正弦波の1周期（日〜3目日度）における波おの位 
置を示す言葉。各スピーカー間の距離や取り付 
け角度、+、一の配線間違いなどで位相び合っ 
ていないと、音像や音場が不明瞭になったり、 
聞さづ5さびあったりします。 

THX Ult 「 a 2 規格のスピーカーで 、 THX Ult 「 a 2 
Cinema、THX Music M 日 de を楽しむときは、サラウン 
ドバックスピーカーはで走るだけ近づけて酉己置します。ス 
ピーカーを設置した5、84ぺージの 「THX AlT が0 
SeTupJ の設定を巧います。 


1 1 

コ每 

巧の 


3 齒 


两 

间 

— 

< — 

^ fi 

\ 10 

欠 

でさるだけ近づける 



1 テレビまたはスクリーン 

2 サブウーファー 

3 をフ□ントス ピーカー 

4 センタースピーカー 
已ちフ□ントス ピーカー 

6 をサラウンド スピーカー 

7 ちサラウンド スピーカー 

8 左サラウンドバックスピー 
力一 

9 ちサラウンドバックスピー 
力一 

10視聴位置 


DVD オーデイオなどの音 m ソフ h に適したスピーカー配置 


ITU-R (国隙電気通信連合の無線通信部門）の勧告に基づ 
<配置法です。同じ性能の已本のスピーカー（左ちフ n ン 
卜、センター、左ちサラウンド）を視聴位置か5等距離、 
かつ同じ高さに配置します。 DVD オーディオのマルチ 
チヤンネルソースのミキシング-スタジオでは基本的にこ 
の配置まを採用しています。 
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スピーカーを設置する 


〔ス ピーカーの数にさわせた SS 置例 


スピーカーの数に応じて、下記のよラにいろいろな設定が可能です。 
rx.lchj とは、サブウーファーを接続した場をの表記です。 

《 FL 、 FR などのアルフ ァベッ トの意味は次の通りです。 

FL : 左フ□ント、 FR :右フ□ント、 C : センター、 SL : 左サラウンド、 SW : サブウーファー、 
SR : ちサラウンド、 SBL : 左サラウンドバック、 SBR : ちサラウンドバック 


チャンネル テサンネル 

2ch/2. Tch 6ch/6. 1 ch/7ch/7.Ich f たンターあり J 


左ち 2 本のスピーカーで再生する時 
の配置です。 

アナ□グ 2 ch 、 U ニア PCM の 2 ch 
演奏、ドルビーデジタル、 DTS 、 
DTS 目目/24、 AAC などの 2 ch 
ソースの 再生に適していますび、 
3.1 chULL のソースの 場を を、 各 
チヤンネルの音声を左ちスピー 
カーに振り分けて再生します。 


3ch/3 . 7 ch 


左ち2本のスピーカーにセンターを 
追加した時の配置です。 
4.1 chULL のソースの場含、サラ 
ウンド、サラウンドバックの音声 
は左ちフ n ントス ピーカーか 5出 
力されます。 


巨 ch/ 巨 .1 ch/5ch/5 . 7 ch 【センターなし ) 


因 回 


#1 




DTS-ES Matrix / Discrete 、 ドル 
ビーサラウンド EX などの日.1 ch 
ソースの再生に適しています。 

サラウンドバックはモノラル音声 
ですので2本の場合は同じ音声が出 
力されます。ソースび 2 ch やモノ 
ラルの場含は、ドルビープロ〇 
ジック llx や DTS NE 日:目でデコー 
ドし、目. 1/7.1 チャンネル再生を 
巧います。 



4ch/4. Ich 



已 . Ich じ(上のソースの場を、セン 
ターの音声は左ちフ □ントス ピー 
カーから 出力され、サラウンド 
バック の 音声は サラウンドス ピー 
カーから 出力されます。 


5ch/5. Ich 



アナ□グマルチチヤンネルやドル 
ビーデジタル、 DTS 、 AAC などの 
已 . 1 ch ソースの再生に適していま 
す。 

ソースげ 2 c h やモノラルの場合 
は、ドルビープ□□ジック II や DTS 
Neo : 目でデコードして日.1チヤン 
ネル再生を巧います。 

日. IchULL のソースの場含は、ヴ 
ラウンドバックの音青を左ちサラ 
ウンドスピーカーに振り分けて再 
生します。 



スピーカーをフルに置けないびセ 
ンターか5出て<るセリフよりち 
サラウンドバックの音を重視した 
いときにこの配置にして己. Ich 、 
目. Ich ソースを楽しむことびでさ 
ます。センターの音青は左ちフ〇 
ントスピーカーに振0分けて再生 
します。 









の 

Speaker a 

a. Front L/R 

b. Center 

c. Surr L/R 

d. Surr Back 


「 ;Mai: 

ibwoo 


n A 


e. Sufewooter 

Speake 

f. Front L/R 

g. Center 

h. Surr L/R 

i. Surr Back 

|;Mai 打巨 ’ 

j. Subwooier 

圧 


咖 

0 ® 

顺 

0 ® 

0 ® 

0 ® 

咖 

咖 

0 ® 

0 ® 


1-1.Speaker Config 


•スピーカーシステム [ A ] の設定はすべて 「 MainA 」 にします。 

•スピーカーシステム 旧]の設定はすべて 「 Maine 」 にします。 

• リモコンの MAIN A ボタンまたは MAIN B ボタンを巧ずと、その部屋のスピーカーで再生ずることびできまず。2つを 
同時に運ぶことはでをません。 

※ただし、同じソースであれば、スピーカーシステム旧]の設定をすべて 「 MainA 」 にすることで、同時に再生するこ 
とは巧能です。 

メイン JU - ム A で 7-1 ch 、 メインル~ム巳で已 . Ich 、 さらにヴブル~ム ( V — ン 
2) でを 2 ch のスピーカーシステムを組む場合 


占圳 

四 回 画 

メイン ルー ム A 


JSBLI _ [SBR]_ 



因 回 

•与か 
圃 ， 

メインル- 

-ム A 


fw 

到 

を 

_ [Mkl _ 

fSB ^ 


困 回 曲 


メイン ルー ム B 



吐 


J 


Powered . 
Zone 2 


1-1.Speaker Con£ig 


圧） 

Speaker A 


a. Front L/R 

b. Center 

c. Surr L/R 

d. SurrBack 


: Yes(fixed) 
0 ® 


1: Main 

A 

: Main 

A 

A 2ch 


1 : Main 

A 

ir B 


Main B 
: Main B 
: Main B 


团® 


f. Front L/R 

g. Center 

h. Surr L/R 

i. Surr _Back _ 

-[: Powered Zone21 0® 

j .Subwoofer [: Mam B ] ― 

ro 

田面 Quit : [SETUP] 


HMain B 


•スピーカーシステム [ A ] の設定をすべて 「Main A 」 にします。 スピーカーシステム 旧]の設定を「;<イン ルーム B 」 と 
「ゾーン2」用に振り分けます。 

•メインルーム A と B は同時に使用でさませんび、ゾーン2では別のソースを聞くことびでをます。 

•ただし、ゾーン2とサラウンドバックスピーカーは同じ回路を使用しているため、ゾーン2を使用しているときは、方イ 
ンルーム A のサラウンドバックスピーカーは使用でをません。 


スピーカーを設置する 


片機で可能な接続例 J 

本磯は、 7.1 チヤン ネルの ホームシアターを 2系統組めるように、 スピーカーシステム [ A ] と 旧] を 用意しています。 

ホームシアター政がにも、この多くのチヤンネルの一部を他の部屋（ゾーン 2) に使用したり、同じ部屋に2系統のスピー 
カーシステムを置いてソースに合わせて使い分けるなど、を彩な配置、接続び可能です。 

配置したスピーカーのそれぞれに、どこで使巧するかの設定 （ MainA 、 Main 巨など）を行います。たとえば 、 Main A 
と設定すると、 U モコンで Main A を選んだとさにそこに設置したスピーカーで再生することげでさます。 

下記の使用例を参考に、ご自身の部屋やスピーカーシステムに合った設置および設定を行ってください。イラストちの画 
励ま、それぞれの接続例に合った設定画面です。設定の方法や意陈などについては8日〜8目ページをご賣ください。 
※イラスト中のスピーカーの色は、白びスピーカーシステム A 、 灰色びスピーカーシステム巨を表します。 

《 FL 、 FR などのアルフ ァベッ トの意味は次の通りです。 

FL : 左フロント 、 FR :ちフロント 、 C :センター、 SL : 左サラウンド、 SW : サブウーファー、 

SR : ちサラウンド、 SBL : 左サラウンドバック、 SBR : ちサラウンドバック 


I 方インルーム A のみで 7.1 Ch のスピーカー設定をする場含は、初期設定のままでご使用いただくことびできます。 I 

乂イン) b—lxA で 7. 7が7、メ Y ンノ //- ム e でち Z 1 ch のスピーカーシステムを組 
む場合 


IA A A 

n n 
i i 
a a 
MM 
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スピーカーを設置する 


メイン J トム A に 7. 1 ch のスピ~力ーシステムをし、さ5に同じき m にをラ 
続フロントス ピーカーを設置して、 ソースによつてスピ~力一を使し、分けたし 傷合 


(映画は スピーカーシステム [ A ] で 7.1 サラウンド再生を、クラシック音楽は スピーカーシステム 旧]につないで ステ レ 
才再生で楽しみにいなど） 



•スピーカーシステム [ A ] の設定をすべて 「 MainA 」 にしまず。 

•スピーカーシステム旧]のフ□ントスピーカーの設定も 「 MainA 」 にしまず。 

• U スニングモードセットアップで、特定のソースについてスピーカーシステム旧]のフ□ントスピーカーを使用したし、場 
合は、そのソースを選択してフ□ントスピーカーの設定を「日」にします。 

両方同時に使用したい場合は 「 A + B 」 を還ぶこともできまず。ただしこの場合、どち S かのスピーカーび SniiTF の場 
合は設定でさません。 

•再生するには U モコンの MAIN A ボタンを巧しまず。 


メインルーム A に 7. 1 ch のスピーカーシステムを設置し、さ5に同じ部屋にちラ 
~系統 BTL 接続ちし < は/レ r アンプ接続でフロントスピ~力一を設置 、ソース 
によつてスピーカーを使し、分けたし ) 場合 



•スピーカーシステム [ A ] の設定をすべて 「 MainA 」 にします。 

•スピーカーシステム旧]のフ□ントスピーカーの設定を 「 Main 日」、サラウンドバックスピーカーの設定を 「 BTLfS ? 

F ^ rontJ もしくは re^mp for F ^ ontJ にします。（接続については、吕7ぺージを参照してください。） 

• U スニング モー ドセットアップで、特定の ソースに ついて スピーカー システム旧]のフ□ントス ピーカーを 使用したし、場 
合は、その ソースを 選択してフ□ント スピーカーの 設定を「日」にします。 

《日 TL 接続やバイアンプ接続をしている場合は、スピーカーインピーダンスの制限びあるため、二つのスピーカーシステムを同時に使用ず 
ることはでをません。 
























スピーカーを設置する 


メインル ~AA に已.1 ch のスピーカーシステムを設置し、フロントスピーカ~ 
を BTL 接続をし < はノ (イアンプ接続ずる場合 



1-1. Speaker Coring 


田 



SpeaKer A 


Front L/R 

: Main A 

1 施 

Center 

: Main A 

m 

Surr L/R 

: Main A 

邮 

Surr Back 



1 : Bi -AiriD 

tor FrontIGffi 


e. Subwooter T：Main Al 哪 

Speaker B 

f. Front L/R : Not Used 咖 

g. Center 

h. Surr L/R 

i. Surr Back 

: Not Used 施 

j. Subwoofer : Not Used 咖 

田 


Not UsedEffi 
Not Used 哪 


•スピーカーシステム [ A ] の設定で、サラウンドバックスピーカーの設定を 「 BTL を「円ちも;」もしくは 「 Bi-Amp for 
Front 」 にし、他はすべて 「 MainA 」 にします。（スピーカーの接続については、27ぺージを参照してくださし、） 
•スピーカーシステム旧]の設定は 「Not Used 」 にします。 

《 BTL 接続やバイアンプ接続をしている場合は、サラウンドバックチヤンネルをメインルーム A のフ□ントスピーカー巧に使用しているた 
め、ゾーン吕は設定でをなくなりまず。 

•再生するには U モコンの MAIN A ボタンを巧しまず。 

迫力と臨場感のあるサラウンドを楽しむために、メインル ~AA に 7. 7 C わのス 
ピ~力~システムとスピ~力~システム[己]のサブウ~ファ~とサラウンドス 
ピ~力一を設置し、メインルーム己には フロントス ピ~力一を BTL 接続を しくは 
ノ レ r アンプ接続して設置ずる場合 



3-5.Multichannel 

Input 

の 


b.Re-EQ 

：Off 0® 

e.Surr L/R Sp 

: A+B0® 

g.Subwoofer 

: A+B0® 

西 



ここでの例は、1」スニングモード 
びマレチチヤンネ<1レの場合です。 


1-1.Speaker Config 

1 圧） 



1 Sceaker A 


a.Front L/R 

Main A 

哪 

b.Center 

Main A 

哪 

c.Surr L/R 

Main A 

咖 

1 d.Surr Back 1 1 


1 |：Main A : 

2cii 

咖 

e.Subwoofer 1 

: Main A 

施！ 

1 Speaker B 


f.Front L/R [ 

: Main BI 

1 咖 

g.Center 

: Not Used 施 1 

h.Surr L/R [ 

: Main Al 

1 咖 

i.Surr Back 



l ： Bi-AmD 

for Front 齡 1 

1 i.Subwooter 1 : Main Al 

1 m 

の 




•スピーカーシステム [ A ] の設定をずべて 「 MainA 」 にし、スピーカーシステム旧]のサラウンドスピーカーとサブウー 
ファーの設定も 「 MainA 」 にします。 

•巧に スピーカー システム旧]のフ□ント スピーカーの 設定を 「 Maine 」 にし、サラウンドバック スピーカーの 設定を 
「日 TL 话 F ずぶ It 」 もしくは階-ム再 P を F Fran 卜りにします。（ス ピーカーの 接続については、27ぺージを参照して 
ください。） 

•特定のソースについて、スピーカーシステム旧]のサラウンドスピーカーとサブウーファーを使用するには、リスニング 
モードセットアップでそのソースを還び、それぞれのスピーカーの設定を 「 B 」（ B のみ）または 「 A + 日」 （ A と B 両 
方）にします。 

設定を旧」にずると、音声信号びスピーカーシステム B のサラウンドスピーカーとサブウーファーか5出力されまず。 
設定を rA + BJ にすると、スピーカーシステム A 、 日両方のサラウンドスピーカーとサブウーファーか6出力されます。 
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スピーカー を接続する 


スピーカーの按続 


スピーカーの 配置が決まった 5、スピーカーを 本機に正し 
く接続してください。 

本機にはインピーダンスび 4 n 〜]色！:!のスピーカーを接続 
してください。本機では初期設定を「80」にしています。 
スピーカーのうち]台でわ初期設定と異なる場含は、イン 
ピーダンスの設定び必要です。82ページ参照） 

ごを意 

•プラス©とマイナス 0 を間違って接続したり、左ちのス 
ピーカーを間違えて接続すると音青び不自然になりまず 
のでごま意 < ださし、。 

•スピーカー端テに複数のスピーカーコードは接続しない 
でください。故障の原因になります。 

•] 台のスピーカーだけを使用する場含やモノラル音声を 
再生する場合、1台のスピーカーを左ちスピーカー端テ 
に並列接続しないでください。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカー 
コードのしん線のプラスとマイナス 
を絶対に接触させないで<ださい。 



スど一力一つー ドの接続 


本機のスピーカー端テのプラス®とスピーカーのプラス© 
端子にラベルを貼った側のスピーカーコードを接続しま 
す。本機のスピーカー端子のマイナス©とスピーカーのマ 
イナス©端子とをラベルの貼っていない側のスピーカー 
コードで接続します。 



スピーカー端子をゆるめた 
り締めたりする時は、付属 
のター S ナルレンチをご使 
用ください。 



ス ピーカーコード用ラベルの使し、かた 

本徽まスピーカー端テの©側に色をつけて識別しやすくし 
ています。付属のスピーカーコード巧ラベルをお持ちのス 
ピーカーコード両端のプラス©に貼ると識別び簡単にな0 
ます。スピーカー端テは下のように色分けしていまず。 


スピーカーコード巧ラベル スピーカーコード巧ラベル 



左フ□ント 
ちフ□ント 
センター 
左ヴラウンド 
ちヴラウンド 

左ヴラウンドバック： 

ちヴラウンドバック： 


白左フ□ント スピーカーのコード 
両端(©側）に白いラベルを貼る 
赤 ちフ □ン トス ピーカーのコード 
両端(©側）にホいラベルを貼る 
緑 センタースピーカーのコード 両 
端(④側)に緑のラベルを貼る 
青左サラウンド スピーカーのコード 
両端(④側)に青いラベルを貼る 
灰ちサラウンド スピーカーのコー 
ド 両端(④側）に灰色のラベルを 
具占る 

茶左ヴラウンドバックスピーカー 
のコード両端 (© 側）に茶色のラ 
ベルを貼る 
ベージュ 

ちサラウンドバックスピーカー 


の]-ド両端(©側）にべージュ 
のラベルを貼る 



① スピーカーコードの被覆を ② しん線の巧端を 

1己 mm カツトずる しっかりとよじる 



③ ねじを ④ しん線を ⑥ ねじを 

ゆるめる 差し込む 締め付ける 





25 































スピーカーを接続する 


青へ I 灰へ 



1. フ□ントス ピーカー （左） 

吕.フ□ントス ピーカー （ち） 

3. センタースピーカー 

4. サラウンド スピーカー （左） 

已.サラウンド スピーカー （ち） 

目.サラウンドバックスピーカー（左) 
7. サラウンドバックスピーカー（ち) 


パワーアンプを本機に接続し、本機をプリアンプとして使 
巧することびできます。本機だけでは出力できない大音量 
を再生でさるよラにな0ます。本機のプリアウト端子は、 
スピーカーシステム [ A ] で設定するモードが適用されます。 
パワーアンプを使用する場合、各スピーカーやサブウー 
ファーはパワーアンプに接続してください。パワーアンプ 
の音声入力端子と本機の PRE 日 UT 端テを接続します。 



パワーアンプ内蔵のサブウーファーを SUBWOOFER PRE 
日 UT 端子に接続します。 A ちしくは目の2系統接続すること 
びでさるので、；<インルーム A 、 巨のどち5かで使巧するか 
を割り当ててください。（@82ぺージ参照） 


再生される低音の質や量は、置さ場所や部屋の形状、視聴位置 
によって変わります。一般的に部屋の隅、または1/3の場所に 
置いたとさに良い結果が得られますび、色々な場所に置いて質 
の良い低音が入った音楽を再生し、もっともしっかりした低音 
び再生でさる場所に設置してください。 


フ□ント センター フ□ント 

スピーカー スピーカー スピーカー 

(ち） （左） 



サラウンド サラウンド 
バック パック 

スピーカー スピーカー 

(ち） （左） 



サブウーファーを接続する 


パワーアンブを接綠する(スピー 
力ーシステム却が 


!ヒント 
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スピーカーを 接続す る 


[ STL をな綜する場含 


出力を大きくしたいときに、本機のフ□ントスピーカー端 
子とサラウンドバックスピーカー端テを使用して BTL 
(Bridged Transless ) の方まで接続することびできま 
す。これは、ステレオアンプの2つの出力をブリッジ接続し 
てモノラルアンプとして使巧する方法です。通常の約二倍 
の出力を得ることびでさます。 

設定方法については、81、82ページをご賣ください。 

ごま意 

巨 TL 接続をするときは、インピーダンスび 8 n 政上のス 
ピーカーをご使用ください。 


ちスピーカー をスピーカー 



この接続では、本機の L / R スピーカーの©端テは使用しま 
せん。 


1 ちスピーカーの ④ 端子を本機の FRONT 
R SPEAKERS ④ 端子に、ちスピー 
力一の© 端子を本機の SURR BACK R 
SPEAKERS ④ 端子に接続する 


么 左スピーカーの ④ 端子を本機の FRONT 
L SPEAKERS ④ 端子に、左スピーカー 
の© 端子を本機の SURR BACK L 
SPEAKERS 任)端子に接続する 


[ Bi ’- Amp 接続をずる場を 


フ□ントスピーカーにバイワイヤ U ング対応のスピーカー 
を使巧すれば、バイアンプ接続をすることびでをます。パ 
ワーアンプのフ n ントとヴラウンドバックスピーカー端子 
をそれぞれ高域巧と低域用に使用します。八イクオ U ティ 
な音質を得られるだけでなく、ツィーター（局音）■ウー 
ファー（低音）のそれぞれの持つ特性を最大限に引さ出す 
ことびでを、幅広い楽しみ方びでさます。設定ち法につい 
ては、82ページをご覧ください。 



•ノ（イアンプ接続をする場合は、必ずスピーカーの八イレ 
ンジ、□ーレンジを接続しているシヨートバーを外して 
おいて < ださい。 

•バイアンプ接続をするとさは、インピーダンスび sni ^ 处 
上のスピーカーをご使用ください。 


バイワイヤリング対応のスピーカー 


ちスピーカー 左スピーカー 



7 

ちスピーカー ④ 端子のツィーター側を 
本機の FRONT R SPEAKERS ④ 端子 
と接続し、ちスピーカー ④ 端子のウー 
ファー側を本機の SURR BACK R 
SPEAKERS ④ 端子に接続する 

ク 

ちスピーカー©端子のツィーター側を 
本機の FRONT R SPEAKERSQ 端子 
と接続し、ちスピーカー©端子のウー 
ファー側を本機の SURR BACK R 
SPEAKERS© 端子に接続する 

3 

左スピーカー任)端子のツィーター側を本 
機の FRONT L SPEAKERS© 端子と接 
続し、左スピーカー任)端子のウーファー 
側を本機の SURR BACK L 
SPEAKERS ④ 端子と接続ずる 

4 

左スピーカー0端子のツィーター側を本 
機の FRONT L SPEAKERS0 端子と接 
続し、左スピーカー0端子のウーファー 
側を本機の SURR BACK L 
SPEAKERS0 端子と接続ずる 





AV 機器を接続する 


[コー ド/端子の種類 


本磯には、従来の端テにくわえ、次世代のデジタル伝送にも対応するために、いろいろな端テを装備しています。それぞ 
れの特長や端テ形状、機器の配置に含わせた長さのコードをご用意<ださい。 

才ーディオコード 


コード名 

コードのお状 

端子のお状 

解説 

光デジタルケーブル 

qp 刊 • J 日 - 化…… lij °わ 

OP^nCAL 

國 

ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声び 
得 5 れます。音質はいずれを同じです。 

ご'ま意 

\|/ /-r- — )' 1 1 / — し.，， — . t \~r~l \ ~Z + 日 -^ "K でた 

同軸デジタル 
ケーブル 


COAXIAL 

© 

力 j クフル1しはキヤツフり、ついているお n り、あ 
0ますのでがして接続してください。また、端 
テの向きにごを意ください。本機ではシャツ 
タータイプの光端テを巧いていますので、ふた 
をそのまま奧へ倒すよラにして光デジタルケー 
ブルを差し込んでください。 

オーディオ用ピン 
コード 

4 1111111111111111 仁 

AUDIO 

@@ 

アナ□グ音青を伝送します。入力端子はホいコ 
ネクター （ R の表示）をちチャンネル、白いコ 
ネクター （ L の表示）を左チャンネルに接続し 
て < ださい。 

マルチチヤンネル 
接続コード 

~ rnimn— « 

4 TrTTTTn— . 

rTTTTnn-«« 

l ^ nnni —< 

づ iTTimn— < 

づ l~mmi トー 

rnimn— » 

づ iirrmn— < 


—mrrTTTi 

— mmTi 卜 3 

■— nrrTTTi 仁 

'"-mrrTTTi 卜 

—mrrTTfi 卜 = 

— tnnm it= 

— nrnrri 

—mrmri 片 

©i 

©© 

©© 

©© 

□VD オーディオ対応の DVD プレーヤーなどに 
ありまず。アナ□グマルチチャンネル音青を伝 
送します。 

5400対応4ピン 

i.LINK ケーブル 


圏 

i.LINK (AUDIO) 対応機器と接続します。デジ 
タル音青の転送がでさます。 DVD オーディオや 
スーパーオーディオ CD などのアナ□グマルチ 
チャンネル音声ちデジタルでやり取りびでさま 
す。（本機は映憬には対応していません。） 

イーサネット 
(LAN) ケーブル 

に AT - 已 

ストレートタイプ） 

Enp - ciin ：! 

ETHERNET 

(Hel-Tune) 

P 

b _ 

家庭内や同じ建物など、比較的狭い範囲で複数 
のパソコンを接続することを LAN (Local 
Area Network) といいますび、これ 5 を接続 
するケーブルのことをイーサネツトケーブルと 
呼び、接続端子のことを LAN ポート、ブ□ー ド 
バンドポートなどと呼びます。 


ETHERNET (Net-Tune ) 端テや MULTI-CH IN 端テで接続した音青入力信号および、 lLINK 端テか5入力された DVD 
オーディオや SACD の音声入力信号は、 HDMI 日 UT へは出力されません。 

別室（ゾーン2/ゾーン 3) で再生や録音をするときは、下記のような制限事項や制約があります。 

• i.LINK (AUDIO) 端テで接続した音声入力信号は、ゾーン2やゾーン3へは出力されません。録音わでをません。 

• LAN 端テで接続した音声入力信号は、アナ n グ音声 （AUDI 日日 UT) へのみ出力されます。 

• PH 端テおよび AUDI 日 IN で接続した音青入力信号をゾーン3で聞くときは、アナ n グ音声 （AUDI 日日 UT) へのみ出力 
さむずす。録音時わ同様です。 

• D に ITAL IN で接続した音声入力信号をゾーン2で聞くとさは、アナ□グ音青 (AUDIO OUT) へは2チヤンネルにダウ 
ン S ツクスして出力されます。 

• D に ITAL IN で接続した音声入力信号をゾーン3で聞くときは、アナ□グ音声 （AUDI 日日 UT) へは PCM 信号のみ出力 
されます。録音時わ同様です。 
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AV 機おを接続する 


映像信号を3つの色差信号 （ Y 、 Pb / Cb 、 P 「/ 
C 「） に分離して3本のケーブルで伝送するた 
め、画質び S ビデオよ0高品位となります。 
端子のあ状により巨 NC タイプと RCA タイプび 
お0ます。 

映儘機器の制御信号（アスぺクト比など）を送 
ることはでさません。 


つンポーネント 
ビデオコード 
( RCA タイプ) 


コンポーネント 
ビデオコード 
(巨 NC タイプ) 


D 端テコード 




硕 


D4 

1^1 


画質はコンポーネントと同レベルです。映像機 
器の制御信号（アスペクト比など）を送ること 
びでをます。 


S ビデオコード 


コンポジットの映像よ0良い画質び得られま 
す。本機では映像機器の制御信号（アスペクト 
比など）を送ることはでをません。 


ビデオコード 
(コンポジット） 


© 


標準的な映儘信号で、を<のテレビやビデオな 
どの映像機器に装備されています。 


HDMI ケーブル 
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映像信号および音声信号をデジタルで伝送しま 
す。（ただし本機では、スピーカー出力や他の 
REC 日 UT 端子へは音声信号は出力されませ 
ん。） 


ごを意 

^ ビデオ 

ゾーン2やゾーン3など別室でご覧いただく場含は、 VIDE 日1〜3端テにテレビやモニターを接続してください。 


I 接続の前に 

接続する機器の取扱説明書わ必ずお読みください。 

電源コードは全ての接続び終わるまでつなびないでください。 

コードのプラグはしっか〇と奧まで差し込んでくださしん接続び不完全ですと、雑音 
や動作不良の原因にな0ます。 

ビデオコード、オーディオ用ピンコードは電源コードやスピーカーコードと束ねない 
でください。音質や画質び悪くなることびありまず。 


イラストは RCA タイプの 
ピンコードの場合 

差し込み不完全 



奥まで差し込んでくださし、 


• HDMI IN 端子で接続した音声入力信号は 、 HDMI OUT にのみ出力できます。 

• MULTI-CH IN 端テで接続した音声入力信号は、ゾーン2では2チヤンネルにダウンミックスして出力されます。 また、 
ゾーン3で聞くことや録音することはできません。 


ビデオコード 


コードを コードのおが 端テのお状 解説 









AV 機おを接続する 


[5=1/ どやプ£7ジエ クターなどのモニターを接続ずる ] 

• 映像や操作内容をテレビなどのモニターに映すための接続です。テレビやプ□ジエクターにどのよラな端テがついてい 
るかをまず確認し、29ページを参考に接続ケーブルをご用意ください。 

• 本機はビデオコンバーターを搭載しています。テレビやプ□ジエクターに何種類をの入力端テびある場合は、最も良し、 
画質の得5れる端テを接続してください。再生機器本機の接続が同じ接続ち法でなくてち映像を見ることびでさます。 

(ただし、 HDMI 端テびない場合については、 COMP 日 NENT 端子および□端子か5の入力信号は、 C 日 MPONENT 端 
子および05^テのみへの出力とな0ますのでごミ主意ください。） 

• VIDEO 日 UT 4 および S VIDEO 日 UT 4 は^インルーム A 固定です。 

• ゾーン2やゾーン3など別室でご覧いただく場合は、 VIDE 日]〜3端テにテレビやモニターを接続してください。 

《 HDMI については41ページの解説をご覧くださし、。 


メインルーム 
A 用のテレ 
ビ、プ□ジェ 
クターなど 


1— I I —r 


し、ずれかの端テを接続します。 ビデオ 巧トフットァがッ 

*1 他の S VIDEO OUT 端テに接続したときは 、 Video Output Assign サブメニユーで映像出 
力の設定をしてください。（》^8己ぺージ） 

が他の VIDEO OUT 端テに接続したときは 、 Video Output Assi 邑 n サブメニユーで脚象出力 
の設定をして < ださい。已ページ） 
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AV 機おを接続する 



•映像信号と音声信号、アナログ、デジタルの端テびありますので、28、29ページの説明を参考に間違えないよラに接 
続して < ださい。 

• DVD の音青をアナ n グ録音する場合やオンキヨー製品で本機と RI 連動させる場合は、アナ.□グ音声の接続ち行ラ必要 
びあります。才ーデイオ用ピンコードで DVD プレーヤーの音青出力端子と本機の AUDI 日 IN 端テを接続します。 

• ここでは初期設定に合わせた接続を基本に記載していますび、同じ枠内の他の端テに接続することをでさます。その場を 
は 、 Audio Assi 呂 n サブ^ニユーで音覃杂某 P 設定を 、 Video Assign サブ;<ニユーで映像入力の設定をしてください。 

• HDMI 端テがないモデルの場合 、 COMP 日 NENT 端子および□端テで DVD プレーヤーを本機に接続したときは、 テレビ 
やプ□ジエクター側ち C 日 MP 日 NENT 端子および□端テで接続して ください。 

& HDMI での接続については41ページの解説をご賣ください。 

& i 丄 INK での接続については38ぺージの解説をご賣ください。 



同じ枠内の他の音青端テに接続する場合は 、 Audio 
Assign サブ;< ニューで音声入力の設定をしてくださし、。 

(臨88ぺージ） 


同じ枠内の他の映像端テに接続する場合は、 
Video Assign サブメニ:!一で映憬入力の設 
定をしてください。 0^89ページ） 


音声出力 


映像出力 



婦戀 "©い、 *©© 
■©S ^」‘感物 
瑜感 ©!§)‘© 燈 

f …© © 0 '©© 

卖 j をみ‘©® 

0 © ’©感1.©© 











AV 機器を接続する 



• DVD レコーダーやデジタル対応のビデオデッキの場合は、映像信号と音声信号、アナ□グ、デジタルの端子びあ0ま 
す。 2 S 、 2目ページの説明を参考に間違えないように接続してください。 

•ここでは、入力に VIDE 日1を使巧すると想定した接続を記載しています。その場合は入力、出力の設定は必要あ 0 ませ 
ん。同じ枠内の他の端テに接続する場合は、音声入力および映像入力の設定 （Audio Assign サブ方ニュー 、 Video 
Assign ヴブメニ :! 一：腹 8 S 、 89ぺージ）や映像出力と音声出力の割り当て設定 （AucHo Output Assi 呂 n サブ方 
ニュ ー 、 Video 日 utput Assi 呂 n サブ方ニュ ー ：陵8已ぺージ）をしてください。 

• 接続した機器に合わせて入力名を変更することちでさます。 （1^91 ページ） 

• デジタル機器の音声をアナ□グ録音する場合は、アナ□グ音声の接続わ巧う必要びあ0ます。オーディオ用ピンコード 
で DVD プレーヤーの音声出力端子と本機の AUDI 日 IN 端テを接続します。 

• HDMI 端子がないモデルの場合 、 C 日 MP 日 NENT 端テおよび□端テでビデオデッキや DVD レコーダーを本機に接続した 
とさは、テレビやプ□ジェクター側ち C 日 MP 日 NENT 端テおよび D 端テで接続してください。 

《 HDMI での接続については41ページの解説をご賣ください。 

《 i . LINK での接続については38ぺージの解説をご賣ください。 


入力び VIDEO 1 の場合の接続 



DVD レコーダーや デジタル 
対応ビデオデッキなど 


同じ枠巧の他の音青端 
テに接続する場合は、 
Audio Assi 呂 n サブ方 
ニューで音青入力の設 
定をしてください。 
(臨88ぺージ） 


©©ド 1。;‘® 
©)© @©，© 
鬟續。。 •© 

參© 至!^。 


@1固^ 
@…―固 


同じ枠内の他の音声端テ 
に接続ずる場合は、 
Audio Output Assign 
サブ方ニューで音声出力 
の設定をしてください。 
(底'8日ぺージ） 


音声入力 映像入力 
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AV 機おを接続する 
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同じ枠内の他の音声端子に接続する場 
含は 、 Audio Output Assi 浸 n サブ方 
ニューで音青出力の設定をしてくださ 
し、。（腹8已ページ） 


mn . 


@@ 

1 

© 

AUDIO IN 

ANALOG 


S VIDEO 

IN 


音声入力 


映像入力 


同じ枠内の他の映像端テ 
に接続する場合は、 
Video Output Assign 
サブ^ニューで映像出力 
の設定をして < ださい。 
08己ぺージ） 


( j ： テオデッ丰を巧綜する (VIDEO 2 /VIDEO 3 ) _ 

• 映像信号と音青信号の端テびあ0ます。28、2目ページの説明を参考に間違えないよラに接続してください。 
•ここでは、入力に VIDE 日2または3を使用すると想定した接続を記載しています。その場をは入力、出力の設定は必要 
ありません。他の端テに接続する場合は、音青入力および映儘入力の設定 （Audio Assi 呂 n サブメニュー、 Video 
Assign サブメニュー：臨88ページ）および映憬出力と音青出力の割り当て設定 （Audio Output Assi 呂 n サブ;< 
ニュ ー 、 Vide 日日 utput Assign サブ方ニュ ー ：廠8已ぺージ）をしてください。 

• 接続した機器に含わせて入力名を変更することちでさます。 （<*^91 ページ） 

• HDMI 端テがないモデルの場合 、 COMP 日 NENT 端子および□端子でビデオデッキや DVD レコーダーを本機に接続した 
ときは、テレビやプ□ジェクター側も C 日 MP 日 NENT 端子および□端テで接続してください。 

& HDMI での接続については41ページの解説をご賣ください。 

& i 丄 INK での接続については38ぺージの解説をご賣ください。 


入力び VIDEO 2 の場合の接続 


ビデオデッキなど 


同じ枠内の他の音声端モ 
に接続する場含は、 
Audio Assign サブ^ 
ニューで音声入力の設定 
をして < ださい。 

(陵'88ぺージ） 


音声出力 


映像出力 


AUDIO OUT AUDIO OUT 
DIGITAL ANALOG 
COAXIAL 


デジタル対応 
ビデオデッキ 
の場合 



S VIDEO VIDEO 
OUT OUT 


COMPONENT 
VIDEO (RCA) 




若® 


同じ枠内の他の映像端テに 
接続する場合は 、 Video 
Assign サブ;< 二:!一で映 
儘入力の設定をして<ださ 

し、。（廠8目ぺージ） 


感。 © 感魯 C 寒@©; 
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AV 機おを接続する 


同じ枠内の他0^胃テに接続する場 
合は 、 Audio Output Assign サブメ 
ニューで音青出力の設定をしてくださ 
し、。 0^8己ページ） 


©@ 
R L 
AUDIO IN 
ANALOG 


曲 


S VIDEO 
IN 


同じ粋内の他の映像端子に接続 
する場合は 、 Video Output 
Assi 呂 n サブ;< ニューで映像出 
力の設定をしてください。 
(臨8日ぺージ） 


音声入力 


映像入力 


入力び VIDEO 3 の場合の接続 


ビデオデッキなど 


同じ枠内の他の音青端子 
に接続する場合は、 
Audio Assign ヴブメ 
ニューで音声入力の設定 
をして < ださい。（底88 
ぺージ） 


音声出力 

AUDIO OUT AUDIO OUT 
DIGITAL ANALOG 
OPTICAL 

晒©© 


デジタル対応 
ビデオデッキ 
の場合 


D 


映像出力 


S VIDEO VIDEO 
OUT OUT 


COMPONENT 
OUT ( 巳 NC) 


© © 爆)## 




同じ枠内の他の映像端 
子に接続する場合は、 
Video Assi 呂 n サブ^ 
ニューで映憬入力の設 
定をしてください。 
(底8目ぺージ） 
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AV 機おを接続する 


©©感 


AUDIO OUT AUDIO OUT 


DIGITAL 

COAXIAL 


© 


D4 VIDEO 
OUT 


同じ枠内の他の音声端テ 
に接続する場合は、 
Audio Assi 呂 n ヴブメ 
ニューで音声入力の設定 
をしてください。（腹88 
ぺージ） 


同じ枠内の他の映像端テに接続ずる 
場合は、 Video 八351呂11ヴブ^ 
ニューで映像入力の設定をしてくだ 
さい。（臨89ページ） 


[dSS チュ ーナーや DBS 巧蔵テレビ、 BS/CS チューナーはどを接綜する J 

•映像信号と音声信号、アナログ、デジタルの端テびありますので、28、29ページの説明を参考に間違えないよラに接 
続して < ださい。 

•ここでは、入力に VIDE 日4、日を使用すると想定した接続を記載しています。その場合は入力の設定は必要あ0ません。 
他の端テに接続する場合は 、 Audio Assi 呂 n ヴブ方ニューで音声入力の設定を 、 Video Assigrr けブメニューで映像入力 
の設定をする必要びあります。（<*^88、89ページ） S 映像端子で接続する場合も映像入力の設定をしてください。 

• 接続した機器に含わせて入力名を変更することちでさます。 （<*^91 ページ参照） 

• HDMI 端テびないモデルの場合、 C 日 MP 日 NENT 端テおよび□端テで目 S / CS チューナー、 LD プレーヤーを本機に接続し 
たときは、テレビやプ□ジェクター側も C 日 MP 日 NENT 端テおよび□端テで接続してください。 

& HDMI での接続については41ページの解説をご賣ください。 

& i 丄 INK での接続については38ぺージの解説をご賣ください。 

入力が VIDEO 4の場合の接続 
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入力が VIDEO 已の場合の接続 








AV 機器を接続する 




f ヒデオカゾラやテレビゲームの沒続 

) 


• ビデオカ^ラやテレビダームを前面パネルの VIDE 日7 
INPUT 端テに接続でをます。 

•接続した機器に含わせて入力名を変更することちできます。 

(臨 9] ページ） 


ビデオカメラ、 
テレビゲーム機など 



ロブートーやつ一ブーザー* チューナ•を接続ずる 


• CD プレーヤーにはアナ□グ、デジタルの端子びあります。28ページの説明を参考に、間違え r よいように接続してくだ 
さい。ここでは初期設定にをわせた接続を基本に記載していますび、デジタル端テび COAXIAL (同軸）の場含は 
AUDIO IN DIGITAL COAXIAL 1 〜目のいずれかに接続し 、 Audio Assi 即サブメニューで音声入力の設定をする必要 
びあ0ます。（陸'88ページ） 

• チューナーは 、 AUDIO IN ] 〜目端テのいずれかに接続します。チューナーは初期設定では割り当てびあ0ませんので、 
AucHo Assign サブメニューで音声入力の設定をする必要びあります。（陵88ページ） 

• レコードプレーヤーは PH 端テに接続します。本機の PH 端テはムービングマグネット （ MM ) 力ートリッジを使巧する 
レコードプレーヤー用に設計されています。 MC カート U ッジタイプのレコードプレーヤーをご使用になる場をは、昇圧 
トランスまたはへッドアンプを通して接続してください。 

• PH 日 N 日に他の端テを割り当てる場含は 、 Audio Assi 旨 n サブ;<ニューで音声入力の設定をする必要びあります。 

(底88ぺージ） 

•アース（接地）線のあるレコードプレーヤーは、アース線を本機の GND 端テに接続してくださし V ただし、レコードプ 
レーヤーによっては、アース線を接続すると逆にノイズび大きくなることびあります。その場含はアース線を接続する 
必要はありません。 

. 音青をアナ□グ録音する場合やオン キヨー 製品で本機と RI 連動させる場合は、アナ□グ音声の接続も巧う必要びありま 
す。オーディオ用ピンコードで機器の音声出力端子と本機の AUDI 日 IN 端テを接続します。 
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AV 機おを接続する 


[ mD レコーダー/ DAT / 巳 D レコーダー/カセットデッキなどの録音機おを接続する 


• MD レコーダーや DAT 、 CD レコーダーにはアナ□グ、デジタルの端テびあります。28ページの説明を参考に、間違え 
ないよラに接続してください。 

• TAPE 1にカセットデッキちしくは DAT デッキを TAPE 2に MD レコーダーもしくは CD レコーダーを接続します。 
•カセットデッキを使用する場含は、アナ□グ端子のみを接続してください。本機では、初期設定にカセットデッキの録 

音端テの割り当てびありません。カセットデッキの REC 端子は本機の AUDI 日 OUT 1 - 巳端テのいずれかに接続し、 
Audi 日日 utput Assign サブ 方 ニュー（廠8已ぺージ）で [ Tape 1 Rec 日 山」の設定にして下さい。また 、入カソー 
スの TAPE 2を MD 、 CD 刊こ変更することびできます。フ□ントパネルの Tape 2ボタンを押して 「TAPE 2」を表示 
させたあと、再び Tape 2ボタンを3秒間押し続けて下さい。表示び MD に変わ0ます。 CDR に変えるには、一度指をは 
なしてか5再度 Tape 2ボタンを3秒間 巧し 続けます。この操作をしておくと、本機のリモコンでオンキヨー製の MD レ 
コーダーや CD レコーダーを操作することびでさます。 （ RI 接続ち必要です） 

•他の端子に接続する場含は 、 Audio Assi 呂 n ヴブメニ:!一で音声入力の設定（廊88ぺージ）と 、 Audio Output Assign 
サブ方ニューで音声出力の割り当て設定 （<*^88 ページ）をする必要びあります。 

• 接続した機器に合わせて入力名を変更することわでさます。 （<*^91 ページ） 

• 音青をアナ□グ録音する場合やオンキヨ ー 製品で本機と RI 連動させる場合は、アナ□グ音声の接続ち巧ラ必要びあ0ま 
す。オーディオ用ピンコードで機器の音青出力端子と本機の AUDI 日 IN 端テを接続します。 


入力が TAPE 1 の場合の接続 


カセットデッキ /DAT 


他のデジタル音声端テまたはアナ n グ 
音声出力端子に接続する場合は、 
Audio Output Assign ヴブメニュー 
で音声出力の設定をしてください。 

(廠8日ぺージ） 


AUDIO IN 


AUDIO OUT AUDIO OUT 

DIGITAL 

OPTICAL 


DIGITAL ANALOG 

OPTICAL 

R L 

甲 


甲 ©© 


同じ枠內の他の音声端テに接 
続する場合は 、 AucHo Assi 資 n 
ヴブメニ ユーで 音声入力の設 
定をしてください。 0^88 
くージ） 



他のデジタル音声5祐子またはアナ □ 
グ音亩出力端子に接続する場合は、 
Audio Output Assi 呂 n サブ方 
ニユーで音青出力の設定をして < だ 
さい。（廠8己ぺージ） 


DIGITAL 

OPTICAL 


同じ枠内の他の音声端テに接続 
ずる場含は 、 Audio Assign サ 
ブ方ニューで音声入力の設定を 
してください。（臨'88ぺージ） 


MD レコーダ ー/ CD レコーダー 


入力が TAPE 2 の場合の接続 








AV 機器を接続する 
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\ LLINK ( AUDIO ) 端モな)を使って按続する 


i 丄 INK について 


i . LINK とは、 IEEE 1394 の呼称で 、 IEEE (米国電テ技術協会）によって標準化されたデジタルインターフエース規格です。 
i.LINK ( AUDIO ) 対応機器どうしを接続すると、接続した機器間でのデジタル音声などのデータ転送や接続した機器のコ 
ント n —ルなどびでさます。 

i 丄 INK(AUDIO) について 


本機び対応している i 丄 INK 伝送フオーマットは 、 「i 丄 INK ( AUDI 日)」でず。本機と接続する機器ち 「 i . UNK ( AUDI 日)」に 
対応していることび必要です。し LINK 伝送フオーマットには、他に巨 S デジタル放送などに使用されている 「 MPEG -2 
TS 」 、 DVD レコーダーやデジタルビデオなどで使用されている roVJ びありますび、本機はこれ5には対応していませ 
ん。本機と i.LINK ( AUDIO ) 対応機器とを i . LINK ケーブルで接続すると、 DVD 才ーディオやスーパーオーディオ CD など 
のマルチチャンネル音青をデジタルで伝送することびできます。映像信号の伝送はできません。 

また、禮数の機器をつないだときは、他の機器を経由していてち、データの伝送や機器の操作びできます。 

本磯の IEEE インターフ王ースは、の規格に基づいています。 

1 ) IEEE Std 13目 4 a - 200日 ， Standard for a High Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 の AM 824 Sequence adaptation layers の中の、 
lEC 60958 bitstream . DVD 才ーディオ、スーパーオーディオ CD に対応。 

著作権保護について 


本機は DTCP (Digital Transmission Contents Protection ) に対応しています。 DTCP とは、 i . LINK での接続を想 
定したデジタル機器間でのデータ伝送の際に、認証と暗号化によ0著作権を保護するシステムです。し LINK 接続によ0 
DVD オーディオなどを再生するためには、接続する機器も DTCP に対応していることげ必要です。 

接続のしかた 


S 400対応の4ピン i 丄 INK ケーブルを使って本機の i 丄 INK ( AUDIO ) 端子と lLINK ( AUDIO ) 対応機器の i 丄 INK 
( AUDIO ) 端子を接続します。 

• [Audio Assign ] サブ^ニューの 「 i . LINK 」 （底89ページ）で音声入力の設定をする必要びあ0ます。（接続した対 
応機器によっては i . LINK に関する出力設定び必要な場含もあります。） 

• 本機の i.LINK ( AUDIO ) 端子は音声信号のみに対応しているため映像機器を接続ずる場合は「映憬の接続」ち必要です。 

• オンキヨー製品を i . LINK 接続した場をは、 i . LINK ケーブルを通してのシステム動作び巧能になります。 

ご'ま意 

ケーブルを接続した状態ですと誤動作の原因となりますので、 RI 接続は外してください。 



寒◎◎◎◎◎◎◎だ 
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AV 機巧を接続する 


i 丄 INK (AUDIO) 対応機器の連結について 


LUNK 接続では、他の i.LINK ( AUDIO ) 対応機器をかして接続したときでも、データを伝送することびできまず。デイ 
ジーチェーン（直列つなざ）型接続では、最大17台まで接続でさます。 


接続例： 


TX-NA1000 



••••17台まで 


途中か5分岐して接続ずるツ U — 型での接続の場含は、最大色3台まで接続でをます。 i.LINK ( AUDIO ) 端テを3つ];(上わ 
つ機器の場含に可能でず。 

接続例： 

TX-NA1000 



下図のようなループ（輪）状に接続しないでください。信号を出力した機器に同じ信号び戻らないように接続してください。 

接続例： 


i.LINK (AUDIO) 
対応機器 


0 


i.LINK (AUDIO) 
対応機器 


i.LINK (AUDIO) 
対応機器 



0 


i.LINK (AUDIO) 
対応機器 


i.LINK (AUDIO) 
対応機器 


ごを意 

• i.LINK ( AUDIO ) 対応機器がの機器（目 S デジタル放送などの 「 MPEG -2 TS 」 対応機器やデジタルビデオなどの 

「 DV 」 対応機器など）とは接続しないでください。 

• i.LINK ( AUDIO ) 对応機器の再生中は、他の機器の i . LINK ケーブルを巧き差ししたり、新しい機器を接続したり、電源 
をオン/オフした0しないで<ださい。音声び途切れることがあ0ます。 

• i.LINK ( AUDIO ) 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっているとデータを伝送できない機器びありま 
す。接続する i.LINK ( AUDIO ) 対応機器の取扱説明書もご覧ください。 

• i.LINK ( AUDIO ) 対応機器には、その機器び対応している最大データ転送速度び i.LINK ( AUDIO ) 端テの周辺に記載 
されています。最大データ転送速度は、 S 100 (] 日日 Mbps 本）、 S 200 (2 日日 Mbps 本）、 S 400 (4 日日 Mbps *) 
び定奴5れています。本機の最大データ転送速度は、400 Mbps ですび、接続している機器げ S 10 日や S 2 日日の場を 
や、機器の仕様により、実隙の転送速度び4日日 Mbps より遅くなる場合びあります。できるだけ、最大データ転送速度 
び同じ機器を並べて接続してください。 

• Mbps (メガビーピー エス） とは、 「 me 邑 a bits per second 」 の略で、1秒間に通信できるデータの容量をおしています。4 日日 Mbps では、1 
秒間に4 日 0メガビットのデータを転送します。 

• i . LINK 機能は、すべての LUNK ( AUDIO ) 対応機器間での接続動作を保証するものではありません。 i.LINK ( AUDIO ) 
対応機器間でデータやコント□ール信号びやりとりできるかどラかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 







































































AV 機おを接続する 


i 丄 INK を接続したときの設定の しかた 


機器の選択 

1 . LINK 接続をしたときは、セットアップ方ニューを使って i . LINK でつなびっている機器を選択することびできます。また、 
一度設定しておくと、次に入カソースを選んだときに、その機器び再生ソースとして選ばれます。 

リモコンで操作ずる場合 

1. I 叩 ut ボタンを押してか 5 Sc「oll Wheel を回して設定する入カソースを選びます。 

2. Scroll Wheel を押してか 5 Setup ボタンを押します。 

3. ▲/ ▼ボタンを押して 「Input Setup 」 を選びます。 

4. ▲/ ▼ボタンを押して 「Audio Assign 」 を選びます。 

已. ▲/ ▼ボタンを押して「呂 . i . LINK 」 を選びます。 

目. ◄/ ►ボタンを押して機器を選択します。 

し LINK 接続していても、 i . LINK からの音青を聞かないときは「 N 0」にしておきます。 

本機で操作ずる場合 

1. 入カソースを選んでから SETUP ボタンを押します。 

2. SELECT つまみを回して 「Input Setup 」 を選んだ5つまみを押します。 

3. 同じ要領で [Audio Assign ] HUNK 」 と選びます。 

4. C 日 NTR 日 L つまみを回して機器を選択します。 

し LINK を接続したとをの便利な機能 


オンキヨー製の機器をし LINK 接続して、入カソースに割り当て （ Au 出 0 Assign ) しているときは、次のような機能び働 
きます。ただし、 RI 接続をしている場合は、 RI 接続をかしてください。 

i 丄 INK セレクターチェンジい操作に関しての詳細は111ぺージ参照） 

他の入カソースを還んでいても、 i . LINK 接続した機器の再生び始まると、その機器を割 D 当てに入カソースに自動的に切 
り換わ D ます。 

ごミ主意 

ゾーン2では i . LINK 接続した機器の音声を聞くことはでさません。 

DVD プレーヤーの操作が可能 

リモコンを DVD モードにして TX - NA 10 日0に向けて信号を送ると、 DVD プレーヤーを操作することびできます。 

自動起動 (Wakeup Setup ) の機旨目（一操作に関しての詳細は111ぺージ参照） 

TX - NA 10日日びスタンバイ状態のとさ、 i . LINK 接続している機器の接続状態を設定することびでさます。 

DVD への 0 SD (オンスクリーンディスプレイ）出力機能（一操作に関しての詳細は111ぺージ参照） 

DVD プレーヤーに直接テレビを接続している場含でも、 DVD プレーヤーと本機を i . LINK 接続していれば本機の日 SD をテ 
レビに出力ずることができます。テレビ画面のち側あるいは左側に表示するなどの設定びできます。複数の機器を接続し 
ているときは、どの機器を通して出力するのかを選択することもでさます。この機能はゾーン2でも可能です。 

ごミ主意 

DVD へ日 SD を表示中にプレーヤーをスタンバイ状態にしたり電源をオン/オフしないでください。 

システムコント□ール設定機能（一操作に関しての詳細は111ページ参照） 

DVD プレーヤーの i.LINK ( AUDIO ) 出力のオン/オフを本機側からコント□-ルでをます。 

くエラーメッセージに関するごま意> 

「DTCP ERR 日 R XXXX 」 （ XXXX は機器名）というエラー;< ッセージび現れた場合は、接続した機器び著作権保護 
( DTCP ) に対応していません。 

この場合は下記の対処をして < ださい。 

1 . セットアップ ^ ニユーで「目 . i. LINK Setup 」 一 _ 「 6-1 .Wakeup Set 叩」と進み、 

[ a . Wakeup on i. LINK (IEEE1394) 」を 「 Disable 」 にする。 

2. エラーとなる p 器の i. LINK ケーブルを本体か 5 外す。 

3. STAND 巨 Y / 日 N ポタンを押して本体をスタンバイ状態にする。 
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AV 機巧を接続する 


[ hdmi 端子を使って接続する 


パイ デフィニション スルデメディア インターフエース 

HDMI (High-Definition Multimedia Interface ) とは 


放送のデジタル化などの変化に対応して、家庭内でセットトップボックスや TV / プ□ジェクター間をデジタル接続するこ 
とを目的として策定された、次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 

従来の DVI に间 tal Visual Interface ) * i 規格をさ引こ発展させて、才ーディオ信号およびコント□-ル信号を伝送する 
機能を追加しています。従来は機器間の接続に、ビデオ、オーディオ、コント n —ルの各信号用に複数のケーブルを使用 
していましたげ、 HDMI ケーブルを1本接続するだけで、 HDMI 端テ対応の機器間で映像や音声をデジタルで伝送すること 
びでをます。 

HDMI のビデオストリーム（映像信号）は、 DVI と原理的に互換性びあります。 DVI 端テを装備したテレビ/モニターなど 
に接続するには HDMI 一 DVI 変換ケーブルを用いて可能ですび、機器の組み合わせによっては映像び出ない場合びありま 
す。本機は HDCP を使用してお0、対応の受像機でのみ映像び出ます。 

本磯の HDMI インターフェースは、政下の規格に基づいています。 

Hi 旨 h-Definition Multimedia Interface Specification Informational Version 1.0 


著作権保護について 


本磯は HDCP ( High-bandwidth Digital Contents Protection ) がに対応しています。 HDCP とは、デジタル映像信 
号に対ずる菁作権保護技術でず。本機と接続する機器も HDC 円こ対応していることび必要です。本機の HDMI 日 UT 端テと 
テレビ/モニターなどの HDMI 入力端子を接続します。接続には、市販の HDMI ケーブルをご使用ください。 

* 1DVI (Digital Visual Interface ) : DDWG * 3 び、日日年に策定したデジタルディスプレイ•インターフエース規格。 

た HDCP ( High-bandwidth Digital Contents Protection ) : Intel が開発した DVI 用の映像向けの暗号化処理方式。映像〕 
ンテンツ保護を目的にしており、暗号化された信号を受信するには、 HDCP 準拠の DVI レシーバーが必要になる。 

*3 DDWG (Digital Display Working Group ) : Intel、Silicon Image . Compaq Computer 、 富 ± 通、 Hewlett-Packard 
などび中/じとなって運営する、ディスプレイのデジタルインターフェースの標準化を推進する団体。 


接続のしかた 


HDMI ケーブルを使って本機の HDMI 端テと DVD / TV / プ□ジエクターなどの HDMI 端子を接続します。 

Video Assi 即の HDMI を接続した機器にあわせて1もしくは2に設定します。はじめは]び DVD 、 2び Vide 日1に Assign 
されています。 

HDMI 信号は本来音声信号伝送も可能ですげ、本機の HDMI IN 1/2の HDMI 信号の音青信号は、本機では再生できません 
ので、 DVD などとはデジタル端テ接続をしてください。 

•] もしくは21^处がの入力を選択したとき、アナ□グ/デジタルの音青、アナ□グの映像は HDMI 信号に変換され 、 HDMI 
日 UT から出力することができます。（初期設定で音青は出力されません 。 Audio Output Set 叩で設定する必要びあ 
0ます。） 

• アナ□グ音声は PCM フオーマツトで出力されます。デジタルの音声信号は、接続された TV やプ□ジエクターび再生可 
能な場合のみ HDMI 日 UT か5出力されます。 

たとえば、 TV やプ□ジエクターび PCM のみ対応の場合、入力びドルビーデジタルなどでは出力されません。 

音青を出したい場合は、プレーヤー側で PCM 出力に設定してください。ちしアナ□グの音青を接続してし'!る場合はアナ 
□グの音声び PCM で出力されます。 






AV 機おを接続する 

本機の入力切り換えでコント□ールずる接続 



TX - NA 1000 


は、8已ぺージ 「 HDMI 日 ut 」 の 
設定をして下さい。 


より高画質の映像を楽しむ場合の接続 

HDMI 入力端子わ備えている AV 機器の場をは下記の接続もできます。機器に添付の取扱説明書わよくお読みの上、接続し 
て < ださい。 



ごミ主意 

• HDMI 入力か （Analo 畳 映像入力）の場含、そのままの解像度でしか HDMI 出力されないため、モニターの解像度と 
合っていないと表示されません。そのため、 ソース 機器側で解像度を含わせる必要びあります。 

• モニターび対応していない音声フオーマツトは本機で音声を出さないようにしています。ただしデジタル信号の場含、 
サンプリング周波数やフオーマツトの切0換わり時にモニターか5ノイズを出す場をびありますので、そのよラなとき 
は音声出力を無効にして、スピーカー出力などの音声出力でお楽しみください。 


42 











12 V トリガー機器を使用する 


本磯に接続した AV 機器の電源を、本機の1 2 V TRIGGER 
日 UT 端子か5の出力信号で自動的にオンにすることびでを 
ます。 


接続のしかた 


本機の1 2 V TRIGGER OUT 端テを他機の1 2 V TRIGGER 
IN 端テに接続します。すべての端テび、メインルーム、 
ゾーン2、ゾーン3のどの部屋の機器でも接続できます。 

端テは已つあ0、接続でさる最大電流は次のよラになってい 
ます。 

A :最大 200 mA まで接続でをます。 

B 、 C 、 D、E :最大10日 mA まで接続できます。 

接続する機器の1 2 V TR に GER 端子に合わせて接続してく 
ださい。 

接続後、どの部屋で使用するとさに接続した機器の電源を 
オンにするかを 、 Input Setup ;< ニューの n 2 V Tri 能 er 
Assign ] (臨92ページ）で設定します。 
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ごを意 

オンキヨー製機器を i 丄 INK 接 
続している場合は、同様のシ 
ステム動作を i 丄 INK を通して 
行ラことがでをます。誤動作 
を防ぐためにも RI 接続はが 
して < ださい。 


RI 端子付をのオンキヨー製品と接続する 



R ■端テ付さのオンキヨー製品に RI ケーブルとオーディオ巧ピンコードを接続すると、 ■ UTF のよラな連動機能び可能で 
す。 

RI ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。（本機には付属していません） 

RI ケーブルの接続だけではシステムとして働きません。31〜37ページを参照し、オーディオ用ピンコードも正しく接続 
して < ださし、。 

TX - NA 1000 



オートパワーオン機能 

本機びスタンバイ状態のとき、接続した機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源び自動的に入ります。また、 
本機の電源を切ると接続されている機器全体の電源わ切れます。 

ご'ま意 

RI 接続した機器の電源コードび本機の電源コンセント （ AC 日 UTLET ) に接続されている場合はこの機能は働きません。 

ダイレクトチェンジ機能 

RI 接続されている機器を再生すると、本機の入力び自動的に切0換わ0ます。 

リモコン操作機能 

本機に付属のリモコンで各機器を操作することびできます。 

ご'ま意 

•製品によっては RI 接続をしても一部の機能が働かないことがあります。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

• RI ケーブルの接続は順唐の指定はありません。 

•円 I 端テが2つある場合、2つの端テの働さは同じです。どち b にも接続できます。 
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r = n 端子付をのオンキヨー製品と接続する 


。人才ーデイオコントロール端子巧をテレビとの連動について 


本磯は R I 端テを持つテレビと接続すると次の動作び巧能になります。 

①テレビの電源を入れると本磯の電源を自動的に入り、入力び切り換わりまず。 

このときテレビの音は消え、本機に接続されたスピーカーか!5音び出ます。また、テレビを切る（スタンバイにする） 
と、本機もスタンバイ状態になります。ただし、本機で他の入力を選んでいる場含は、スタンバイ状態になりません。 
©テレビに付属の U モコンで本機の音量調整、ミューティング（消音）びできます。 

感本機をスタンバイ状態にするとテレビの音び復帰し、テレビに付属の U モコンでテレビ側の機能（音量、消音）をコン 
卜□ールでさるよラになります。 


連動動作び巧能なテレビについては、テレビのカタ□グや取扱説明書で、 Fn 端テび装備されているかどうかをご確 
認ください。 

本機にケーブルは付属していません。モノラルミニプラグコード（抵抗なし）を別違お求めください。 


接続のしかた 

•本機の AUDI 日7 IN L / R 端テを接続する（初期設定で AUDIO 7は 、 Video 3の音声入力端テとして割り当て5れてい 
ます。） 

•モノラルミニプラグコードでテレビの RI オーディオコント□ール端テと本機の RI 端テを接続する 
•テレビの光デジタル音声出力端子と本機の□に ITAL IN OPTICAL 4端テと接続する 
(テレビに光デジタル音声出力端子びない場含は接続ずる必要はありません） 


TX - NA 1000 



•他のオンキヨー製品を接続ずる場合は、ケーブルで RI 端テどうしを接続してくださし、。 

• RI 端テび2つある製品の場合、2つの働きは同じですのでどち5にでも接続できます。 

• 端テの接続だけではシステムとして働きません。オーディオ用ピンコードち正しく接続してください。 


TX-N 冉1000 
























































































































































■ J モコンの昼本操作を覚える 


本機に付属のリモコンはを機能 U モコンですので、設定を行えば、本機のみならず接続している AV 機器や別室の機器ち操 
作することびでさます。ここでは基本的な操作について記載しています。実際の操作に入る前にこのページをご覧にな0、 
使用方法をよ<理解したラえでご使用いただくことをお勧めします。 


本機を操作ずるとを ( AMP モード) 


ON，- 

STANDBY 


Scroll Wheel 
DIMMER 

DISPLAY 

SETUP ， 

RETURN 

ENTER, 

カーソル 


SURR, THXr 

A しし ST, 
STEREO ， 
PURE A, 
DIRECT, 
DSP ► 

AUDIO SEL- 


© 


t'fOl glNPUTll 


©©◎の 

• ABC DEF tVCH 

霉霉 Q 日 
S 違霞 Q 

PQRS TUV WXYZ JV VOL 

風 



r A. 己 SEARCH MEMORY 

_ り地卿 ^3) C ^ p -1 

L REPEAT VIDEO MUS に PHOTO 

「 猜兩爵爲 1 加る《側巧 - 

L PLAYLIST ALBUM ARTIST GENRE 


MAIN A/ 
MAIN B 

TEST TONE, 
-CH SEL ， 
LEVEL -/+ 


-L NIGHT, 
Re-EQ 


ク 


スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を f 甲す 


III/ II 


-下段の表示び AMP に変りまず。 


巧の機能が AMP モードのときに使用で 


さます 

オン スタンバイ 

ON/STANDBY 


電源オン/スタンバイを切り換 
えます。 

メイン スビーでー コンフイクレーシヨン 

MAIN A : Speaker Configuration ^: 

「Main A 」 に設定したスピーカー 
の音を聞くとさに使用します。 

メイン 

MAIN 己： Speaker Confi 呂 uration で 

「 Main 巨」に設定したスピーカー 
_ の音を聞くときに使用します。 

アイ 7— 

DIMMER : 表示部の明るさを変えます。 

セットアッフ U 夕ーン エンター カーソル 

SETUP/RETURN/ENTER/CursorA/T/ ◄/►: 

セットアップ;<ニュー操作時に使 
用します。 

ディスプレイ 

DISPLAY : 表示を切0換えます。 

サラウンドピュアオーディオ ダイレクトオ-ルチャンみ レ ステレオ 

THX/SURR/PURE A/D 旧 ECT/ALL ST/ 

ステレオ 

STEREO/DSP► : 

リスニングモードを切り換えます。 

テスト トーン チャンネルセレクト レベル 

TEST T0NE/CH SEL/LEVEL -/+ : 

テストトーンを出した0、一時的 
( こ音量を切0換えるとさ f こ使用し 
ます。 

才ーディオ セレクト 

AUDIO SEL: 音青信号を切り換えます。 

スリープタイマーを働かせます。 


SLEEP : 

ポ U ユーム 

V0L i パ： 

5ユーテイング 

MUTING : 

レトナ "1 ■卜 

LINHGHT: 

U イ—キュ— 

Re-EQ : 


音量を調整します。 

一時的に音量を下げます。 
ダイナミックレンジ湖り}骄巧。 
U • イーキュータ燥碰かせます。 


再をずる ソースを送ぶとさ 



ク 


INPUT ボタンを巧ず 

INPUT ボタンび点灯します。 


スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を回ず 


111/II 


上段の表示び変ります。 


本機で操作するとさは、操作したい入カボタンを押します。 









リモコンの基本操作を覚える 




1接続している機器を操巧ずるとを(モードの切0換え) 

J 



1 m !5 ら E ボタンを f 甲す 

MODE ボタンび点打します。 


2 スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を回ず 


77いで 
± 11 ' 丄, 

111 .' II -下段の表示び選択した機器の 

モードに切 D 換わ D ます。 


該当する機器を操作するには、あらかじめ！18〜124ぺ一 
ジに従って I 」モコンの設定をしておいてください。 


ゾーン2やゾーン3のソースを還ぶとき 



I ZONE 吕または ZONE 3ボタンを巧ず 

ZONE 2または ZONE 3ボタンび点なします。 

^ ぶ I 之^ I を回す 



上段の表示び逞おした入力表 
示に切り換わります。 


本機で操作するときは 、 ZONE 2ボタンを押してか5、 
SELECT つまみを回して入カソースを還巧します。（ゾー 
ン3のときは REC/ZONE 3ボタンと CONTROL つまみを 
使用します。） 


7ク□操作をするとを 



マクロ機能を使5には、前ちって U モコンのマク□設定を 
しておいてください。（防123ページ） 


I MACRO ボタンを巧す 

MACRO ポタンび点打します。 

^ Sc°roll Wh 占 el を回してマク□番号を選 
び 、 Scroll Wheel を巧す 


riFlIZRO 

ご 


u モコンにカスタム登録をする 


1」モコンをお客様のお使いになっている機器に合わせて「他機の I 」モコンコードを登録」 rjif の I 」モコンから指定した 
操作を学習させる」「マク□機能を使って連続した操作を学習させる」などするときは、 CUSTOM ボタンを使用します。 
詳しくは、118ページをご覧ください。 













入カソースを選ぶ 

入力切換ボタンを巧します。（メイン 
ルーム A とメイン ルーム B で別々の ソース 
を聞 < ことはでさません。） 


選んだ機器の再生を始める 

□ VD プレーヤーなど映像機器を再生ずる 
場含は、テレビなどモニターの入力を切 
り換える必要があります。 

DVD 対応のゲーム機などの再生機器で 
は、音声出力設定び必要な場含わあ0ま 
す。接続している機器の説明書ちあわせ 
てご覧くださし、。 


MASTER VOLUME つまみで音 
量を調整する 

音量は、-〇〇、 -81 .已服〜1 8. 日服の 
範图 （Volume Setup メニューの 
Relative 設定賦で調整できまず。 



本機はホームシアターでお楽しみいただ 
く製品ですので、ボ U ユーム値を細か< 
設定でさるよラに音量幅を大をく持たせ 
ています。お好みで調整してください。 


電源コードを AC コンセントに 

接続し、 POWER スイッチを巧 

して主電源を入れる 

本機はスタンバイ状態になり 、 STANDBY 
インジケーターび点打します。 


よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理びされて 
います。電源コードの目印線 （▲) 側を 
家庭巧電源コンセントの溝の広い方にを 
わせて差し込んでください。家庭用電源 
コンセントの溝の長さび同じ場合はどち 
5を接続してちかまいません。 



スタンパイ オン 

STANDBY / ON ボタンを巧ず 

STAND 目 Y インジケーターび消え、表 
示部び点灯します。 


消な 


スタンパイ状態に戻ずには 

STAND 巨 Y / ON ボタンをす甲します。 



電源を入れる/基本の操作 


• 電源コードを接続する前に、すべての接続び完了していることを確認してください。 

. 本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れてコンピューターなどの機器の動作に影響することびあります。コ 
ンピューターなど、微細な機器とは別系統のコンセントに接続することをおすすめします。 

•本機は主電源スイッチ ( POWER ) を入 （ lON ) の状態で工場を出荷されますので、最初に電源コードのプラグをコ 
ンセントに差し込むと STANDB 丫インジケーターび点灯し、下記「電源を入れる」の手順2と同じ状態になります。 


STANDBY/ON STANDBY インジケーター入力切換ボタン MASTER VOLUME 
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電源を入れる/基本の操作 



U モコンで操作ずる 



Scroll Vif ち eel を回して、再生す 
る機器を選ぶ 

m &15 e ボタンと I だ f %| Y ボタンび点打し 
ていないとさに操作します。点打してい 
る場合は、点灯しているボタンを押して 
消打してくださし、。 

Scroll Wheel を回ずと、両方のボタンび 
点灯し、入カソースとモードび同時に切0 
換わります。 


么 選んだ機器の再生を始める 

DVD プレーヤーなど映像機器を再生す 
る場合は、テレビなどモニターの入力を 
切り換える必要びあ0ます。 

DVD 対応のゲーム機などの再生機器で 
は、音青出力設定び必要な場合ちあ0ま 
す。接続している機器の説明書ちあわせ 
てご覧くださし、。 


3 ボリューム _ 

VOU パボタンで音量を調整ずる 



音量は、一〇〇、 一81 .己 d 目〜] 8.0 d 巨の 

, ボリューム t ットアップ 

範囲 (Volume Setup メニューの 

レラテイブ 

Relative 設定時）で調整できます。 



本機はホームシアターでお楽しみいただ 
く製品でずので、ボ U ユーム値を細かく 
設定でさるよラに音量幅を大さく持たせ 
ています。お好みで調整してくださし、。 


/モコンで雷 Z 巧をス巧る 


7 

電源コードを AC コンセントに接 
続ずる 


STAND 巨 Y インジケーターび点灯しま 
す。 

ク 

S ス croh Wl^eel を回ず、もしくは 
巧ず 

% 

本機び操作でさる状態になります。 

スタンバイ状態に戻ずには 

STANDBY ボタンを巧します。 



スビーカー アクトプット t ットアップ 

Speaker / 日 utpu Setups ニユーで Main A だけでなく 
Main B に設定したスピーカーびある場合は、リモコンの 


MAIN A / MAIN 巨ボタンでスピーカーを切り換えることび 


できます。操作を始める前に MAIN 巨ボタンを押してくだ 
さい。また、 Main 巨から Main A に戻すには MAIN A ボタ 
ンを押して < ださし、。 


IJ モコンの日 N ボタンを押すと、 


入0ます。 


R 愼続した機器も電源び 









電源を入れる/基本の操作 



ヘッドホンで聞< 


へッ ドホンで聞くには、フ□ントパネルの PH 日 NESiS テに 
へッ ドホンのステレオ標準プラグを接続します。 


本体表示部の明る さぞ変ぶる 


本体表示部の明るさを変えることびでさます。 


本体 



本体の DIMMER ボタンを巧す 


IJ モコン 



リモコンで操作するときは、 
Scroll Wheel を巧してか5、 
DIMMER ボタンを f 甲す 

巧すたびにけ下のよ5に明るさび変わり 
まず。 

1—»- 暗い——-非甫におい- 

-ふつラ^-音量のみの表。'^- 


~時的に音量をルさくずる(リモコン 
のみ； 


MUTING ボタンを押すと、音を一時的にルさくでさます。 



Scroll Whee 间甲してか5、 
MUTING ボタンを押ず 

表示部に 「 Muting 」 び点巧します。元の 
音量に戻すには、ちラー度 MUTING ボタ 
ンを巧します。 




w ◎ ◎ ◎ 

,*◎ 〇 




• スピーカーか5の音び消えます。 

• ドルビーヘッドホン機能び働いているとさは、本体表示 
部に在び表示されます。詳細は巳目ページをご覧くださ 
い。 

ご'ま意 

•ヘッドホンを接続してち、ゾーン2/ゾーン3 (別室）ス 
ピーカーか5の音は出力されます。 

• Main 目で使用しているときにへッドホンを使用すると、 
強制的に Main A となります。 


音質調整をずる 


スピーカーごとに高音、中音、低音を調整することびでさ 
ます。]0日ページのセットアップ;ニューを使って調整す 
ることちでさます。 



本体の TONE ボタンを巧ず 



SELECT つまみを回して調整し 
たいチャンネルを選ぶ 



CONTROL つまみを回して音質 
を調整ずる 
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電源を入れる/基本の操作 



SLEEP 


LEVEL- 

LEVEL+ 


スリープタイマー鞭う(リモコンのが 


ス ピーカーの音量を一時的に調整ずる 
(リモコンのみ) 



スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を f 甲す 



" CHSEL ボタンを巧して、調舊す 
るスピーカーを選ぶ 



LEVEL - または LEVEL + ボタン 
を巧して、音量を調壁する 

- 12 d B か5+12 d B の範囲で調整でき 
ます。 

• サブウーファーは 一1 已 d 日か5+1 2 d 日 
の節囲で調整でさます。 


ス U - プタイマーを使うと、あ5かじめ設定した時間後に - 

自動的に電源を切ることびできます。 本機びスタンバイ状態になると、音量は元に戻ります。 



Scroll Wheel を巧してか5、 
SLEEP ボタンをくり返し巧して 
スリープタイムを選ぶ 


ごミち意 

Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ;<ニューの言受定び 「Not 
Used 」 のスピーカーは選択でさません。 



本体表示部に 「Sleep 9日 min 」 と表示さ 
れ、ボタンを押すたびに1日分単位で設定 
時間び短くなります。設定したい時間表 
示で約已秒間待つと、ス U —プタイムび設 
定され、元の表示に戻0ます。 

ゾーン2ちし < はゾーン3で音楽や映像を 
楽しんでいるとさメインルームでス U — 
プタイマーを使巧すると、；<インルーム 
の電源び切れると同時にゾーン2、ゾーン 
3の電源ち切れますのでごミ主意<ださい。 


■スリープタイマーを解除ずるには 

SLEEP インジケーターび消えるまで、くり返し SLEEP ボ 
タンを押します。 


■残り時間を確認ずるには 

ス U —プタイマーび予約されているときに SLEEP ボタンを 
押すと、スタンバイ状態になるまでの残り時間び表示され 
ます。ただし、時間表示び点滅しているとさにボタンを巧 
すと、ス U —プタイムを] 0分短縮することになります。 









電源を入れる/基本の操作 



DISPLAY 



INPUT 


Re-EQ 
L NIGHT 


* 入カソースび PCMIU がのデジタル信号のとき 

プ□グラムフ ォーマッ トび表示されます。（入力信号にプ 
□グラムフオー マット びないときは表示されません。） 
たとえば 「Dolby 0:3/を1」と表示された場含は、フ□ン 
卜3チャンネル（左フ□ント、ちフ□ント、センター）とヴ 
ラウンド2チャンネル（左サラウンド、ちサラウンド）、そ 
れに LFE び独立して記録された日.1チャンネルのドルビーデ 
ジタルフ ォーマッ トであることを表しています。 

フ□ントチャンネル数 「2 J :左フ n ント+ちフ n ント 
フ□ントチャンネル数 riJ :モノラル 
サラウンドチャンネル数「1」： モノラル 
サラウンドチャンネル数 「0 J :ヴラウンドチャンネル無し 
LFE 数が表示をれ ない： LFE 無し 

入力信号が PCM のとさ 

サンプ U ング周波数び表示されます。 

たとえば 「 PCMfs :44.] k 」 と表示された場合は、サンプ 
リング周波数44.1 kHz の PCM 信号であることを表してい 
ます。 

ダイアログノーマライゼーシヨン 

Dialog norm 

ドルビーデジタルソフトを再生したとき、表示部に 「 Dialo 呂 
Norm : 〇〇」（〇〇は数値）と表示される場含びありま 
す。これは、ダイア□グノーマライゼーシヨンといラドル 
ビーデジタルび備えている機能のひとつで、再生するソフ 
卜び通常より高い、または低いレベルで録音されているこ 
とを知5せる機能です。 



表おを切り換える 


本体 


ディスプレイ 



本体の DISPLAY ボタンを巧ず 


リモコン 



リモコンで操作ずるときは、 

スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を f 甲してた、5 

ディスプレイ 

DISPLAY ボタンを巧ず 


表示内容び次のよラに切り換わりまず。 
入カ ソース—— 


プ□グラム ー 
フォー マット* 

(名前をつけて 
いる場を）入力名 

U スニングモード- 


ミ... ■ 


_ ■…: 
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電源を入れる/基本の操作 


音声信号の種類を選ぶ(リモコンのが 


Re - EQ 機能を使ラ 


音青信号には アナ □义デジタル、 i.LINK ( AUDI 日)、マルチ 
チヤンネルの4種類びあります。 

それぞれの入力端テに接続している機器に合わせて、どの 
信号を再生するかを選択でさます。 

ゾーン2では、アナ n グとデジタルの2種類び選択でさます。 




I スがル UL 巧レタンを押してから 
Scroll Wheel を回して、設定す 


る機器を還ぶ 


2 




Scroll Wheel を J 甲してた、5、 
AUDIO SEL ボタンを f 甲す 

現在の設定び表示されている間に、 
AUDI 日 SEL ボタンを巧すと、 L 处下のよラ 
に表示び切り換わります。 




才—ト アナ□グ マ j レチチヤンネル 

Auto 命 Analog-^ Multil-^LLINK- 
(割0当て5れているとをのみ） 


ヒン 


本機で操作する場合は 、 AUDIO SELECTOR 

セレクト 

ボタンを巧してから SELECT つまみでお好み 


の音声信号を選んで < ださい。 


Auto ( XXX ): 

デジタル信号を優先して再生しますび、デジタル信号び入 
力されていないとさは、アナ□グ信号を再生します。 

デジタル接続をしており 、 Input Setup メニユ —— -Audio 
Assign サブ方二 :!—— ►Digital Audio (陪88ぺージ）でデ 
ジタル入力端テび設定されている場合に表示されます。 
( XXX )には割0当てられている端テ名が表示されます。 

マルチチャンネル 

Multich : 

マルチチャンネルの音青を再生するとさに選びます。 

アナ n グマルチチャンネル対応の DVD プレーヤーなどをマ 
ルチチャンネル接続しており 、 Input Setups (ニユ ー- - 

オーディオ アサイン ー マルチチでンネル , 

Audio Assign サブメニユ —— ••Multichannel (防88ぺ一 
ジ）び「1」またはに」に設定されている場をに表示され 
ます。 


Analog : 

アナ□グ信号を再生します。]つの機器をアナ□グ/デジタ 
ルの両方に接続していてもアナ□グ音声信号を再生します。 

i . LINK : 

i.LINK ( AUDIO ) 端子に接続されている機器の信号を再生 
します。この設定では、 i.LINK ( AUDIO ) 端子からのデジ 
タル信号のみび再生されます。この設定は 、 Input Setup 
乂ニュ —— ►Audio Assi 呂 n サブ;< ニュ —— ► i . LINK で機器び 
選択されているとさに選択でさます。 


高音域び強調されたサウンドトラックをホームシアター用 
に補正します。フ n ントスピーカーか5の高音域び強すぎ 
る場をに設定します。 



日 SD を使ったメニューでち設定でさます。 ぃ_ 、，グ 

Re - E 日効果がかけられる U スニングモードは 、 Listening 
Mode Setup ;>< ニュー内のサブ;ニューに Re - EQ の項目があり 
よ9 0 



スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を巧してか5、 
Re - EQ ボタンを（くり返し）巧 
ず 



レイトナイト機能を使ラ(ドルビーデ 

ジタノ//のみ； 


劇場用に作5れた映画音声は大さな音とルさな音の差び大 
きいため、環境音や人の会話などのルさな音を聞くには音 
量を上げる必要びあります。レイトナイト機能は音量幅を 
ルさくすることげでさるため、全体の音量を上げずにルさ 
な音ち聞こえます。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞す 
るときに便利です。 

この機能は、本機をスタンノ（イ状態にすると解除されます。 



OSD を使ったメニューでを設定でさます。（が99ぺージ) 



Scroll Wheel を巧してか5 、 L 
MGHT ボタンを（くり返し）巧ず 

〇け：レイトナイト機能をオフにします。 
Low :音量幅をルさくします。 

High :音量幅をさらにルさくします。 



しば5くすると元の表示に戻0ます。 

ごを意 

• レイトナイト機能は、ドルビーデジタル 
ソフトにのみ効果びあります。 

• レイトナイト効果は、ドルビーデジタル 
ソフトによって効果びかなかったり、効 
果がない場合もあります。 








リスニングモードを ffi5 


y スニンクモー ドの種類について 

v _ y 

本磯の U スニングモードを使うと、お部屋にいなび5映画 
館やコンヴートホールなどの臨場感あふれる雰囲気を陈 
わって頂けます。本機には];(下の U スニングモードびあり 
ます。最適なサラウンド再生をお楽しみいただくために、 
スピーカーと出力に関する設定を巧ってください。（《^81 
ページ） 

ダイレクト 

Dir 已 ct 

もとちとの音源に手を加えない、ピュアな音をお楽しみいた 
だけます。入カソースのチヤンネルのまま音声を出力しま 
す。 

ピュアオーディオ 

Pure Audio 

Direct モードに加え、表示部を消してビデオ回路の電源を 
切り、ノイズの発生源をできるだけ最ル限にすることで、 
よ0原音に忠実な音楽再生を巧います。（ビデオ回路の電 
源を切るため、映像び出なくなります。） 

ステレオ 

St 巨 r 已〇 

左ちフ□ントスピーカーとサブウーファーか日出力されま 
す。 

モノ 

Mono 

モノラル信号で収録されたちい映画を再生したり、2言語び 
記録されているソースを左ちのチヤンネルを独立して再生 
するモードです。 DVD などに記録された音声多重のサウン 
ドトラックを再生でさます。 

ドルビー プロ □ジック 

Dolby Pro Logic II 

2チヤンネルで収録された音楽や映画を日.1チヤンネルで再 
生できます。 Movie モードは映画観賞用、 Music モードは 
音楽再生用、 Game モードはゲームに適したモードです。 

• PLII Movie 

□□ I DOLBY SURROUND | マ—クのついた V H S や D V D ビデオ、ま 

たは^部のテレビ番組再生時に楽しむことびできます。 

• PLII Music 

CD などのステレオ音楽や、ライブを記録した DVD に適 
しています。 

• PLII Game 

ゲームディスクを楽しむとさに使巧でさます。 

ドルビー プロ □ジック 

Dolby Pro Logic llx 

2 チヤンネルで収録された音楽や映画を日. 1 か 57.1 チヤン 
ネルで再生できます。明瞭なサウンドはそのままに、かつ 
てないほど自然でな奴日かなサウンド体験びえられまず。 
CD や映画に加えて、ゲームソフトの再生ちドラマチックな 
空間演出、鮮明な音像定位などびえられます。 

已 .1 チヤンネルで収録された音楽や映画を 7.1 チヤンネルで 
再生できます 。 PLIIx Movie または PUIx Music モードび 
選択でさます。_ 

• PLIIx Movie 

映画に最適なモードでず。 

• PLIIx Music 

音楽再生に最適なモードです。 

• PLIIx Game 

ゲームに最適なモードです。 


ドルビー デジタル 

Dolby Digital 

劇場やコンヴートホールさなび5の臨場感あふれるサウンド 
び体験でさるサラウンドモードでず。。嗎^マークのつし、た 
DVD 、 LD などの再生時に楽しむことびできます。 

ドルビー チャル スビーカー 

Dolby VS (Dolby Virtual Speaker) 

2 本のスピーカーで日 .] ch スピーカーび持つ躍動的なヴラウ 
ンド音響効果を再現することびできます 。 「Dolby Pro 
Logic II 」または 「DTS NE 日:日」と組み合わせて、 CD や 
MP 3 などの2チャンネルで収録された音楽を、2本のスピー 
カーのみで己1チャンネルサラウンドび楽し奴る状態にしま 
す。また、スピーカーなを本！; LL おる場合でを使用できます。 
別室（ゾーン2/ゾーン 3) や y インルーム巨でスピーカーを2 
本しか設置できないときでを、このモードを使ラとノ くーチャ 
ルサラウンドによって映画、音楽、ダームで迫力のある音響 
び体験でさます。 

3本じ让のスピーカーを使巧してこの U スニングモードにした 
とさは、ソースやデコードモードによって、出カスピーカー 
は異な0ます。 

Dolby Digital EX/Dolby EX 

已 .1 チヤンネルで収録された音楽や映画を目. 1 チヤンネルで 
再生でさます。己.1チャンネルに背面のサラウンドチャンネ 
ルを増やし、日.1チャンネルにすることで、より空間表現力 
を高奴、360度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果 
を U アルに体感でさます。サラウンドバックチャンネルの 
音声は左ちサラウンドチャンネルに振0分けられるため、 
通常の己.1チャンネル環境で再生することわ可能でず。己.1 
チャンネルで記録された曲輔マークのついた DVD 、 LD の 
再生時は Dolby Digital EX となり、その他のソースでは 
DolbyEX となります。 

DTS 

完全に分離させた已 . 1チャンネルで膨大となる音声データ 
を、可能な限り原音におい状態で圧縮したデジタルデータ 
です。再生ずるには DTS 出力び可能な DVD プレーヤーびお 
要でず。監1マークのついた CD 、 DVD 、 LD などの再生時 
に楽しむことびでさます。 

DTS 96/24 

DTS 白6/24のとさに使用できる U スニングモードです。さ 
め細やかな音声をお楽しみいただけます。 

DTS-ES Discrete 

DTS にサラウンドバックを追加した、目.1チャンネルサラ 
ウンドです。 

追加されたサラウンドバックチャンネルを含めて目.1チャン 
ネルすべてが完全に独立してデジタル記録されているた 
め、立体感、移動感などびよ0鮮明に再現でさます。 
丘互国のついた CD 、 DVD 、 LD などの再生時に楽しむこ 
とびでをます。 

DTS-ES Matrix 

DTS - ES 収録ソフトを日.1チャンネル再生します。 

DTS - ES 収録ソフトにはサラウンドバックチャンネルの情 
報わ組み込まれているた奴、それぞれのチャンネルを目.] 
チャンネルに復元して再生します。 Eg 巨弓マークのつい 
た CD 、 DVD 、 LD などの再生時に楽しむことびでをます。 
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リスニングモードを巧ラ 


DTS NE0:6 

2チャンネルで収録されたソースを日.1チャンネルで再生す 
るモードです。目チャンネルすべてに広い周波数帯域び確保 
され、.チャンネル間の独立性ち優れています。映画に最適 
な Cinema モードと音楽再生に最適な Music モードげ選択 
できます。已チャンネルで収録されたソフトは、 NE 日:6に 
な0ます。 

• NE0:6 Cinema 

リアルで移動感にあふれたサラウンドび再現され、2 
チャンネルの VHS や DVD ビデオ、テレビ番組に適して 
います。 ， 

• NE0:6 Music 

サラウンドチャンネルを使用することで通常の2チャン 
ネル出力では得5れない自然な音場を生み出します。2 
チャンネレで収録された CD などに適しています。 

AAC 

MPEG -2 AAC 方式で圧縮されたデジタルデータで、最大 
曰.1チヤンネルのサラウンド音声を提供します。 

巨 S デジタル放送などの AAC ソースを再生するために使巧 
します。 


7ルチプレックス 

Multiplex 

音青を重放送のとさの U スニングモードです。 

THX 

THX 準拠のスピーカーシステムで最大の効果を発揮する 
モー ドです。 


• THX Cinema 

已 .1 チャンネルのモードです。映画館のよラな広い場所 
で再生することを想定して録音編集された劇場用映画を 
見るときに適しています。サラウンドバックの音声出力 
は、ソースやデコードモードによって異なります。 

• THX Ultra2 Cinema 

THX Ult 「 a 2 のモードです。己.1チヤンネルで収録され 
た音楽や映画を7.]チャンネルで再生でをます。再生す 
るサラウンド成分を分析し、雰囲気や方向感を最適化す 
るよラサラウンドバックに振0分けます。横と後方のに 
がりと定位感をさ5に高めます。 

• THX Music Mode 

THX Ult 「 a 2 の音楽ソース巧モードです。已 .1 チヤンネ 
ルで収録されたソフトを 7.1 チャンネルで再生します。 

ゲーム モード 

• THX Games Mode 

THX Ult 「 a 2 のゲームソース用モードです。 

• THX Su^rTound EX 

ドルビーラボラト U - ズと THX 社で共同開発されたホー 
ムシアター用フォー マッ トです。ドルビーデジタル EX ® 
技術で従来の左ちフ□ント、センター、左ちサラウン 
ド、サブウーファーの各チャンネルに加えて、視聴者の 
背後に新たな音場を作0出し、総計7.]チャンネルとな 
0ます。 


7ルチチャンネル 

Multichannel 

アナ□グのマルチチャンネル接続をしているとさに使用で 
さる I 」スニングモードです。 

し LINK: DVD-Audio 

i.LINK ( AUDIO ) の接続をしていて、 DVD 才ーディオを 
再生するときに使用できる U スニングモードです。 

し LINK: SACD 

i.LINK ( AUDIO ) の接続をしていて、 SAC □をち生すると 
きに使用でさる1」スニングモードです。 

オンキヨー独自のリスニングモード （DSP) 


才ールチャンネルステレオ 

All Ch Stereo 

目 GM として音楽をかけるとさに<更利なモードです。すべて 
のスピーカーか5ステレオ音声で再生されますので、迫力 
ある音場をお楽しみいただけます。 

フル モノ 

Full Mono 

すべてのスピーカーからモノラル音声で再生されます。ど 
の場所にいてち同様に音楽を聞<ことびでさます。 

モノ ム ービー 

Mono Movie 

ちい映画などモノラル信号の映画ソースを再生するのに適 
したモードです。センターチャンネルからはそのままの音 
青を、他のスピーカーか5は適度に残響処理を施したセン 
ター音を出力します。モノラルでち臨場感をお楽しみいた 
だけます。 

エン A ンス 

Enhance 

音楽鑑賞やテレビのスポーツ番組を見るのに適していま 
す。 

効果音は自然にサラウンド、サラウンドバックスピーカー 
に移動し、よ0躍動感のあるサウンドを再現します。 

才ーケストラ 

Orchestra 

クラシックやオペラに適したモードです。 

音声イ^ージび全体に広げるよラなサラウンド感を強調。 
大ホールで聞いているよラな自然な響きび楽しめます。 

アンプラグド 

Unplugged 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適したモード 
です。フ□ントの音場イメージを重視することで、あたか 
ちステージの前で聞いているような音場イ;< ージをつくり 
ます。 

スタジオ 5ックス 

Studio-Mix 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適したモードで 
す。パワフルな音響イ^ージを再現した臨場感あふれるヴ 
ウンドは、あなたをあたかもクラブ八ウスにいるような気 
分にするでしょう。 

TV Logic 

放送局のスタジオか5放映されているテレビ放送に適した 
モー ドです。 

局のスタジオにいるような臨場感を高めます。すべてのヴ 
ラウンド音声を強調し、芸話音声を明瞭にします。 



リスニングモードを巧う 


へッ ドホン使用時の U スニングモード 〔ゾスニンク•モー ドを切0換え で楽しむ) 


ドルビー へジドホン 

Dolby Headphone 

へッドホンで日.1チヤンネルスピーカーが持つ躍動的なサラ 
ウンド音響効果を再現することびでさます。へッドホン装 
着前の U スニングモードの効果を左ちのへッドホンで楽し 
むことびでをます。ただし、 U スニングモードによって 
は、次のよラに置さ換わりまず。 

• Dolby VS と Stere □は 、 Dolby Headph 日 ne モードにそ 
のまま置さ換わります。 

• 7.1 チヤンネルサラウンドでデコードされたソースは、 

已 .1 チヤンネルサラウンドにデコードされます。 

• DTS 9日/24は、 DTS にデつードされます。 

Dolby Headphone モードをオフにしたときのリス 
ニングモード 

ダイレクト 

Dir 已 ct 

へッドホン装着前の U スニングモードび Direct のときに、 
このモードになります。効果は Direct モードと同じです。 

ピュア オーデイオ 

Pure Audio 

へッドホン装着前の U スニングモードび Pure Audio のとき 
に、このモードになりまず。効果は Pure AucHci モードと同 
じです。 

モノ 

Mono 

へッドホン装着前の U スニングモードび Mono、Mono 
Movie、Full M 曰 n 日のときに、このモードになります。効 
果は M 曰 no モードと同じです。 

へッドホン装着前に、モノラルソースを Dolby VS の U スニ 
ングモードで聞いていたとさち、 Mono にな0ます。 

ステレオ 

St 已 reo 

へッドホン装着前のリスニングモードび Direct、Pure 

オーデイオ モノ モノ ムービー フル モノ 

Audio、MonOs Mono Movie 、 Full レ Mono 政がのとき 
に、このモードになります。効果は Stereo モードと同じで 
す。 

マルチプレックス 

Multiplex 

へッドホン装着前の U スニングモードび Multiplex のとき 
に、このモードになります。 


本機の U スニングモードを切り換えるには、次のよラに操 
作します。 

ご'ま意 

入力信号によって選択できるリスニングモードび異なりま 
す。（政128〜130ページ） 


入力切換ボタン 




INPUT 


All ST 

STEREO 

DSP^ 

-^DSP 
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リスニングモードを巧う 


本体で操作ずる 


7 

入力切換ボタンを押す 

ク 

還んだ機器を再生ずる 

3 

LISTENING MODE ボタンを巧してか 
日 SELECT つまみを回して、リスニン 
グモードを選ぶ 


U モコンで}柔作ずる 


1 Scroll vi / f ^ eel を回して演奏する機器を 
選ぶ 

M (5(5 E ボタンと I が F % 子ボタンび点打していない 
ときに操作します。点なしている場合は、点打 
しているボタンを巧してミ肖して < ださし、。 

Scroll Wheel を回すと、両方のボタンび点なし、 
入カソースとモードび同時に切り換わります。 


と 選んだ機器を再生ずる 


〇 Scroll Wheel を f 甲してか日聞きたいリ 
スニングモードのボタンを巧す 

PURE A ポタン： U スニングモードを 「Pure 
Audio 」 に切り換えます。ピュアオーディオを還 
ぶと、ピュアオーディオインジケーターび点打 
します。ピュアオーディオを還んでいるとさ 
は、を計な信号回路をカットするため、コン 
ポーネント端テに接続している機器の OSD (才 
ンスク IJ ーンディスプレイ）は出なくな D ま 
す。 

□旧 ECT ポタン： U スニングモードを 「 Direct 」 
に切り換えます。 

STEREO ボタン： U スニングモードを 「 Stereo 」 
に切り換えます。 

SURR ポタン： U スニングモードをサラウンド 
モードに切 D おえまず。 

• 已 ch 信号び入力されているとさは、巧すたび 
に U スニングモードび 「 DolbyEX 」 一 

ブロ □ジック ムービー ■ :ロジック 

jPLIIx Movie (初期設定）」一 rPLIIx 
Music 」 一 「 NE 日:日」一 「 Off 」 の順に切り 
換わります。 

• 2 ch 信号び入力されているときは、押すたび 
に f^PLIIx Movie (初期設定）」一 [PLIIx 

ミュージック ス□□ジック ヴーム f ネオ 

Music 」 一 I PLIIx G 弓 me 」 一 「 NE 日：日: 
Cinema 」 一 「 NE 日:目 Music 」 の順に切り換 
わ0ます。 


THX ボタン： リスニングモードを 「 THX 」 に切り 

換えます。 

• ドルビーデジタル信号び入力されているとき 
は、次のデコードモードに切り換えることび 
できます。押すたびに 「ThHX Cmema 」 一 
「 SurroundEX 」 一 「 Ult 「 a 2 Cinema (W 
期設定）」一 「 MijsicMode 」 一 「Games 
Mode 」 の順に切り換わります。（臨] 04 
ぺージ） 

◄ DSP ► ボタン： 押すたびにそのときの入力信 

号で選べるすべての U スニングモードを順に切 

り換えます。 

AIIST ボタン： U スニングモードを 「All Ch 

Stereo 」 に切り換えます。 

◄ または ► カーソルボタン： 

• AAC や Dolby Digital の音声多重信号び入力さ 
れているときは、主音青と副音声を切り換えま 
す。押すたびに 「 Main 」 一 rSuti 」 一 「 Main 十 
Sub 」 と切0換わ0ます。 

• ヘッドホンを使用している場をは、カーソル ◄/ 
►ボタンでドルビーへッドホンのオン/オフを 
切り換えることびできます。 



入力する信号と選択でさる U スニングモードについて表に 
まとめています。 I 28〜13日ページをご参照くださし、。 




マルチチヤンネルで鑑實する 


D\/D プレーヤーなど、マルチチャンネル音声（己. 1 〜 f 部々ぶ,一た 1 

7.1 ch ) に対応している機器を2台まで本機に接続するこ巧 巧のレぶ ■/4» _ j 

とびでさます。 ィ'フト 1 Z ド：7 

マルチチャンネル接続をした場を、 Input Setup 方ニュー 入力の設定をします。初期設定は DVD び「1」で、 CD び 

での設定び必要です。また、お好みに合わせてリスニング 「2」、それ!^处外は 「 No 」 です。 

モードなどの設定をしておくことちでさます。マルチチヤ 
ンネルは^インルームでお楽しみ < ださし、。 



マルチチャンネル接続コードやオーディオ用ピンコード （3 
〜4本）使って、接続する機器のマルチチャンネル出力端子 
と本機の MULTI-CH IN 端テを接続します。 




I INPUT ボタンを f 甲してか日 Scroll 

Wheel を回して、入カソースを選ぶ 

く* S 品ぶ I Wheel してか5 Si 千でをボ 

タンを巧して、メインメニューを表示 
_ずる_ 

〇 ▲/ ▼ボタンを押して ifn ン S 卜 t 旨 e て iSj 
を選び、 ENTER ボタンを f 甲す 

4 ▲/ ▼ボタンを巧して 「Audio 
AssignJ を選び、 ENTER ボタンを巧 
ず 

5 ▲/ ▼ボタンを f 甲して 「 Multichannel 」 

を還び、 ◄/ ►ボタンで「1」もしくは 
_に」を選ぶ_ 

6 S 卽ァがボタンを巧す 

設定び終了し、メニュー画面び消えます。 
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7 ルチチヤンネルで鑑實する 


[^7 ルチチヤンネル再生をする 



INPUT 


VOLa/T 


インプット 


スク□ール 


IN PUT ボタンを巧してか日 Scroll 

ホイール 


Wheel を回して、入カソースを選ぶ 


ク 


スク □ ール ホイール オーデイオ 

Scroll Wheel を巧してか日 AUDIO 


SEL ボタンを（くり返し）巧して、 

マルチチヤンネル 


「 Multich 」 を選ぶ 


〇 再生を始める 


4 VOLi / T ボタンで音量を調整する 

音量は、一〇〇、 一81 .已 d 巨〜] S . Od 巨までの範 
囲で調整でをます (Volume Setup ヴブメ 
ニユーで [ RelativeJ 設定時）。 


ヒン 


本機で操作するとさは、入力切換ボタンを押し 
てから AUDI 日 SELECT 日 R ボタンを押して 
「 Multich 」 を選びます。再生を始めてから 
MASTER V 日 LUME つまみで音量を調整しま 
す。 


マルチチヤンネル再生時の U スニングモードをあ5かじめ 
設定しておくことちできます （ U スニングモードプ U セッ 
卜）。その場合は 、 rnput SeTU □-► Lis'temng IvTo^le 
P プ芯屋占 t ヴブメニ：!一の rMiJi 芋 r な arl レ neU で、お好みの設定 
を選んでください。初期設定は 「 Multichanriel 」 です。 

U スニングモードについては] 28ページを、リスニング 
モードプ U セットについては目日ページをご賣ください。 

リスニングモードの音響効果や再生ずる環境を設定 
しておぐには 

マルチチヤンネル再生時のデコードモードやスピーカー環 
境など、細かな設定をしておくことびでさます （ U スニン 
グモードセットアップ）。 

詳しくは目3ページをご賣ください。 


7ルチチヤンネル再生時のスピー 
力一音量を調整する 


CH SEL 



I の 

RANDOM 

i 〇 

SUBTITLE ANQ。LAST M 

り。錫。！ 

REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

い PSP》 1PSP-) 

REPEAT VIDEO MUSK PHOTO 

■質 

PLAYLIST ALBUM ARTIST GENRE 

を…可浸けを 


LEVEL -/+ 


Scroll W も eel を f 甲してか日 CH SEL ボ 
タンを巧して、調整する スピーカーを 
選ぶ 

スピーカー アクトフットセットアッフ スビーカー 

Speaker/Output Setup メニ：!一の Speaker 
Configurati 日 n サブ方ニユーで設定したスピー 
カーが順に切り換わります。 


么 LEVEL -/+ ボタンを巧して、音量レべ 
ルを調壁する 

一] 2 cl 目〜十] 2 d 巨の範囲で調整でさます。ヴ 
ブウーファーは 一 1已 d 目〜十] 2 d 目の範囲で調 
整でをます。 



マルチチャンネル音声の各スピーカーレベルは、84ページ 
のテスト音で設定するレベルキャ U ブレーシヨンとは異な 
0ます。マルチチャンネル再生！;^がの再生には反映されま 
せん。 







別ま（ゾーン2やゾーン 3) で映画-音楽を鑑實する 


別室用のスピーカーやアンプを接続して、別室（ゾーン2/ 
ゾーン 3) で異なるソースをお楽しみいにだ< ことびでをま 
す。 

別室でお楽しみいただくには、3つの方法びあ D ます。 


プ U メインアンプまたはレシ ~j r — を 
接続ずる場さ （ ゾーン2/ ゾーン 3) 


r 厘と謀 g のしかた 

ス ピーカーだけを接続ずる場合 


• メインルームで7.]チャンネル再生しなび5、別室で異 
なる ソースを 再生でさます。 

• 音量は別室で使用するプ U メインアンプまたはレシー 
バーで調整してください。 


(ゾーン 2) 


• メインルームで己.1チャンネル再生しなびら、別室で異 
なる ソースを 再生でをます。 

•音量は本機で調整します。 



1 ゾーン吕用のスピーカーを本機の SURR 
BACK L/R SPEAKERS BS 品子に接続 
ずる 


と ゾーン2用の映像機器をコンポジットの 
VIDEO OUT 1~4端子のいずれかに接 
続ずる 

〇 セットアップメニューの設定をする 

スピーカー アウトフット セットアップ スピーカー 

© Speaker/Output Setup-^Speaker 
Confi 呂 uration サブ六 二：！一 （陵82 ぺ一 
ジ）で、 「 Speaker 目 Suit Back 」 の設定 

を 「Powered Zone 2」 にします。 

ビデオ 

( 2 ) 続けて Speak ' er/Output Setup-^Video 
Output Assign ヴブ^二:！一で、機器を接 
続した端子の設定を 「Zone 2 Out ! にしま 
す。 

感 SETUP ボタンを巧してメニューを終了します。 




2 


3 


4 


ゾーン吕、ゾーン3用のプ U メインアン 
プまたはレシーバーを本機に接続ずる 


下記のいずれかの端テに接続します。 

オーディオ アウト 

•AUDIO 0 UT 1 〜已 


初期設定は处下の通りです。 
Analo 呂4 (AUDIO OUT 4) 
Analog 已 （ AUDI 日日 UT 已） 
•DIGITAL OUT OPT に ALl 〜 

デジタル アウト コアキシャル 

• DIGITAL OUT COAXIALl 〜 


: zone 2 Out 
: Zone 3 Out 
2 
2 


ゾーン吕、ゾーン 3用の スピーカーをプ 
リメインアンプまたは レシーパーに 接 
続する 


ゾーン吕、ゾーン3用の映像機器をコン 
ポジットの Vibio duTl ~4端子のい 
ずれかに接続ずる 


セットアップメニューの設定をする 

オーディオ アクトフット 

① Soeaker/Output Setup 一 Audio Output 
Assign ヴブニュー（臨8曰ペ^ジ）で、機 
器を接続した端テの設定を rzone 吕 Out 」 ま 
たは rzone 3 Out 」 にします。 
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別室（ゾーン2やゾーン 3) で映画 • 音楽を鑑實する 


CD 同じ Audio Output Assi 旨 n サブ方二:!一の 
「Zone 2日 ut 」 または 「Zone 3日 ut 」 の設 

定を 「Line Out (fixed level )」 にします。 

スピーでー アウトフットセットアッフ ビデオ アウトフット 

③ Speaker/Output Setup-^Video Output 
Assign サブメニューで、機器を接続した端 

テの設定を 「Zone 2 Out 」 またはに one 3 
Out 」 にします。 

® SETUP ボタンを押して^ニューを終了しま 
す。 


ノ {でーアンプを接続ずる場合 
(ゾーン2/ゾーン 3) 


4 セットアップメニューの設定をする 

スビーカー アクトフットセットアップ オーディオアクトフット 

① Speaker / 日 utput Setup-^Audio Output 
Assi 呂 n ヴブ;<ニュー（臨8日ぺージ）で、機 
器を接続した端子の設定を 「Zone 2 Out 」 ま 
たはに one 3 Out 」 にします。 

@ 同じ Audio Output Assign サブ;<ニューの 
|"Zone 2日 ut 」 または ！ "Zone 3日 ut 」 の設定 

を rPre Out (variable level ) 」 にします。 



Assign サブメニューで、機器を接続した端 

テの設定を rZone 2 Out 」または「 Z ^) t^e 3 
Out 」 にします。 

® SETUP ボタンを押してメニューを終了します。 


• ^インルームで7.]チャンネル再生しなが5、別室で異 
なる ソースを 再生できます。 

•音量はパワーアンプ側でなく、本機で調整します。 



7 

ゾーン2、ゾーン3用のパワーアンプを 
本機に接続ずる 

下記のいずれかの端テに接続します。 

•AUDIO 0 UT 1 〜己 _ 

•DIGITAL OUT OPTICAL 1-2 

• DIGITAL OUT COAXIAL ] 〜 2 

ク 

ゾーン吕、ゾーン 3 用のスピーカーをパ 
ワーアンプに接続ずる 

3 

ゾーン吕、ゾーン3巧の映像機器をコン 
ポジットの VIDEO 0 UT 1 〜4端子のい 
ずれかに接続ずる 





ON, STANDBY 

Scroll Wheel 
CH DISC +/— 


ZONE 3 
ZONE 2 

VOL A/T 


リモコン操作をするとさは、ゾーン2やゾーン3の場所や本 
機か5の距離などによって、操作方法が異な0ます。 

• 本機の受光部に向けて U モコン操作する 
• マルチルーム接続をしてゾーン2やゾーン3の場所に U モ 
コンセンサーを設置する （巧 64ページ） 


• メインルームのス U —プタイマーは、ゾーン2/ゾーン3 
でち働さます。ゾーン2/ゾーン3のみにス U —プタイ 
マーを 働かせるには、メイン ルームで 本機のス U —プタ 
イマーを設定した後、本機をスタンバイ状態にします。 

スビーカー アウトフットセットアップ スビーカー コンフィグレーシヨン 

• Speaker/Output Setup 一 Speaker Confi 昼 uration 
サブ六ニューで 「 Speaker 巨 Suit Back 」 を 

「Powered Z 日 ne 2」に設定したとき、インルームで 
7. 1チヤンネル再生はでをません。 

• ゾーン2/ゾーン3に出力でさる音声、映像は次のよラに 
なっています。 


別室（ゾーン2やゾーン 3) で映画 • 音楽を鑑實する 

¥ j 室で映画 • 音楽を鑑賞ずる 1 U モ コンで操作ずる 


PCM のみ出力 

2 ch ダウン S ックス信号の場合 

COMPONENT VIDEO IN の場合は、 HDMI ス□ットを挿 
入したとさに可能 

才ーディオ アウトフット アサイン _ ビデオ アウトフット 

Audio Output Assign ヴプメニ：！一や Video Output 

アサイン ゾーン アウト ゾーン アウト _ 

Assign ヴブ;ニューで Zone 2 Out . Zone 3日 ut の設 
定びない 


ゾーン2またはゾーン3の電源を入れる 

^口 NE 2または ZONE 3ボタンを押してか5 
日 N ボタンを押します。 


ソースを 選ぶ 

ZONE 2または ZONE 3ボタンび点灯している 
間に Scroll Wheel を回してソースを選択しま 
す。（ボタンび消なしているときは、 Z 0 NE 2 
または ZONE 3ポタンを巧して点なさせてくだ 
さい。） 

• チューナーを選んだ場含は/己に C +/- 
ボタンでプリセツトチヤンネルを選ぶことび 
でさます。 


音量を調整ずる 


ZONE 2 (または ZONE 3) ボタンを押してから 

ボリューム 

已秒 m 内に V 日 !_▲/ ▼ボタンを押して調整します。 


プリ；< インアンプまたはレシーバーを接続し 
ている場含は、接続した機器側で音量を調整 
します。 

ゾーン2またはゾーン3を使用しないとをは、 
ZONE 2または ZONE 3ポタンを巧してか5 
STAND 目 Y ボタンを押してください。 


入力端子か S 

ETHERNET/ 

PH/ 

AUDIO IN ]〜9 


DIGITAL IN 
OPT に冉 L ] 〜 日 / 
DIGITAL IN 
CO 冉 XIAL ] 〜 6 

VIDEO IN 1 〜日 / 
S VIDEO IN 1 〜 6/ 
COMPONENT 
VIDEO IN 1 〜日 / 
D4 


2 


3 


Z 0 NE 2 

REC / 
ZONE 3 

出力端子へ 

〇 

〇 

AUDIO OUT ] 〜已 

X 

X 

D に ITAL OUT 
OPTICAL ] 〜吕 

X 

X 

DIGITAL OUT 

CO 冉 XI 冉 L ] 〜2 

び 2 

び 1 

AUDIO OUT ]〜 己 

〇 

〇 

D に ITAL OUT 

OPT に冉 L ]〜2 

〇 

〇 

DIGITAL OUT 

CO 冉 XI 冉 L ] 〜 2 

び 3 

び 3 

VIDEO OUT] 〜 4 



S VIDEO OUT] 〜 4 



COMPONENT 
VIDEO OUT 


I 励爲口 Q 5 iin 11 夕な 0 0 !o 風擺-黛經 

說證 SI 翁 I 靈 I 龍 I 

" oj 巧の®曾 fo 風-ご瓜齡回 0 る獨簽觀思 


立呈户入力 映像入力 
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別室（ゾーン2やゾーン 3) で映画-音楽を鑑實する 


本体で操作ずる 


STANDBY/ON STANDBY インジケーター 



• メインルームの操作をするときは 、 STANDBY 
インジケーターび点滅していないことを確認し 
てか5操作してください。また、メインルーム 
を使用しないときは、 STAND 巨丫/日 N ボタン 
を押してください。本磯をスタンバイ状態にし 
てち、ゾーン2/ゾーン3の電源は切れません。 


ゾーン 2 の場合： ZONE 2ボタンを押してか 
ら、 SELECT つまみを回してソースを選びま 
す。選んだソースのボタン上のインジケーター 
が緑色に点灯します。 、 

ゾーン 3 の場合： REC/ZONE 3ボタンを押して 
けら、 C 日 NTR 日 L つまみを回してソースを選び 
ます。選んだソースのボタン上のインジケー 
ターび赤色に点なします。 

ZONE 2または REC/ZONE 3ボタンを押す 
と、本体の STANDB 丫インジケーターび3秒間 
点減します。操作はインジケーター点滅中に 
行って < ださい。 

ゾーン吕（またはゾーン 3) 2 とメインルームの 
ソースを 同時に切り換えるには 

ZONE 2 (または REC / Z 日 NE 3) ボタンをく 
り返し巧して 「 Z 2 Sel : S 日 URGE 」 と表示させて 
か ! 5 ソースを 選択します。 


と 音量を調整する 

ゾーン 2 の場合： ZONE 2ボタンの下の LEVEL 

ボタンを押してか 5 SELECT つまみを回し、音 

量を調整します。 

ゾーン 3 の場ち： REC/ZONE 3ボタンの下の 

LEVEL ボタンを押してから、 CONTR 日 L つまみ 

を回して音量を調整します。 

ごを意 

• プ U メインアンプまたはレシーバ’一を接続してい 
る場含は、接続した機器側で音量を調整しちす。 

• ゾーン3/ゾーン3を使用しないとさは 、 ZONE 
2または REC/ZONE 3ボタンを巧してか5 
STAND 巨 Y / ON ボタンを押すか、 SELECT っ 
まみ（ゾーン3の場含は C 日 NTR 日 L つまみ）を 
回して「日が」にします。ゾーン2の場合は入力 
ボタン上の緑色のインジケーターび、ゾーン3の 
場合は赤色のインジケーターび消えます。 














































旧レシーパー 


メイン ルーム 

ム信号の流れ 



] 


キャビネット巧 



旧ェミッター 

旧ェミッター 

旧ェミッター 


1 . リモ]ン信号を受信しやすし ' i 場前こ旧レシーバーを設置 
し、旧エミッターをキャビネット内に取0付けます。 

取0付けについての詳細は、システムに添付の取扱説明 
書等をご覧 < ださい。 

2. 夕 一 S ネーターに、旧レシーバーと旧エミッターを接続 
し、ター S ネーターのスイッチを適切な位置に含ねせま 
す。（システムに添付の取扱説明書等をご賣ください。） 
電源アダプターを夕 一 S ネーターに接続します 

AC アダプター ゾ 


:信号の流れ 


モノラルミニジャックびある場合旧 IN へ 

この場合、使巧する部屋に応じて旧 IN 「 MAIN」「ZONE 2」 
「 ZONES 」 のいずれかに接続します。 



DVD プレーャー 


CD プレーヤー 
など 


旧エミッター（旧 E -1.0) 


キ ビネットなどの中に入れて使用ず 
る場合 


RC- 已已 7M 



AC アダプター 

が EM ON 

目 EM ON 

同 

四 

BL ON - 1 r 

BL ON - 1 2 

NET ON m 



L ミ 



u 



◎ 


AT-1.0 

AMPUFIED 

TERMINATOR 

SpeakerCraft 


夕ーニイ、ーター 

(AT-1.0) 


別室で使用ずる場合 


1 . U モコンを使用する部屋に旧レシーバーを設置し、 IR エ 
S ッターのェ S ッター側（ホが線を発射する部分）を機 
器の U モコン受光部に取り付けます。 


モノラルの S ニジャックケーブルびある場含は、旧エ S ッ 
ターを取0付ける巧わりに S ニジャックの片方を夕 一 S 
ネーターに接続し、もラー方を TX - NA ] 日日0の旧 IN 端テ 
に接続してちかまいません。 

2. 夕ーミネーターに、旧レシーバーと IR エ S ッターを接続 
し、ターミネーターのスイッチを適切な位置に合わせま 
す。（システムに添付の取扱説明書等をご覧ください。） 
電源アダプターをター S ネーターに接続します。 






メイン ルーム 




旧 

レシー K — 


ゾーン2/ゾーン3 


リモコン信号が届かない場合は（マルチル-ムでリモコン操作ずる） 

市販のマルチルームキットなどを使用して、本機にリモコン信号び届かない場所か5でも U モコン操作をすることびでき 
ます。別室でホームシアターを楽しんだり、機器をキャビネットに収納している場合などにご利用ください。 

ここではスピーカークラフト社の赤外線コント□-ルシステムをご使用になった場合の例で説明します。 

同セットには取扱説明書を同おしてお0ますび、取り付けにあたっては壁内配線などを要する場合わございますので、同 
セット取り扱いのカスタムインス I -ールびできる販売店への依頼をお勧奴いたしまず。 

※マルチルーム用のキットによっては本機の IR IN / OUT 端テをご使用いただくことびでをます。その場合はマルチルームキットの説明書に 
したびい、接続•設定をしてください。 


接続例 


(((((((三ミニニ 
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^信号の流れ 































































































































録音 • 録画する 


本機では、再生中のソースを録音するだけでなく、再生中 
に別のソースを録音することもでさます。また、映像と音 
声を組み含わせて新たな録画-録音をずることちでさま 
す。 

接続している端テによって、録画-録音機器に出力できる 
信号は異なります。下記をお確かめのラえ、録画•録音し 
て < ださい。 

• ETHERNET . PH 、 AUDI 日 IN 端子か 5 の信号（アナ □ 
グ ：) J ま AUDI 日日 UT 端テのみに出力されます 。 Net 
AucHo で再生される MP 3、 WMA 、 WAVE などの音楽信 
号をアナ□グ音声出力のみに出力されまず。 

• MULTI-CH IN 端子か5の信号は出力されません。 
•HDMI IN 端子か5の信号は、 HDMI 日 UT 端テにしか出 

力されません。 

• DIGITALIN 日 PT に AU 箭モ 、 C 日 AXIAL 端テからの信号 
は 、 DIGITAL OUT OPTICAUS テ、 COAXIAL 端テに 
出力されずす。また、 PCM 信号の場含はアナ□グ変換さ 
れて AUDI 日日 UT 端テに を 出力されます。 


映像 

ビデす イン ビデオ イン コンポースント 

•VIDEO IN 端テ 、 S VIDEO IN 端テ 、 COMPONENT 
VIDEO IN 端子か5の映像信号は、 VIDEO 日 UT 端テの 
みに出力されます。 


手順の中では U モコンで操作でさる場合ちありますび、こ 
こでは本体で操作手順を説明します。 

ごま意 

•サラウンド効果は録音されません。 

• 菁作権保護された DVD などはデジタル録音-録画できま 
せん。 

• デジタル信号の録音-録画については制約びあります。 
デジタル録音するとをは、録音機器の取扱説明書ちご賣 
<ださい。 

• DTS 信号をアナ□グ録音するとノイズとして録音するこ 
とにな0ますので、 DTS 対応の CD や LD はアナ□グ録音 
しないで < ださい。 


ちを U ながら録音 • 録画ずる 


再生中の音楽や映画を録音.録画します。 

この機能はメインルームで使巧し、本体で操作します。 


入力切換ポタン 



1 本機の電源を ON にずる 


么 録音-録画機器の接続を確認ずる 

AUDIO Cf 日卜 T 端テ 、 DIGITAL 〇已卜 T 端テに音青 
機器を 、 VIDEO OUT 端テに映像機器を接続し 
ます。 


〇 接続した機器の設定を確認する 

① Speaker/Output Setup メ ニ:!一 の Audio 
Output Assign サブ ニユー （底8日ぺ一 
ジ）で、録音機器を接続した端テの設定を 
r 能 C がふ」にしてください。 

ビデオ 

( 2 ) Speaker/Output Setup メ ニ:!一 の Video 
日 utput Assi 呂 n ヴブメ ニュー で、録画機器 
を接続した端テの設定を 「Video XX Rec 
日 ut 」 にしてください。 

③ SETUP ボタンを巧してメニューを終了しま 
す。 



Zone 3日 ut と Rec 日 ut は同一回路を使用して 
いるため、録音機器を接続した端テをに one 3 
Out 」 に設定したときは録音でをません。ま 
た、再生機器と同じ機器で録音•録画をするこ 
とちでさません。 











































録音 • 録画する 


4 

入力切換ボタンを巧して、録音•録画 
ずる機器（再生側）を選ぶ 

5 

REC / Z 0 NE 3 ボタンを巧し、3秒む内 
に同じボタンをちラー度巧す 

表ホ部に 「 RecSel : SOURCE 」 と表示され、運 
ばれているソースのボタン上のインジケーター 
びホ色に点なします。 

手順3で Rec Out の設定をした機器で、録音- 
湿画び可能な状態になりまず。 

6 

録音-録画ずる機器（録音側）の準備 
をずる 

• 録音-録画する機器を録音待機状態にします。 

• 録音レベル調整は録音機器で行ってください。 

• 録音のしかた(しつし''ては、録音 • 録画機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

7 

録音 • 録画を始める 

手順4で選んだ機器を再生します。 

録音•録画中にソースを切り換えると、新しく 
選択されたソースび録音-録画されます。 


再生しなびら別の機器を録音 • 録画 
する 


DV □を鑑賞しなび 6 CD を録音するなど、音楽や映画をち 
生しなび6他の機器で録音-録画することびでをます。 
この機能は^インルームで使用し、本体で操作します。 

STANDBY インジケーター 



入力切跨 

mt ’ タン 
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CONTROL 


7 

MAIN A または MAIN B モードで本機の 
電源を ON にずる 

スタンバイ状態で次の手順へ進むと、 Z 0 NE 3 
モードが有効にな0ますので、必ず電源を入れ 
て < ださい。 

ク 

録音-録画機器の接続と設定を確認ずる 

目巳ぺージの「再生しなび5録音-録画する」の 
手順2、3をご覧ください。 

3 

REC / Z 0 NE 3 ボタンを巧し、3秒内 
に CONTROL つまみを回して録音•録 
画ずるソースを選ぶ 

R ちた / ZONE 3ボタンを巧ずと、3砂間 
STAN □日 Y インジケーターび点滅します。点滅 
している間にソースを還択してください。表示 
部に録音•録画されるソース名び表示され、手 
順2で R を C OiTt の設定をした機器で録音-録画 
び可能な巧態になります。 

4 

録音-録画する機器（録音側）の準備 
をずる 

5 

録音 • 録画を始める 
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録音 • 録画する 


祟なるソースの音楽とか像を錄葺 • 
録画ずる 

映像に他のソースの音を加えて、才 I 」ジナルビデオび作成 
でをます。し: TRD 手順は、 D に ITAL IN OPTICAL 2端テ 
に接続した CD プレーヤーの音阜と 、 VIDEO IN 3に接続し 
たビデオカ六ラの映像を 、 VIDEO OUT 2に接続したビデ 
オデッキで録音-録画する場合の例です。 

この機能は、；<インルームで使巧します。 


7 

MAIN A または MAIN 己モードで本機の 
電源を ON にする 

ク 

録音-録画機器の接続と設定を確認ずる 

目已ページの「再生しなげ5録音•録画する」の 
手順2、3をご賣ください。 

3 

入力切換ボタンの rcD 」 を押す 

4 

含 i 甲じをボタンを巧してメインメニュ ー 
を表示し、 SELECT つまみを回して 
「Input Setup 」 を選んだ日つまみを巧 
ず 

手順3〜目を U モコンで操作する場合は、80 
ぺージをご賣ください。 

5 

SELECT つまみを回して 「Video 
Assign 」 を選んだ日つまみを f 甲す 

6 

S 写- ECT つまみを回して rComposite 
Video 」 を選び、次に CONTROL つまみ 
を回して「3」を選ぶ 

「3」に設定した 5 SETUP ボタンを押します。 

7 

CD プレーヤーに CD を入れ 、 VIDEO 
IN 3端子に接続したビデオカメラに再 
生用テープを入れる 


8 VIDEO OUT 吕端子に接続したビデオ 
デッキに録音-録画用テープを入れる 

9 REC / Z 0 NE 3 ボタン对，し、3ぉ似内 
に入力切換ボタンのに DJ を巧すか 
CONTROL つまみで CD を選ぶ 

表示部に 「 RecSEL : CD 」 と表示されます。 

CD プレーヤーび音声入カソース 、 Video 3び映 
像入カソースとして選択されます。 

10 ビデオデッキで録画を始め、 CD プレー 
ヤーとビデオカメラで再生を始める 

3〜白で選んだ機器を再生します。 

ごを意 

録音•録画中にソースを切り換えると、新しく 
選択されたソースか5の信号び録音-録画され 
ます。 




ネツトオーデイオを使5 


本磯は LAN ケーブルでネットワーク接続をすると、イン 
夕ーネットラジオを楽しんだり、パソコンに保存した音楽 
ファイルを楽しむことびでさます。 

■インターネットラジオ機能 

なのインターネットラジオ機能びあります。 

• WMA / MP 3 フォーマツトのインターネツトラジオび聞け 
ます。 

•ジャンル別、地域別、言語別に選択び巧能です。 

•3 日巧のインターネットラジオ局をプ U セットでさます。 

■ネットチューン機能 

オンキヨー独自のソフトウエアの Net - Tune ® Central は、 
LAN (Local Area Network ) を通じて、パソコンに保存 
されている音楽ファイルやライブラ U 情報を本機に通信し 
ます。 

※ソフトウエアは、オンキヨ ーの ホームページからダウン 
n — ドでさます。 

• ダウン□ー ドには製品の後面パネルや保証書に記載され 

ている製造番号 （ SERIAL 番号）の入力び必要です。 

• ご使巧のインターネット回線の状態によ0 ] 日分！; LL かか 
ることがあ0ます。 

htt 口:// www . jp . onkvo . com / 

音楽のネットワーク配信には、標準的なネットワークプ〇 
トコル TCP / IP をベースにしたオンキヨーび独自に開発し 
rcNTSP ^ D トコルを採用し、高い操作レスポンスを実現 
しています。 

音楽配信サーバー機能に加え、パソコンに保存されている 
音楽ファイルを自動的に検索し、簡単に Net - Tune ® 
Central に取り込むことびできます。 

Net - Tune ® CenUal のミュージックライブラ U 機自目は 、 lil 
下の音楽フォーマットに対応しています。 

•非圧縮で高音質な音楽フォーマットである WAV ( PCM ) 
•圧縮フォーマットでファイルサイズびかさく高音質な 
MP 3 

• Microsoft ® 社び開発した、 MP 3 に劣5ない音質で MP 3 
よ D ち高い圧縮フォーマットである WMA ( WMA につい 
てはコンテンツ保護されているものは再生できません。） 

■三ュージ ッ クライブラリ編集機能 

パソコンに保をされている音楽の曲名、アーティスト名の 
編集、ジャンル名の作成や編集びできます。 

•必要なシステム 


インターネットや S ユージックサーバーを聞くには次の準 
倫び必要です。 

モデム（インターネットラジオ使用時） 

専用回線と接続してインターネットに通信を行ラための機 
器。ケーブルモデム、 xDSL モデム、夕ーミナルアダプタ 
( TA ) などルータにある DHCP 機能を使用して自動的に IP 
を取得でさます。 

※インターネットに接続するためには、に P (インターネッ 
卜 • ヴービスプ□ノ（イダ）と契約する必要げあります。 
ISP 業者によって使用でさるモデムの種類び異なります 
ので詳しくはに P 業者、または PC 関連シヨップにお問し、 
合わせください。 


ルータ（複数の PC 等の機器が同時にインターネットへ接続 
ずるための機器） 

ダイナミック ホスト コンフィクレーシヨン フ□トコル 

• DHCP (Dynamic Host Conrigration Protocol ) サー 
ビスをベースと したネッ トワークであること 

• 100日 ase-TX Switch 内蔵ブ □- ドバンドルータ（推奨） 
ルータの DHCP 機能を使って自動的に IP アドレスを取得し 
ます。 

※上記モデムの機能を内蔵したちのわあります。 ISP 業ち 
によって使巧でさるルータの種類び異なりますので、詳 
しくはに P 業者、または PC 関連ショップにお問い合わせ 
<ださし、。 

イーヴネット CAT - 日ケーブル 

PC (S ユージ ック サーバー 使用時） 

•日 S : Windows ® 2日日日、 XP のいずれか （ Mac 非対応) 

• CPU : Intel ® Pentium 面 III 600 MHzl ^± 

• 方モリーサイズ： Winclows ® XP の場合： 2已目 M 日];(上、 
Wind 日 ws ®20 日0の場を： 128 M 目！;(上 

• LAN ポート（ブ□ー ドバンドポート）びあること 

• 2日 MB 政上の八ードディスク空き容量 

* 音楽ファイル巧に別途空さ容量び必要になります。 
MP 3/ WMA 形式で1分につき約1 MB 、 WAV 形式で] 
分につき約1日 M 巨の空き容量び必要になります。 

* 必要容量はお使いの八ードディスクのフオーマット形 
式や確保容量、録音する際のビットレートなどによ 
り、異なります。 

* 一部の MP 3 エンコーダーで作成した巧は、再生不可 
能、をしくは再生音に雑音び入ったり、異音となる場 
合びあります。 

• High Color (1 目ビットカラー)、解憬度80 Ox 日0日政 
上のディスプレイ 

•サウンド機能 

ごを意 

. 本機でインターネットラジオを楽しむには、ブ□ー ドバンド 
インターネット接続で、ブラウヴでネット閲覧びでさる環境 
び整っていることが前提となります。インターネット接続に 
関する問題点については、プ□バイダ各社にお問い合わせ願 
います。 

•ネットワーク設定を手動で行ラタイプの回線契約でプ□バイ 
ダ契約を結んでいる場合、「ネットワークに関する設定」 
(1^] 12ページ）をする必要びあります。 

. 本機は PPPoE に対応しておりません。 PPPoE で設定する夕 
イプの回線契約を結んでいる場合、 PPPoE 対応のルータが 
必要です。 

.契約している ISP (インターネットサービスプ□バイダ)に 
よっては、インターネットラジオを利用する場含にプ□キシ 
サーノ（一の設定び必要な場合げあります。パソコンでイン 
ターネットに接続するとさにプ□キシサーバーの詰:定をした 
場合は、本機も同様に設定してください。12ページ） 

. 本機は DHCP 磯能や Auto IP 機能を使用し、ネットワーク設 
定を自動的に行うよラに設計されています。 DHCP 機能、 
Auto IP 機能を使用しないときは、手動でネットワーク設定 
をしてください。 （1*^1 12ページ） 
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ネットオーディオを巧う 




イ7為を:ツトケ：^^^ブみ_ pAT -已）の一方を本機後面の 
ETHERNET ( Net - Tune ) 端子に差し込み、もう一方を 
ルータに差し込みます。 

TX-NA1000 


本機を複数接続すると、各部屋でそれぞれお好みの音楽を 
お楽しみいただけます。3台まで同時に再生でさます。 



インターネット 
ラジオ 


インターネットラジオ 



LAN ポート/ 
イ—ヴ—ネツ 



LAN 側ポートへ 


LAN 側ポートへ 





部屋1 部屋2 


Net - Tune ® Central は、 ネッ トワークに接続されている複 
数台のコンピュータにインストールしておさ、 TX - 
NA ] 日日日の 「Select Server 」 の 設定を変更すること 
で、アクセスする音楽データベースのサーバーを選択する 
ことびでさます。（陵'7己ぺージ） 

ネットワーク設定について 


ブ □- ドバンドルータ （ DHCP 機能）をお使いの場合は、 
自動的にネットワーク設定び行われるので、セットアップ 
メニューで設定する必要はありません。 

ブ□ー ドバンドルータの DHCP 機能をオフにしたときは、 
ネットワークに関する設定をしてください。（陵'1 ] 2ペー 
ジ） 
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ネットオーディオを巧う 


[^ッチューンモ ー Ai (ネットチューンを操作するとを) 


モード スク□—ル ホイール ネットチユーン 

ネットチューンを操作ずる前に、 MODE ボタンを f 甲し、 Scroll Wheel を回してリモコンを NET-T モードにしてくださし、 



M 日 DE ポタンも INPUT ポタンも点灯していないとをに Scroll Wheel を回すと、入カソースとリモコンモードび同時に切 

互ュージックサーバー インタースットラジオ ネットチューン 

り換わります（ネットチューンモードの場合、上段び [ MSRVJ または「旧〇」で、下段び 「 NET - T 」 になります）。 


Scroll Wheel 


M (5 de ボタン- 

U モコンモードを選択します。 

M 日 DE ボタンを押してか 5 Scrall Wheel 


一 UGHT ポタン 

リモコンボタンを点灯/消なさせます。 



を回し 「 NET - T 」 と表示させます。 


CH/DISC +/- ボタン- 

プ U セツトされたインターネットラジ 
才局を選局します。 


/ ボタン 

トラックを頭出しします。 
再生中に!◄◄を巧すと巧 
の頭に戻0ます。 

ボタン 

再生をします。 

◄◄/►►ボタン 

早戻し、早送りをします。 

■ ■ポタン 

再生を一時停止します。 

■ボタン 

再生を停止します。 


REPEAT ボタン- 

U ピート再生をします。 


ON STANDBY^ 



i 回 

REC MAIN A MAIN B RANDOM 

© O- 



で字•数字ポタン 

Net - Tune ® ヴーバーに入っている巧を文; 
字や数字で検索します。 


INPUT ポタン 

再生するソースを選択します。 

IN PUT ボタンを押してから Scroll 
Wheel を回し 「 MSRV 」 （ミュージッ 
クサーバー）または「旧□」（インター 
ネットラジオ）と表示させます。 

▲/▼/◄/►/ENTER ポタン 

メニュー 操作時、上下左ちに押して項目 
を選択します。中央の ENTER ボタンを 
巧す と、 選択した項目を確定します。ま 
た、 S ュージックサーバーのとさ、 
ENTER ボタンを巧す と 巧の再生び始ま 
ります。 

RANDOM ボタン 

ランダム再生をします。 


ALBUM ボタン- 

Net - Tune ® サーバーに入っている曲 
をアルバム名で検索します。 


フレイリスト 

PLAYUST ボタン 


AUDIO SUBTITLE ANGLE LAST U 


II 


REPEAT A.B SEARCH MEMORY 

-| PUHEA 》 を IREC 呼 ([- DSPl ) 《 DSP -« 


REPEAT VIDEO MUSIC PHOTO 


Net - Tune ® ヴーノ く一に入ってし、る巧をプレ 
イリストで検索します。 


—TtSTTONE^ 參^ミ马 ((LEVEL-)) 《 LEVEL+lf— 
PLAYLIST ALBUM ARTIST GENRE 

—- 》 哎轉しし ln に咳 が。でか 

CAPS Delete langua ミ ） location 


ART 旧 T ポタン 

Net - Tune ® ヴーパーに入っている巧を 
アーティスト名で検索します。 


GENRE ボタン 

Net - Tune ® ヴーバーに入っている巧また 
はインターネットラジオ局をジャンル名 


で検索します。 


CAPS ポタン- 

アルバム、アーティスト、プレイ U スト表示 
の時、検索ずるで字の種類を切0換えます。 


I — LOCATION ボタン 

インターネットラジオ局を地域別に検索 
します。 


DELETE ボタン- 

文字-数宇ボタンで入力した艾字または数字 
を消去します。 


LANGUAGE ポタン 

インターネットラジオ局を言語別に検索 
します。 
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ネットオーディオを巧う 


インターネツトラジオを楽しむ 


NET AUDIO 



インターネットラジオをお楽しみいただくには、必要なシ 
ステムとの接続および設定び必要です。（陸'日8、日日） 


スク□-ル ホィール インターネットラジオ 

Scroll Wheel を回して nRDJ 
を表示させる 

MODE ボタンと INPUT ボタンび点なして 
いないとさに操作します。 

ネットチューン 

下の段には NET - T と表示されます。 

本磯で操作するとさは 、 NET AUDI 日ボ 
タンを押します。前回、ミュージック 
サーバーで 楽しんでいた場合は、も ラー 
度同じボタンを押してください。イン 
ターネットラジオに切り換わ0ます。 


A ディスプレイ 

と リモコンの D 旧 PLAY ボタンを押 

ず 

、\ ；<インメニューびすでに表示されている 

場合は、ステップ3に進みまず。 
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ENTER ボタンを押す 

ジーバ インターネット ラジす ヴービス # 

Xiva Internet Radio Service の Web 
サイトに接続されます。 

ジーバ インター ネット ラジオ ヴー ビス 

*Xiva Internet Radio Service とは 

多数あるインターネットラジオ局を U ス 
トアップし、情報を供給するサービスで 
す。興昧や音楽の好み、言語や地域別に 
インターネットラジオ局を検索し、お気 
に入りの放送局を見つけることびできま 
す。 

Genres を選んだ場合 

ジャンルメニューび表示されるまでかし 
お待ちください。ジャンルのメインリス 
卜び表示された5、 ▲/ ▼ボタンで巧きな 
ジャンルを選びます。 ENTER ボタンを押 
すとそのジャンルのサブ U ストび表示さ 
れますので、▲/▼ボタンで選びます。 

Location を選んだ場合 

国名および地域名のリストび表示されま 
す。 ▲/ ▼ボタンで選びます。 

Lan 良 ua 良 e を選んだ場合 

言語 U ストび表示されます。▲/▼ボタン 
で還びまず。 ノ - U スト 

1」ストびない場合は、「 N0 List ! の表示 
び出ます。 

◄ボタンを巧すと、1つ前の手順に戻りまず。 



ENTER ボタンを巧す 

放送局のリストび表示されまず。 



▲/▼ボタンで放送局を選ぶ 


◄ボタンを巧すと、1つ前の手順に戻りまず。 



▲ / ▼ボタンを巧してメインメ 
ニューを遺ぶ 

ジャンル □ケーシヨン 

ジャンル （ Genres )、 地域 （ Location )、 
言語 （ Language ) か5選びます。 

中止するには、◄ボタンを押します。 


























































ネットオーディオを巧う 


7 エンター 

ENTER ボタンを巧ず 



インターネットラジオ局に接続し、バッ 
ファリングを巧います。 






バッファリングび完了すると、放送び流 
れ始めます。 

ごミ主意 

• 本機では xDSL 回線や CATV 回線によるブ 
□ー ドバンド接続を推奨しています。 
(已目 K モデムや旧 DN などのナ□ーバン 
ドのダイアルアップ接続では、放送局に 
よってはインターネットラジオび正寓に 
受信でさない場合びあります。） 

. 本体表示部の表示は ▲/ ▼ボタンで切り換 
えることびでさます。 

• 表示を切り換えたあと3秒間は表示モード 
び現れ、それぞれの情報がスク□ールし 
ふ9 0 

• タイトル情報やアーティスト情報がない 

ノーインフオメーシヨン 

ときは、「 N0 Info 」 と表示されます。 
日 SD 画面では、その情報をひとつの画面 
で見ることびできます。 


プ U セットされたインターネットラジオ局 
を選ぶ 


’ スク□-ル ホィール インターネットラジオ 

Scroll Wheel を回して nRDJ 
を表示させる 

y I MODE ボタンと INPUT ボタンび点灯して 

いないとさに操作します。 
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CH / D 旧 C +/- ボタンを巧して 
プリセット局を選ぶ 

プ I 」セット局を選ぶと、まずその放送局 
表示び約己秒間表示され、 その樹 (ッファ 
I 」ング表示になります。 


バッファ I 」ングび100%を表示すると、 
巧ち受信画面に変わ0ます。 



インターネットラジオ局をプリセット(登録)する 

最大30局までインターネットラジオ局をプ1」セツトするこ 
とびでさます。 


プ U セットしたい放送局を受信ずる 



►ボタンを f 甲ず 

プ1」セットモードにな0、プ IJ セットま 
号び約巳秒間点滅します。 


プリセツトま号 




ENTER ボタンを f 甲す 

プ U セツトび完了します。 


プリセットされたインターネットラジオ 
局を消去ずる 


上記手順で消ましたいプリセット 
局を選ぶ 


と ►ボタンを f 甲ず 




プ U セツト消去モードにな0ます。 



ENTER ボタンを巧す 

プ U セツト局の消去び完了します。 
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ネットオーデイオを巧ラ 


文字*数字 
ボタン 


MODE- 

▲/▼/◄/►/- 

ENTER 

D ほ PLAY- 


REPEAT- 

ALBUM- 

PLAYUST- 

CAPS- 


-Scroll Wheel 
-INPUT 




RANDOM 

ARTIST 

-GENRE 


Net - Tune ® サーバーに保存した音楽ファイルをお楽しみし、 
ただくには、必要なシステムとの接続および設定び必要で 
す。 （が 目8、目9ぺージ） 



Net - Tune ® ヴーパーを 起動ずる 

ごを意 

Net - Tun かヴーノ（一び立ち上びるまでし 
ば5くお待ちください。数十秒かかる場 
含ちあります。 


本機の電源を入れる 

初めて本機をネットワークに接続したとさ 
は、ネットワークで最初に見つかったヴー 
バーに接続します。 


スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を回して 

S ユージツクヴーバー 

「 MSRV 」 を表示させる 

MODE ポタンと INPUT ボタンび点好して 
いないとさに操作します。 

下の段には NET - T と表示されます。 


•本機で操作するときは 、 NET AUDI 日ボ 
タンを巧します。前回、インターネット 
ラジオで楽しんでいた場合は、ちラー度 
同じボタンを巧してください。サーバー 
に切り換わります。 

• 本機がネットワークに接続し、サーバーを 
見つけ出して接続び完了するまでの間、 

ネットワーク スターティング コネクティンブ 

「Network Starting...」、fConnecting 
- J などの表示び出ます。 

• N et-T u ne ® サーノ（一に接続び完了する 
と、情報が読み込まれ、再生可能状態に 
切り換わります。 

W 下の表示が出た場合は 
[No Track 」 

Net - Tune ® サーバーからトラック情報を 



取得できませんでした。 Net - Tune ® サー 
バ-に 曲を mi して編孰、。 怒’辟 
録している場含は、 Display 、 Artist 、 
Album 、 Genre 、 Playlist ボタンで巧を選ん; 
でください。（腹=74ページ） 

ディスコネクティツド 

厂 Disconnected 」 

ルータ や Net - Tune ® サーバー、本機との 
接続を確認してください。また、ヴー 
バーび立ち上びっていない、前に接続し 
ていたサーバーが見つか5ない、などの 
原因び考え5れます。 

Net-T une ®"^— ノ く一を立ち上げ るか、, 
Music Server サブメニユーの ["Select 

ヴー ! C — 

Served (豚 7曰ぺージ）で他のサー 
バーを選んでください。 


^^ボタンを巧して再生を始める 

通常、表示には已種類の表示びあ0ます。 
本体表示部で見るときは、▲/▼ボタンで 
選びます。 

OSD 


Music Server Plav | 

Track : 1/12 lm20s> 

My sweet candy 

Album : 

Best 100 


My Best 
Artist: 


Happy PanPot 
MP3 160 kbps 


表示部 


再生を停止ずるには： 

U モコンの■ボタンを押します。 

再生を一時停止ずるには： 

U モコンの■■ボタンを押します。 

巧を選ぶには： 

U モコンの！ ◄◄ / ボタンを押します。 

► W ボタンを押すと次の巧を選びます。 

I ◄◄ボタンを巧すと、現在再生中の曲の頭へ、さ5に巧す 
とひとつ前の曲に戻ります。 

数字ボタンで曲を選ぶことちでさます。 

例： 

曲蚕3を選ぶには、数字ボタンの3を押しまず。 

巧蚕1日を選ぶには、左下の CAPS ボタンを押してか5数字 
ボタンの1、0を押します。 

曲蚕37を選ぶには、左下の CAPS ボタンを押してか5数字 
ボタンの3、7を押します。 

曲番123を選ぶには、左下の CAPS ボタンを2回押してか 
ら数字ボタンの1、2、3を押します。 

巧番2已68を選ぶには、左下の CAPS ボタンを3回巧して 
から数字ボタンの2、日、目、8を押します。 

早送り、早戻しをずるには： 

U モコンの►►ボタンを押し続けると早送りをしまず。 
◄◄ボタンを押し続けると早戻しをします。巧の最初まで 
戻ると、通常再生び始まります。 

再生®リストを表示ずるには： 

再生中に、》ボタンを巧すと、現在聞いているトラック U 
ストび表示されます。 


Net - Tun がヴ ー J に保をされた音 
楽ファイルを泻生ずる _ 


I 励のち0!0 

I 面1巧0置耐 
i 颗る毎巧岛^ i 
〇 巧 检嗯喊 ifo 風巧 


風が夕 en } 盆回—巧 I 亡風1©| 

— 1 . 


愚懲涼盛 

n !お養經 

回を〇避 


覆 J 






ネットオーディオを巧う 


トラックリストの選択をずる 

Net - Tune ® サーバーに保をした音楽ファイルのデータを利 
用して、曲を選ぶことびでさます。 

たとえば、 

•アルノ（ム名か5巧 U ストを選ぶ 
• アーティスト名か5巧 U ストを選ぶ 
• ジャンル名か5巧 U ストを選ぶ 
•プレイリストを選ぶ 



リモコンの ALBUM 、 ARTIST 、 
GENRE 、 PLAYLIST ボタンの 
いずれかを巧ず 

Net - Tune ® ヴー バーに入っている®を、 
選んだモードで検索し表示します。 
アーティスト、アルバムモードではアル 
ファべット順に表示します。 

次の^順でち同様の操作びでさます。 

1 . DISPLAY ボタンを押します。 

2. 力ーソルの▲/▼ボタンで 、 Albums (ア 
ルバム ）、 Artists (アーティスト）、 
Genres (ジャンル ）、 Playlists (プ 
レイ^スト）のいずれかを選びます。 

3. ENTER ボタンを押します。 


カーソルの ▲/ ▼ボタンを f 甲ず 

この表示の時に力一■ソルの◄ボタンを押す 
とひとつ前の手順に戻って他のモードを 
選び直すことびでをます。 

また、ジャンル、アーティスト表示の時 
に►ボタンを押すと、選んだジャンルや 
アーティストのアルバムリストを表示で 
さます。 

アルバム、アーティスト、プレイリスト 
表示の時には、艾字•数字ボタンを使用 
すると便利です。 

夕字-数字ボタンの使い方 

1 1風風風風1 1 

CAPS ~『霖® ® 觀 II 

頭文字で検索することびでさます 。 CAPS 
ボタンを押すごとに、大艾字 （ A ) ール艾 
字 （ a ) 一数字に）ーカナ（ア）と切り 
換わりまず。 

そのあと、艾字•数字ボ‘タンを}甲します。こ 
こでは 3 ABC ボタンの場合で説明します。 

カナを選んだ場合： 

2八目(：ボタンを押すごとに力^キ^ク-^ 
ケコと切り換わ0ます。 

アーイーウーエーオ[因八ーヒーフーへーホ 
カーキークーケーコ E マー S ームーメーモ 
サーシースーセーソ^ヤーユー3 
ターチーツーテート匹」ラー1」ールーレー □ 
ナーニーヌーネーノ I 0 I ワーヲーン 
アルファベット（大文字、かで字）を選 
んだ場合： 

2 ABC ボタンを巧すごとに A 一 B 一 C 一 A 
と切0換わ0ます。大艾字で選んでも、 




か文字で選んでも、検索結果は同じです。 
数字を選んだ場合： 

押すと2で検索します。 

途中で解除したい場合は： 

力ーソルの◄ボタンを押すと]つ前の手順 
に戻ります。手順]で◄ボタンを押すと、 
解除されます。 



本体の DISPLAY ボタンを巧すと、現在の U 
スニングモードを表示します。 


ENTER ボタンを巧ず 

選んだ巧のタイトルを表示します。 

他の巧を選びたい時はカーソルの ▲/ ▼ボ 
タンを押します。 

力ーソルの◄ボタンを押すと]つ前の手順 
に戻ります。 

数字ボタンで、目的の U スト番号を選ぶ 
ことちでさます。 


ENTER ボタンを巧ず 

演奏び始まります。 


音楽ファイルを順不同に演奏ずる 



停止中にリモコンの RANDOM ボ 
タンを巧ず 

1」モコンの RANDOM ボタンを巧すと、 
現在のランダム設定を表示します。 
ボタンを巧すたびに On — Off び切〇換 
わります。 

On (オン）： 現在選んでいるモードの巧 
を順不同に演奏します。 

Off (オス ：ランタム演奏を解除します。 
設定後、►►ボタンを巧します。 


音楽ファイルを < り返し演奏ずる 


U ピート 

リモコンの REPEAT ボタンを f 甲す 


REPEAT 



U モコンの REPEAT ポタンを押ずと、現 
在の U ピート設定を表示します。 


ボタンを押すたびに Repeat ] 一 All 一日 ff 


と切り換わります。 


Repeat 1 (― 巧リピート）： 現在選ん 

でいる巧だけをくり返し演奏します。 

Repeat All (全巧リピート）： 現在選ん 

でいるモードの曲をくり返し演奏します。 

Repeat Off (リピート解除） ： U ピー 

卜演奏を解除します。 

再生中、停止中とをに操作でをます。 


74 





ネットオーディオを巧う 


[ Bjl ージックサー八一の 設定 


入カ ソースに S ユージ ック サーバーを 選んでいるとさに、 
S ユージ ック ヴーノ （一の設定をします。 



インプット 

INPUT ボタンを巧してか5 

スク□ール ホィール 

Scroll Wheel を回して、 

己ュ ージックサーバー 

「 MSRVJ を表示させる 


Scroll Wheel を巧してか5 
SETUP ボタンを巧して、「メイ 
ンメニュ ー J を表示させる 




▲/ ▼ボタンを巧して 「Music 
Served ヴブメニューを選び、 
ENTER ボタンを f 甲す 

設定画面び表示されまず。 



▲/ ▼ボタンを押して 「Select 
ServerJ を選び、◄/►ボタンで 
サーバーを 選ぶ 

ネットワーク上にを在するミュージック 
サーバーを還びます。ネットワークで検 
出されたサー (一は 頭に*マークび付さ 




まず。 


付いていない場合は、サーバーび検出さ 
れていないため、サーバーび起動してい 
るかど5か確認してください 。 「Not 
Found 」 と表示されたとさは、選択でさ 
るサーバーびないため、サーノ（ 一び 正し 
く接続されている占、、サーバーび起動し 
ているか等を確認してください。 


6 SETUP ボタンを巧ず 

設定び終了し、メニュー画面び消えます。 



本体の入力切換ボタン、 SETUP ボタン、 
SELE 巳 T つまみ、 CONTROL つまみ、 
EXt ボタンでち操作することびでをます。 



▲ / ▼ボタンを巧して 「Input 
Setup 」 を選び、 ENTER ボタン 
を巧ず 





ットアップメニューを使5 


日 SD とは日 n Screen Display の略で、本機の表示部に表示される^二:!一や操作内容を接続したテレビなどのモニター 
に大きく表示して、操作をしやすくする機能です。 

本磯には 、 MAIN A インルーム A 巧 ） /MAIN B (方インルーム巨用 ） /ZONE 2 (ゾーン2ルーム用）の3つの独立し 
た設定;<ニューびあり、それぞれの部屋に応じた設定をすることげでをます。各メニューには、用達に応じたサブ方ニュー 
が配置されています。 

なお、方ニュー画面に表示される内容は、入カソースの選択によって異なります。 

操作のしかたについては80ページをご賣ください。 


OSD7 ツプ (MAIN A) 


参照ページ 


I Main A Setup 


0.Hardware Setup • - 

1.Speaker/Output Setup* 
2.Input Setup • 

3. Listening Mode Setup • 

4. Audio Adjust 

5. Preference 

6.i.LINK Setup 

7. Network Setup 

8. Lock/Version 


' 0.Hardware Setup 


1.Remote Control Setup « 


1.Speaker/Output Setup 

1.Speaker Conriguration 

2.Speaker Impedance•_ 

3.Speaker Crossover • - 

4.Speaker Distance • 

5. Notch Filter • - 

6. Level Calibration • - 

7. THX Audio Setup • - 

8. Audio Output Assign*— 

9. Video Output Assign •— 



2.Input Setup 

==Input:XXXXXX ， 


1. Audio Assign • - 

2. Video Assign• - 

3. Listening Mode Preset 

4. Character Edit • - 

日 . IntelliVolume • - 

6.Delay • - 

7.12V Trigger Assign • — 



* 表示が若干異なる場合がありまずび、 
設定内容や意味には 影響 ありません。 


. 3 .Listenina Mode Setup 

の 

1 . Mono Setup • - 

2. Multiplex Setup ■ - 

3.Stereo Setup • 

4.Direct, Pure Audio • — 
Setup 

6.Multichannel Input« — 
Setup 

6.1. LINK(IEEE1394) - - 

: DVD-Audio Input Setup 

7.1. LINK(IEEE1394) - - 

: SACD Input Setup 

8. Dolby Digital Setup •- 

9. DTS Setup- - 

10. AAC Setup • - 

11. Dolby Pro Logiclx/*— 
DTS NEO:6 Setup 

12. THX Setup • - 

13. Mono Movie Setup «_ 

14. Enhance Setup • - 

15.Orchestra Setup • - 

16.Unplugged Setup • 

17.Studio-Mix Setup •_ 

18. TV Logic Setup • - 

19. All C ら Stereo Setup•- 

20. Full Mono Setup •_ 

21. Dolby Virtual • 
Speaker Setup 

22. Dolby Headphone • - 

Setup 























ットアップメニニ 



























—を巧ラ 



1 .Listenina Mode Preset 



































リモコンの Scroll Wheel を巧ず 

AMP モードになります。 


MAIN A 、 MAINE、ZONE 2 ボタンの 
どれかを巧して、設定する部屋を選ぶ 

すでに有効になっている場含は、押す必要はあ 
0ません。逆に解除されます。 


Scroll Wheel- 


ZONE 2 


SETUP ボタンを巧ず 

モニターに メイン メニューび 表示されます。 


SETUP， - 
RETURN. 
ENTER, 
カーソル 


MAIN A, 
MAIN B 


▲ / ▼ボタンを巧して、設定したいメ 
ニューを選ぶ 

ENTER ボタンを巧ず 

選んだ^ニューび表示されます。 


▲/ ▼ボタンを巧して設定したいヴブメ 
ニューを選び、 ENTER ボタンを巧ず 

サブメニューの内容は、項目によって異なります。 

▲/ ▼ボタンを巧して項目を選び、◄/►ボタンを 
押して設定を変更します。 

SETUP ボタンを巧して、終了ずる 

続けて設定するには、 RETURN ボタンを押します。 


本体で操作する場をは、まず SETUP ボタンを押します。方 
二:!一を選ぶには ▲/ ▼ボタンの代わりに SELECT つまみを 
回し、押して確定します。ヴブメニューも同様に SELECT 
つまみをして項目を選び、設定内容は ◄/ ►ボタンの代わ 
りに C 日 NTR 日 L つまみを回します。設定び終了した5、 
SETUP ボタンを押します。また、 RETURN ボタンの代わ 
りに EXIT ボタンを使います。 


セツトアツつメニューを巧う 



本体の前面パネルまたはリモコンの操作ボタンで操作します。ここでは主にリモコンでの操作を説明しています。 


メインメニュー 


Main A Setup 


0 .Hardware Setup 
1.Speaker/Output Setup 
2.Input Setup 

3. Listening Mode Setup 

4. Audio Adjust 

5. Preference 
6.i.LINK Setup 

7. Network Setup 

8. Lock/Version 




ク 

3 

4 

5 

6 

7 
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A— ドウエア•セツトアップスピーカーと出力に関する 


(Hardware setup) 


y モート コント D— ル たットアップ 

Remote Control Setup サブメ 

^ _ 


Remote ID 


オンキヨー製品び同じ部屋に擅数ある場合、 U モコンの操 
作 I □コードび重複してしまうことびあります。 

他のオンキヨー製品と区別するために、リモコン I □を変更 
することびでさます。1〜3のいずれかに設定してくださ 
い。 

U モコン側ち本体と同じ U モコン I □に設定する必要びあ0 
ます。お買い上げ時は、本体、リモコンともに「1」に設定 
されています。（咳'127ページ「リモコン I □を変更す 
る」） 

ごを意 

本体の SETUP ポタン、 SELECT つまみ、 CONTROL つま 
み、 EXIT ポタンで設定することをおすすめします。 U モコ 
ンで設定すると、数字を変更した直後か5リモコンの信号 
を受け付けなくな0ます。 （ U モコン側のリモコン I □を変 
要すると再び使えるようになります。） 


設定をする （ Speaker/ 
Output Setup) 


本機では、 スピーカー 接続、 スピーカー 設定にをくのバ U 
エーシヨンを持つことびできるため、それぞれの状況に応 
じた スピーカー セットアップが必要です。また、入力を切 
0換えたとさに、接続している AV 機器び正しく選ばれるた 
めには、それぞれの入力に巧して音声出力と映像出力の割 
0当てをしなければな0ません。この割0当てを間違える 
と、入力を選んでも、思っている機器び演奏されません。 
別冊の「設定メモ」を活用しなび5、間違いのないよラに 
セツトアップして<ださし、。 


スピーカー コンフイグレーシ3ン 

Speaker Configuration 口と 。 • 
力一環境の設定)サブタニユー 


スピーカーをどの部屋で使用するかを設定します。 

インルーム A の設定で巧います。 

ごま意 

基本的にスピーカー本数のをい方を Speaker A とし、方イ 
ンルーム A 用として設定してください 。 Speaker A でセン 
ター スピーカーやサラウンドスピーカー、サラウンドバッ 
クスピーカーを接続しない （Speaker A の設定で 「Not 
Used 」 にする）場合は、 Speaker 巨に同様のスピーカー 
を接続しても設定でさません。 

フ□ント 

(Speaker A) Front L/R 


フ□ントスピーカーの設定は、最初か 5 MairiA に固定され 
ています。 

Speaker A の Front L / R に設定したスピーカーは、必ず方 
インルーム A に設置して < ださし、。 

センター サラウンド 

(Speaker A) Center 、 Suit L/R 


Main A (初期設定）： センタースピーカーやサラウンドス 
ピーカーを^インルーム A で使用ずるときにこの設定にし 
ます。 


Not Used :センター スピーカー やサラウンドス ピーカー 
を使用しないとさにこの設定にします。 

ヴラウンドバック 

(Speaker A) Suit Back 

Main A 2 ch (初期設定） ： ^ インルーム A にヴラウンド 
バックスピーカーを 2 台接続して使用するとさにこの設定に 
しまず。 Sli 「「 L / R で 「 MainA 」 を選択すると、この項目 
が設定でさます。 

Main AIch ( SBL ) :六インルーム A にサラウンドバッ 
クスピーカーを1台接続して使用するとさにこの設定にしま 
す。 Suit L / R で 「 MainA 」 を選択すると、この項目び設 
定でさます。 

BTL for Front : ^インルーム A に設置したフ□ントスピー 
力一にサラウンドバックチヤンネルを巨 TL (ブ U ッジ）接 
続して使用するときの設定です。27ページ） 
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スピーカーと出力に関する設定をする （ Speaker/Output Setup ) 


I 又イアンつ フォーフロント 

Bi-Amp for Front :方インルーム A に設置したフ n ントス 
ピーカーに、フ□ントチヤンネルとサラウンドバックチヤ 
ンネルをバイアンプ接続して使用するとさの設定です。 
(陵37ページ） 

Not Used :サラウンドバックスピーカーを使用しなし、と 
きにこの設定にします。 

ご';主意 

Suit L / R で [Not Used 」 を選択した場含、初期設定は 
「Not Used 」 になります。 


サブウーファー 

(Speaker A) Subwoofer 


Main A ( 初期設定）：メインルーム A でサブウーファーを 
使用するとさにこの設定にします。 

Not Used : メインルーム A でサブウーファーを使用しな 
し、とさはこの設定にします。 

フ□ント 

(Speaker B) Front L/R 


Main A :インルーム A で使用するときにこの設定にします。 
Main B : メインルーム目で使巧するときにこの設定にします。 


Powered Zone 2 :ゾーン3で使用するときにこの設定にし 
ます。 

• (Speaker A ) Suit Back が旧 TL for Front 」 や 「 Bi - 
Amp for Front 」 の場合は、この設定はできません。 
BTL for Front : ( Speaker 巨 ） Front L / R び 「Main A 」 
ちしくは 「 Maine 」 のとさにこの設定びでさます。メイン 
ルーム巨に設置したフ□ントスピーカーにサラウンドバック 
チヤンネルを BTL (ブリッジ）接続して使巧するとさの設 
定です。（陵'27ページ） 

团 -Amp for Front : メインルーム巨に設置したフ n ントス 
ピーカーに、フ□ントチヤンネルとサラウンドバックチヤ 
ンネルをバイアンプ接続して使用するとさに（底27ペー 
ジ） （ Speaker 巨 ） Front L / R を 「Main A 」 または 
「 Main 目」のどち5かに設定すると、この項目び設定でき 
ます。 

Not Used ( 初期設定）：サラウンドバックスピーカーを 
使用しないとをはこのままの設定にしておきます。 


(Speaker A ) Suit 巨 ack び 「Main A 1 chj の場合は、 
ここでは 「Main A 2 chJ および 「 Main 目 2 chJ を選択 
することはでさません。 


Not Used ( 初期設定）：使用しないときはこのままの設 
定にしておをます。 

センター 

(Speaker B) Center 


Main A :少インルーム A で使用するときにこの設定にします。 

Main B : メインルーム目で使巧するときにこの設定にします。 
ただし、 （ Speaker 目 ） Front L / R び 「 Main 引のとき 
のみ選択びできます。 

Not Used ( 初期設定）：使用しないときはこのままの設 
定にしておきます。 


(Speaker B) Subwoofer 

(Speaker B ) Front L / R を 「Main A 」 または 「Main 
巨」のどちらかに設定すると、この項目び設定できます。 

Main A : ^インルーム A でサブウーファーを使巧するとき 
にこの設定にします。 

Main 巨：メインルーム巨でサブウーファーを使用するとさ 
にこの設定にします。ただし、 （ Speaker 目 ） Front L/R 
び 「 Main 目」のとをのみ選択びでさます。 

Not Used ( 巧期設定）：サブウーファーを使用しないと 
をはこのままの設定にしておきます。 


(Speaker B) Suit L/R 


Main A :方インルーム A で使用するとをにこの設定にしま 
す。 

Main B : メインルーム巨で使用するときにこの設定にしま 
す。ただし、 （ Speakers ) Front L / R び 「Main 引の 
とさのみ選択びでをます。 

Not Used ( 初期設定）：使用しないときはこのままの設 
定にしておきます。 


(Speaker B) Suit Back 


Main A 2ch :方インルーム A にヴラウンドバックスピー 
力一を 2 台接続して使巧するとさに この設定に します。 
Main A 1 か (SBL) : メインルーム A にサラウンドバック 
スピ~力一を1台接続して使用するときにこの設定にします。 
Main B 吕 ch :方インルーム巨にサラウンドバックスピー 
カーを2台接続して使用するとさにこの項目び設定でさま 
す。ただし 、 （Speaker B ) Front L / R および Suit L/R 
でとちに 「 Maine 」 を選んでいなければ設定でさません。 
MaineIch (SBL) :方インルーム B にサラウンドバック 
スピーカーを1台接続して使用するときにこの項目び設定で 
きます。ただし、 （ Speakers ) Front L / R および Suit L / 
R でとちに 「 Main 巨」を選んでいなければ設定でさません。 


82 設定の操作方ミ去については 80 ぺージをご覧ください。 


Speaker Confi 邑 uration の設定が終了した 5 、後の設定 
は、メインルーム A 、 メインルーム B 、 ゾーン 2 の鋪 15 屋に 
巧して巧いまず。 


スピーカー インピ-ダンス 

Speaker Impedance (スピーカー 
インピー ダンスの設定 ) ヴブメニュ _ 


接続したスピーカーのインピーダンス （ n ) を設定しま 
す。ご使用になるスピーカーの背面や取扱説明書でイン 
ピーダンスをご確認ください。この項目は 、 Main A だけで 
なく、 Main 巨 、 Zone 2でも設定でをます。 

選択でをるパラ;<ーターは、各項とを同じです。 

ご'ま意 

設定を変更ずるとさは、必ず本機の音量を最かにしてくだ 
さい。 

8 ohms ( 初期設定）：接続したスピーカーが 8 ni ： LL の場合 
6 ohms :接続したスピーカーび目〜 8 n の場含 

4 ohms :接続したスピーカーび4〜目 n の場合 
• Speaker Confi 畳 urati 日 n サブ方ニユーの Suit 日 a 巳1<で 
[BTL for FrontJ を選択した場合、対応する Front L / 
刊ま自動的に「8 ohms 」 に固定され、サラウンドバック 
スピーカーのインピーダンス設定わなくな0ます。接続 
しているスピーカーも sni ; (上であることを確認してく 
ださし、。 



スピーカーと出力に関する設定をする （ Speaker/Output Setup ) 


• Speaker Confi 呂 uration サブ 方ニ ユーで 設定で きなかつ 
た項目や 「Not Used 」 の設定をした場合、そのスピー 
力一の項目は表示されません。 


スピーカー クロス オーパー 

Speaker Crossover (ほ音域の 
管理設定)サブメニュー _ 

この項目は、 M^n A だけでなく 、 Main B でを設定できまず。 

フ□ント センター ヴラウンド サラウンドバック 

Front L/Rv Center 、 Suit L/R 、 Suit Back 

各スピーカーから出力する低音域を、何 Hz か5サブウー 
ファーから出力するかを設定します。 

サブウーファーを使用していないときは 、 （Speaker A ) 
Front L / R び自動的に 「 Full 巨 and 」 に固定され、香ス 
ピーカーか5出力する低音域はフ□ントスピーカーか5出 
力されます。その他のスピーカーを 「 Full 巨 and 」 に設定す 
ることわでさます。 

4日 Hz 〜 1已日 Hz の 間を1日 Hz ステップで 設定できます。 
THX 認証の スピーカーシステムを 使用す る 場合は、 80Hz 
(THX) (初期設定）の設定にします。 

• フ n ントスピーカーを4日〜1已 OHz の間に設定した場 
合、その他のスピーカーで 「 Full 巨 and 」 は選択できま 
せん。 

• Speaker Confi 呂 uratim サブ方 ニ ューで設定できなかつ 

た項目や 「Not Used 」 の設定をした場合、そのスピー 
力一項目は表示されません。 _ 

• Speaker Configuration サブメニューで Surr 巨 ack を 

「BTL for Front 」 もしくは「目 i-Amp for Front 」 に設 
定した場合、サラウンドバックの項目は表示されませ 
ん。 

LPFofLFE_(LFE の □- パスフイルター設定 ）_ 

LFE (Low Frequency Effect - 低域効果音）の □— パス 
フィルターを設定します。 

□ーノ':スフィルターを設定すると、その設定値よりち低い 
周波数成分だけを通過させ、不要なノイズはカットするこ 
とびでさます。 

4日 Hz 〜1已 OHz の間を1 OHz ステップで設定できます。 

サブ ウーファー 

SW Mode (Subwoofer モード） 

サブウーファー使用時 （Speaker Confi 呂 uration サブ;< 
二:!一の Subw 日 ofer び 「Not Used 」 政列0で、しかも 
Speaker Crossover ヴブメニユーの Front L/R を 「Full 
巨 and 」 に設定した場合に、この項目び表示されます。サブ 
ウーファーか5出力する音を次のどち5かに設定します。 

LFE only :サブウーファーか5は 、 LFE (低域効果音） 
成分のみを出力します。 

D. 日 ass :サブウーファーか5は 、 LFE (低域効果音） 
成分だけでなくフ n ントスピーカーの低音ち出力します。 


プピ—力— ディ7ク V 7 

Speaker Distance (距謎の 設 
m ) ヴブメニュー 

^_ J 

視聴位置か5スピーカーまでの距離を測定します。測定し 
た距離を設定することで、それぞれのスピーカーか5視聴 
位置までの音の届く時間を一定にします。臨場感のある 
ホーム、:>アターを楽しむために大切な設定です。この項目 
は 、 Main A だけでなく、 Main 巨でも設定でをます。操作 
のしかたについては8日ページをご覧 < ださい。 

1 . まず runitj で単位を選びまず。 r お et 」 と 「 meters 」 
か5選ぶことがでをます。初期値は仕向地によ0異な0 
ます。 

2. 次に測った距離を設定しまず。 接続しているスピーカー 
すベてについて衣力してください。 

• Speaker Configurati 日 n ヴブメニ:!一で設定できなかっ 
た項目や 「Not Used 」 の設定をした場合、そのスピー 
カー項目は表示されません。 

• Speaker Confi 資 uration サブメニューで Suit 巨 ack を 

よ:ーテイー丑レフォーフ□ント ^ バイアンフフォーフ□ント 

rBTL for Front 」 もしくは 「 Bi-Amp for Front 」 に設 
定した場合、サラウンドバックの項目は表示されません。 

ffeetj を選んだ場合： 

左フ□ント、センター、ちフ□ント、サブウーファーは、 

1 .0 〜 30. 日れの範囲で 0.1 ft ステップで設定でさます。初 
期値は] 2.日れです。 

ちサラウンド、サラウンドバック（または左ちサラウンド 
バック）、左サラウンドは、 ] .日〜30.日 ft の範囲で 0.1 ft 
ステップで設定でさます。初期値は7.0れです。 

[metersJ を選んだ場合： 

左フ□ント、センター、ちフ n ント、サブウーファーは、 
0.30〜9.日 Om の範囲で、 0.03 m ステップで設定でさま 
す。初期値は3.日日 m です。 

ちサラウンド、サラウンドバック（または左ちサラウンド 
バック）、左サラウンドは、日.30〜9.日 m の範囲で 
0.03 m ステップで設定できます。初期値はを]日 m です。 


ノッチ フィルター 

Notch Filter し / ッチフィ ) b ターの 

設定 )ヴブメニュー_ 

この設定には特殊な測定器び必要です。通常は初期設定の 
「 Off 」 にしておし、てください。 

ノッチフィルターは、特定の周波数帯だけをカットし、他 
の周波数成分は通過させるフィルターです。部屋の環境 
(壁材やルさい部屋など）によっては、何かの特性によ 
0、ある低域の周波数が共振周波数でピークを生じ、いわ 
ゆるブ ー S —な音にな0ます。そこでその帯域を減衰させ 
るためにノッチフィルターをかけます。どの周波数でピー 
クを生じているかを知るには、低周波発生器や SPL ^ — 
ター （Sound Pressure Level Meter ) を使巧し、周波 
数およびノッチ値を調べる必要があります。 


Notch Filter 

Off (初期設定）：ノッチフイルターをかけないときはこの 
設定にしておきます。 


設定の操作ち法については 80 ページをご覧ください。 
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84 


On :ノッチフイルターをかけるときはこの設定にしておさ 
ます。 


フ U - ケンシー 

Frequency 


Notch Filter (上記）の設定を「日 n 」 にしたとき、ここで選 
んだ周波数値でノッチフィルターび有効になります。 
測定器で特定した 20 Hz 〜30日 Hz の範囲を1 Hz ステップで 
設定でさます。初期値は] 0日 Hz です。 

デブス 

Depth 


Notch Filter (上記）の設定を「加」にしたとき、ここで選 
んだ値でノッチフィルターび有効になります。 

-] 巳〜 Od 目の範囲を0.已 d 巨ステップで設定できます。初 
期値は一] Od 目です。 

ウイドウス 

Width 


上記の Frequency と Depth で入力した値をもとに、選おで 
きる周波数幅を算出します。お好みで選んでください。 


レペル キサ y ブレーシ3ン 

Level Calibration (スピーカーの 
音量レベル設定)サブタニュー 


各スピーカーか5のテスト音の音量び同じに聞こえるよラ 
に、それぞれのスピーカーの音量レベルを設定します。こ 
の設定は、部屋の形状やレイアウトの都含で左ちのスピー 
力一を U スニングポイントか じ距離に J 受置でをない場 
创こ必要です。この設定と Speaker Distance サブ方 
ニューの設定によって、谭切な音場とダイナ S クスを実現 
します。この項目は、 Main A だけでなく、 Main B でも設 
をでキずオ 

• ミューティング中やヘッドホンを接続しているとを、マルチ 
チャンネルを使用しているときは、設定でをません。 

♦ レベルキャ U ブレーシヨン設定中は、ま音量つまみは働 
をません。 

• 本機は THX 巧応機種でずので、テスト音は標準レベルの 
Od 巨 （ A も苦が Gte vS 化? i ^ e 値の場合は 82) で出力をれ 
まず。通常お聞きになっている音量がこれより小さい場 
合は、突然大きな音になりまずので、ごま意くだをい。 


1 . 設定画面で 「Level Calibration 」 を選択し、 ENTER ボタ 
ンを押すと 、 Level Calibration 画面に変わると同時にフ 
□ント（左）スピーカーからノイズび聞こえてさます。 

2. フ□ントスピーカーを基準に、リモコンの▲/▼ボタンで 
スピーカーを選び、 ◄/ ►ボタンで音量を設定します。ヴ 
ウンドプレッシヤーレベル少ーター (_ SPL ) をご使用に 
なる場合は、 C - weightin 昼および Slow avera 呂 in 呂に設 
定してください。また、チヤンネルごとに SPL の値び 
7已 d 巨になるように調整してください。接続しているす 
ベてのスピーカーの設定をしたら終了です。 

-1 2服〜+ ] 2服の範囲で0.已服ステップで設定できま 
す。サブウーファーは、 一] 己 d 目〜十] 2 d 目の範囲で 
日.日 dB ステップで足でさます。 

• Speaker Configurati 日 n サブ方ニューで設定できなかつ 
た項目や 「Not Used 」 の設定をした場合、そのスピー 
力一項目は表示されません。 

• Speaker Configuration ヴブメニ:!一で Suit 巨 ack な 

よ—ーテイーエルフォーフ□ント バイアンフフォーフ□ント 

[BTL for FrontJ もしくは「聞 - Amp for Front 」 に設 
定した場合、サラウンドバックの項目は表示されません。 


設定の操作方法については80ページをご覧ください。 


才ーデイオ たットアップ 

THX Audio Setup サブメニュー 


THX Ult 「 a 2 準拠のスピーカーシステムでホームシアター 
をする場合り設定です。 THX Ultras Cinema や THX 
Music Mode の ij スニングモードで聞くときに、ここでの 
設定び効果を発揮します。この項目は、 Main A だけでな 
く、 Main B で6設定できます。 


THX Ultra2 Subwoofer A/ 

THX Ultra2 Subwoofer B 

ご使用になるサブウーファーの設定です。 

Yes : THX Ultras 規格に準拠しているか、もしくは低域 
の再生能力が 20 HZ まで伸びている場合。 

No (吗期設定）よ記];(外のサブウーファーの場合。 

• Speaker Configurati 日 n ヴブメニ:！一で設定できなかつ 
た項目や 「Not Used 」 の設定をした場合、そのスピー 
カー項目は表示されません。 

パウンダ U — ゲイン コンペンセーシヨン 

Boundary Gain Compensation A/ 

Boundary Gain Compensation B 


境界利得補正の設定です。 

THX Ultra 2 Subwoofer (上記）の設定を 「 Yes 」 にした 
とさに、この項目び設定でをます。 

部屋の境界（壁）やその他の特性（壁の構造など）によ 
り、お周波数域で聴感レベルが増加する場合びあ0、視聴 
位置とサブウーファーの位置によっては、低音域び強調さ 
れすぎる可能性びあります。 

この機能は、壁などに起因する利得によって強調された低音 
を補正し、聴感レベルをフラットにする働きびあります。 

On :補正を有効にします。 

Off (初期設定）：補正を無効にします。 

デイスタンス ビトウイーン サラウンドバック スピーカー 

Distance Between Suit Back A SP/ 
Distance Between Suit Back B SP 


Speaker Confi 呂 uration サブ方二:!一で 「Main 2 ch 」 の設 
定にしているとさだけの設定です。 

2つのサラウンドバックスピーカーをでさるだけ間隔をあけ 
ずに配置し、その距離を測って設定します。（図を参照< 
ださい。） THX の ASA * テクノ n ジーにより、最大の効果 
を発揮します。 

* ASA (Advanced Speaker Array) : アドバンスト.スピー 
力一 . ア I ィー 



0-1 ft (0-0.3 m ) (初期設定）：スピーカー間の距離び日 
〜1れ（日〜 30 cm ) のときの設定です。 

1-4け (0.3-1.2 m ) :スピーカー間の距離び]〜 4 ft 
(30 cm 〜 1.2 m ) のとをの設定です。 

>4れ （> 1.2 m ) :スピーカー間の距離び4れ （1.2 m ) m 
上のとさの設定です。 





スピーカーと出力に関する設定をする （ Speaker/Output Setup ) 


才ーティオ アウトプット アサイン 

Audio Output Assign (音青お力 
の割り当て ) サブ M ニュー 


本機の音声出力端子を入力（再生）ソースに割0当てま 
す。接続に応じて設定は異な0ます。 

本磯にはアナ□グ出力端子は日系統あり、デジタル出力端子 
は光端子 foPT ^ び2系統と同軸端テ （ COAX ) び2系統 
あります。アナ□グ端テの設定を 「Zone 2日 uU や 
に one 3日山」にしたときは、出力を巧変にするか一定 
にするかを設定することちできます。 

初期設定は次のよラになっています。 


z.one 2 〇此 Zone 3 Out 

前述の Analo 呂1〜日の設定で ！" Zone 2日 ut 」 または ！" Zone 
3日 ut 」 を設定したとさにこの項目び表示されます。初期設 
定は 、 Zone 2日 ut び 「 P「e Out ( variable ) 」で 、 Zone 
3日 ut び 「Line Out 巧 xecT ) 」です。 

プリアウト バリアカレ レベル 

Pre Out (variable level ) :ゾーン 2 やゾーン 3 に接続し 

た機器への出力を可変に設定したいとさに選択します。 
ゾーン2またはゾーン3の機器の音麗ま本機で操作します。 

ラインアウトフィックスドレベル 

Line Out (fixed level ) :ゾーン 2 やゾーン 3 に接続した 
機器への出力を一定にしたいとさに選がします。ゾーン2ま 
たはゾーン3の機器の音腫ま、端テに接続したアンプで操作 
します。 


端子 

初期設定で割り当て 

5 れ 6 れている入力 

Analog 1 (AUDIO OUT 1) 

Video 1 Rec Out 

Analog 2 (AUDIO OUT 2) 

Video 2 Rec Out 

Ana! □ 呂 3 (AUDIO OUT 3) 

Video 3 Rec Out 

Anal □ 呂 4 (AUDIO 曰 UT 4) 

Zone 2 Out 

Analog 5 (AUDIO 日 UT 已） 

Zone 3 Out 

Opt 1Out (D に ITAL OUT OPTICAL 1) 

Tape 1 Rec Out 

Opt 2 Out (D に ITAL OUT OPTICAL 2) 

Tape 2 Rec Out 

Coax 1Out (DIGITAL OUT 仁曰冉 XIAL ]) 

Video1 Rec Out 

Coax 2 Out (DIGITAL OUT C 曰冉 XIAL 2) 

Zone 吕 Out 


アナ□グ 

Analog 1 〜已 

アナ□グ音声出力端子 「 AUDI 日 OUT 1〜已」の設定を行い 
ます。 

テーフ レックアウト ビデオ 

Tape 1 RecOut、Tape 2 Rec Out . Video 1 Rec Out 
Video 2 Rec Out、Video 3 Rec Out、Zone 2 Out 、 
Zone 3 日 ut、Not Used の中から選ぶことびできます。 


Opt 1 〇此 Opt 2 Out、Coax 1 〇此 Coax 2 Out 

デジタル音声出力端子 （ D に ITAL 日 UT 日 PFi ち!心_ ]〜2と 
DIGITAL OUT COAXIAL 1-2) の設定を行います。 

Tape 1 Rec 〇此 Tape 2 Rec 日此 Video 1 Rec Out 、 
Video 2 Rec 日 ut、Video 3 Rec Out、Zone 2 Out 、 
Zone 3 日此 Not Used の中か日選ぶことびできます。 

'厕，綺 

。圆 J 遠 

例 1) 

入カソースが Tape 2の録音機器（たとえば MD レコー 
ダー）の入力 （ REC ) を DIGITAL OUT OPTICAL 1に接 
続した場合は、 Opt ] 日山の設定を 「Tape 2 Rec 日 ut 」 に 
します。 

例 2) 

入カソースび Video 2の録画機器（たとえば DVD レコー 
ダー）の入力 （ IN ) を□に ITAL 日 UT 日 PT に AL 2 に接続した 
場合は、日 pt 2日山の設定を 「Video 2 Rec 日山」にします。 

使用しない（何も接続しない）場合： 「Not Used 」 を選択 
します。 


•曾曾 „• 贊資 

例 1) 

入カソースび Tape 1の録音機器（たとえばカセットデッ 
キ）の入力 ( REC ) を AUDI 日日 UT ] に接続した場をは、 
Analog 1の設定を 「 Tape 1 Rec 日 ut 」 にします。 

例 2) 

入カソースび Video ] の録画機器（たとえば VCR ) の音声 
入力を AUDI 日 OUT 2に接続した場合は 、 Analog 2の設 
定を rvideo 1 Rec Out 」 にします。 

例 3) 

ゾーン3巧のアンプを AUDI 日 OUT 已に接続した場含は、 
Analog 日の設定を ！" Zone 2日 ut 」 にします。 

使用しない（何も接続しない）場合： 「Not Used 」 を選択 
します。 


HDMI Out 


HDMI 端子か5音青出力をする/しないの設定びでをま 
す。テレビの HDMI 入力端テと接続していて、テレビのス 
ピーカーから本機の HDMI 音声を出力させたいとをなどに 

ディスエィフ 717 

設定します。通常は Disable にしておいてください。 

Disable け刃期設定）： 出力しません。 

イネカレ 

Enable :出力します。 


ビデオ アウトプット アサイン 

Video Output Assign (映像お力 
の萬/り苗ロヴブメニュー 


本機の映像出力端子を入力（再生）ソースに割り当てま 
す。接続に応じて設定は異なります。 

本機にはコンポジツトのビデオ出力端子が4系統、 S ビデオ 
出力端子び4系統あります。 

ElBEB 
雌,雌 


設定の操作ち法については80ページをご覧ください。 
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スピーカーと出力に関する設定をする （ Speaker/Output Setup ) 


初期設定は次のよラになっています。 


端子 

巧期設定で割り当て 

5 れている入力 

Composite Video 1 (VIDEO OUT 1) 

Monitor Out B 

Composite Video 2 (VIDEO OUT 2) 

Zone 2 Out 

Composite Video 3 (VIDEO OUT 3) 

Zone 3 Out 

Composite Video 4 (VIDEO OUT 4) 

Monitor Out A 個風 

S Video1(S VIDEO 曰 UT ]) 

Video1 Rec Out 

S Video 2 (S VIDEO 曰 UT 2) 

Video 2 Rec Out 

S Video 3 (S VIDEO OUT 3) 

Vide 曰 3 Rec Out 

S Video 4 (S VIDEO 曰 UT4) 

Monitor Out A 個風 


コンポジット ビデオ 

Composite Video 1〜3、 S Video 1〜3 


コンポジットのビデオ出力端子 (VIDEO OUT ]〜3)および 
S ビデオ出力端子 (S VIDEO OUT ]〜3)の設定です。 
Compos け e Video 1〜3は 、 Monitor Out A . Monitor 
Out 巨、 Video 1 Re 巳 Out、Video 2 Rec Out、Video 
3 Rec Out、Zone 2 Out、Zone 3 Out、Not Used の 
中か 5 選ぶことびでさます。 

• Zone 2日山 、 Zone 3日川は、前述の Audio Output 

アサイン 

Assi 呂 n サブ ; <ニ ューで I 之日 ne 2日 ut 」 、 | 之 one 3 
日山」び選択されている場合のみ、設定できます。 

S Video 1〜3は 、 Monitor Out A . Monitor Out B . 
Video 1 Rec Out、Video 2 Rec Out、Video 3 Rec 
日此 Not Used の中か 5 選ぶことびできます。 

例 1) 

入カソースび Video 1の録画機器（たとえば VCR ) の映像 
端子を VIDE 日 OUT 2に接続した場合は 、 Composite 
Video 2の設定を 「 Video 1 Rec Out 」 にします。 

例 2) 

テレビを VIDE 日 OUT 3に接続して方インルーム A で見た 
い場合は 、 Composite Video 3の設定を 「Monitor Out 
A 」 にします。 

使用しない（何も接続しない）場合： 「Not Used 」 を選択 
します。 


Composite Video 4、 S Video 4 

コンポジットのビデオ出力端子 （ VIDE 日日 UT 4) と S ビ 
デオ出力端子 （S VIDE 日日 UT 4) は、 Monitor 日 ut A に 
固定されてお0変更でさません。メインルーム A で使用する 
テレビやプ□ジェクターは VIDE 日 OUT 4または S VIDEO 
OUT 4に接続してくださし、。 


86 設定の操作方法については80ぺージをご覧ください。 



入力の設定をする （Input Setup ) 


入力切換ボタンを巧したときの設定でず。 

本磯は、音声巧^^^モ、_日を j 象用端モともにいるいろな種類の端テを複数個ずつ用意しており、これ5の端テに CD 、 
PHONO . TUNER 、 TAPEl 、 TAPE 2、 VIDE 日]〜 7 それぞれの入力を自由自在に割 0 当てることびでをます。 

また、リスニングモードのプリセット、表示されるとをの名前の登録、他の入力との音量差の補正、音の遅延調整、 ]2 V 
トリガーの設定などをしておくことびでをます。 

入力端子の設定は特に慎重に巧ってくださし、演奏するときに映像や音声げ正しく選ばれるよラに、別冊の設定^モを利 
用するなどして^間違いのないよラに設定してください。 

また 、 NET AUDI 日の場をは、サーバーの設定びできます。（臨89ページ） 

初期設定は次のよラになっています。 




1 Audio Assign (音声入力の割り当て） | 

1 Video Assign (映像入力の割り当て） | 


OSD 表示 

Analog Audio 

Multichannel 

Digital Audio 

i'LlNK 

Composite 

Video 

S-Video 

Component 

Video 

HDMI 



( アナ □ グ） 

( マルチチヤンネル） 

( デジタル） 


( コンポジット） 

(s ビデオ） 

( コンポーネント） 


設定する端子名 

AUDIO IN 

MULTI-CH 

DIGITAL IN 

i.LINK 

VIDEO IN 

S VIDEO IN 

COMPONENT 
VIDEO IN 

HDMI IN 


NET AUDIO 

No 

No 

No 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 


CD 

1 

2 

Opt 2 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 

〇 

PHONO 

Phono 

No 

No 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 

TUNER 

No 

No 

Coax 6 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 

0 

0 

の 

+-> 

Q. 

TAPE 1 

2 

No 

Opt 3 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 

TAPE 吕 

3 

No 

Coax 1 

No 

Last 

Last 

Last 

Last 

DVD 

4 

1 

Opt 1 

No 

1 

1 

RCA 1 

HDMI 1 

S 

VIDEO1 

已 

No 

Coax 2 

No 

2 

2 

RCA 2 

HDMI 2 

が 

r< 

1 

VIDEO 2 

巨 

No 

Coax 3 

No 

3 

3 

RCA 3 

Video 

VIDEO 3 

7 

No 

Opt 4 

No 

4 

4 

巨 NC 

Video 

-P 

VIDEO 4 

8 

No 

Opt 已 

No 

己 

No 

D41 /NO 

Video 

< 

VIDE 日已 

9 

No 

Coax 4 

No 

6 

No 

D4 2/NO 

Video 


VIDEO 6 

No 

No 

Coax 已 

No 

No 

己 

No 

Video 


VIDEO 7 

Front 

No 

Front Opt 

No 

Front 

Front 

No 

Video 


設定を変える場合は下記の手順で行います。 


7 

1N ちな T ボタンを巧してか 5 S c ? 011 
ド 1 与^ el を回して、設定する入カソース 
を選ぶ 

ク 

Scroll Wheel を巧してか日 SETUP ボ 
タンを巧ず 

メインメニューび表示されます。 

3 

▲/ ▼ボタンを巧して 「 fn"piA Setup 
選び、 ENTER ボタンを f 甲す 

サブメニューび表示されまず。 


2 .Input Setup 

==Input : XXXXXX: 


1 . Audio Assian 

2. Video Assign 

3. Listening Mode Preset 

4. Character Edit 
5.IntelliVolume 
白 . Delay 

7.12V Trigger Assign 


4 

▲/ ▼ボタンを f 甲して設定したい頂目を 
選び、 ◄/ ►ボタンを巧して設定する内 
容を選ぶ 

5 

RETURN ボタンを f 甲ず 

サブメニューに戻りまず。 

6 

手順 4 〜己を繰り返し行い、設定したい 
項目を順番に設定する 

7 

SETUP ボタンを巧す 

設定が終了し、方ニュー画面び消えます。 



本体で設定する場合は、入力切換ボタンで設定する入力 
ソースを選んだあと、 SETUP ポタン、 SELECT つまみ、 
CONTR 日 L つまみ、 EXIT ボタンで操作します。 
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入力の設定をする（ I 叩 ut Setup ) 


例1 

□ VD レコーダーを VIDEO 1の入力に割り当てる設定で、 
アナ□グ音声入力を VIDEO 1.、 X ジタル音青を COAXIAL 
2、0巧像を S VIDEO 2と COMPONENT 2に接続してし、る 
場合は、巧のよ5に設定しまず。 

I) INPUT ボタンを巧してか SScroll Wheel を回して、 
「 VIDEO 1」を選ぶ 

吕 ) Scroll Wheel を巧してか 5 SETUP ボタンを巧して 
「メインメニュー」を表示させる 

3) ▲/ ▼ポタンを巧して 「Input Set 叩」を選び 、 ENTER 
ボタンを巧す 

4) ▲/ ▼ボタンを巧してサブメニ;!一か 5「 A 才 LTdTo 
Assign 」 を選び、 ENTER ボタンを巧ず 

巳） ▲/ ▼ボタンを巧して 「 Analo 呂 Audio 」 を還び、 ◄/ ►ボ 
タンを巧して「1」を選ぶ 

6) ▲/ ▼ボタンを巧してのちが日1る品ぶ)」を還び、 ◄/ ►ボ 
タンを巧して rCoax 2 J を選ぶ 

7) RETURN ボタンを巧してサブメニューに戻る 

ビデオ アサイン 

8) ▲/ ▼ボタンを巧して 「Video Assign 」 を選び、 
ENTER ボタンを押す 

9) ▲/ ▼ボタンを押して rS - Vide 日」を選び、◄/►ボタン 
を押して「2」を選ぶ 

10) ▲/ ▼ボタンを押して !" Component Video 」 を選び、 
◄/ ►ボタンを押して 「RCA 2」を選ぶ 

II) SETUP ボタンを押す 

設定げ終了し、；<ニュー画面び消えます。 


才ーデイオ アサイン 

Audio Assign サブゾニュー (スカ 
び NET AUDIOJm の場ち ) 

'K _ 


音青に関する設定です。入力び 「NET AUDI 日」の場合は次 
の項目をご賣< ださし、。 

アナ□グ オーディオ 

Analog Audio 

アナ n グ音声に関する設定です。 

Phono : AUDIO IN PH に接続している機器を選択します。 

1〜日： AUDIO IN 1〜9の端テに接続している機器を選択 
します。 

Front :本機前面の AUDI 日 IN 端テに接続している機器を選 
がします。 

No :接続していない場含に選おします。 

7ルチチヤンネル 

Multichannel 


樓に、 DVD 入力でマルチチヤンネル1のサラウンドバック 
チヤンネルを rSBL/SBR (7.1 ch ) 」に設定すると 、 CD 
入力でのマ J レチチヤンネル1のサラウンドバックチヤンネル 
も rSBL/SBR (7.1 ch ) 」に切り換わります。 


Not Used ( B . lch )： サラウンドバックを使巧しない場合 

SBL/SBR (7.1 ch ) (初期設定）：サラウンドバックを使 
巧する場含 


ヴプウーファー センシティビティ 

Subwoofer Sensitivity 

この設定も、 「 Multichannel 1」またはに」に対して設 
定します。（入力ごとには設定でをません。） 

DVD によっては、マルチチャンネル出力時に LFE チャンネ 
ルび一己 dB で出力されるちのびあり、このとき Level 
Calibration で設定すると、アナ □ グ入力やデジタル入力な 
どすべてに反映されるため、マルチチャンネル入力時のみ 
レベルを上げることびでさます。 

0 (初期設定）、+己、 +10. +] 已 d 巨から選択できます。 

デジタル オーディオ 

Digital Audio 

デジタル音声出力に関する設定です。 

Optl 〜 Opts :「□に ITAL IN 日 PT に AL 1 〜引に接続して 
いる機器を選択します。 

Coaxl 〜 Coax 6 : 「DIGrTAL IN C 日 AXIALl 〜引に接続 
している機器を選おします。 

Front :本機前面の VIDE 日7 INPUT D に ITAL 端テに接続 
している機器を選択します。 

No :接続していない場合に選択します。 

デジタル フォーマット 

Digital Format 

デジタル接続をしているとさ、優先して検出を行ラデジタ 
ル信号を設定しておくことびできます 。 AucHo Assign ヴ 
ブメニューの Digital Audi 日を 「 No 」 に設定している場を 
は、この項目は表示されません。 

Auto :入力信号のフォーマットを自動的に検出します。選 
おしたソースび使巧する信号フォーマット（ドルビーデジ 
タル、 DTS 、 PCM 、 AAC など）び自動的に検出され、必 
要なデコード処理げ行われます。 

DTS : DTS のデコード処理を巧ラとき。 「 Auto 」 を選んだ 
とさに1言号読み取0時間の長さび気になる場含や、 C □の早 
送り、早戻しをするとさのノイズが気になる場合に選択し 
ます。 DTS じ(外の音声び入力されても音は出ません。 

PCM : PCM のデコード処理を行うとき。 「 Auto 」 を選んだ 
ときに巧間での頭切れげ気になる場合などに選択します。 
PCM し:^外の音声び入力されても音は出ません。 


1: MULTI-CH IN 1端子に接続している機器を選択します。 
2 : MULTI-CH IN 2端子に接続している機器を選おします。 
No :接続していない場をに選おします。 

サラウンドバック チャンネル 

Suit Back Channel 



DTS 対応の CD や LD を再生するときは、必ず 「 Auto 」 また 
は 「 DTS 」 を選択してください。 「 PCM 」 を選択するとノイ 
ズび出力されます。 


サラウンドバックチャンネルは、前項のマルチチャンネル1 
または2に対して設定します。入力ごとには設定でさませ 
ん。たとえば、 CD 入力でマルチチャンネル1のサラウンド 
バックチャンネルを 「Not Used (已 . Ichi 」に設定した 
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入力の設定をする（ I 叩山 Setup ) 


i 丄 INK 


HDMI 


複数の機器を LLINK ( AUDIO ) 端テを使ってじゅずつなざ 
に接続している場を、それ5の機器の名前をカーソルで選 
ぶことびできます。ここで設定しておくと、その機器を優 
先して再生機器として選択します。 

No ： 入力信号として選択しない場合に選択します。 


至ュージック サーバ ー 

Music Server サブメニュー 
( 入力び NET AUDIO の場合 ) 


たレクト サーバー 

Select Server 


入力に NET AUDI 日の S ユージックサーバーを選んだ場 
含、接続するサーバーを設定しておくことびでさます。 
(底^7日ぺージ） 


ビデオ アヴイン 

Video Assign (映像入力の割り当 
て)サブタニユー 


映像に関ずる設定でず。 

コンポジット ビデオ 

Composite Video 


1〜目： VIDEO IN ]〜 目端テに接続している機器を選おし 
ます。 

Front :本機前面の VIDE 日 IN 端子に接続している機器を選 
択します。 

Last :直前に選んでいた機器の映像をそのまま継続したい 
場含に選択します。 

No :接続していない場含に選択します。 

エスビデオ 

S-Video 


1〜6 : S VIDEO IN 1〜目端テに接続している機器を選択 
します。 


Front :本機前面の S VIDEO IN 端テに接続してし'!る機器を 
選択します。 


1 : HDMI IN 1端テに接続している機器を選択します。ま 
た、同時に HDMI 日 UT 端 テへ も HDMI IN 1端テに接続し 
た機器の映像を出力します。 

2 : HDMI IN 2端テに接続している機器を選択します。ま 
た、同時に HDMI 日 UT 端 テへ も HDMI IN 2端テに接続し 
た機器の映像を出力します。 

Video :この設定にしておくと、 HDMI 日 UT 端テへはコン 
ポジットビデオ、 S ビデオ、コンポーネントビデオの信号び 
出力されます。 

Last ： 直前に選んでいた機器の映像をそのまま継続したい 
場合に選択します。 

No :接続していない場合に選おします。 


リスニンク モード プ y たダト 

Listening Mode Preset サブメ 

二 j — 


よく使5 1 」スニングモードを入カソースごとに設定してお 
<ことびでさます。 

たとえば、お気に入りで何度を見る映画びドルビーデジタ 
ルソースのときは r □ ぶ 「by Dl 呂心 II と設定しておき、クラ 
シックの CD び PCM の場合は rP ぶ e るな io 」 に設定してお 
<、などびでさます。 

「 Last 」 を選択すると、巧に同じソースを聞くときに前回の 
設定と同じ1」スニングモードにな0ます。 

スビーカー コンフィブレーシヨン ヴラウンドバック 

• Speaker C 日 nfiguration ヴゾメニューで Suit 巨 ack を 

ft—- ディーエルフォーフ□ント ，バイアンフフォーフ□ント 

旧 TL for Front 」 や「目 i-Amp for Front 」 または 
「Not Used 」 にした場合は、選択肢の千 PLIIx 」 は 
「 PLIU にな0ます。 

• Speaker Confi 呂 uration サブ方ニューで Suit L / R を 

「Not Used 」 にした場合は、 THX、Mono Movie 、 

エン■/\ンス オーケストラ アンフラグド スタジオ云ックス 

Enhance 、 Orchestra 、 Unplug 呂 ed 、 Studio-Mix 、 
TV Lo 畳 ic は選択できません。 

• Speaker Confi 呂 uration サブ; < 二:!一で Center と Suit 
L / R の両方を 「Not Used 」 にした場合は、 THX 、 
Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 

才一 JL チャンネル 

Unplugged^ Studio-Mix、TV Lo 資 ic、All Ch 
Stereo、Full Mono は選択できません。 


Last :直前に選んでいた機器の映像をそのまま継続したい 
場含に選択します。 

No :接続していない場をに選択します。 

コンボーネント ビデオ 

Component Video 


RCA 1〜3 : COMPONENT VIDEO IN ]〜3 端テに接続 
している機器を選択します。 

BNC :目 NC タイプの COMPONENT VIDEO IN 5 箭子に接 
続している機器を選択します。 

D 4 1〜 4:04 IN ] もしくは2端子に接続している機器を 
選択します。 

Last :直前に選んでいた機器の映像をそのまま継続したい 
場合に選択します。 

No :接続していない場合に選おします。 


アナ□グ 

Analog/PCM 

CD などの PCM 信号やレコード、カセツトテープなどのア 
ナ□グ信号を再生するときのリスニングモードを、次の 
モードから選択することびできます。この項目は 、 Main A 
だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でち設定でをます。 

(Main A / B ) 

ピュア オーディオ ダイレクト ステレオ _ 

Pure Audio 、 Direct、Stereo (初期設定）、 Mono 、 
PLIIx / NEO : 目、 THX、Mono Movie、Enhance 
Orchestra 、 Unplug 資 ed 、 Studio - Mix、TV Lo 呂 ic、All 

ドルビー 

Ch Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 


設定の操作ち法については 87 ページをご覧ください。 
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入力の設定をする（ I 叩 ut Setup ) 


Dolby Digital 

ドルビーデジタル信号を再生するときのリスニングモード 
を、次のモードから選択することびでさます。この項目 
は 、 Main A だけでなく、 Main 目 、 Zone 2でち設定でさ 
ます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audi 日、 Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby Digital 
(初期設定）、 THX 、 Mono Movie 、 Enhance 、 
Orchestra 、 Unplug 呂 ed 、 Studio-Mix、TV Lo 呂 ic、All 
加 Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 

DTS_ 

DTS 信号を再生するとをのリスニングモードを、次のモー 
ドから選択することびできます。この項目は 、 Main A だけ 
でなく、 Main 巨 、 Zone 2でも設定でをます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audio 、 Direct. Stereo、Mon 日、 DTS (初期設 
定）、 THX、Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 
Unplu 畳 ged 、 Studio-Mix、TV Logic、All Ch 
Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

に one 吕） 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 

AAC _ 

AAC 信号を再生するとさの U スニングモードを、次のモー 
ドから選択することびできます。この項目は 、 Main A だけ 
でなく、 Main 巨 、 Zone 2でも設定でをます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo 、 Mono. AAC (初期設 
定）、 THX 、 Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 
Unplu 畳 ged 、 Studio-Mix、TV Logic、All Ch 
Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 

i.LINK (IEEE1394) : DVD AUDIO_ 

i.LINK ( AUDIO ) 端テに接続された機器で DVD 才ーデイ 
才を再生するときのリスニングモードを、次のモードから 
選択することびでさます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audi 日、 Direct . Stereo 、 Mono 、 DVD-Audio 
(初期設定）、 THX、Mono Movie 、 Enhance 、 
Orchestra、Unplug 呂 ed 、 Studio - Mix、TV Lo 呂 ic、All 
加 Stereo、Full Mon 日 、 Dolby VS、Last 

i.LINK (IEEE1394) : SACD_ 

i.LINK ( AUDIO ) 端子に接続された機器でスーパーオー 
デイオ CD を再生するとさの U スニングモードを、次のモー 
ドか5選択することびでをます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo 、 Mono、SACD (初期設 
定）、 THX、Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 
Unplu 畳 ged 、 Studio - Mix、TV Logic、All Ch 
Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 


D.F.2ch_ 

2 チヤンみレで記録されたドルビーデジタルなどのデジタル 
信号を再生するときの U スニングモードを、次のモードか 
5選択することがでさます。この項目は 、 Main A だけでな 
く、 Main 目 、 Zone 2でを設定できます。 

(Main A/ 己） 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo 、 Mono 、 PLIIx / Ne 日:目 
(初期設定）、 THX、Mono Movie 、 Enhance 、 
Orchestra 、 Unplugged 、 Studio - Mix、TV Lo 呂 ic、All 
加 Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 

D.F.Mono 

モノラルで記録されたドルビーデジタル、 AAC などのデジ 
タル信号を再生するときの U ス ニン グモードを、次のモー 
ドから選がすることびでをます。この項目は 、 Main A だけ 
でなく 、 Main B、Zone 2でも設定でをます。 

(Main A/B) 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo、Mono (初期設定）、 
Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 Unplu 呂呂 ed 、 
Studi 日 - Mix 、 TV Lo 畳 ic 、 All Ch Stereo 、 Full Mon 日、 
Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mono、Dolby VS、Last 

マルチブレックス 

D.F.Multiplex 

AAC の音声多重放送（ニケ国語放送など）のときの U スニ 
ングモードを、次のモードか5選択することびでさます。 
この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でも 
設定でをます。 

(Main A/B) 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo 、 Mono、Multiplex 
诚]期設定 ）、 Mono Movie 、 Enhance 、 Orchestra 、 
Unplu 旨資 ed 、 Studi 日- Mix、TV Lo 畳 ic、All Ch 
Stereo、Full Mono 、 Dolby VS、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo 、 Mon 日、 Multiplex、Dolby VS、Last 

7 ルチチヤンネル 

Multichannel 

アナ□グマルチチヤンネル接続をしているとさの U スニン 
グモードを次のモードか5選択することびでをます。 

(Main A/B) 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo 、 Mon 日 、 Multichannel 
(初期設定）、 THX、Mono Movie 、 Enhance 、 
Orchestra 、 Unplu 畳 ged 、 Studio - Mix、TV Lo 畳 ic、All 
加 Stereo、Full Mono、Dolby VS、Last 

176.4/192kHz 


DVD オーディオなどの 1 目 2 l < Hz や 17 目. 4 kHz の音声出力 
信号を再生するとをのリスニングモードを、次のモードか 
5選択することびでさます。この項目は 、 Main A だけでな 
く、 Main 目 、 Zone 2でを設定できます。 

(Main A/B) 

Pure Audio 、 Direct 、 Stereo、Last 

に one 2) 

Direct 、 Stereo、Last 


90 設定の操作方法については 87 ぺージをご覧ください。 


入力の設定をする（ I 叩山 Setup ) 


( キャラクター エディット 

Character Edit ( 文きの編集）ヴ 
ブメニュー 

キャラクター ディスプレイ 

Character Display 

入カソースにつけた名前を表示するかどラかの設定です。 

Yes (初期設定）： 入力を切り換えたとき、名前を表示し 
ます。 

No :名前は表示しません。入カソース名を表示します。 


キャラクター 

Gharact 百广 


上記の Character Display で設定を「丫 es 」 にしたとき、入 
カソースに名前をつけることびでさます。 

1〇艾字までの艾宇を入力でさます。 

Character Input 画面で、次のよラに操作してください。 


2 -4.Character Input 
^=Input : VIDE03^= 
b.Character 


证 

回 ® 
面 


—— I 

ABCDEFGHIJKLM 
NOPQ 民 STUVWXYZ 
abcdefgh リ klm 
nopqrstuvwxyz 
0123456789 * 
()+*/= ，:; !?_ 


1 

I 

▼ボタンを押して！ " Character 」 を選び、 
►ボタンを押してで字入力画面へ進む 

2 

►ボタンを巧して入力したい文 
字を選び、 ENTER ボタンを f 甲す 

3 

手順2を繰り返し、10で字まで入力する 
夕字を間違えた場合は： 

RETURN ボタンを押して、ひとつ前の艾字に戻 
0ます。 

夕字を訂正ずるには： 

1) ENTER ポタンを（繰り返し）押して、訂 
正する艾字を選ぶ 

2) ◄/ ►ボタンで正しい艾字を選び 、 ENTER 
ボタンを巧す 

] 日艾字に満たない場合は_性白）を入力し、 

1〇艾字にしてくださし、。 

4 

Si デじ P ボタンを巧ず 

設定び終了し、メニュー画面が消えます。 


インテリ ポ u ユーム 

IntelliVolume (機器間の音量是を 
減らす )ヴブメニュー 


本機に複数の機器を接続している場合、本機のボ U ューム 
位置が同じでち機器によって再生するときの音量に差び出 
ることがあ0ます。 

その音量差を減5すことで、同じボリューム位置のまま同 
じ音量で各機器をお楽しみいただけます。 


IntelliVolume 


他の機器と比べて音量び大きい場合は◄ボタン、ルさい場を 
は►ボタンを押して調整します。 

一12.0-+12.日 d 巨の範囲を0.己 d 目ステップで設定でさ 
ます。初期設定は日. Od 巨です。 


ディレイ 

Delay ( 遅延調整)サブタニユー 


映像び音声よ0遅れている場合や、音場の微調整のため 
に、音の遅延調整げでさます。 

A/V Sync _ 

映像び音声よ0遅れて いる 場合、この設定で音声を遅5 
せ、同期を一致させることびでさます。この項目は 、 Main 
A だけでなく 、 Main B . Zone 2でも設定でをます。 

0.日〜300.日 ms の範囲を 0. 1 ms ステップで調整でさま 
す。初期設定は 0.0 ms です。 

レラテイブ デイレイ センター ヴラウンド サラウンド バック 

Relative Delay - Center 、 Suit L / R 、 Suit Back 

当社独自の r エン八ンスド•スペシャル•ポジショニング•ア 
ルゴ U ズム（拡張兰次元配置アルゴ U ズム）」で音場の微調 
整を行います。香スピーカー出力に巧して最大 lOms の時 
間差をつけることびできます。これは、スピーカー間の位 
置を約3メートル変えることに相当します。この項目は、 
Main A だけでなく、 Main 巨でも設定でさます。 

• Speaker Configuration サブ六二:!一でセンターを 
「Not Used 」 にした場含、センターの設定はありませ 
ん。同様に、左ちヴラウンドを 「Not Used 」 にした場 
合、サラウンドバックを IBTLforFront 」 や I 日 i-Amp 
for Front 」 または 「Not Used 」 にした場合も、該当す 
るスピーカーの 設定はありません。 

—10.0〜十] 0.0 ms の範囲を 0.1 ms ステップで調整でさ 
ます。初期設定は日. 0 ms です。 

スピーカーの距離設定83ページ）、音量設定 0*^84 
ページ）をしてか5、この機能でサラウンド環境を微調整 
してください。スピーカー間の距離を広げる（時間差を大 
きくする）と音場び広がり、距離を縮める（時間差を小さ 
くする）と音場をシャープにすることびできます。 


入力されたで字をずべて消去ずるには： 

手順]で►ボタンを押さずにイボタンを押します。 


設定の操作ち法については87ページをご覧ください。 
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入力の設定をする（ I 叩 ut Setup ) 


卜 y ガー アサイン 

1 2V Trigger Assign サブメ 

~=L — 


3 sec ( 秒）：本機の電源入力か53秒後に、接続機器を電 
源オンにする場含 


本機の 12 V TRIGGER OUT 端テを接続している機器の 
12 V TRIGGER IN 端テに接続しているとさ、どの部屋で 
使ラとさに電源をオンさせるのかを設定します。接続につ 
いては、43ページをご賣くださし、。 

初期設定は次のよラになっています。 



部屋の設定 

delay 

Tri 呂呂 e「A 

Main 

0 

Tri 呂呂 e 「 巨 

Zone 2 

1 

Tri 呂呂 e「C 

Zone 3 

2 

Tri 旨呂 e「D 

Off 

0 

Tri 呂呂 e「E 

Main 

2 


卜 U ガー 

Trigger A 〜 E 


1 2 V トリガー端子 A 〜 E の設定です。 

Off : 12 V 卜 U ガーを使用しなし、 

Main :接続している機器をメインルームで使用するとさだ 
け電源オンさせたい場合 

Zone2 :接続している機器をゾーン2で使用するとさだけ 
電源オンさせたい場合 

Zones :接続している機器をゾーン3で使用するとさだけ 
電源オンさせたい場合 

Main/Zone2 :接続している機器をメインルームまたは 
ゾーン2で使用するとをだけ電源オンさせたい場合 

Main/Zone3 :接続している機器をメインルームまたは 
ゾーン3で使用するとをだけ電源オンさせたい場合 

Zone2/Zone3 :接続している機器をゾーン2またはゾー 
ン3で使用するとさだけ電源オンさせたい場合 

Main/Zone2/Zone3 :接続している機器をメインルー 
ム、ゾーン2、ゾーン3のどの部屋で使用するとさでち電源 
オンさせたい場合 

ディレイ ディレイ 

A delay 〜 E delay 


12 V 卜 U ガー接続をしている機器の電源び入るときに、機 
器によっては瞬間的に大容量の電流び流れる場含びあ0ま 
す。これを防ぐため、本機か5のに V 卜 U ガーの信号出力 
に時間差をつけることびでさます。 

また、電源入力を遅5せることで、不要なノイズ（ボコ音 
など）を避けることびでさます。 

0 sec ( 秒）：本機の電源に連動して、同時に接続機器を 
電源オンにする場合 

1 sec ( 秒）：本機の電源入力か引秒徵こ、接続機器を電 
源オンにする場合 

2 sec ( 秒）：本機の電源入力から2秒後に、接続機器を電 
源オンにする場含 


92 設定の操作方法については 87 ぺージをご覧ください。 




リスニングモードの設定をする （Listening Mode 
Setup ) 


U スニングモードの音響効果や再生する環境を設定しておくことびできます。 

スビーカー コンフイブレーシ 


モノ セットアップ 

Mono Setup (モノ音青の環境設 
定)サブメニュー 


乂こ—ノ J— ンノインレ—ンゴノ _ 乂こ—ノ J— 

Speaker ConTiguration サゾ—ユー c ; (Speaker 
A ) Center の設定び 「Not Used 」 の場含は 、 [Front 


U スニングモードを 「 Mon 日」にしたときの再生方まや音 
響効果などを設定します。 

U •イーキュー アカデ 5— 

a. Re-EQ/Academy 

高音び強調されすぎないように、 Re - EQ 効果や Academy 
効果をかけるかどラかを設定します。この項目はゾーン2で 
わ設定でさます。 

〇が（初期設定）： 通常の再生をします。 

Re-EQ On :高音域び強調されたサウンドトラックをホー 
ムシアター巧に補正します。 

Academy On :ちいモノラル映画びそのままビデオに転送 
された場合など、高音び強調されたヒスノイズのをい音に 
巧してフイルターをかけて高音を下げます。 


L/R A」[Front L/R 巨 」 [Front L/R A+BJ か5選 
択します。この場合 、 [Front L/R A 」 び初期設定で 
す。 

• Speaker Configuration サブ^二:!一で （Speaker 
巨） Center の設定び 「Main A 」 料がの場合は、 

「Center A」[Front L/R A 」 [Front L/R 巨」 

「Front L/R A + 目」から選択します。 

スビーカー インビーダンス ^ 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もし 

くは B のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは 、 Front L/R A + 目の選択はできませ 
ん。同様に 、 Center A もしくは巨のインピーダンス設定 
び「目日 hms 」 や [4 ohmsj の場含は 、 Center A + 日の 
選択はでをません。 _ 

• Speaker Confi 浸 uration サブニ ューで （Speaker 
A ) Center の設定び 「Not Used 」 で、 しかも 

(Speaker B ) Front L / R の設定び 「Main A 」 L がが D 
場合、この項目は表术されません。 


チヤンネル 


b. Input Channel 


サブウーファー 

曰 . Subwoofer 


ステレオ音声を 「 Mono 」 で再生するとをの出力方法を設 
定します。この項目はゾーン2でち設定でさます。 

Auto L+R ( 初期設定）： 左ちフ n ントスピーカーか5そ 
れぞれ同じ音声が出力されます。 

Left :左チャンネルとちチャンネルにそれぞれ異なる言語 
び記録されたソースを再生する場含、左チャンネルの音声 
を左ちフ□ントスピーカーに出力します。 

Right :左チャンネルとをチャンネルにそれぞれ異なる言 
語び記録されたソースを再生する場合、ちチャンネルの音 
声を左ちフ n ントスピーカーに出力します。 


「 Mono 」 時に再生するサブウーファーを設定します。再 
生したいサブウーファーを接続した端テを選びまず。 
Speaker Confi 呂 uration サブ;<ニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 臥外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 U * (外の場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT B 端テに接続したサブウー 
ファ ーのみで再生し ます。 


アウトプット スビーカー 

C. Output Speaker 


「 Mono 」 時に再生するスピーカーを設定します。再生し 
たいスピーカーを選びます。 

Center A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピー 
力一のみで再生します。 

センター 

Center B : Speaker 目のセンタースピーカーのみで再生 
します。 

センター 

Center A+B : Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカー 
で再生します。 

フロント 

Front L/R A : Speaker A のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。 

フロント 

Front L/R 日： Speaker 巨のフ□ントスピーカーで再生し 
まず。 

フロント 

Front L/R A+B : Speaker A 、 日両万■のフ n ントスピー 
力一で再生します。 ただし、フ n ントスピーカーを BTL 接 


続もしくはバイ-アンプ接続している時は選択できません。 

スピーカー コンフイグレーシヨン J、 スビーカー 

• Speaker C 日 nnguration サ^メニ:!一で (Speaker 

フ□ント メイン 

B ) Front L / R の設定び 「Main A 」 (外の場合は、 

r センター ^ r つ□ント 

に enter A 」 に enter 巨 」 [Center A+BJ [Front 


L/R A 」 から選択します。 


A+B : SUBWOOFER PRE OUT AS 謂テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

ノットユーズド 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


Multiplex Setup (音青を重の環境 
設定)サブメニュー 


U スニングモードを 「 D . F . Multiplex 」 にしたとさの再生 
方法や音響効果などを設定します。 

リ•ィーキュー アカデ S — 

a. Re-EQ/Academy 

高音び強調されすざないよラに、 Re - EQ 効果や Academy 
効果をかけるかどうかを設定します。この項目はゾーン3で 
ち設定できます。 

0 け（初期設定）： 通常の再生をします。 

Re-EQ On :高音域げ強調されたサウンドトラックをホー 
ムシアター用に補正します。 


設定の操作ち法については 80 ページをご覧ください。 
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アカデ5— オン 

Academy On :ちいモノラル映画びそのままビデオに転送 
された場合など、高音び強調されたヒスノイズのをい音に 
巧してフイルターをかけて高音を下げます。 


マルチプレックスインプット チヤンネル 

b. Multiplex Input Channel 

AAC や Dolby Digital の音声を重信号び入力されていると 
さに、優先する音声を選びます。この項目はゾーン2でも設 
をでキずオ 

ここで設定された入カチヤンネルび、ドルビーデジタル、 
AAC 入力信号「1+1」の U スニングモードすべてに適用さ 
れます。 

Main ( 初期設定）：主音声 

ゥブ _ 

Sub :副音声 

メイン サブ _ 

Main+Sub :主音声+副音声 


アウトプット スピーカー 

C. Output Speaker 


ro.F. Multiplex 」 時に再生するスピーカーを設定しま 
す。再生したいスピーカーを選びます。 

センター 

Center A : Speaker A のセンタースピーカーのみで再生 
します。 

センター 

Center B : Speaker 目のセンター スピー カーのみで再生 
します。 

センター 

Center A+B : Speaker A 、 目両方のセンタースピーカー 
で再生します。 

フロント 

Front L/R A ( ネリ期設定）： Speaker A のフ□ントスピー 
力一で再生します。 

フロント 

Front L/R 日： Speaker 目のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。 

フロント 

Front L/R A+B : Speaker A 、 巨両方のフ□ントスピー 
力一で再生します。 ただし、フ□ントスピーカーを巨 TL 接 


続もしくはバイ-アンプ接続している時は選択できません。 

スピーカー コンフィクレーシヨン ー スビーカー 

• Speaker Conngurati 日 n ヴゾメニ:!一で (Speaker 

フ□ント メイン 

B ) Front L / R の設定び 「Main A 」 (外の場合は、 

r たンター ^ r フ□ント 

「Center A 」 に enter 巨」に enter A + B」[Front 


L/R A 」 か 5 選択します。 

• Speaker Confi 浸 urati 日 n ヴブ:ニューで (Speaker 
A ) Center の設定び 「Not Used 」 の場合は 、 [Front 
L/R A」[Front L/R 引 「Front L/R A + B 」 か 5 選 
おします。この場合 、 [Front L/R A 」 び初期設定で 
す。 

• Speaker Confi 資 uration サブメニューで （Speaker 
巨） Center の設定び 「Main A 」 段がの場合は、 

「Center A」[Front L/R A 」 [Front L/R 巨」 

[Front L/R A +^ J ^ から選択します。 

• Speaker Impedance サブソニューで Front L/R A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場含は 、 Front L/R A + B の選択はできませ 
ん。同様に 、 Center A もしくは巨のインピーダンス設定 
び「日 ohms 」 や「4 ohms 」 の場合は 、 Center A+B 
の選おはできません。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ^ニ ューで （Speaker 
A ) Center の設定び 「Not Used 」 で、しかも 

(Speaker B ) Front L / R の設定び 「Main A 」 しが！の 
場合、この項目は表示されません。 


ヴプウーファー 

曰 . Subwoofer 


ro . F . Multiplex 」 時に再生するサブウーファーを設定しま 
す。再生したいサブウーファーを接続した端子を選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブメニューで (Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 政外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定が 「Main A 」 ■(かの場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

己 ： SUBWOOFER PRE OUT 巨端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT 八な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目5詰テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


stereo Setup (ステレオ音青の擇 
境設定)サブタニユー 


リスニングモードを 「 Stereo 」 にしたとさの再生方まや音 
響効果などを設定します。 

U • イーキユー でカテ舌一 

a. Re-EQ/Academy 

「 Stereo 」 時に、高音び強調されすぎないよう Re - EQ 効 
果や Academy 効果をかけるかどラかを設定しまず。この 
項目はゾーン2でわ設定でさます。 

Off ( 初期設定）：通常の再生をします。 

Re-EQ :高音域び強調されたサウンドトラックをホームシ 
アター巧に補正します。 

Academy :ちい映画びそのままビデオに転送された場合 
など、高音が強調されたヒスノイズのをい音に対してフイ 
ルターをかけて高音を下げます。 


フ□ント スビーカー 

b. Front Speaker 

「 Stereo 」 時に再生するスピーカーを設定します。再生し 
たいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで （Speaker 目） 
Front L / R の設定び 「 MainA 」 のときに、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ^二:！一で Front L/R A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場含は、 「 A 」 もしくは「巨」からの選おとな 
ります。 

A ( ネリ期設定） ： Speaker A のフ n ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 目のフ□ントスピーカーで再生しまず。 

A+B : Speaker A 、 目両方のフ □ ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを巨 TL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選おできません。 


サプウーファー 

C. Subwoofer 


「 Stereo 」 時に再生するサブウーファーを設定します。再 
生したいサブウーファーを接続した端テを選びます。 


94 設定の操作方法については 80 ぺージをご覧ください。 
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Speaker Configuratiori サブ^ニユーで （Speaker A ) 
Subw 日日 fer の設定が 「Not Used 」 しが！のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speakers ) Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(外の場合は、「八」または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+ 巨：後面ノくネ J レの SUBWOOFER PRE OUT A 端テに 
接続したサブウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 巨端 
子に接続したサブウーファーで再生します。 

Not Used ;サブウーファーでは再生しません。 


f タイレクト ピュア オーディオ セットアップ „ ' 

Direct, Pure Audio Setup 
イレクト、ピュアオーディオの環境 
設定)サブメニュー 

I. _ y 

U スニングモードを 「 Direct 」 または IPureAudi 日」に 
したときのフ□ントスピーカーの再生方法や音響効果など 
を設定します。 

フ□ント スピーカー 

a. Front Speaker 

「 Direct 」 または 「Pure AucHo 」 時、再生するフ□ント 
スピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選びま 
す。 

スピーカー コンフィクレーシヨン _ スビーカー 

Speaker Confi 含 uration サゾメ ニ ューで （ Speaker 巨） 
Front L / R の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピー刀ー インビーダンス _ 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もし 
くは目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは、 「 A 」 もしくは旧」からの選択とな 
0ます。 


A ( 初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 


巨： Speaker B のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+ 日： Speaker A 、 日両方のフ □ ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを BTL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

たンター スビーカー 

b. Center Speaker 


「 Direct 」 または 「Pure Audio 」 時、再生するセンタース 
ピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選びます。 
Speaker Configuratiori サブ^ニューで (Speaker B ) 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedan 巳 e ' tt ブメこ ユーで G 白。 t ら「 At ) し< 
は巨のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」からの選択となります。 


ヴラウンドエル/アール スビーカー 

C . Suit L/R Sp 


「 Direct 」 または 「Pure Audio 」 時、再生するサラウン 
ドスピーカーを設定します。再生したいスピーカーを選び 
ます。 

Speaker Confi 資 uration サブ;<ニューで （ Speaker 目） 
Su 「「 L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ^ニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4日 hms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A (初期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドスピーカーで再生します。 
A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スピーカー 

江 Suit Bk Speaker 

「 Direct 」 または 「Pure Audio 」 時、再生するサラウン 
ドバックスピーカーを設定します。再生したいスピーカー 
を選びます。 

スビーカー コンフィクレーシヨン スピーカー 

Speaker Configuration サ^メニュ ー c ; ( SpeaKer 目） 
Suit Back の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 

ビ- ティ-1ルフォ-フ □ント バイアンフフォーフ □ント ノット 

[BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ;<二:！一で Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは、 「 A 」 もしくは「目」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Configuration サブ^ニューで （Speaker 
A ) Suit Back と （ Speaker 巨） Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または 「 B 」 から選択します。 

A (初期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+ 日： Speaker A 、 日両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

サブウーファー 

百 . SuDwoofer 


「 Direct 」 または 「Pure Audio 」 時、再生するサブウー 
ファーを設定します。再生したいサブウーファーを接続し 
た端テを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ;<ニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 臥外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 し：■(外の場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 


A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のセンタースピーカーで再生します。 

A+ 巨： Speaker A 、 目両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 


A+ 日： SUBWOOFER PRE OUT AiS テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


設定の操作ち法については 80 ページをご覧ください。 
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7 ルチチヤンネル インプット セットアップ 

Multichannel Input Setup (ア 
ナログマルチチヤンネルの環境設 
定)サブメニュー 

K J 


DVD オーディオやスーノ くーオーディオ CD などのアナ n グ 
マルチチャンネルを再生するとをの再生方法や音響効果な 
どを設定します。 

モード チャンネル 

a. SB Mode ( 已 ch) 

已 . Ich のアナ□グマルチチャンネルソースを本機を通して 
目.1 chl ^^ LL で再生する場合、どのモードを通して拡張する 
かを設定します。 

ここで設定されたサラウンドバックモードび、マルチチャ 
ンネル入力信号すべてに適用されます。 

• Audio Assi 呂 n サブメニ:!一で Suit Back Channel の設 
定び 「 S 目 L / S 目 R (7.1 ch ) 」の場合、この項目は表示 
されません。 

スピーでー コンフィグレーシヨン _ スビーカー 

• Speaker Conn 昼 urati 日 n ヴゾメニユ ー c ; (Speaker 

ヴラウンドバック ピ-ティー I ルフォーフ□ント バイアンプフォー 

A ) Suit 目 ack を 「BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp 干日 r 
Front」 、 「Not Used 」 に設定した場合、この項目は 
表示されません。 

Dolby EX : Dolby Digital EX を通して目.1 chi ； (上の再生 
をします。 

PLIIx Movie ( 初期設定）： Dolby Pro Logic llx Movie 
を通して日.]の再生をします。 

• Speaker Confi 夏 urati 日 n サブ_><二:!一で （Speaker 
A ) Suit Back を 「Main AIch ( S 巨 L ) 」に設定した 
場含 、 PL llx Movie は選択でさません。 

プ□ロジック ミユージック ドルビープロ □ジック ミユージック 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. Ich 政上の再生をします。 

NE0:6 : DTS NE 日:目を通して 6.1 chi ； (上の再生をしま 
す。 

Off :己. Ich のソースをそのまま再生します。 


B : Speaker 目のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを目 TL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選おできません。 

センター スピーカー 

江 Center Speaker 

スーパーオーディオ CD や DVD オーディオなどのアナ□グ 
マルチチヤンネルを再生するとき再生するセンタースピー 
カーを設定します。再生したいスピーカーを選びます。 

S 目 eaker Confi 呂 uration サブ メニューで (Speaker B ) 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
をます。 

• Speaker Impedance ヴブ^ニューで Center A もしく 
は B のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A (ネリ期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

日： Speaker 目のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

サラウンドエルヴールスビーカー 

e. Suit L/R Sp 

スーノ V " —オーディオ CD や DVD オーディオなどを再生する 
とき再生するサラウンドスピーカーを設定します。再生し 
たいスピーカーを選びます。 _ 

Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker 目） 
SurrL / R の設定び 「 MainA 」 の場をに、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ メニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選おとなります。 

A (ネリ期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 目のサラウンドスピーカーで再生します。 
A+B : Speaker A 、 目両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 


U • イーキュー 

b. Re-EQ _ 

スーノ くーオーディオ CD や DVD オーディオなどのアナ□グ 
マルチチャンネルを再生するとさ、高音び強調されすぎな 
いように Re - EQ 効果をかけるかどうかを設定します。 

Off (初期設定） ：通常の再生をします。 

On : Re - E 日効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター巧に補正します。 

フ□ント スビーカー 

C. Front Speaker 

スーノ くーオーディオ CD や DVD オーディオなどのアナ□グ 
マルチチャンネルを再生するとき、再生するフ□ントス 
ピーカーを設定します。再生したいスピーカーを選びま 

ク° スビーカー 

弓おが e 「 Comi 呂 urati を n タブメこューで (Speaker B ) 
Front L / R の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス _ 

• Speaker Impedance サブメニューで杆 ont L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「日 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場含は、 「 A 」 もしくは「巨」からの選択となります。 
A (初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 


サラウンド バック スビーカー 

f. Suit 巨 k Speaker 

スーノ ーオーディオ CD や DVD オーディオなどを再生する 

とき再生するサラウンドバックスピーカーを設定します。 

再生したい スピーカーを 選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで （ Speaker 目） 

Suit 巨 ack の設定び 「 MainA 」 の場含に、この項目び設定 

できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 

Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ方ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ^二:!一で （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選おしまず。 

A (初期設定） ： Speaker A のサラウンドバックスピー 

力一で再生します。 

B : Speaker 目のサラウンドバックスピーカーで再をします。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドバックスピーカー 

で再生します。 


96 設定の操作方法については 80 ぺージをご覧ください。 



リスニングモードの設定をする (Listening Mode Setup ) 


ヴプウーファー 

g. Subwoofer 


スーノ くーオーディオ CD や DVD オーディオなどを再生する 
とき再生するサブウーファーを設定します。再生したいサ 
ブウーファーを接続した端テを選ます。 

Speaker Configuratiori サブ^二:!一で （Speaker A ) 
Subw 日日 fer の設定び 「Not Used 」 しが!のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speakers ) Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(外の場合は、「八」または 「Not 
Used 」 から選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT AiS テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


f アイ リンク 牙ーティオ 

i.LINK (IEEE 1394) : DVD-Audio 

インプットセットアッブ , . 

Input Setup (DVD-Audio の環境設 
定)サブ乂ニュー 

V. _ 


LUNK を通して DVD オーディオを再生するときの再生ち法 
や音響効果などを設定します。 

レベル 

a. し FE Level 

I i.LINK (IEEE 1394) : DVD - Audio 」 時のお音域の音量 
を調整します。ここで設定された LFE レベルび、すべての 
i.LINK ( IEEE 13日 4) : DVD - Audi 日入力信号に適用されま 
す。一〇〇、一20、 -10. 日 dB か5選択でをます。初期設 
定は！"0」です。 

モード チヤンネル 

b. SB Mode (5ch)_ 

5.1 ch の信号を本機を通して目.1 ch 政上で再生する場合、 
どのモードを通して拡張するかを設定します。 

ここで設定されたサラウンドバックモードび、 i.LINK 
(IEEE 1394) : DVD - Auclio 入力信号「*/2」に適用さ 
れます。 

スビーカー コンフイグレーシヨン j 、 

• Speaker C 日 nnguration サ^メニ:!一で (Speaker 

、 ウ ラウンド バック t'-TY-Iil フォー フ □ント r けイ アンプ フォー 

A ) Suit 巨 ack を [BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp for 
Front」 、 [Not Used 」 に設定した場含、この項目は 
表示されません。 

Dolby EX : Dolby Digital EX を通して 6. 1 chi ； (上の再生 
をします。 

コロジック ム ービー ブロ □ジック ムービ_ 

PL llx Movie : Dolby Pro Logic llx Movie を通して 
目. IchL ^ LL の再生をします。 

• Speaker Confi 呂 ura リ on サブ^二:!一で （Speaker 
A ) Suit Back を 「Main A 1 ch ( S 巨 L ) 」に設定した 
場含 、 PL llx Movie は選択できません。 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. Ich 政上の再生をします。 


NE0:6 : DTS NE 日:6を通して日.1か1じし L の再生をします。 
〇杆（初期設定）：日 . Ich の信号をそのまま再生します。 

リ • イーキユー 

C. Re-EQ 

高音び強調されすぎないよラに Re - EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 


0 け（初期設定）：通常の再生をします。 

On : Re - EQ 効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター 用に補正します。 

フ□ント スピーカー 

江 Front Speaker 

DVD オーディオを再生するとさの再生するフ□ントスピー 
カーを設定します。再生したいス一力一を選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ;<ニューで （ Speaker 目） 
Front L / R の設定が 「 MainA 」 の場をに、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブソニ:!一で Front L/R A もしく 
は B のインピーダンス設定び r 目日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のフ n ントスピーカーで再生 
します。 


B : Speaker 巨のフ□ントスピーカーで再生します。 


A+B : Speaker A 、 B 両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを目 TL 接続もしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選おできません。 

センター スピーカー 

e. G 已 nter Speaker 


DVD オーディオを再生するとさの再生するセンタースピー 
カーを設定します。再生したいスピーカーを選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ;<ニューで （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance サブ;<ニ ューで Center A もしく 
は B のインピーダンス設定び「日 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

日： Speaker 巨のセンタースピーカーで再生しまず。 

A+B : Speaker A 、 日両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

サラウンドエル/アールスビーカー 

f. Suit L/R Sp 


DVD オーディオを再生するときの再生するサラウンドス 
ピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選びます。 
Speaker Confi 資 uration サブ;<ニューで （ Speaker 目） 
Su 「「 L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ メニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 


B : Speaker 巨のサラウンドスピーカーで再生します。 


A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スピーカー 

呂 . Suit Bk Speaker 

DVD オーディオを再生するとさの再生するサラウンドバッ 
クス ピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選び 
ます。 


設定の操作ち法については 80 ページをご覧ください。 
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Speaker Confi 浸 urati 日 n サブ^ニ ユーで (Speaker B ) 
Suit 目 ack の設定び 「Main A」 の場をに、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A) Suit 目 ack の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ^ニユーで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選おとな 
ります。 

• Speaker Confi 資 uration ヴブメニ:!一で （Speaker 
A ) Suit 目 ack と （Speaker B ) Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または 「 B 」 か5選択します。 

A ( ネリ期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : SpeakerA 、 巨両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 


サブウーファー 

h. Subwoofer 


DVD オーディオを再生するとさの再生するサブウーファー 
を設定します。再生したいサブウーファーを接続した端テ 
を選びます。 

Speaker Confi 畳 urati 日 n サブメニ ユーで （Speaker A ) 
Sub woofer の設定が 「Not Used 」 政外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speakers ) Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 处外の場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

巨： SUBWOOFER PRE OUT 巨端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+ 巨： SUBWOOFER PRE OUT 八な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


I アイリンク 


し LINK (IEEE 1394) : SACD 

インプット セットァッア' 。' 

Input Setup (スー八ーオーテイオ 
CD の環境設定)サブメニュー 


スビーでー コンフイグレーシヨン _ スビーカー 

• Speaker C 日 nfi 浸 urati 日 n サメニユ ー c (Speaker 


ヴラウンドバック ピ-ティ-ロレつ才-フロント バイアンフフォー 

A ) Surr 巨 ack を「巨 TL for Front 」 や [ Bi-Amp for 

フロント ノットュースド 

Front」 、 「Not Used 」 に設定した場合、この項目は 


表示されません。 

ドルビ- ドルビー 


デジタ J レ 


Dolby EX : Dolby Digital EX を通して目. 1 chiU 上の再生 


をします。 

PL llx Movie : Dolby Pro Logic llx Movie を通して 
目. Ich 政上の再生をします。 

• Speaker Confi 呂 urafi 日 n サブ^二:！一で （Speaker 
A ) Suit 目 ack を 「Main A 1 ch (S 巨 L ) 」に設定した 


場含 、 PLIIx Movie は選択できません。 

フ□ロジック =ュージック 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. IchL ： (上の再生をします。 

NEO: 巨： DTS NE 日:日を通して目. 1 chi ； (上の再生をしま 
す。 

Off ( 初期設定）：已 . Ich の信号をそのまま再生します。 


リ.イーキユー 

C. Re-EQ 

高音び強調されすぎなしはラに Re - EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 

Off ( 初期設定）：通常の再生をします。 

On : Re - EQ 効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター用に補正します。 


フ□ント スビーカー 

江 Front Speaker 

スーパー オーディオ CD を 再生するとをの再生するフ□ント 
スピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選びま 
す。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで （Speaker 目） 
Front L / R の設定が 「 MainA 」 の場をに、この項目び設定 
でさます。 

スピーでー インビーダンス 。 

• Speaker Impedance サブメ ニ:!一 で Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び r 目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択となります。 
A ( ネリ期設定） ： Speaker A のフ n ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 目のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のフ □ ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを目 TL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選おできません。 


i . LINK を通してスーパーオーディオ CD を再生するときの再 
生ち法や音響効果などを設定します。 

レベル 

a. し FE Level 


n.LINK ( IEEE ] 394) : SACD 」 時の低音域の音量を調 
整します。ここで設定された LFE レベルが、すべての 
i . LINK のスーノ 一才ーデイオ CD 入力信号に適用されます。 
一〇〇、 一2 日、一1日、日 d 目 か5選択できます。初期設定は 
「日」 です。 

b. SB Mode (5ch) 


已 .1 ch の信号を本機を通して目.1 chl ； LL で再生する場含、 
どのモードを通して拡張するかを設定します。 

ここで設定されたヴラウンドバックモードび、 i.LINK 
( IEEE ] 3目 4) のスーパーオーディオ CD 入力信号「本/ 
2 」に適巧されます。 


センター スピーカー 

e. Center Speaker 

スーパー オーディオ CD を 再生するとをの再生するセンター 
スピーカーを 設定します。再生したい スピーカーを 選びま 
す。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニユーで （Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
をます。 

• Speaker Impedance サブ;< ニユーで Center A もしく 
は B のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 
A ( ネリ期設定） ： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 目のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 


設定の操作方法については 80 ページをご覧ください。 



リスニングモードの設定をする (Listening Mode Setup ) 


ヴラウンドエル/ アー ルス ピーカー 

f. Suit L/R Sp _ 

スーパーオーディオ CD を再生するとさの再生するサラウン 
ドスピーカーを設定します。再生したいスピーカーを選び 
ます。 

Speaker Configuratiori サブ^ニューで (Speaker B ) 
SurrL / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ;<ニューで Suit L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や 「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択となります。 

A ( 初期設定） : Speaker A のヴラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker B のヴラウンドスピーカーで再生します。 

A+ 日 ： Speaker A 、 日両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スビーカー 

旨. Suit Bk Speaker 

スーパーオーディオ CD を再生するとさの再生するサラウン 
ドバックスピーカーを設定します。再生したいスピーカー 
を選びます。 

Speaker Configuratiori サブ二:!一で （ Speaker 目） 
Suit Back の設定び 「 MainA 」 の場含に、この項目が設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit 目 ack の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブメニ:!一で Suit Back A もし 
くは B のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場合は、 「 A 」 もしくは旧」からの選おとな 
0ます。 

• Speaker Confi 呂 uration サブメニ:!一で （Speaker 
A ) Suit 目 ack と （ Speaker 巨） Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選択します。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

巳： Speaker 目のサラウンドバックスピーカーで巧をしまず。 

A+B : SpeakerA 、 目両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

h. Subwoofer 


スーパーオーディオ CD を再生するとさの再生するサブウー 
ファーを設定します。再生したいサブウーファーを接続し 
た端子を選びます。 

Speaker Configuratiori サブ二:!一で （Speaker A ) 
Subw 日日 fer の設定が 「Not Used 」 政外のときに、この項 
目が設定できます。ただし、 （ Speakers ) Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(外の場合は、「八」または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+ 巨： SUBWOOFER PRE OUT A 5 請テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used ;サブウーファーでは再生しません。 



ジタルの環境設定)サブメニュー 


U スニングモードを 「Dolby Digital 」 にしたときの再生方 
法や音響効果などを設定します。 

レベル 

a. し FE Level 


「Dolby Digital 」 時の1氏音域の音量を調整します。ここで 
設定された LFE レベルげ、すべてのドルビーデジタル入力 
信号に適用されます。一〇〇、 -2 日、一1日、日 d 目 か5選択 
できます。初期設定は「日」です。この項目は、ゾーン2で 
ち設定できます。 

レイト ナイト 

b. Late Night 

レイトナイト機能（已3ぺージ）を設定しておきます。ここ 
で選おされた設定び、すべてのドルビーデジタル入力信号 
に適用されます。ただし、電源をスタンバイ状態にすると 
設定は 「 Off 」 に戻ります。この項目は、ゾーン2でも設定 
でさます。 

〇け（初期設定）：レイトナイト機能をオフにします。 

Low :音量幅をルさくします。 

High : 音量幅をさ5にルさくします。 

C. Dolby EX _ 

「Dolby Digital 」 時の Dolby EX 効果の設定です。 

Auto : この設定にしておくと、再生するソースに Dolby 
Digital EX 識別信号があるときに自動的に Dolby EX 再生 
をします 。 Dolby Digital EX 識別信号びないときは 「SB 
Mode (已 ch ) 」での設定にしたびいます。 

Manual : Dolby Digital EX 識別信号のあるなしに関わ5 
ず、に B Mode (已 ch ) 」での設定にしたびいます。 

d. SB Mode (5ch)_ 

已 .1 ch の信号を本機を通して日. 1 で再生する場含、 
どのモードを通して拡張するかを設定します。 

ここで設定されたサラウンドバックモードび、ドルビーデ 
ジタル入力信号「*/2」に適用されます。 

スピーカー コンフイブレーシヨン „ スビーカー 

• Speaker Configuration サ^メニ:！一だ (Speaker 

、 ウラウンドバック ゴーテイーロレフトフ□ント r" イ アンフフォー 

A ) Suit 巨 ack を「巨 TL for Front 」 や [ Bi-Amp for 
Front」 、 「Not Used 」 に設定した場合、この項目は 
表示されません。 

Dolby EX : Dolby Digital EX を通して目. 1 chl ^ LL の再生 
をしまず。 

PLIIx Movie (初期設定）： Dolby Pro Logic llx Movie 
を通して日. 1 ch し: Lb の再生をします。 

• Speaker Configura す ion サブ^二:！一で （Speaker 
A ) Suit 目 ack を 「Main A 1 ch ( S 巨 L ) 」 に設定した 
場合 、 PLIIx Movie は選択できません。 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. IclU 处上の再生をします。 

NEO : 白： DTS NE 日:日を通して目. IchJ ； (上の再生をしま 
ず。 


Off :已 . Ich の信号をそのまま再生します。 


設定の操作ち法については 80 ページをご覧ください。 
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u • イーキユー 

e. Re-EQ 


高音び強調されすぎないよラに Re - EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 

Off (初期設定）：通常の再生をします。 

On : Re - E 日効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター巧に補正します。 

フ□ント スビーカー 

f. Front Speaker 

「Dolby Digital 」 時に再生するフ □ ントスピーカーを設定 
します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニューで （Speaker 目） 
Fr 日 ntL / R の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス _ 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「日 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場含は、 「 A 」 もしくは「巨」か5の選択となります。 

A (初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを巨 TL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

センター スピーカー 

呂 . Center Speaker 

「Dolby Digital 」 時に再生するセンタースピーカーを設定 
します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニ:!一で （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance サブメニ ューで Center A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」か5の選択となります。 

A (初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 日のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 


サラウンドバック スビーカー 

I. Suit 巨 k Speaker 

「Dolby Digital 」 時に再生するサラウンドバックスピー 
カーを設定します。再生したいスピーカーを選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker 目） 
Suit 巨 ack の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ方二:！一で Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Confi 資 urati 日 n サブ^二:！一で （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または 「 B 」 から選択します。 

A (初期設定）： L/R Speaker A のサラウンドバックス 
ピーカーで 再生します。 

B : Speaker 目のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

J. Subwoofer 

[Dolby DigitalJ 時に再生するサブウーファーを設定しま 
す。再生したいサブウーファーを接続した端子を選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 政がのときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 ■(かの場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A (巧期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 巨端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT A な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目5請テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


サラウンドエル/ アー ルス ビーカー 

h. Suit L/R Sp_ 

「Dolby DigitalJ 時に再生するサラウンドスピーカーを設 
定します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 uration サブメニ ューで (Speaker B ) 
Suit L / R の設定が 「Main A 」 の場をに、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance ヴブ^ニューで Suit L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは 「 B 」 からの選択となります。 

A (初期設定）： Speaker A のヴラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 日のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+ 巨： Speaker A 、 巨両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 


DTS Setup ( 口 TS の廣煩設風ヴ 
ブタニ ユー 


I 」スニングモードを 「 DTS 」 にしたとさの再生方法や音響 
効果などを設定します。 

レベル 

a. し FE Level 


「 DTS 」 時の低音域の音量を調整します。ここで設定され 
た LFE レベルび、すべての DTS 入力信号に適巧されます。 
-の、 -2 日、一10、 Od 目から選択できます。初期設定は 
「日」です。この項目は、ゾーン2でも設定でさます。 

b. SB Mode ( 已 ch) 


己.1 ch の信号を本機を通して目.1 c 化ん L で再生する場合、 
どのモードを通して拡張するかを設定します。 
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ここで設定されたサラウンドバックモードび、 DTS 入力信 
号「*/2」に適用されます。 

スビーでー コンフィグレーシヨン _ 

• Speaker C 日 nTigurationtt ^^^ メニユーで (Speaker 

ウラウンドバック ビ-ティー I ルフォーフロント バイアンプフォー 

A ) Suit 巨 ack を「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for 
Front」 、 [Not Used 」 に設定した場含、この項目は 
表示されません。 

NEO 色： DTS NE 日:目を通して、日. 1 ch じ(上の再生をしま 
す。 

Dolby EX : Dolby Digital EX を通して 6. 1 chi ； (上の再生 
をします。 

PL llx Movie : Dolby Pro Logic llx Movie を通して 
目. IchL ^ LL の再生をします。 

• Speaker Confi 呂 ura リ on サブ^二:!一で （Speaker 
A ) Suit Back を 「Main A 1 ch ( S 巨 L ) 」に設定した 
場含 、 PLIIx Movie は選択できません。 

コロジック ミユージック 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. IchL ^ LL の再生をします。 

Off : 已 .1 ch の信号をそのまま再生しまず。 

リ • イーキユー 

C. Re-EQ 


高音が強調されすぎないよラに Re - EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 

Off ( 初期設定）： 通常の再生をします。 

On : Re - E 日効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター巧に補正します。 

フ□ント スピーカー 

a. Front Speaker 

roTs 」 時、再生するフ□ントスピーカーを設定します。 
再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニューで (Speaker B ) 
Front L / R の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス ，， 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び r 目日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」か5の選おとなります。 

A ( 初期設定） ： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 巨のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方のフ□ントスピーカーで再生し 
まず。ただし、フ□ントスピーカーを BTL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

たンター スビーカー 

e. Center Speaker 

「□ TS 」 時、再生するセンタースピーカーを設定します。 
再生したいスピーカーを選びます^ 

Speaker Confi 浸 uration サブメニューで （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedan 巳 e サブ ' 式こユーで Genter At ) U < 
は日のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や [4 ohmsj 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speakers のセンタースピーカーで再生します。 


A+B : Speaker A 、 日両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

サラウンドエル/ アー ルス ビーカー 

f. Suit L/R Sp _ 

「 DTS 」 時、再生するサラウンドスピーカーを設定しま 
す。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ;<二:!一で （ Speaker 目） 
Su 「「 L / R の設定び 「 MainA 」 の場含に、この項目げ設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ^ニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や [4 ohmsj 
の場合は、「八」もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

己： Speaker 巨のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 B 両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スピーカー 

呂. Suit 巨 k Speaker 

「 DT 引時、再生するサラウンドバックスピーカーを設定し 
ます。再生したいスピーカーを選まず。 

Speaker Confi 資 uration サブ;<二:!一で （ Speaker 目） 
Suit Back の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定げ 
[BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ;<ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohmsj の場をは、 「 A 」 もしくは「目」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Configuration サブニューで （Speaker 
A ) Suit Back と （ Speaker 巨） Suit 日 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または 「 B 」 から選択します。 

A ( ネリ期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

h. Subwoofer 


「□ TS 」 時、再生するサブウーファーを設定します。再生 
したいサブウーファーを接続した端テを選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ二:!一で （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 臥外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 し：■(外の場合は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT B 端テに接続したサブウー 
ファ ーのみで再生し ます。 

A+ 日： SUBWOOFER PRE OUT AiS テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 
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AAC Setup (AAC の mm 定）ヴ 

ブタニ ユー 


A+B : Speaker A 、 巨両方のフ □ ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを目 TL 接続もしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選おできません。 

センター スピーカー 


リスニングモードを 「 AAC 」 にしたときの再生方法や音響 
効果などを設定します。 

レベル 

a. し FE Level 

「 AAC 」 時の低音域の音量を調整します。ここで設定され 
た LFE レベルび、すべての AACA * 信号に麵されまず。一 
〇〇、 一2 日、 -10. 0 dB から選択できます。お]期設定は 
「日」です。この項目は、ゾーン2でも設定できます。 


e. Center Speaker 

「 AAC 」 時、再生するセンタースピーカーを設定します。 
再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで （Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
をます。 

• Speaker Impedance サブ;<二:！一で Center A もしく 
は B のインピーダンス設定び「6日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 


b. SB Mode (5ch)_ 

已 .1 ch の信号を本機を通して目.1 chl ； LL で再生する場含、 
どのモードを通して拡張するかを設定します。 

ここで設定されたサラウンドバックモードび、 AAC 入力信 
号「*/2」に適用されます。 

スビーでー コンフィグレーシヨン _ 

• Speaker Conn 浸 urati 日 n ヴゾメニ：！一 c ; (Speaker 

ヴラウンドバック だーティーエルフォーフ□ント バイアンプフォー 

A ) Suit 目 ack を [BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp 干日 r 
Front」 、 「Not Used 」 に設定した場含、この項目は 
表示されません。 

Dolby EX : Dolby Digital EX を通して目.1 chi ； (上の再生 
をします。 

PLIIx Movie ( 初期設定）： Dolby Pro Logic llx Movie 
を通して日.]の再生をします。 

• Speaker Confi 夏 urati 日 n サブ_><二:!一で （Speaker 
A ) Suit Back を 「Main A 1 ch ( S 巨 L ) 」に設定した 
場含 、 PLIIx Movie は選択できません。 

フ□ロジック =ュージック 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. Ich 政上の再生をします。 

NE0: 目： DTS NE 日:目を通して目.1 chi ； (上の巧生をします。 
Off :己.1 ch の信号をそのまま再生します。 

U • イーキュー 

C. Re-EQ 

高音び強調されすぎないよラに Re-EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 

Off ( 初期設定）：通常の再生をします。 

On : Re-E 日効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター巧に補正します。 

フ□ント スビーカー 

江 Front Speaker 

「 AAC 」 時、再生するフ□ントスピーカーを設定します。 
再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニューで （ Speaker 目） 
Front L / R の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「日 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場含は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のフ□ントスピーカーで再生します。 


A ( ネリ期設定） ： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

日： Speaker 目のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

ヴラウンドエル/アールスビーカー 

f. Suit L/R Sp _ 

「 AAC 」 時、再生するサラウンドスピーカーを設定しま 
す。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker 目） 
Su 「 rL / R の設定が 「 MainA 」 の場をに、この項目び設定 
でをます。 

• Speaker Impedance サブ メニューで Suit L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「巨」か5の選択となります。 

A ( ネリ期設定） ： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 目のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

サラウンドバック スビーカー 

g. Suit 巨 k Speaker 

「 AAC 」 時、再生するサラウンドバックスピーカーを設定 
します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで （Speaker 目） 
Suit 巨 ack の設定び [Main AJ の場含に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ方ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは、 「 A 」 もしくは旧」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n ヴブメニューで （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選おします。 

A ( 初期設定） ： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 
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ヴプウーファー 

h. Subwoofer 


「 AAC 」 時、再生するサブウーファーを設定します。再生 
したいサブウーファーを接続した端テを選びます。 
Speaker Configuratiori サブ^ニューで (Speaker A ) 
Subw 日日 fer の設定び 「Not Used 」 料外のときに、この項 
目が設定できます。ただし、 （ Speakers ) Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(外の場合は、「八」または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( ネリ期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT AiS テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 


On :パノラマ効果をオンにします。 

0 け（初期設定）：パノラマ効果をオフにします。 

ミユージック デイメンシ3ン 

C. PLIIx Music Dimension 


「Dolby Pro Lo 資 ic llx Music 」 時、音場を前方または後 
ちへ移動させることがでさます。初期設定は「3」です。 
「3」を中むに、2、1、0にすると後方へ、4、日、目にする 
と前でへ移動します。 



広びり感げありすざたり、サラウンドび強すざる場合は音 
場を前方に調整するとバランスび良くなります。逆にモノ 
ラル感や音場び狭い感じの場合は音場を後方に調整すると 
バランスびよくな0ます。 

5ュージック たンター ウイドゥス 

d. PLIIx Music Center Width 


Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


ドルビー プロ 

mr 露 


? Lqgic llx/DTS NEO:6 

^ ch 7 JjB §) サブメニユー 


2 ch 信号び入力されているときに、1」スニングモードを 
「Dolby Pro Logic llxj まには RDTS NEO : 巨」にした 
と 3 を生方法や 3 音響効果などを設定します。. 

Speaker Configuration サブメニ:!一で (Speaker A ) 

センタ— ヴラウンドバック ノット 

Cen ; te 「 や (Speaker A ) Suit 巨 ack の設定び 「Not 
Used 」 のときに、この項目び設定でさます。 

• Speaker Configuration サブメニューで （Speaker 

ビ-ティー I ルフォーフ□ント バイ 7ンフ フォー 

A ) Suit 巨 ack を「巨 TL 干日「 Front 」 や [ Bi-Amp for 
Front」 、 「Not Used 」 に設定した場合、 PLIIx は PLII 
にな0ます。 


a. Suit Mode (2ch) 


2 ch の信号を本機を通して 6.1 で再生する場合、ど 
のモードを通して拡張するかを設定します。 . 

ここで設定されたサラウンドモードび、 Analog / PCM 、 
D . F .2 ch に適巧されます。 

• NEO : 目 Music [ま 、 Speaker Configuration サブメ 
二:!一で (Speaker A ) Suit 目 ack の設定び 「Main 
AJ のとさに選択でをます。 

PL llx Movie ( 初期設定）： Dolby Pro Logic llx Movie 
を通して目.]の再生をします。 

フ□ロジック ミュージック 

PL llx Music : Dolby Pro Logic llx Music を通して 
目. IchL ^ LL の再生をします。 

ブ□ロジック ヴーム 

PL llx Game : Dolby Pro Logic llx Game を通して 
目. Ich 政上の再生をします。 

シネマ 

NEO : 白 Cinema : DTS NE 日:日 Cinema を通して目.1 ch 
政上の再生をします。 

5ュージック 

NE0:6 Music : DTS NE 日:目 Music を通して日.1 ch 政上 
の再生をします。 


ミュージック 


b. PLIIx Music Panorama 


「Dolby Pro Lo 畳 ic llx Music 」 時、音場を横ち向までに 
げることびでさます。 


「Dolby Pro Lo 資 ic llx Music 」 時、センタースピーカー 
の音の広び 0 幅を調整することびでさます。 Dolby Pro 
Logic II では、センタースピーカーびある場合はセンター 
チャンネルの信号をセンタースピーカーからのみ出力しま 
す。（センタースピーカーびない場合は、左ちフ□ントス 
ピーカーに等分に振り分け、幻想のセンター音像を作りま 
す。）この設定では、センタースピーカーと左ちフ□ント 
スピーカーの配含を調整し、センターの音の重量感を調整 
することびでさます。初期設定は「3」ですび、〇〜7の範 
囲で選択でさます。 

S ュージック センター イメージ 

e. NE 日:色 Music Center Image 

Speaker Confi 呂 uration サブ; < ニューで （Speaker A ) 
Suit Back の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

[DTS NE 日:日 Music 」 は、2チャンネルで収録された 
ソースを目チヤンネルで再生する U スニングモードで、左ち 
フ□ントチャンネルからいく5か差し引いた音声を使って 
センターチャンネルの音声を作り出します。どの程度音声 
を差し引いてセンターチャンネルのイ方ージを作るかを調 
整します。初期設定は「2」ですび、〇〜日の範囲で選択で 
さます。 


U • イーキユー 

f. Re-EQ 


高音が強調されすぎないよラに Re - EQ 効果をかけるかどラ 
かを設定します。 

0 け（初期設定）：通常の再生をします。 

On : Re - EQ 効果をかけて高音域び強調されたサウンドト 
ラックをホームシアター用に補正します。 


フ□ント スピーカー 

呂 . Front Speaker 

再生するフ□ントスピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ;<二:!一で （ Speaker 目） 
Front L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インピーダンス 。 

• Speaker Impedance サブメ ニ:!一 で Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び r 目日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場をは、 「 A 」 もしくは旧」からの選択となります。 

A ( 初期設定） ： Speaker A のフ n ントスピーカーで再生 
します。 
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巨： Speaker 日のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+ 巨 ： Speaker A 、 巨両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ n ントスピーカーを巨 TL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

たンター スピーカー 

h. Center Speaker 

再生するセンタースピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 _ 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニ:!一で （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance サブメニューで Center A もしく 
は目のインピーダンス設定び「巨 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

サラウンドエル/アールスピーカー 

し Suit L/R_Sp _ 

再生するサラウンドスピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 _ 

Speaker Confi 浸 urati 日。サブメニューで （ Speaker 目） 
Sur 「 L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目が設定 
でをます。 

• Speaker Impedance サブ^ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選おとな 
ります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のヴラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 日のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+ 巨 ： Speaker A 、 巨両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

サラウンド I いク スビーカー 

J. Suit Bk Speaker 

再生するサラウンドバックスピーカーを設定します。再生 
したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニューで (Speaker B ) 
Suit Back の設定び 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit 目 ack の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ^二:!一で Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選おとな 
ります。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ^ニューで （Speaker 
A ) Suit 目 ack と （ Speaker 巨） Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または「日」か5選択します。 

A ( ネリ期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speakers のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : SpeakerA 、 巨両ちのサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 


ヴプウーファー 

k. Subwoofer 


再生するサブウーファーを設定します。再生したいサブ 
ウーファーを接続した端テを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで (Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 政外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(がの場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 巧期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 巨端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT A な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目 iS テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


THX Setup (THX の環境 mm ) サ 

ブタニユー 


「 THX 」 効果をかけるとさの再生方まや音響効果などを設 
定します。 

スビーカー コンフイグレーシヨン _ スビーで一 

SpeaKer Confi 昼 uration ヴタメニユ ー c; (Speaker A) 
Suit 巨 ack の設定び 「Not Used 」 U (外のときに、この項 
目び設定でさます。 

サラウンド 

a. Surround EX 


Surround EX 効果の設定です。 

Auto :設定を Auto にしておくと、再生するソースに Dolby 
Digital EX 識別信号びあるときに自動的に Surround EX 再 
生をします 。 Dolby D 间 tal EX 識別信号がないときは、信 
号びマルチソースの場合は 「SB Mode (己 ch ) 」での設定 
にしたびいます。信号び 2 ch ソースの場をは 「SB Mode 
に ch ) 」での設定にしたびいます。 

Manual :巧生するソースに Dolby Digital EX 識別信号びあ 
るなしに関わらず、信号びマルチソースの場をは 「 S 巨 Mode 
(已 ch ) 」での設定にしたびいます。信号が 2 ch ソースの場合 
はに目 Mode に ch ) 」での設定にしたびいます。 

モード チヤンネル 

b. THX Mode (5ch) _ 

信号に THX 効果をかけるとを、どの THX モードにするか設 
定しておさます。 

ここで設定された THX モードび 、 SB Mode (已 ch ) より 
優先されます。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ ニ ユーで （Speaker 
A ) Suit 巨 ack の設定が 「Main A 1 ch 」 の場含は、 
「THX Cinema 」[ SurrounclEXJ から選択します。 

THX Cinema :映画館のようなにい場所で再生することを 
想定して録音編集された劇場巧映画を見るときに適してい 
ます。 

SurroundEX : THX サラウンド EX 再生になります。 

クルトラ シネマ 

Ultras Cinema ( 核 ] 期設定）： THX Ultra 2の巧モー 
ド。 巳. 1 ch で収録された音楽や映画を 7. 1 clU リ上で再生し 
ます。 


104 設定の操作方法については 80 ぺージをご覧ください。 



リスニングモードの設定をする (Listening Mode Setup) 


Music Mode : THX Ultra 2 の新モード。音楽ソース用 
で、已 . Ich 収録ソフトを 7.1 chl ； LL で再生します。 

Games Mode : THX Ultra 2の新モード。ダームソース 
用で、曰. Ich 収録ソフトを 7. 11；(上で再生します。 

じ THXMode にか） _ 

信号に THX 効果をかけるとき、どの THX モードにするか設 
定しておきます。 

THX Cinema :映画館のよラな広い場所で再生することを 
想定して録音編集された劇場用映画を見るとさに適してい 
ます。 

Games Mode : THX Ultra 2の新モード。ダームソース 
用で、 2 ch 収録ソフトを 7.1 政上で再生します。 

フ□ント スピーカー 

d. Front Speaker 

THX 効果をかけるときに再生するフ□ントスピーカーを設 
定します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Configuratiori サブ^ニューで （ Speaker 目） 
Front L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び r 目日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」からの選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

巨： Speaker 巨のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方■のフ□ントスピーカーで再生し 
まず。ただし、フ□ントスピーカーを BTL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

t ンター スピーカー 

3 . Center Speaker 

THX 効果をかけるときに再生するセンタースピーカーを設 
定します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Configuration サブ メニューで （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance'y ■ブメ こ ユーで Genter At ) U < 
は巨のインピーダンス設定び「巨 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」からの選おとなります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 


B : Speaker 巨のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スピーカー 

呂 . Suit 巨 k Speaker 

THX 効果をかけるときに再生するサラウンドバックスピー 
カーを設定します。再生したいスピーカーを選びます。 
Speaker Confi 呂 uration サブ;<二:!一で （ Speaker 目） 
Suit Back の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 
[BTL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場含、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ;<ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは、 「 A 」 もしくは「目」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Configuration サブニューで （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 日 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選択します。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : Speaker A 、 B 両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

h. Subwoofer 


THX 効果をかけるとさに再生するサブウーファーを設定し 
ます。再生したいサブウーファーを接続した端子を選びま 
す。 

Speaker Confi 呂 uration サブ;<ニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 臥外のときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 し：■(外の場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

己 ： SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続したサブウー 
ファ ーのみで再生し ます。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT A う請テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 


巨： Speaker 巨のセンタースピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

ヴラウンドエル/アールスピーカー 

f. Suit L/R Sp 


THX 効果をかけるとさに再生するサラウンドスピーカーを 
設定します。再生したいスピーカーを選びます。 

Speaker Configuratiori サブ^ニューで （ Speaker 目） 
SurrL / R の設定び 「 MainA 」 の場含に、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ;<ニ ューで Suit L/R A もしく 
は日のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や 「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か！5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のヴラウンドスピーカーで再 
生します。 


Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


モノ 厶ーヒー セットアップ エンノ I ンス 

Mono Movie Setup/ ヒ nhance 

たットアップ オーケストラ セットアップ 

Setup/Orchestra Setup/ 

アンプラグド セットアップ スタジオ さックス 

Unplugged Setup/Studio-Mix 

たットアップ テレビ ロジックセットアップ 

Setup/TV Logic Setup (オンキ 
3 —独自のリスニングモードの環境 
設定 )ヴブメニユー 


オンキヨー 独自の U スニングモードに したときの再生方法 
や音響効果などを設定します。 
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サラクンドエル/アールスビーカー 

f. Suit L/R Sp 


Speaker Confi 浸 urati 日 n ヴブメニューで （Speaker A ) 
Suit L/R の設定び 「Not Used 」 し分外のときに、この項目 
び設定でさます。 

フ□ント エフェクト 

a. Front Effect 

フ□ントスピーカーの残響効果をオフにすることびできま 
す。ライブコンヴートなどび記録されたソースはあらかじ 
め周囲に残響音び加わると雰囲気びぼやけたよラに聞こえ 
ることびあ0ます 。 Front Effect をオフにすると左ちフ〇 
ントスピーカー、センタースピーカーには残響音を加えな 
し、ため、ソースの情報をありのままに再生します。 

On ( 初期設定）：残響音を加えます。 

Off ： 残響音を加えません。 

リバープ レベル 

b. Reverb Level 

再生するソースや部屋の状況などに合わせて、残響音の大 
ルを調節します。初期設定は rMidJ ですび、 「 Large 」 / 
「 Small 」 も選択できます。 

I 刀(ープ タイム 

C. Reverb Time 

再生するソースや部屋の状況などに合わせて、残響 P 間を 
調節します。初期設定は 「 Mid 」 ですが、 「 Lon 呂」/ 
「 Short 」 も選おでをます。 

フ□ント スビーカー 

江 Front Speaker 

再生するフ□ントスピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニューで (Speaker B ) 
Fr 日 ML / R の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インピーダンス _ 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び「日 ohms 」 や [4 ohmsj 
の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選おとなります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

己： Speaker 日のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+ 巨 ： Speaker A 、 B 両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカー巨 TL 接続もしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

センター スピーカー 

已. Center 呂 peak 已 r 

再生するセンタースピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニ:!一で （ Speaker 目） 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance サブ;<ニューで Center A もしくは 
巨のインピーダンス設定び「6 ohms 」 や「4 ohms 」 の 
場合は、 「 A 」 もしくは「巨」からの選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のセンタースピーカーで再生します。 

A+ 巨 ： Speaker A 、 B 両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 


再生するサラウンドスピーカーを設定します。再生したい 
スピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで (Speaker B ) 
Suit L / R の設定が 「Main A 」 の場をに、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance サブ メニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や [4 ohmsj 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( ネリ期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

B : Speaker 目のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

サラウンドバック スピーカー 

g. Suit 巨 k Speaker 

再生するサラウンドバックスピーカーを設定します。再生 
したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブメニューで (Speaker B) 
Suit 巨 ack の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 
できます。ただし 、 （Speaker A) Suit Back の設定び 
「巨 TL for Front 」 や 「 Bi-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance ヴブ^ニューで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohmsj の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択とな 
ります。 

• Speaker Confi 呂 urati 日 n サブ^二:！一で （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 巨 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選択します。 

A ( 初期設定） ： Speaker A のサラウンドバックス ピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

h. Subwoofer 

再生するサブウーファーを設定します。再生したいサブウー 
ファーを接続した端子を選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 政がのときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 ■(がの場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 巧期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 巨端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生します。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT 八な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目5請テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used : サブウーファーでは再生しません。 
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リスニングモードの設定をする (Listening Mode Setup) 


才ールチヤンネル ステレオ セットアップ フル モノ 

All 饥 Stereo Setup/Full Mono 
Setup (All Ch Stereo/Full 
Mono の環境設定)サブタニユー 


「All Ch Stereo 」 または 「Full Mono 」 にしたときのち 


生避-や音響孰殻媒設定しま _5。 スビホ 

Speaker ConTiguration サブメ ニ:!一 ご (Speaker A ) 


Center の設定び 「Not Used 」 臥外のときに、この項目げ 
設定でさます。 


ヴラウンドエル/アールスピーカー 

江 Suit L/R Sp _ 

再生するサラウンドスピーカーを設定します。再生したい 
スピーカーを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration ヴブメ ニ ューで （ Speaker 目） 
SurrL / R の設定げ [Main AJ の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance ヴブ^ニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは旧」か5の選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 


リ•イーキュー アカデ 5— 

a. Re-bQ/Academy 

高音び強調されすぎないよラに、 Re - EQ 効果や Academy 
効果をかけるかどラかを設定します。 

Off ( 初期設定）： 通常の再生をします。 

Re-EQ On :高音域び強調されたサウンドトラックをホー 
ムシアター巧に補正します。 

Academy On :ちいモノラル映画びそのままビデオに転送 
された場合など、高音び強調されたヒスノイズのをい音に 
巧してフィルターをかけて高音を下げます。 

フ□ント スピーカー 

b. Front Speaker 

再生するフ□ントスピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 _ 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニ:!一で （ Speaker 目） 
Front L / R の設定が 「Main A 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

スピーカー インビーダンス ，， 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は巨のインピーダンス設定び r 目日 hms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」からの選おとなります。 

A (初期設定 ）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 


日： Speaker 巨のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 

ヴラウンドバック スピーカー 

e. Suit Bk Speaker 

再生するサラウンドバックスピーカーを設定します。再生 
したいスピーカーを選びます。 

Speaker Confi 資 uration サブ;<ニューで （ Speaker 目） 
Suit Back の設定び [Main AJ の場合に、この項目が設定 
できます。ただし 、 （Speaker A ) Suit Back の設定び 
「目 TL for Front 」や「目 i-Amp for Front」 、 「Not 
Used 」 の場合、この項目は表示されません。 

• Speaker Impedance サブ;<ニ ユーで Suit Back A もし 
くは巨のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 
ohms 」 の場をは、 「 A 」 もしくは「目」からの選択とな 
りまず。 

• Speaker Confi 复 uration サブ^二:！一で （Speaker 
A ) Suit Back と （Speaker B ) Suit 日 ack の設定び異 
なるときは、 「 A 」 または旧」か5選択します。 

A ( 初期設定）： Speaker A のサラウンドバックスピー 
力一で再生します。 

B : Speaker 巨のサラウンドバックスピーカーで再生しま 
す。 


B : Speaker 巨のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 目両方■のフ□ントスピーカーで再生し 
まず。ただし、フ□ントスピーカーを BTL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 


A+B : Speaker A 、 日両方のサラウンドバックスピーカー 
で再生します。 

ヴプウーファー 

f. SubwooTer 


t ンター スピーカー 

C. Center Speaker 


再生するセンタースピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 

Speaker Configuratiori サブ^ニューで （ Speaker 目） 
Center の設定が 「 MainA 」 の場含に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Imp 白 dancet ^ ■ブ ' 式こ ユーで Genter 八它し< 
は日のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や [4 ohmsj 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」からの選択となります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

B : Speaker 巨のセンタースピーカーで再生します。 

A+ 巨： Speaker A 、 目両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 


再生するサブウーファーを設定します。再生したいスピー 
カーを接続した端テを選びます。 

Speaker Confi 資 uration サブ;<ニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 臥5中のときに、この項 
目げ設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定び 「Main A 」 1；■(外の場合は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選おします。 


A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 


B : SUBWOOFER PRE OUT B 端テに接続したサブウー 
ファ ーのみで再生し ます。 


A+B : SUBWOOFER PRE OUT AiS テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目端テに接続した 
サブウーファーで再生します。 


Not Used :サブウーファーでは再生しません。 
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リスニングモードの設定をする (Listening Mode Setup) 


ドルビー パーチャル スビーカー セットアップ 

Dolby Virtual Speaker Setup 
(Dolby Virtual Speaker の 
m ) サブメニュー 

L_ 


A けり期設定）： Speaker A のサラウンドスピーカーで再 
生します。 

日： Speaker B のサラウンドスピーカーで再生します。 

A+ 日： Speaker A 、 B 両方のサラウンドスピーカーで再生 
します。 


[Dolby Virtual Speaker 」 にしたときの再生方まを設定 
します。 


ヴプウーファー 

色 . Subwoofer 


モード チヤンネル チヤンネルオンリー 

a. Mode に ch or 3ch only) 

スピーカーを 2 つまたは 3 つ使用してノ くーチヤル化するとさ 
の広さを設定します。 

Wide :より広がり感を強調したモード 

リファレンス 

Reference ( 初期設定）：一般的な己.1 ch サラウンドをシ 
S ュレートしたモード 


フ□ント スビーカー 

b. Front Speaker 


再生するフ□ントスピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 

スピーカー コンフィグレーシヨン 、、 スビーカー 

Speaker Confi 呂 urati 日 n サソメニユーで （ Speaker 巨） 

フ□ント メイン 

Front L / R の設定び [Main AJ の場合に、この項目び設定 


ご'をます。 

スピーカー インピーダンス 

• Speaker Impedance サブメニューで Front L/R A もしく 
は B のインピーダンス設定げ「日 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場含は、 「 A 」 もしくは旧」からの選択となります。 


再生するサブウーファーを設定します。再生したいサブ 
ウーファーを接続した端テを選びます。 

Speaker Confi 呂 uration サブ メニューで （Speaker A ) 
Subwoofer の設定び 「Not Used 」 料がのときに、この項 
目び設定できます。ただし、 （ Speaker 目 ） Subwoofer 
の設定が 「Main A 」 政がの場含は、 「 A 」 または 「Not 
Used 」 か5選択します。 

A ( 初期設定）： SUBWOOFER PRE OUT A 端テに接続 
したサブウーファーのみで再生します。 

B : SUBWOOFER PRE OUT 日端テに接続したサブウー 
ファーのみで再生しまず。 

A+B : SUBWOOFER PRE OUT 八な箭テに接続したサブ 
ウーファーと SUBWOOFER PRE OUT 目5請テに接続した 
サブウーファーで再生します。 

Not Used :サブウーファーでは再生しません。 


Zone 2では次のオプションび設定できます。 


A ( 初期設定）： Speaker A のフ□ントスピーカーで再生 
します。 

B : Speaker B のフ□ントスピーカーで再生します。 

A+B : Speaker A 、 巨両方のフ□ントスピーカーで再生し 
ます。ただし、フ□ントスピーカーを BTL 接続ちしくはバ 
イ-アンプ接続している時は選択でさません。 

センター スピーカー 

C. Center Speaker 

再生するセンタースピーカーを設定します。再生したいス 
ピーカーを選びます。 _ 

Speaker Confi 畳 urati 日 。サブメニューで (Speaker B ) 
Center の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定で 
さます。 

• Speaker Impedance サブ メニューで Center A もしく 
は B のインピ~ダンス設定び「6 ohms 」 や「4日 hms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは「目」か5の選おとなります。 

A ( 初期設定）： Speaker A のセンタースピーカーで再生 
します。 

巨： Speaker 日のセンタースピーカーで再生します。 

A+ 巨： Speaker A 、 巨両方のセンタースピーカーで再生し 
ます。 

サラウンドエル/アールスビーカー 

江 Suit L/R Sp _ 

再生するサラウンドスピーカーを設定します。再生したい 
スピーカーを選びます。 

Speaker Confi 浸 urati 日 n サブメニ ューで （ Speaker 目） 
Su 「「 L / R の設定び 「 MainA 」 の場合に、この項目び設定 
でさます。 

• Speaker Impedance ヴブ^ニューで Suit L/R A もしく 
は目のインピーダンス設定び「目 ohms 」 や「4 ohms 」 
の場合は、 「 A 」 もしくは 「 B 」 からの選択となります。 


モード 

a. Mode 


スピーカーを2つ使用してバーチャル化するとさの広さを設 
定します。 

Wide :より広がり感を強調したモード 

Reference ( 初期設定）：一般的な已 . 1 ch サラウンドをシ 
S ユレートしたモード 

b. Decode (2ch) 

バーチャルスピーカー効果をかける前のデコードモードを 
選びます。 

Dolby Pro Logic II : Dolby Pro Logic II を通してバー 
チャルスピーカー効果をかけます。 

DTS NEO: 巨： DTS NE 日:目を通してバーチャルスピー 
力一効果をかけます。 


ドルビー ヘッドホン セットアップ 

Doloy Headphone Setup 
(Dolby Headphone の黙 ^^ M) 

サブメニュー 


へッドホンを使用するとさに、ドルビーへッドホンを有効 
にするか無効にするかの設定です。 

モード 

a. Mode 


On ( 初期設定）：ドルビーヘッドホン機能を有効にします。 
Off ： ドルビーへッドホン機能を無効にします。 
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音声を調整する (Audio Adjust) 


卜ーン コントロール 

Tone Control 原音 * 中音、低音の設定)サブタニユー 


設定お駐ヒ—コ另7ク蹈夕に対して、低音、巧穿昼量の調整をすることかできます。 _ 

* Speaker Configuration ヴブメニューで 「Not Used 」 の設定をした場合、該当するスピーカーの設定項目は表术され 


ません。 

フ□ント バス 

Front Bass 


この項目は、ゾーン2でも設定でさます。 

フ□ント L / R スピーカーの低音を調整します。 

-1 2〜十] 2 clB の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 


ヴラウンド ミドル 

Suit L/R Mid 


サラウンド L / R スピーカーの中音を調整します。 

-1 2〜十1 2 cl 巨の範囲を1 d 巨ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

ヴラウンド トレブル 

Surr L/R Treble 


フ□ントミドル 

Front Mid 


この項目は、ゾーン2でも設定でさます。 

フ□ント L / R スピーカーの中音を調整します。 

-1 2〜十] 2服の範囲を1服ステップで調整します。 
初期設定は「日」でず。 


フ□ント トレブル 

Front Treble 


この項目は、ゾーン2でも設定でさます。 

フ□ント L / R スピーカーの高音を調整します。 

-1 2〜十] 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 


センター バス 

G 色 nt 百 r Bass 


センタースピーカーの低音を調整します。 

-1 2〜十] 2服の範囲を1服ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 


センター 5ドル 

Center Mid 


センタースピーカーの中音を調整します。 

-1 2〜十] 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

センター トレブル 

Center lYeble 


センタースピーカーの高音を調整します。 

-1 2〜十] 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 


サラウンド L / R スピーカーの高音を調整します。 

-1 2〜十1 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

ヴラウンドバック バス 

Surr Bk Bass 


サラウンドバックスピーカーの低音を調整します。 

一] 2〜+1 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

• Speaker Co が i 削 ration サブメニューでヴラウンドバッ 

よ-- ティーロレ 7 才一 つ □ント JW アンフフォーフロント 

クを广日 TL for Front 」 もしくは「日 i-Amp for Front 」 
に設定した場合、この項目は表示されません。 


ヴラウンドバックミドル 

Surr Bk Mid 


サラウンドバックスピーカーの中音を調整します。 

-1 2〜十1 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

• Speaker Confi 畳 uration サブメニューでヴ ラウンドバッ 
クを「目 TL for Front 」もしくは旧 i-Amp for Front 」 
に設定した場含、この項目は表示されません。 

ヴラウンド/(ック トレプル 

Surr Bk Treble 


サラウンドバックスピーカーの高音を調整します。 

-1 2〜十1 2 cl 巨の範囲を1 d 目ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 

• Speaker Co が i 卽 ration ヴブメニ:!一でサラウンドバッ 
クを「目 TL for Front 」もしくは旧 i-Amp for Front 」 
に設定した場合、この項目は表示されません。 


ヴラウンド バス 

Surr L/R Bass 


サブウーファー バス 

Subwoofer Bass 


サラウンド L / R スピーカーの低音を調整します。 

-1 2〜十] 2服の範囲を1服ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 


サブウーファーの低音を調整します。 

-1 2〜+1 2 clB の範囲を1 d 巨ステップで調整します。 
初期設定は「日」です。 
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お巧みの設定をする （ Preference) 


リスニングモードの音響効果や再生する環境を設定しておくことびできます。 


ポ y ューム セットアップ 

Volume Setup ( ポ !J ユーム設定 ) 
ヴブメニュー 


ボリユームディスプレイ 

a. Volume Display 

ボ U ユームの表示ち法を絶対値と相対値に切り換えること 
びでをます。 

Absolute ( 絶対値）： 日〜10日の範囲で表示します。 

Relative ( 相対値）けの期設定）： -〇〇服.-81.日服- 

-8 日 dB - • • • 1 S . Od 巨の範囲で表示します。絶対値の音量 
82び相対値の OdB に相当します。 

S ユーティング レベル 

b. Muting Level 

S ユーティング時の音量レベルを調整でさます。1日 d 巨単 
位で、 一 ood 巨.一日 Od 日〜一 ] 日 d 目の範囲内で設定でさま 
す。初期設定は、 「一 wd 目」です。この項目は 、 Main A だ 
けでなく、 Main 目 、 Zone 2でち設定でさます。 

マキシマム ポ U ユーム 

C. Maximum Volume 


OSD Setup (OSD の醜 )ヴブメ 

二 j — 


コンポーネント ビデオ 

a Component Video 

ソース機器、テレビ/プ□ジェクターともにコンポーネン 
トビデオ端テで接続しているときに、オンスクリーンディ 
スプレイ （ OSD ) を表示するかどラかを設定します。 

この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 目でも設定できます。 
0 SD On ( 初期設定） ：日 SD を表示します。 

0 SD Off : 0 SD を表示しません。 

イメディエイト ディスプレイ 

b. Immediate Display 


本機を操作中に、表示部に操作内容を表示するかどラかを 
設定します。（コンポーネント映儘び出力されているとさ 
は、日 n にしてち操作内容は表示されません。） 

この項目は 、 Main A だけでなく 、 Main B . Z 日 ne 2でも 
設定でをます。 

On ( 初期設定）： 表示します。 

Off :表示しません。 


音量び大をくなり過ぎないよラに、音量の最大出カレベル 
を設定することびでさます。絶対値表示の場合は、日.已単位 
で己0.日〜99.日の範囲内で設定でをます。相対値表示の場 
含は、日.已 dB 単位で、 一32 cl 目〜十] 7.日 d 目の範囲内で設 
定できます。設定しないとを I ち、^初期設定 「 Off 」 のままに 
しておをます。この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 目、 
Zone 2でち設定でさます。 

パつー オン ポリューム 

曰 . Power On Volume 


本磯の電源を入れたとさの音量を一定に設定してお<こと 
びできます。絶対値表示の場含は、0.日単位で日〜10日の 
範囲内で設定でさます。相対値表示の場合は、日.已 dB 単位 
で、 一 wdB 、一 81.已 d 目〜十] 8 d 目 ( Max ) の範囲内で 
設定できます。本機をスタンバイ状態にする前の音量をそ 
のまま残したい場含は 「 Last 」 を選びます。この項目は、 
Main A だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でち設定でさます。 


へッ ドホン レペル たットアップ 

Headphone Level Setup (へッ 
ドホンの設定)サブタニユー 


へッドホン レベル 

a. Headphone Level 


スピーカーで聞くとをとへツドホンで聞くときの音量に差 
びある場合、へツドホンの音量を微調整しておくことびで 
さます。日.日 d 目単位で、 一]2 cl 目〜十] 2 cl 目の範囲で調整 
でをます。 


ディスプレイ ポジション 

C. Display Position 

操作内容の表示位置を設定します。画面上部 （ Top ) か5 
下部 （ Bottom ) まで10段階の中か5設定でさます。初期 
設定では、画面下ち （ Bottom ) に表示されています。 
この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でも 
設定でをます。 

スキャン モード 

d. Scan Mode 

映像信号をインターレースで出力するかどラかの設定をし 
ます。 

Interlaced :インターレースで出力します。 
Non-Interlaced :インターレースで出力しません。 

ネットチューン ディスプレイ 

e. Net-Tune OSD Display 

Net-T une 使巧時に操作内容を画面に表示するかどラかを 
設定します。（コンポーネント映儘び出力されているとさ 
は、日 n にしてち操作内容は表示されません。） 

この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でも 
設定でをます。 

On ( 初期設定）： 表示します。 

Off :表示しません。 


ポジション 

OSD Position (OSD の位置設 
定)サブメニュー 

'v. _ _ - 


画面に表示された日 SD メニューの位置を微調整でをます。 
使用するテレビによっては、日 SD ^ ニューび中央に表示さ 
れず、；<ニューの一部び表示されないことびあります。 
日 SD 方ニューの位置調整には、力ーソルポタンを使巧しま 
す。移動したい方向のカーソルボタンを巧すたびに、^ 
ニューびかしずつ移動します。 

この項目は 、 Main A だけでなく、 Main 巨 、 Zone 2でち設 
定でさます。 
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I. LINK に関する設定をする（し LINK Setup) 


アイリンク オーディオ 

オンキヨー製の i.LINK ( AUDIO ) 対応機器を接続しているときにできる設定です。 


Wakeup Setup ( 有動 ^ ll の設定 ) 


r ^ 

OSD for DVD (Zone2 ) サブメ 

ヴブメニユー 


二三一 

^ ノ 


a. Wakeup on し LINK (IEEE! 394) 


本磯びスタンバイ状態のとを、機器の接続状態を設定しま 
す。 

Enable :接続したままにします。 

Disable ( 巧 ] 期設定）：本機びスタンバイ状態のときは接 
続を切断し、待機電力をカットします。 


OSDforDVD (DVD への OSD 出 
力 )ヴブメニュー 


a. OSD for DVD 


DVD プレーヤーを直接テレビに接続しているとさでち、そ 
の機器びオンキヨー製の LUNK ( AUDIO ) 対応機器であれ 
ば、本機の日 SD 画面をテレビに映すことびでさます。この 
場合は、 i . LINK ヶーブルで本機の LUNK ( AUDIO ) 端テと 
DVD プレーヤーの i.LINK ( AUDIO ) 端子を接続します。 


ゾーン2で視聴しているときち、上記と同様の設定びでさま 
す。 


システム コントロール セットアップ 

System Control Setup (システ 
ム制御の設定 )ヴブメニュー 


たレクター チェンジ 

a. i.LINK Selector Change 

i.LINK Selector Chan 呂 e の機能を有効にするか無効にす 
るかを選択できます。 

i.LINK Selector 加 an 資有とは、 i . LINK 機器を再生したと 
さ、その機器を割り当てた入カソースに切り誓わる機能で 
す。 

Enable : i.LINK Selector Change を有効[こします。 

Disable ( ネリ期設定）： i.LINK Selector 加 an 呂 e を無効 
にします。 


アウトブットフォーゾーン 

b. DVD Output for Zone 2 


Disable ( 初期設定）：日 SD 画面を映さないとさにこの設 
定にします。 

Left :日 SD 画面をテレビ画面の左側に映したいときにこの 
設定にします。 

Ri 邑 ht :日 SD 画面をテレビ画面のち側に映したいとをにこ 
の設定にします。 

b. Select DVD 


オンキヨー製の i.LINK ( AUDIO ) 対応機器を複数接続して 
いる場合、日 SD 画面を出したいプレーヤーの名前を力ーソ 
ル ◄/ ►ボタンで選択します。日 SD for DVD の項目で 
「 Disable 」 を選んだときは、この項目は表示されませ 
ん /。 


オンキヨー製 DVD プレーヤーの i . LINK 音声出力を切り換え 
户機自じです 

ゾーン2のセレクターを何も選択していないとさは、 
SACD の音声び i . LINK で再生されます。また、ゾーン2の 
セレクターを選択したとさは、 SACD の音青はアナ n グで 
再生されます。 

Enable :この機能を有効にします。 

Disable ( 巧 ] 期設定）：この機能を無効にします。 


設定の操作方法については 80 ぺージをご覧ください。 111 






ネットワークに関する設定をする (Network Setup) 


ブ n - ドバンドルータ （ DHCP 機能）をお使いのちは、本機の初期設定で DHCP 機能び 「Enable (初期設定）」になって 
いますので、 r 7 .Network Set 叩」の設定は必要ありません。ブ □- ドバンドルータの DHCP 機能を 「 Disable 」 にし 
たとをは、ネットワークの設定を行う必要びあります。その場合、ネットワークに関する知識び必要です。 

DHCP ( ダイナミック . ホスト • コンフィグレーシヨン . プ □ トコル）および Auto IP とは 

本磯やパソコン、ブ□ー ドバンドルータのようなネットワーク機器に、自動的に IP アドレスなどのネットワーク設定を巧 
ラ仕組みのこと。 


DNS ( ドメインネームシステム）とは 

ホームページの閱賣時に使用する 「 www . jp . orikyo . com /」 のよラなド方イン名を、実際の通信に使用する IP アドレス 
( 「21日.1目目.17日.目9」など）に置き換える仕組みのこと。 


f アドレス 、 

IP Address (IP アドレスの設定を 


r プ£7キシ ^ 

Proxy ( プ □ キシの設定をずる）ヴ 

する J サブタニユー 

V ノ 


ブメニユー 

1 J 


a. DHCP Settings 


DHCP の設定を自動で巧ラかどラかを設定します。 

イネイカレ 

Enable ( ネリ期設定）： DHCP 機能を有効にします。 

ディスエイプル 

Disable : DHCP 機能を無効にします。 


b. IP Address 


a . DHCP Settingsir 「 Disable 」 を選択した場含に設定 
します。 xDSL モデムやター S ナルアダプタを直接本機に 
接続している場合は、プ□バイダか5書面等で通知された 
IP アドレスを入力します。入力する IP アドレスは下記の範 
囲で設定してください。下記し^がの IP アドレスではネット 
オーディオ機能を使用することびでさません。 

CLASS A :10.0 .0 .日〜]日.2己已 .2 己曰.2已已 

:172.1目.0.日〜172.31 .2 已已 .2 已己 
:192.1色 8.0.0 〜] 92.1 巨 8.2 己已 .2 己己 


CLASS 目 
CLASS C 


サブネット 7スク 

C. SUBNET Mask 


ゲートウエイ 

d. Gateway 


a . DHCP Settingsir 「 Disable 」 を選択した場合に設定 
します。 xDSL モデムやターミナルアダプタを直接本機に接 
続している場合は、プ□バイダか5書面等で通知された 
ゲートウェイアドレスを入力します。 

サーバー 

e. DNS Server 1, DNS Server 2 

a . DHCP Settin 呂 s で 「 Disable 」 を選択した場含に設定 
します。 xDSL モデムやター S ナルアダプタを直接本機に 
接続している場合は、プ□バイダか5書面等で通知された 
DNS を入力します。また、ゲートウェイ（ルータ）に接続 
している場合はその IP アドレスを入力します。 

プ□バイダか5書面等で通知された DNS アドレスげ1つの 
場合は re . 1 st 」に入力してください。2つ！; LL の場合は1 
つを Tf . 2 ncl 」 に入力して<ださい。 


インターネットにプ□キシサーバーをかして接続する場合 
に設定します。 


ブ□キシ サーバー 

a. Proxy Server 


契約しているに P (インターネット-サービスプ□バイダ） 
によっては、インターネットに接続するためにプ□キシ 
サーノく一をかする必要のある場含びあります。その場含は 
プ□バイダから書面等で通知されたプ□キシ設定の通りに 
設定してください。 

イネイブル 

Enable :プ□キシサーバーを有効にします。 

デイスエイプル 

Disable ( 巧 ] 期設定） ：プ□キシサーバーを無効にします。 


ブ□キシ インプット 

b. Proxy URL Input 


a . DHCP Settin 呂 s で 「 Disable 」 を選択した場含に設定 
します。 xDSL モデムやター S ナルアダプタを直接本機に 
接続している場合は、プ□バイダか5書面等で通知された 
ヴブネットマスクを入力します。通常は2已已 .2 已已 .2 日已.日 
び入ります。 


プ□キシサーバーのド^イン名を入力します。 「 a . Proxy 
Server 」 の設定で 「 Disable 」 に設定したときに、この項 
目を選んで ENTER ボタンを押すと、で字入カモードにな0 
ます。 ▲/▼/◄/ ►ボタンで数字を選び、 ENTER ボタンを押 
します。すべての数字を入力すると、数宇入カモードは解 
除されます。 

ブ□キシ ボート 

C. Proxy Port 

プ□キシサーバーのポート番号を入力します。 「 a . Proxy 
Server 」 の設定で 「 Disable 」 に設定したときに、この項 
目を選んで ENTER ボタンを押すと、で字入カモードにな0 
ます。►ボタンで数字を選び、 ENTER ボタンを押 
します。すべての数字を入力すると、数字入カモードは解 
除されます。 


ごま意 


設定を終えた 5 RETURN ボタンを巧して 「Network 
Setup メニユー」に戻ります。 ▲/ ▼ボタンで一 Save 
Se け in 資 S を選び、►ボタン封甲して設定項目を保存しま 
す。設定後、データを記憶するのに数秒かかります。この 
間に電源を切るとデータび消えてしまいますのでごを意く 
ださし、。 
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ネットワークに関する設定を 
する (Network Setup) 


設定の規制と確認をする 
(Lock/Version) 


7ック アドレス 

MAC Address (マックアドレスを 
確認ずる)サブゾニュー 


a. MAC Address 


MAC アドレスを確認します。 MAC アドレスを変更するこ 
とはでさません。 


設定内容を□ックしたり、本機のソフトウェアノ（ージョン 
を表示したりできます。 


ロック たットアップ 

Lock Setup ( 設定のロック)サブ 

メニユ - 


a. Lock 


( クライアント 

Client ( クライアントの設定 )ヴブ 
メニュー 

V_ . 


情報を送る側のサーバーに対して、情報を受け取る側の機 
器のことを「クライアント」と呼びます。 ] つのヴーバーに 
対して、複数台のクライアントびある場含わあ0ます。 
Net-Tune Central か日見た場含、本機はクライアントと 
な0ます。 

クライアント ネーム 

a. Client Name 


Net - Tune システム上での呼び名を確認します。クライア 
ント名はあらかじめ本機で設定されています、変更するこ 
とはでさません。 

ウェイクアップオン ラン 

b. Wakeup on LAN 

本磯がスタンバイ状態のとさ、ネットワークの接続を設定 
します。 

イネイブル 

Enable :接続したままにします。 

Disable :本機びスタンバイ状態のときはネットワークを 
切断し、待機電力をカットします。 

ボート 

C. NTSP Port 


Net-Tune Central と通信するための TCP / IP ポートを設 
定します。互いに通信を行ラポートを決めるためのをの 
で、 Net-Tune Central 側の設定とあわせる必要びありま 
す。ポート番号は特別な事情びないかざり変更しないでく 
ださい。 

►ボタンで数字を選び、 ENTER ボタンを押します。 
全ての数字を入力すると、数字入カモードは解除されます。 


誤って設定を変更してしまわないよラに、すべての設定方 
ニューに□ックをかけることびでさます。 

Locked : □ックをかけておくと、そのあとに設定を変更 
しても電源をオフ/オンすることで、□ックをかけたとき 
の設定に戻ります。 

Unlocked ( 初期設定）：設定操作に□ツクをかけません。 


ファームウェァ パージ3ン 

Firmware Version (ファームウエ 
アバージョンの確認)サブゾニュー 

ここでは本機にインス I ''ールされた各プ□グラムのファー 
ムウェアバージョンを確認します。 (このぺージでそれぞ 
れのフ ァーム ウェアを更新することはできません。） 

マスター パージ3ン 

a. Master version 


X インプ□グラムのファームウェアバージョンを確認しま 
す。 

b. し LINK (IEEE 1394) version _ 

i . LINK のファームウェアバージョンを確認します。 

ネットチューン バージョン 

C. Net-Tune version 

Net - Tune プ□グラムのファームウェアノ（ージョンを確認 
します。 

パージョン 

江 HDMI version 


HDIVII のファームウェアバージョンを確認します。 


ごを意 

- 一*-- 

設定を終えたら RETURN ボタンを巧して 「Network 
Setup ニュ ー I に戻ります。 

▲/ ▼ポタンで一 Save Settin 呂 S を選び、►ボタンを押す 
と、 1] 2ページか5の「ネットワークに関する設定」の設 
定項目を保存します。設定後、データを記憶するのに数秒 
かかります。この間に電源を切るとデータび消えてしまし、 
ますのでごを意ください。 

仕様 

イーヴネットポート：]日 BASE-T 
ファイルタイプ： MP 3 、 WMA 、 WAV 
(非圧縮、ヴンプ U ング周波数 3 Sk 、 44.1 k 、48 kHz に対応） 
( WMA についてはコンテンツ保護されているちのは再生で 
をまた:ん） 


設定の操作方法については 80 ぺージをご覧ください。 113 







オンキヨー製品を本機のリモコンで操作する 


本機のリモコンで、ホームシアターを構成する化の機器も 
操作することびでをます。他の機器を操作するには、 U モ 
コンの M 日 DE ボタンを押してか5 、 Scroll Wheel で操作 
する機器を選択します。 

デジタル機器 （ BS チューナー、ケープルテレビ、ビデオ、テ 
レビなど）を操作ずるときは、初めに他機のリモコンコード 
を本磯の U モコンにプ□グラムする必要びあります。 

プ□グラムには、次の2つの方法びあ0ます。 

•他機の U モコンコードを登録する（臨'118ページ） 

• 他磯の U モコンか5指定した操作を学習させる （^122 
ぺージ） 


RI 接続したオンキヨー製品を操作する 


DVD モード(本機に A 、 接続した 
DVD プレーヤーを操作ずるとを) 

V_ J 

DVD プレーヤーを操作ずる前に、 MODE ボタンを押し、 
Scroll Wheel を回してリモコンを DVD モードにしてくだ 
をい。 

一-*-*-- 

ごミ主意 

M 日 DE ボタンも INPUT ボタンも点灯していないときに 
Scroll Wheel を回すと、入カソースとリモコンモードび同 
時に切り換わります （ DVD モードの場合、 U モコン表示部 
の上段と下段び共に 「 DVD 」 になります）。 


本機と端子どうしを接続したオンキヨー製品 （ CD プレー 
ヤー、 MD レコーダー、 DVD プレーヤー、カセットデッキな 
ど）は、リ亡コンコードや学習操作をずることなく、本機の 
U モコンで簡単に操作でをます。 

RI 接続について詳しくは、44ぺージをご覧ください。 

ご注意 

RI ケーブルの接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードち正しく接続して<ださい。 



MODE ボタンを巧ず 


と Scroll Wheel を回して、操作したい機 
器の表示を選ぶ 

• オンキヨー製 DVD プレーヤーを操作するとをは、 
「 DVD 」 を表示させる。 

• オンキヨー製 CD プレーヤーを操作ずるとをは、 
「 CD 」 を表示させる。 

• オンキヨー製 MD プレーヤーを操作ずるとをは、 
「 MD 」 を表示させる。 

• オンキヨー製カセットデッキを操作するときは、 
Scroll Wheel を押して 「 AMP 」 を表示させる。 


〇 リモコンを本機に向け、操作しまず。 

R ■接続した機器は、本機のリモコン受光部で受 
けた信号によ0動作します。 


Scroll Wheel 


蒼 


-0 


! d.-'/ ABC 

!◎ 〇 

4 QHI JKL 

j pons Tuv 


◎ I 
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オンキヨー製品を本機のリモコンで操作する 


① ON ボタン 

DVD プレーヤーの電源を入れます。 

( 2 ) STANDBY ボタン 

DVD プレーヤーをスタンバイ状態にします。 

@ 文字、数字ボタン 

タイトル/チャプター/トラック番号などを選択しま 
す。 

@ MODE ボタン 

U モコンモードを選択します。 DVD を操作するには、 
M 日 DE ボタンを押してか 5 Sc「oll Wheel を回して 
「 DVD 」 と表示させます。 

感 TOP MENU ボタン 

DVD のトップメニューを表示します。 

⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタン 

DVD ^ ニュー操作時、上下左ちに巧して項目を選択し 
ます。中央の ENTER ボタンを巧すと、選択した設定を 
確認したり、選択したタイトル、チャプター、トラック 
の再生を始めます。 

③ CH/DISC +/- ボタン 

DVD チェンジャーのディスクを選びます。 

® RETURN/EXIT ボタン 

DVD のセットアップメニューを終了します。メニュー 
操作中に押すと、 ] つ前のメニューに戻ります。 

@ DISPLAY ボタン 

表示される情報（ディスク名、タイトル名、チャプター 
名、トラック名、経過時間、残り時間、総演奏時間な 
ど）を切り換えます。 

® I ボタン 

トラックまたはチャプターの頭出しをしまず。 

⑩ ◄◄ / ►►ボタン 

早戻し/早送0をします。 

@11 ボタン 

再生を一時停止します。 

⑩ ◄« / II ►ボタン 

コマ送り再生とス□一再生をします。 

颇 SUBTITLE ボタン 

字幕言語を切り換えます。 

® AUDIO ボタン 

言語とオーディオフオーマット（ドルビーデジタル、 
DTS など）を選びます。 

@ REPEAT ボタン 

くり返し再生をします。 

@ A-B ボタン 

A - B くり返し再生をします。 


® LIGHT ボタン 

U モコンボタンを点灯/消灯させます。 

@ CI_EAR ボタン 

入力した項目を取り消します。 

国） INPUT ボタン 

入カソースを選択します。このボタンを押してか5 
Scroll Whee 階回して 「 DVD 」 を表示させます。 

@ MENU ボタン 

DVD のメニュー画面を表示します。 

(§) V&Li パボタン 

音量を調整します。 

頸 SETUP/GUIDE ボタン 

DVD のセットアップメニューを表示します。 

@ MUTING ボタン 

音を一時的にルさくします。 U モコンのみの操作です。 

(§) ボタン 

ディスクを再生します。 

@ ■ボタン 

再生を停止します。 

@ RANDOM ボタン 

ランダム再生をします。 

(§) ANGLE ボタン 

カメラアングルを切り換えます。 

® LAST M ボタン 

再生する場所を記憶させます。 

@ MEMORY ボタン 

好きなタイトル/チャプター/トラック順に再生するよ 
うに記憶させます。 

遞） SEARCH ボタン 

再生したい場所、タイトル、チャプター、トラックを指 
定します。 


@ A ボタン 

ディスクトレイを開閉します。 
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—— UGHT ボタン 

U モコンボタンを点灯/消灯させます。 

か J 了 

—— CLEAR ボタン 

入力した項目を取り消します。 

インプット 

I — INPUT ポタン 

再生するソースを切り換えます。 

INPUT ボタンを押してから Scroll Wheel 
を回し 「 CD 」 と表示させます。 

• MODE ボタンち INPUT ボタンち点：口してないと 
きに Scroll Wheel を回すと INPUT も MODE ち切 
り換わります。 

ボリューム 

—— VOU / T ボタン 

音量を調舊します。 

S ユー テイング 

—— MUTING ボタン 

音を一時的にルさくします。 

ランダム 

■ — RANDOM ボタン 

ランダム再生をします。 


メモリー 

MEMORY ボタン 

好さな巧を再生するよラに記憶させます。 


スクロール ホイール 

Scroll Wheel を回してリモコンを CD モードにしてください。 


CD プレーャーを操作ずる前に、 MODE ボタンを押し、 

オン 

ON ボタン-1 

CD プレーヤーのスタンノレ r / オンを切り換えます。 

交:字、数字ボタン (1-9,+10,0) - 

巧番などを選択します。 

MODE ボタン-1 

U モコンで操作する機器を選びます。 M 日 DE ボタンを巧して 
から Scroll Wheel を回しに〇」と表示させます。 


ティスプレイ 

D 旧 PLAY ボタンー 

表おされる情報を切り 
換えます。 


U ピート 

REPEAT ボタン—— 

くり返し再生をします。 


S tK タン- 

ディスクトレイを開閉します, 


チヤンネルディスク 

CH DISC +/—ボタン- 

CD チェンジヤーのデイス 
クを選択します。 


I ボタン 

トラックを頭出しします。 

►ボタン 

ディスクを再生します。 

◄◄/►►ボタン 

早戻し、早送りをします。 

■■ボタン 

再生を一時停止します。 

■ボタン 

再生を停止します。 


MD/CDR モード 


f に RI 接続した MD/CDR レコーダーを操作ずるとき) 


モード スクロール ホイール _ 

MD レコーダーまたは CD レコーダーを操作ずる前に、 MODE ボタンを巧し 、 Scroll Wheel を回してリモコンを MD また 


は CDR モードにしてくださし、。 


ON ボタン- 

MD / CD レコーダーのスタンバイ/オンを切り換えます。 

交:字、数字ボタン （1 〜9，+10，〇)- 

巧番などを選択します。 

MODE ボタン- 

U モコンで操作する機器を選びます。 MODE ボタンを 
押してから Scroll Wheel を回し 「 MD 」 もしくは 
「 CDR 」 と表示させます。 


1 ONKYO 

I ~ 0© 攝 "i 


:曾霉曾爲 

障霉©曰 
轉霉 
輕-_の!！ 

"of 


I ポタン 

トラックを頭出しします。 

►ボタン 

ディスクを再生します。 

◄◄/►►ボタン 

早戻し、早送りをします。 

■■ボタン 

再生を一時停止します。 

■ボタン 

再生を停止します。 

レック 

♦ REC ボタン 

録音一時停止状態にします。 


テイスプレイ 

DISPLAY ボタン 

表示される情報を切り 
換えます。 


U ピート 

REPEAT ボタン- 



-を G ——I 

風風&轉,， L 


くり返し再生をします。 


全ボタン- 


識©霉濤- 

巧感感@ 

む|さ DELETE UNOUAOC LOCATVH 


ディスクを取0出します。 


UGHT ボタン 

U モコンボタンを点灯/消灯させます。 

ク U ァ 

CLEAR ボタン 

入力した項目を取り消します。 

インプット 

INPUT ボタン 

再生するソースを切り換えます 。 INPUT 
ボタンを押してから Scroll Wheel を回し 
て rTAPE 2」 と表示させます。 

ボリューム 

V 0 U パボタン 

音量を調整します。 

互ューティング 

MUTING ボタン 

音を一時的にルさくします。 

ランダム 

- RANDOM ボタン 

ランダム再生をします。 

MEMORY ボタン 

好さな曲を再生するよラに記憶させます。 


オンキヨー製品を本機のリモコンで操作する 

CD モード(本機に (=11 接続した CD プレーヤーを操作ずるとさ) 


SM 

谭風 iifi 立 
I © 一卷毎曾回 
這恩需曾聲|〇猶恐 



獲 lss@f 

ち ® l@s®i 

風 # 01 鹽 

©鐵帯 
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オンキヨー製品を本機のリモコンで操作する 


〇 @ @風 

碁©®© 

巧巧© 〇 

風の風四 
攀-吗 •& 口 

〇" 


画 


スク□—ル イール アンフ 

カセットデッキを操作する前に 、 Scroll Wheel を押して、 U モコンを AMP モードにしてくださし、。 


M 日 DE ボタン- 

U モコンで操作する磯器を選びます。 
テープを操作するには Scroll Wheel 
を巧して 「 AMP 」 モードにします。 


- LIGHT ボタン 

U モコンボタンを点灯/消巧させます。 


インプット 

- INPUT ボタン 

再生するソースを切り換えます。 

INPUT ボタンを巧してから Scroll Wheel を 
回し FTAPEIJ と表示させます。 

• MODE ボタンも INPUT ボタンも点巧してないときに 
Scroll Wheel を回すと INPUT を MODE も切り換わります。 


ボリューム 

- VOLi / T ボタン 

音量を調整します。 

己ューティング 

- MUTING ボタン 

音を一時的にルさ< します。 



ごま意 

録音状態によっては、 


ボタンを押したとさに正しく動作しないことびあります。 


ティスプレイ 

D 旧 PLAY ボタン- 

表示される情報を切り換えます。 



•ティング 

MUTING ボタン 

音を一時的にルさくします。 


Vこ Ri 接続したカセットデッキを操作ずるとき (AMP モード) 


I ボタン 

巧を頭出しします。カセッ 
ト テープの 録音状態に よっ 
ては頭出しでさないをのが 
おります。 

►ポタン 

テープを再生します。 

◄◄/►►ボタン 

早戻し、早送りをします。 

■■/◄ ボタン 

裏面を再生します。 （ U バ 
ースデッキのみ） 

■ボタン 

再生を停止します。 

♦ REC ボタン 

録音一時停止状態にします。 


スクロール ホイール アンブ 

チューナーを操作ずる前に 、 Scroll Wheel を押してリモコンを AMP モードにしてくださし、。 


MODE ボタン- 

1」モコンで操作する機器を選びます。 
チューナーを操作するには Scroll 
Wheel を巧して 「 AMP 」 モードにし 
ます。 

チャンネルディスク 

CH DISC +/- ボタン- 

プリセツト番号を選択します。 


GiD 

©霜雷 s 

〇 〇 〇 Q 
風風風口 

MeCTllMM 


"〇 

m 


-風 


働- 



ライト 

LIGHT ボタン 

U モコンボタンを点巧/消灯させます。 


インプット 

- INPUT ボタン 

再生するソースを切り換えます。 

INPUT ボタンを巧してか bScroll Wheel を 
回し 「 TUNER 」 と表示させます。 

• MODE ボタンも INPUT ボタンも点なしてないときに 
Scroll Wheel を回すと INPUT を MODE も切り換わります。 

ボリューム 

- VOU / T ボタン 

音量を調整します。 


本機に (=n 接続したチューナーを操作ずるとさ 



〇 i&fss ® 一 

■ i€iss 

- み二-を 回回を jii 鬻 S 曾 


回回|0蠻©國！漂 

ごの因 ®10 靈謡個 

ごなな ®'# S 鹽眶 

回曰5 lies 留 
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本機に付属のリモコン （ RC - 己己 7) で、他社の製品を操作 
することびできます。操作するには次の4つの方法びありま 
す。 

•他機 （ DVD 、 テレビ、ビデオ）のリモコンコードを登録 
ずる 

• 他機のリモコンか5指定した操作を学習させる（陵1吕吕 
ぺージ） 

•マク□機能を使って連続した操作を学習させる（向23 
ぺージ） 


他機のリモコンコードを本機の U モコンに登録すると、本機 
のリモコンで他機を操作することびでをます。 

ビデす ケーフル ヴテライト 

「 DVD 」、「 TV 」、 rVCRJ . に目 U 、 に AT 」 のし、ずれかの 
モードに機器のリモコンコードを登録させることびできま 
す。 


登録ずる他機のメーカー別リモコ 
ンコード （4 お）を119ぺージ 
のリモコンコード表で確かめる 


カスタム 

CUSTOM ボタンを3秒 L ソ上巧す 



IJ モコンびカスタムモードになります。 


スク□ール ホイール 


Scroll Wheel を回して 
「PRGRMJ を選び 、 Scroll 
Wheel を f 甲ず 



Scroll Wheel を回して「登録し 
たいモード」を遺び 、 Scroll 
Wheel を巧す 

ビデオ ケープル 

「口 VD 」、「 TV 」、「 VCR 」、 に日 L 」、 
「 SAT 」 の中か5選べます。 


/ n 

I U 
77 い T) 
± 11 ' 丄/ 


数字ボタンで4巧の リモコンコー 
ドを入力ずる 



5 


今今今 


正しく登録された場合 


と表示された樓、通常の表示に戻ります。 
正しく登録されていない場合 
RETRY と表示された樓、コード入力表示 
に戻0ます。 

途中でやめるには、 CUST 日 M ボタンを 
巧します。 


6 

リモコンモードを遺び、登録した 


機器に U モコンを向けて、操作を 


確認ずる 


DVD 選択日寺は 1] 4、 1] 巳ぺージ’、 TV / 
VCR / CBL / SAT 旧 S チユーナ ー) 選お時 
は12日ぺージをご覧ください。 


オンキヨー製 DVD プレーヤーのコードを登録ずるときは… 

次の3種類のコード番号びあ0ます。 DVD プレーヤーの使用方法に応じて選択してください。 

已001:オーディオ用ピンコードと R けーブルの両でを接続している場含に使用します。初期設定は r 已日日1」 
になっていますので RI 接続している場合はこのままご使用ください。リモコンは本機のリモコン受光部 
に向けて操作します。 

已00吕：接続している DVD プレーヤーに RliS テびついていない、または R ■ケーブルを接続していない場合に使 
用します。 U モコンは DVD のリモコン受光部に向けて操作します。 


!つ 
己,'-、' 


U モ3ン3—ドを登録する 


接続した製品を本機のリモコンで操作する 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 


U モコンコード表 複数のコード番号があるとをは、1つずつ登録し、機器に含った方を選んでください。 


DVD ( DVD プレーヤ ー) 


プランドる 

コード番号 

Aiwa (ァイワ） 

曰01日 

Akai (アカイ） 

己01目 

Apex 

已01已，己01目 

CyberHome 

己027 

□enon (デノン） 

已0]7,己020 

GE 

曰003 

Hitachi (日立） 

己00白 

Integra (インテグラ） 

已〇 0] ，己002 

Integra Research 
(インテグラリサーチ） 

己0 0], 已〇02 

日本ビクター ( JVC ) 

己023 

Kenwood (ケンウッド） 

曰日17 

Magnavox {マグナボックス） 

己004,已 02] 

Marantz (マランツ） 

已02已，己02巨 

Mitsubishi (兰菱） 

己00己 

Onkyo (オンキヨー） 

已〇 0], 已曰02 

Panasonic (パナソニック） 

曰 0]] ，己0]7,已020 

Philips (フィリップス） 

已〇04,己 02] ,已028 

Pioneer (バイオニア） 

曰00巨 

ProScan (プ□スキヤン） 

己003 

RCA 

曰003 

Sanyo (サンヨ ー） 

曰日12 

Sony (ソこ一） 5007, 5013, 5018,己029 

Technics (テクニクス） 

曰020 

Thomson (トムソン） 

己022,己024 

Toshiba (東芝） 

曰008,己 02] 

Xbox 

己022 

Yamaha (ヤマ八） 

已020 

Zenith 

曰0]4,己日 2] 

SAT ( BS チユーナ ー/ レシーパー） 

プランドる コード番号 

日本ビクター ( JVC ) 

400白, 4021 

Panasonic (パナソニック） 

400巨，4031 

ProScan (プ□スキヤン） 

40 0], 4002 

Sony (ソニー） 

400己，4031 

Toshiba 煉芝） 

4004 

CBL (ケーブルテレビ） 

プランドる 

コード番号 

Hitachi (日立） 

3002 

Magnavox 

3014 

NEC 

3003 

Panasonic (パナソニック） 

3020 

Philips (フィリップス） 

3007, 3008, 3014 

Pioneer (バイオニア） 

3017, 3024 

ProScan (プ□スキヤン） 

3001,3002 

RCA 

300斗3020, 3022 

Samsung (ヴムスン） 

3017 


VCR (ビデオデッキ） 


ブランドち 

コード番号 

Aiwa (アイワ） 

2012. 2046, 2日47 

Funai (フナイ） 

2012 

Hitach (日立） 

20] 3. 202]，202己，2028, 
2037, 2038, 2043 

日本ビクター ( JVC ) 

200己，200巨，20071 2009, 
20321 2日3已，20401 2048 

Mitsubishi (兰菱） 

20] 3. 2022, 20321 2034 

NEC 

200己. 200巨，2007, 
200白，2032 

Panasonic (パナソニック） 2日]日，2日]]，2日42 

Philips (フィリップス) 

20101 2014, 20171 
2日34, 2048 

円 omer （パイオニア） 

200目, 2013, 20321 2034 

Samsung (サムスン） 

2日08, 2043, 2049 

Sanyo (サンヨー） 

20071 2008, 2030, 203白 

Sharp (シャープ） 

20] 巨, 2017, 2031 

Sony (ソニー） 

2日04, 2018, 2024 

Toshiba (東ち） 

20] 3, 20] 已，20221 
2日34, 2048 

TV (テレビ） 

ブランドる 

コード番号 

Funai (フナイ） 

1009,104已，1048,1070 

Hitachi (日立） 

1004, ] 日日日，10071 1013, 
1027,1038,10色2,1063, 
10巨白 

日本ビクター ( JVC ) 

10071 1012,10131 

101己，1033 

Mitsubishi (兰菱） 

100 4. 100已，100巨，1008, 
1040,10已已，10巳8 

NEC 

10031 1004,100己，1006 

Orion 

1029,1043,1048,1049, 
10已0,1067,10色8 

Panasonic (パナソこツク） 1003, 1012. 1014, 

1031 . 1044,1046, 
1日已1，1061, ] 日日2, 
10巨白 

Philips (フィリップス) 

100 3. 100斗10071 
1008,1014, ] 日18, 
10] 9,1020,1037, 
10381 1040,10已3| 
10已曰，]0巨0 

Homer （パイオニア） 

1004,100巨，1027, 1062 

Samsung 〔サムスン） 

100 4. 100已，100目， ] 日07, 
100吕，1022,102己，103己， 

1日4己， 1047.] 日巳2, ] 日已日， 
10白0,10巨3,10色已 

Sanyo (ヴンヨ ー） 

1004,1010.1017 

Sharp (シャープ） 

10041 100己，1007, 1021, 
1023,102已，]曰2己 

Sony (ソニー） 

10021 1030,10321 
103目，]0己4 

Toshiba 凍ち） 

1010.1016, 1017, 
1022,1024,1039 


機器によっては、動作が異なる場合がありまず。 
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ON ，- 

STANDBY 

数字ボタン- 


MODE - 

ENTER - 
CH/DISC +/— 

▲/▼/◄/►- 


-Scroll Wheel 

-VOL A パ 
-MUTING 


1 .Scroll Wheel を回して入カソースとリモコン 
モードを切り換える 

M 日 DE ボタン、 INPUT ボタンび点灯していないとをに 
操作します。入カソースは切り換えずに、機器だけ操作 
したいときは、1\/100£ボタンを巧してか53(3「日11 
Wheel を回して「香 AT 」 を選んでください。 


2. リモコン送信部を BS チューナーのリモコン受光 
部に向けて操作ずる（リモコンコード記憶後） 


ON/STANDBY 
巳 H/DIS 仁 +/- 

▲/▼/◄/► 

ENTER 
0、1〜日 


電源オン/スタンバイ 
プリセツト局の選局 
メニュー項目の選択 
決定 

数字ボタン 


下記のボタンを操作することびでをます。 


V 0 L 1パ 
MUTING 


:本機の音量調整 
:本機のミューティング 



-Scroll Wheel 

- VOLA/T 

-MUTING 


1 .Scroll Wheel を回して入カソースとリモコン 
モードを切り換える 

M 日 DE ボタン、 INPUT ボタンび点巧していないときに 
操作します。入カソースは切0換えずに、機器だけ操作 
したいときは、 M 日 DE ボタンを押してか 5 ScroM 
Wheel を回して rvCR 」 を選んでください。 

2. リモコン送信部をビデオデッキのリモコン受光部 
に向けて操作ずる（リモコンコード記憶後） 


ON/STANDBY 
CH/DISC +/- 


の EC 


電源オン/スタンバイ 

プリセツト局の選局 

再生 

停止 

巻戻し 

早送0 

—時停止 

録音 


下記のボタンち操作することびでさます。 


VOLA/T 

MUTING 


:本機の音量調整 
:本機のミューティング 


接続した製品を本機のリモコンで操作する 

BS チユ~ナーを操作ずる ビデオデッキを操作ずる 


曇回ち回5 


-li 


一 © 

贷 


曾 01 Q { 


©辱 0™ 0 

曾 


觀回回 ioii©§0i 



觀曇 il !§ 
一献回宜靈觀 s s 曾 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 


-INPUT* 

-1/ む* 

-TV CH +/-* 

-TV VOLi/T* 

-Scroll Wheel 


-VOLl/T 

-MUTING 


ON，- 

STANDBY 

数字ボタン- 


MODE- 


CH/DISC +/— 


ON，- 

STANDBY 

数字ボタン- 


MODE- 
TV INPUT- 

CH/DISC +/—- 

▲/▼/◄/►- 


-Scroll Wheel 

-VOLA/T 

-MUTING 


1 .Scroll Wheel を回して入カソースとリモコン 
モードを切り換える 

M 日 DE ボタン、 INPUT ボタンび点灯していないとをに 
操作します。入カソースは切り換えずに、機器だけ操作 
したいときは、1\/1_日0£ボタンを巧してか53(3「日11 
Wheel を回して斤 V 」を選んでください。 

2. リモコン送信部をテレビのリモコン受光部に向け 
て操作ずる（リモコンコード記憶後） 

ON/STANDBY :テレビの霞原オン/スタンバイ 

TV \/( b * :テレビの電源を入/切 

TV CH +/—* :テレビのチャンネル選択 

0、1〜日 ：数字ボタン 

仁 H / D 旧巳 +/- :ケーブルテレビのチャンネ 

ル選択 

TV INPUT ；テレビまたはビデオデッキ 

の入力切換 

TV VOL いぃ :テレビの音量調整 

本のつし、たボタンは、 U モコンモードび 「 TV 」 になつ 
ていなくても操作でさます。他の TV モードを追加し 
た場含は動作しません。 

下記のボタンわ操作することびでさます。 

VOL i パ :本機の音量調整 

MUTING :本機のミューティング 


Scroll Wheel を回して入カソースとリモコン 
モードを切り換える 

M 日 DE ボタン、 INPUT ボタンび点巧していないときに 
操作します。入カソースは切り換えずに、機器だけ操作 
したいときは、 M 日 DE ボタンを押してか 5 Scroll 
Wheel を回してに巨 U を選んでください。 


2. リモコン送信部をケープルテレビのリモコン受光 
部に向けて操作ずる（リモコンコード記憶後） 


ON/STANDBY 
CH/DISC +/- 

0、1〜日 


:電源オン/スタンバイ 
:ケーブルテレビのチヤンネ 
ル選択 
:数字ボタン 


下記のボタンち操作することびでさます。 


V 0 L i パ 
MUTING 


:本機の音量調整 
:本機のミューティング 


テレビを操作ずる 


ケーブルテレビを操作ずる 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 


他機の U モつンか5学普させる 


他機の U モコンの操作を1つずつ転送し、本機のリモコン 
に学習させることびでさます。 

たとえば、他機の C □プレーヤーの IJ モコン占、5再生、停止 
の機能をそれぞれ転送し、本機 U モコンの C □モードの再 
を、停止ボタンに学習させることびできます。 

1」モコンコードを登録したをで、追加したい操作を1つずつ 
学習させると便利です。 


カスタム 

CUSTOM ボタンを3秒に Lb 巧す 



IJ モコンびカスタムモードになります。 



Scroll Wheel を回して 
「 LEARN 」 を選び 、 Scroll 
Wheel を巧す 






4 


Scroll Wheel を回して学習させ 
たい「モード」を還び 、 Scroll 
Wheel を巧す 


♦今 ♦ 



ご,， 


本機のリモコンの学習させたい操 
作ボタンを f 甲す 



IJ トライ 

学習できないボタンを押すと 「 RETRY 」 
と表示されます。 


5 学習させる他機のリモコンボタン 

を巧ず 

他機の U モコンと本機の U モコンを己 cm 
〜1己 cm 離して置さ、他機の IJ モコンボ 
タンを本機の I 」モコンに向かって巧し続 
けます。 


正しく登録された場合 



と表示されます。 


正しく登録されていない場合 

フェイル 

「 FAIL 」 と表示された樓、手順3に戻0ま 
す。 


6 続けて別の操作ボタンを学習させ 

る場合は手順3〜己をくり返しま 
す。 

同じモードを続けて学習させる場合は4〜 
曰をくり返します。 

学習を終了する場含は CUST 日 M ボタン 
を押します。 


ごを意 

•「 LIGHT 」 、に UST 日 M」 、 「MACR 日」、 
「 MODE 」 、 「 INPUT 」 、 「 Z 日 NE 2」、に croll 
Wheel 」 政かのボタンか 5 選べます。 

•本機のリモコンは、およそ1日日個の操作を学習でさま 
す。他機の U モコンによっては、ひとつのボタンでをく 
のメモ U を使用する場合びあります。その場合は学習で 
きる操作は1已日個よりかなくなります。 

•「 FULL 」 と表示された場合は本機の U モコンび学習でを 
る容量を超えています。 

• 本機のリモコンは、オンキヨー製 CD プレーヤー、カセッ 
トデッキ、 DV 日プレーヤー、 M 日レコーダー、 CD レ 
コーダーの操作をすでに記憶しています。これ5のボタ 
ンに他の操作を記憶させることちでさますび、リセット 
すると元の操作に戻ります。 

• 操作び登録されているボタンに、新しい操作を上書きし 
て記憶するときわ同じ手順で操作します。 

• 本機の U モコンはほとんどの U モコンと同様に赤外線を 
利巧しています。しかし、 U モコンによっては、転送シ 
ステムの違いによって操作を転送できないちのびありま 
す。 

• 電池切れなどの理由で U モコンに記憶させた操作び消え 
てしまった場合のために、他機の U モコンは大切に保管 
しておいて < ださし、。 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 


マクロ機能を使って連続した操作を C 
学晋ませる 一 


記厦させたし、操作ボタンを操作順 
に連続して巧す 


マク□機能とは 

連続した操作を1つのボタンに学習させることびでさます。 
たとえば、 IJ モコンを使って本機に接続した C □プレーヤー 
を再生するには liTF のよう なボタン操作び必要とな0まず。 

1 . Scroll Wheel を押ず （ U モコンを AMP モードにずる） 

2. ON ボタンを押す（本機の電源を入れる） 

3. S 巳 roll Wheel を回してに口」を表示させる（リモコン 


を巳□モードにし、入カソースを CD に切り換える） 

4. fc ピ ボタンを巧す （ CD プレーヤーをち生ずる） 

これ5の操作を下記の手順でマク□学習させると、1つのボ 
タンで操作ずることびでさます。 

マクロをぎ習させる 


8通りのマク□を学習させることびでさます。 

1つのマクロに巧して8つの操作び学習でさます。 



CUSTOM 



CUSTOM ボタンを3秒 liL け甲す 

IJ モコンびカスタムモードにな 0 ます。 


2 





Scroll Wheel を回して 
「 MACROJ を選び、 
Scroll Wheel を巧す 



3 



Scroll Wheel を回して 
「 EDIT 」 を選び 、 Scroll Wheel 
を巧ず 




Scroll Wheel を回して「マクロ 
を学習させたいま号」を選び、 
Scroll Wheel を巧す 

1〜8まで学習でさます。 




マク □! び学習しています。 
1つ目の操作を学習します。 


例： Scroll Wheel を巧す一 ON ボタンを巧 
す — Scroll Wheel を回してに口」を 
表示させる一 Scroll Wheel を巧す— 
ごボタンを巧す。 

1〜8まで学習でさます。 

/—マク □! び学習しています。 

~iri / 广/—^ 8つの 操作を学習しました。 



ボタンを巧ずたび、 rSET 」 と表示され 
た後、 「 KEY 」 と表示されます。 

マク□にメインルームやゾーン吕、ゾーン 
3の入カソースを切り換える操作をぎ習さ 
せるには 

メインルームの場合は INPUT ボタンを、 
ゾーン吕/ゾーン3の場合は ZONE 2ボタ 
ン 、 ZONE 3ボタンを押して占、 5 Scrall 
Wheel を回して入カソースを選び 、 Scroll 
Wheel を巧します。 


6 MACRO ボタンを f 甲ず 



学習び完了し、け下のよ5に表おされた 
後、通南の表示に戻りまず。 


] 己門 
己卜: 


7クロを実行ずる 

学習び完了したマク□を実行しまず。 


1 

f 

MACRO ボタンを巧ず 

ク 

Scroll Wheel を回して r マク□ま 
号」を選び 、 Scroll Wheel を巧ず 

学習した順にマク□を実行しまず。 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 


マク□モードに名前をつける 

学習させたマク□モードに名前をつけることびできます。 
最大己文字まで登録できます。 

CUSTOM 

0^ CUSTOM ボタンを3秒に Lhf 甲す 

、 ' 1」モコンびカスタムモードになります。 


6 手順己をくり返し己で字入力する 

通常の表示に戻0ます。 

己艾字に満たない場合はスペースを入力 
し、曰艾字にしてください。 


3/ /勺 
円 己厂厂 



スク□ール ホイール 

Scroll Wheel を回して 


「 MACRO 」 を選び、 

スク□ール ホイール 


Scroll Wheel を巧す 




Scroll Wheel を回して 
「 NAME 」 を還び、 
Scroll Wheel を巧す 




Scroll Wheel を回して名前をつ 
けたし、マク□番号を選び 、 Scroll 
Wheel を f 甲ず 



マク □! の名前をつけます。 
1文字目を登録します。 


5 





Scroll Wheel を回して入力ずる 
で字を選び 、 Scroll Wheel を巧 
しまず。 

入力できる文字： 

Ox 1 、2、3、4、5、6、7、8、9、 A 、 B 、 C 、 D 、 E 、 
F 、 G 、 H 、 l 、 J 、 K 、 L 、 M 、 N 、0、 P 、 Q 、 R 、 S 、 T 、 
U 、 V 、 W 、 X 、 Y 、 Z 、 +、-、=、<、>、_、—、/、 
\、* 、スペース 




5'/ 

ご 

n 


マク □! の名前をつけてい 
ます。 

] で宇目を登録しました。 
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その他のリモコン設定 


if モコンモードを編集ずる 


U モコンモ~ドを並べ換える 


U モコンモードを追加ずる 


「 DVD 」「 TV」rVCRJ rCBU 「 SAT 」 モードをさ 5 に追 
加することびでをます。本機に DVD やテレビを複数台接続 
している場合に便利です。 


CUSTOM 



CUSTOM ボタンを3秒む上巧ず 

1」モコンびカスタムモードにな0ます。 


ク 


Scroll Wheel を回して 
「MODEJ を選び 、 Scroll 
Wheel を巧す 


1_ J 

I--I 


riDUE 


3 



Scroll Wheel を回して 
「 ADD (追加) J を選び 、 Scroll 
Wheel を巧ず 


し/己 

fill 



Scroll Wheel を回して追加した 
い機器を選び 、 Scroll Wheel を 
巧す 


今今今 


Ill'll 


し,,己,' 

111/1记 


全部で8つまで追加でをます。例えば、 
DV □を4つ、 TV を2 つ、 VCR を1 つ' 
C 日 L を1つ追加することびでをます。 


Scroll Wheel を回したときに U モコンモードの表示ずる順 
序を並べ換えることびでさます。 

「 AMP モード」は変更でさません。 


CUSTOM ボタンを3秒 LU 上 f 甲ず 


CUSTOM 



IJ モコンびカスタムモードにな 0 ます。 



Scroll Wheel を回して 
「 MODEJ を還び、 
Scroll Wheel を巧す 

し,， 

riiJIiE 



Scroll Wheel を回して 
「 SORT (並べ換え）」を選び、 
Scroll Wheel を巧す 




Scroll Wheel を回して移動させ 
たいモードを選び 、 Scroll Wheel 
を巧す 


1 - 111 ] 
でい77 
丄け 丄1 



Scroll Wheel を回して移動先の 
モードを選び 、 Scroll Wheel を 
巧ず 

ここで還巧したモードの前に移動します。 
この場合、 VCR の前に DVD び表示されま 
す。 


し,'/,' 


正しく登録された場合 


と表示されたを、手順 
3 の表示に戻ります。 


しり I ] 

瓦,-'' 
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その他のリモコン設定 


リモコンモードを消去ずる 


U モコンモ~ドを割り当てる 


接続していない機器など、不要な U モコンモードを消去す 
ることびでをます。 

アンプ 

「 AMP モード」は消去できません。 


CUSTOM 



CUSTOM ボタンを 3 秒に Lb 巧す 

1」モコンびカスタムモードになります。 



Scroll Wheel を回して 
「 MODE 」 を選び、 
Scroll Wheel を巧す 




Scroll Wheel を回して 
「 DEL ( 消去 ) 」を選び 、 Scroll 
Wheel を巧す 



4 





Scroll Wheel を回して消去した 
いモードを選び 、 Scroll Wheel 
を巧ず 



消去び完了します。 


正しく消'去された場合 


1--记[1 と表示されに後、手順 

「け: 3 の表示に戻ります。 


スク □ —ル ホィール _ _ 

Scroll Wheel を回して入カソースとモードを同時に選ぶと 
きの組み合わせを変更することびできます。 

例 ： Scroll Wheel を回したとき、上段（入カソース）び 
[ TAPE 1 J で下段（モード）び 「 AMP 」 の場含に、 
下段（モード）をに DR 」 に変えることびできます。 


カスタム 


CUSTOM 



CUSTOM ボタンを 3 秒 LU 上 f 甲す 

IJ モコンびカスタムモードになります。 



Scroll Wheel を回して 
「 MODE 」 を還び、 
Scroll Wheel を巧す 



3 


4 



Scroll Wheel を回して 

「ASSGN ( 割り当て ) 」を選び、 
Scroll Wheel を巧ず 




Scroll Wheel を回して 

割り当てたい入カソースを選び、 
Scroll Wheel を巧ず 




Scroll Wheel を回して割り当て 
たいモードを選び 、 Scroll 
Wheel を巧す 


し,,三, 



正しく登録された場合 


し,’三'と表示されを後、手順 
日卜: 3 の表示に戻ります。 
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その他のリモコン設定 


U モコン設定を Lf セットずる 


U モコン ID をを更ずる 


IJ モコンに関する設定をずべて U セツトしまず。 


CUSTOM 



CUSTOM ボタンを 3 秒似上巧ず 

U モコンびカスタムモードにな0ます。 


^ [^1 1 Scroll Wheel を回して 
隱 「 SETUP 」 を選び、 


オンキヨー製品び同じ部屋に複数ある場合、 U モコンの操 
作コードび重複してしまうことびあります。 

他のオンキヨー製品と区別をつけるために U モコンのの 
コードを変更ずることびでさます。 



本体側も1」モコンと同じ1」モコン I □に設定する必要びありま 
す。詳しくは、 Rem 日 te Control Setup サブメニユー〔臨81 
ページ）をご富ください。お買い上げ時は本体、リモコンと 
もに「]」に設定されています。 


3 


瞧 


Scroll Wheel を巧す 


Scroll Wheel を回して 
「 RESET 」 を選び 、 Scroll 
Wheel を巧ず 




5 / 

3 


い,_/し / 


リモコンの CUSTOM ボタンを 3 秒む上 





巧ず 



EiETIJP 

IJ モコンびカスタムモードにな 0 ます。 


2 


3 


Scroll Wheel を回して 「 SETUP 」 を 
選び 、 Scroll Wheel を押す 




Scroll Wheel を回して「のメニュ ー 」 


4 





Scroll Wheel を回して 「YESJ 
を選び 、 Scroll Wheel を巧ず 

すべての設定び消去され、お買い上げ時 
の設定に戻0ます。 



を選び 、 Scroll Wheel を巧ず 


广 n 

二 I U 
T TI 
丄丄/ 


Scroll Wheel を回して riD 1 (巧期設 
定）〜 3 」を還び 、 Scroll Wheel を巧 
す 


本体と同じ設定にしてください。 
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ボタン 


DIRECT 
PURE A 


STEREO 


入力信号の種類 

PCM 

Dolby Digital 

Dolby Digital/AAC 

AAC 

アナ□グマルチチヤンネル 

7ルチチヤン 
ネル (V2) 

7ルチチヤン 
ネル CVSL： (巧) 

2ch 

1/0 

1+1 

5.1ch 

7.1ch 

\\ まな ソース 

リスニングモード 

CD •テレビ ’LD* 
VHS • MD • レコー 
ド • ラジオ • カセツ 
卜•ケーブルテレビ* 
衛星放送など 

DVD -デジタルケープルテレビ/衛星放送 

DVD 才ーデイオ- 
スーパーオーデイオ CD 

Direct 

♦ 

♦ 

参 

参 

♦ 

参 

参 

参 

Pure Audio 

♦ 

♦ 

参 

参 

♦ 

参 

参 

参 

Stereo 

♦ 

参 

♦ 

参 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

Multiplex 









o 

•PLII Movie 

• 



• 





ft 

•PLII Music 

♦ 



参 





• PLII Game 

♦ 



♦ 





2 X 

• PLIIx Movie 

• 

参 


参 



• 


玄昔 

• PLIIx Music 

• 

• 


♦ 



• 


• PLIIx Game 

♦ 



♦ 





Dolby Digital/AAC 


♦ 

♦ 






Dolby VS 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

• 

参 


Dolby Digital EX/Dolby EX 


♦ 





♦ 


DTS 









DTS 96/24 









DTS-ES Discrete 









DTS-ES Matrix 









DTS NEO:6 (NEO:6 Matrix) 


♦ 





• 



• NEO:6 Cinema 

参 



• 






• NEO:6 Music 

• 



• 





Multichannnel 







• 

参 

i.LINK{IEEE1394):DVD-Audio 









し LINK(IEEE1394):SACD 









THX 

• THX Cinema 

参 

♦ 

♦ 

♦ 



参 

参 


• THX Ultra2 Cinema 


参 





垂 



•THX Music Mode 


♦ 





参 



• THX Game Mode 

参 

• 

参 

♦ 



• 

参 


•THXSurroundEX 


♦ 





♦ 


Mono 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

AH Ch Stereo 

参 

• 

• 

♦ 

♦ 

参 

参 

参 

Full Mono 

♦ 

• 

参 

• 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

Mono Movie 

• 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

Enhance 

• 

• 

参 

• 

• 

• 

• 

• 

Orchestra 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

参 

Unplugged 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

参 

Studio-Mix 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

参 

♦ 

♦ 

TV Logic 

参 

• 

• 

• 

参 

• 

• 

参 


入力信号と巧応するリスニングモード 


az つ〇ににつ S 


XHJ. 


■ 已 SQ -CJSQ _ 
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入力信号と巧応するリスニングモード 



入力信号の種類 

DTS 

DTS 96/24 

Discrete / 

ボタン 

7 ルチチヤ 
ンネル ( V 己) 

マルチチャン 
ネルけ2贼) 

2/0 

1/0 

7 ルチチヤ 
ンネル ( V 己) 

マルチチャン 
ネル牌な州 

Matrix 

2 ch 

1/0 

Matrix 


まな ソース 








DVD•LD 

- CD など 



U スニングモード^ 




DIRECT 

Direct 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

参 

♦ 

♦ 

PURE A 

Pure Audio 

n 

n 

n 

n 

♦ 

♦ 

参 

参 

♦ 

♦ 

STEREO 

Stereo 

mm 

mm 

mm 

mm 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Multiplex 

圓 

圓 

圓 

圓 








o 

• PLII Movie 



• 





♦ 




ミ.り 

香を 

• PLII Music 

圓 


n 





♦ 




含」 

• PLII Game 

圓 


n 





• 




2 X 

• PLIIx Movie 

WM 


wm 


♦ 



♦ 




1昔 
§5 

• PLIIx Music 

WM 


WM 


♦ 



参 




• PLIIx Game 

圓 


MM 





• 




Dolby Digital/AAC 

圓 


圓 








Q 

Dolby VS 

MM 

参 

MM 


参 

参 

• 

♦ 


• 

z 

ご 

Dolby Digital EX/Dolby EX 

MM 




参 






O 

QC 

DTS 

MM 









参 

CC 

ご 

DTS 96/24 

圓 




♦ 

参 

♦ 





DTS-ES Discrete 

圓 









• 


DTS-ES Matrix 

圓 






♦つ 



参 


DTS NEO:6 (NEO:6 Matrix) 

WM 




参* 2 








• NEO:6 Cinema 

圓 







♦で 





• NEO:6 Music 








•*2 




Multichannnel 












i.LINK(!EEE1394):DVD-Audio 












i.LINK{IEEE1394):SACD 












THX 

•THX Cinema 

WM 

WM 

WM 


参 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 

X 

て 


• THX Ultra2 Cinema 

wm 

圓 

圓 


♦ 


♦ 



♦ 


- THX Music Mode 

KM 

圓 

圓 


参 


♦ 



参 



• THX Game Mode 

wm 

mm 

WM 


♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 



•THX SurroundEX 

WM 

圓 

圓 


参 







Mono 

n 

n 

n 

n 

参 

参 

• 

参 

♦ 

♦ 


All Ch Stereo 

MM 

MM 

MM 

MM 

♦ 

• 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

A 

Full Mono 

wm 

wm 

wm 

wm 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

D _ 

の 

Q 

Mono Movie 

wm 

wm 

wm 

wm 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

Enhance 

wm 

wm 

wm 

wm 

♦ 

参 

• 

参 

♦ 

♦ 

の 

Q 

Orchestra 

wm 

wm 

wm 

wm 

参 

• 

♦ 

• 

参 

参 

T 

Unplugged 

wm 

wm 

wm 

WM 

参 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

参 


Studio-Mix 

wm 

wm 

wm 

wm 

参 

♦ 

• 

参 

♦ 

♦ 


TV Logic 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

参 

参 

♦ 

♦ 


*2 NEO:6-96k 
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入力信号と巧応するリスニングモード 



入力信号の種類 

し LINK ( IEEE 1394): DVD-Audio 

し UNK ( IEEE 1394 ):SACD 

ボタン 

7 ルチチヤン 
ネル (V2) 

7 ルチチヤン 
ネル関州 

2/0 

1/0 

1+1 

176.4 / 
192 kHz 

マルチチヤン 
ネル (3/2) 

2/0 


主な ソース 








DVD 才- 

-デイオ 

スーパーオーディオ CD 


U スニングモード 




DIRECT 

Direct 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

PURE A 

Pure Audio 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

STEREO 

Stereo 

参 

• 

参 

参 

参 

参 

♦ 

参 

Multiplex 





• 





o 

• PLII Movie 



• 





♦ 


ft 

- PLII Music 



• 





参 


• PLII Game 



• 





♦ 


巨 X 

• PLIIx Movie 

♦ 


♦ 




♦ 

♦ 


§3 

• PLIIx Music 

• 


♦ 




♦ 

参 


• PLIIx Game 



• 





♦ 


Dolby Digital/AAC 









ご 

Dolby VS 





n^n 


• 

参 

z 

二） 

Dolby Digital EX/Dolby EX 

mm 






• 


O 

cc 

DTS 









cc 

二） 

DTS 96/24 










DTS-ES Discrete 










DTS-ES Matrix 










DTS NEO:6 (NEO:6 Matrix) 

mm 






• 




• NEO:6 Cinema 



♦ 





• 



• NEO:6 Music 



♦ 





♦ 


Multichannnel 










i.LINK(IEEE1394):DVD-Audio 










i.LINK(IEEE1394):SACD 










THX 

•THX Cinema 

♦ 

♦ 

• 




参 

参 

X 

て 


• THX Ultra2 Cinema 

♦ 






♦ 



• THX Music Mode 

♦ 






参 




• THX Game Mode 

参 

♦ 

参 




wm 

• 



•THX SurroundEX 

♦ 






mm 



Mono 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 

♦ 


All Ch Stereo 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 

• 

A 

Full Mono 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


参 

♦ 

Q _ 

の 

ご 

Mono Movie 

• 

• 

• 

• 

参 


• 

参 

Enhance 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 

♦ 

の 

ご 

Orchestra 

参 

参 

♦ 

♦ 

♦ 


参 

• 


Unplugged 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


参 

• 


&udio-Mix 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


♦ 

雜 


TV Logic 

• 

♦ 

♦ 

• 

♦ 


♦ 

♦ 
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困つたとをは 


まず下の表で点検してみてくだをい。接続した他機に原因がある場合もありまずので、他機の取扱説明書も参照しなが5 
あわせてご確認ください。 

♦夕章の最後にある数字は参照ページでず。 


電源 

電源が入6ない 

• 電源プラグび壁コンセン ト から抜けていないか確認してくださ 
し、。また、パワ ー]- ドのもう一ちの側も本機の AC INLET から 
がれていないか確認して < ださい。 

• 一度電源プラグをコンセン ト から扳き、日秒 ULL 待ってから再 
度コンセントに差し込んでください。 

電源が切れ、再度電源を入れてちまた切れる 

• 保護回路び働しにし、る可能性びあります。電源コードを]ンセン 
卜から抜き、お買し化げ店またはサービスセンターにご産箱くだ 
さい。 

本体の Standby インジケーターが消えない 

• ゾーン2やゾーン3で使巧していると考えられます。使巧しない 
場合は、之 ONE 2 0け、 ZONE 3 Off にしてくださし、 （巨吕） 

本機をスタンバイげ態にしても、本機の AC OUTLET に接続した 

機器の電源が切れない _ 

• ゾーン2やゾーン3で使巧していると考えられます。使巧しない 
場合は、之 ONE 2 0け、 ZONE 3 Off にしてくださし' i 。 (62) 

曰户 

音青が出力されない/ルさい 

• 接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

•接続した機器の入力端テ/出力端子に間違いびないか確認してく 
ださい。 

• スピーカーコードの + /- は正しく本機に接続されているか、ス 
ピーカーコードの芯線部分び本機のスピーカー端子の金属部に 
触れているか確認してください。 （吕已 -27) 

• 入力び正しく選択できているか確認してください。 (48) 

• ボ U ューム位置を確認してください。本機は基本的に□〜100 
まで調整できます。 （48) 

•表示部に " MUTING ’ と表示されている場合はリモコンの 
MUTING ボタンを巧して解除してください。 （己 0) 

• へッ ドホンび接続されているとスピーカーからの音声び出力さ 
れません。 （已 0) 

•接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認して<ださ 
し、。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては初期設定び OFF 
になっていることびあ0ます。 

• DVD ディスクによっては、ニューから音声フォー マッ トを選 
ぶ必要びあります。 

• 音声信号の設定はされていますか 。 AUDIO SEL ボタンで音声 
を選択してください。 （已 3) 

• MC カート U ッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合 
は、昇圧トランスまたはヘッドアンプび必要です。 

• ケースレび巧れ曲びったり損傷してし佩しめ順認してくださし、。 

• リスニングモードによっては音声の出力されないスピーカーび 
あります。 

•セットアップメニューの rSpeaker/Out 叫 t Setup 」 および 
「Input Setup 」 を行ってください。 （81 〜 S4) 

フ □ン トスピーカーからしか 音が出ない 

• U スニングモードびに tereo 」 になっているとフ□ントスピー 
力一とサプウーファーから しか音び出ません。 

•リスニングモードび 「 Direct 」 口 1 ]「 6 冉 11 出〇」になっていると 
フ□ントスピーカーからしか音び出ません。 

•セットアップメニューの rspeaker/Out 叫 t Set 叩」 から 
[Speaker Configuration Setup 」 サプニューを行ってく 
ださい。（81、 82) 


センタースピーカーからしか音が出ない 

• TV や冉 M 放送などモノラル音源を再生するときにサラウンド 
モードを PL ll/llx Movie または PL ll/llx Music にするとセン 
タースピーカーに音び集中します。違和感を感じるとさは、他 
の U スニングモードを選んで < ださい。 

•セットアップ分 ニ ュ—の 「 speake 「/0 ut 叫 t Setup 」 から 
「Speaker Confi 宫 uration Setup 」 サブニューを行ってく 
ださい。 （81、 82) 

サラウンドスピーカーか5音が出ない 

• U スニングモードび 「 Stereo 」「 Direct」「Pure Audio 」 のと 
さはサラウンドスピーカーから音び出ません。 

• 再生するソースや U スニングモードによっては、音び出に<い 
場合びあります。違和感を感じるときは、他のリスニングモー 
ドを還んで < ださい。 

•セットアップメニューの rspeaker/Output Setup ] から 
「Speaker Confi 昼 uration Setup 」 サブニューを行ってく 
ださい。 （S1、82) 

センタースピーカーから音が出ない 

• U スニングモードび l " Stereo 」「 Direct」「Pure Audio 」 のと 
さはセンタースピーカーから音び出ません。 

• U スニングモードび、 fMonoJ のときはセンタースピーカーか 
ら音び出ない場合ちあります。 

•セットアップ六ニュ—の 「 Speaker/Output Setup ] から 
「Speaker Confi 宮 uration Setup 」 サブニューを行ってく 
ださい。 （81、 82) 

サラウンドバックスピーカーか S 音び出ない_ 

• U スニングモードによってはサラウンドバックスピーカーから 
音び出ません。 

•セットアップメニューの rUstenin 呂 Mode Setup 」 に 「 S 巨 
Mode (曰 ch )」 サプニューの項目びある場含、設定び 
roffj になっていないか確認してください。 （96、目8 〜 
102 ) 

•再生するソースによっては音び出にくい場合びあります。 

•セットアップメニューの rSpeaker/Out 叫 t Setup 」 から 
「Speaker Confi 宫 uration Setup 」 サブニューを行ってく 
ださい。 （81、 82) 

サブウーファーから音び出ない_ 

•サブウーファー音声要素 ( LFE ) の入っていないソフトを再生 
している場をは、サブウーファーから音び出ません。 

•セットアップ方 ニ ュ—の 「Speaker/Output Setup」 から 
「Speaker Confi 昼 uration Setup」 サブ ニ ューをって < 
ださい。 （81、 82) 

希望する信号フォーマットで音亩出力ができない 

• 音声信号の設定の確認を行ってください。再生する信号によって 
「冉山〇」、 fMultichJ .「 Analog 」、 「し LINK 」 を選択します。 

•接続した機器でのデジタル出力の設定を確認してください。 
DV □対応のゲーム機など、機器によっては初期設定び曰 FF に 
なっていることびあります。 

• DVD ディスクによっては、メニューから音声フォーマットを選 
ぶ必要びあります。 

• 入力される信号によっては選択でをない1」スニングモードびあ 
ります。 (128) 

を重音青の言語を切り換えたい 


• AAC 音靑多重信号はリモコンの◄または►カーソルボタンで主 
音声と副音声を切り換えます。 

DTS-ES Discrete/Matrix、THX Surround EX が選択できない 

• サラウンドバックスピーカーを接続していないとき、または 
Z 曰 NE 2 、 ZONE 3として使巧しているとさは選択でさませ 

/\j 。 

•セットアップメニューの rUstenin 呂 Mode Setup 」 にに巨 
Mode (曰 ch )」 サブニューの項目びある場含、設定び 
rOffJ になっていないか確認してください。 （96、目8 〜 
102 ) 


困つたとをは 


6.1 チヤンネル/ 7.1 チヤンネル再生にならない 

• サラウンドバックスピーカーを接続していないとさ、または 
ZONE 2 、 ZONE 3として使巧しているとをは已 .1 チヤンネル 
再生、 7.1 チヤンネル再生はできません。 

• セットアップメニューの 「Listenin 旨 Mode Set 叩」にに己 
Mode (5 ch ) J サブメニューの項目びある場合、設定が 
「 Off 」 になっていないか確認してください。（日6、日8〜 
102) 

音量調整が曰曰 LU 下で終わる 

• 各スピーカーの音量調整を行ラと、音量最大値び変わることび 
あります。 

ノイズが出る 

• オーディオ巧ピンコードと電源コードなどをまねると音質び劣 
化しますので避けて < ださい。 

• 接続コードが影響を受けている可能性がありますので、接続 
コードの位置を動かしてみてください。 

レイ ト ナイト機能が働かない 

• 再生ソースびドルビーデジタルか確認してください。（已吕） 

マルチチヤンネル音青が出力されない 

• マルチチヤンネル対応の DVD プレーヤーを使巧しているか確認 
してください。 

• マルチチヤンネル入力び入カソースに正しく割り当てられてい 
るか確認してください。（已8、 88) 

•音声信号の種類を rMultichJ にしてください。（已 3) 

DTS 信号について 

• DTS 信号を再生しているとをは、本機の DTS インジケーター 
び点な します。 プレーヤー側での一時停止やスキップ操作時に 
発生するノイズを防ぐため、再生び終了しても DTS インジケー 
夕一び点なしたままになります。 このため、 DTS 信号から急に 
PCM 信号に切り撰わるタイプのソフトは、 PCM びすぐに再生 
されない場をびあります。このとさはプレーヤー側で再生を約 
3砂政上中断し、再び再生を行うと正常に再生されます。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をし 
てち正しく DTS 再生びでをない場合びあります。出力されてい 
る DTS データーに何らかの処理地カレベル調整、サンプリン 
グ周波数変換、周波数特性変換など）び行われていると、本機 
び正しい DTS データーとみなずことびでさず、ノイズを発生す 
ることびあります。 

• DTS 対応ディスクを再生しているとをにプレーヤー側でポーズ 
やスキップなどの操作をすると、ごく短時間ノイズび発生する 
場合びありますび、これは故障ではありません。 

映像 

映像が出なし、/乱れる 

•接続コードのプラグは奧まで差し込んでください。 

• 接続した機器の映傲出力端子と本機の接続に間違いびないか確 
認してください。 

•セットアップメニューの 「Input Setup 」 ><ニューから 
「Video Assign 」 サプメニューを行ってください。 （89) 

• TV など、モニター側での入力画面の切り換えを確認してください。 

• Pure 冉 ucHo になっていると映儉は出ません。（己 4) 

• ビデオデッキなど映傲機器の信号に乱れびをい場合は、一部の 
プロジェクターやテレビで映像び乱れたり、映像を表示しなく 
なる場合びあります。アップコンバート機能を使巧せず、 
VIDEO 端子または S VIDEO 端子接続を行ってください。 

0SD 画面表示び出ない/位置がおかしい 

•セットアップメニューの rSpeaker/Output Setup 」 メ 
ニューから [Video Output Assign ] サプメニューを行って 
ください。 （8 已） 

• ご使用のテレビなどのモニター側の設定を確認してください。 

•セットアップメニューの 「 Preference 」 メニューから roSD 
Setup 」 ヴブメニューを行ってください。 （110) 


リモコン 

リモコン操作ができない 

•電池の極性 （+/-) び正しく入っているか確認してください。 

• 電池を3本とも新しいちのと交撰してみて<ださい。 

• U モコンと本体の間が離れずぎていないか、 U モコンと本体の 
U モコン受光部の間に障害物びないかを確認してください。 

• 本体の U モコン受光部に強い光（インバーター壁光灯や直射曰 
光）び当たっていると IJ モコン操作びで定ない場合びあります。 

• オーディオラックのドアに色付をガラスび使巧されていると正 
常に機能しない場合びありまず。 

• U モコンのモード切り換えが正しく選択されているか確認して 
ください。 （114) 

•他社製品の仕様により、記憶している U モコンコードでは、一 
部の操作び働かない場合びあります。 

•本機と U モコンの U モコン I □び含っているか確認してくださ 
し'!。 （81、1吕 7) 

化機器の操作ができない _ 

• オンキヨー製他機器と RI ケーブル、オーディオ巧ピンコード 
び正しく接続されているか確認してください。 （ RI ケーブルだ 
けでは連動しません。） 

• U モコンのモード切り換えが正しく選択されているか確認して 
ください。（16、114、116、1 17) 

リモコンの学習操作びでさない 

• U モコン送信部び正しく向去合っていることを確認してください。 

• 学習でさない U モコンを学習させよラとしていませんか？操作 

を乾送できないちの、1つのボタンで複数の指示を出す IJ モコ 
ンは学習でさないことびあります。 

録音 

録音ができない_ 

• 録音機器側で、デジタルやアナ□グなどの録音入力切り換えび 
正しくできているか確認してください。 

•接続した機器の出力設定を確認してください。セットアップ 
ニューの 「 Speaker/Output Setup 」 :ューから 「Audio 
Output Assign ] および [Video Output Assign 」 サブ 
ニューで 「 RecOut 」 の設定をしてください。 （6 已、8已） 

ZONE 吕 /ZONE 3 

電源が切れる 

• ス U —プタイマーび働いていませんか。本体でス U —プタイ 
マーを働かせると 、 ZONE 2/3でちス U - プタイマーび働きま 
す 。 ZONE 2/3だけス U - プタイマーを設定するには62ぺ一 
ジをご覧ください。 

音が出ない _ 

• ゾーン2/3と録音は同じ回路を使用しているため、同時に使巧 
でをません。出力設定を確認してください。セットアップ 
ニューの 「 Speaker/Output Setup 」 メニューから FAudio 
Output Assign ] および [Video Output Assign ] サブメ 
ニューで 「Zone 2日川」もしくは l"Zone 3 Out 」 の設定を 
してください。（巨0、61、8已） 

インターネットラジオ 

インターネットラジオちミュージックサーパ’一機能も使用できない 

• ルータの LAN 側ポートと本機の接続を確認してください。 

• でデムとルータび正しく接続されているか確認してください。 
また、電源び入っているか確かめてください。 

• Network Set 叩び正しく行われているか確認してください。 

Music Server を使用しているときに再生音が途切れる_ 

•パソコンのメモ U —を増やしてください。68ページの「必要な 
システム」に対応しているか、お確かめ<ださい。 

♦パソコンで大をな容量のファイルをダウン□ードしたりコピー 
している場合は再生音び達切れる場合びあります。このよラな 
時はパソコンをより高性能なちのに変えるか、不要なアプ U 
ケーションソフトを終了してください。または、 Net-Tune 
Centra ! 専用のサーバー PC を巧意することをおすすめします。 
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•本機で WAV ファイルを複数台で再生する場合は、ネットワーク 
の負荷オー/く一で再生音び途切れる場合びあります。この場合 
は Net Audio 専巧に LAN を敷設して一般の LAN 回線と分けた 
り、ネットワークトラフィックを改善するスイッチング HU 日や 
ルータを追加することび問題の解決になることびありまず。 

インターネットラジオサイト （XiVA internet Radio Server ) 

から ステーシヨ ン U ストが取得でさない_ 

• 時間を置いて再度アクセスしてください。 

Server を選択したが再をしない。あるいは、つなび5ない。 

•パソコンを立ち上げ、 Net-Tune Centra 階起動させてくださし、。 

•パソコンに MP 3、 WMA 、 WAV フォーマットの音楽ファイル 
を作り、 Net-Tune Central で PC の音楽ファイルの U ストを作成 
して < ださい。 

•本機のコンセントを抜いて、再度電源を入れてください。それ 
でも改善しない場合は、 Net-Tune Central サーバーのパソコ 
ンを再起動してみてください。 

•「 Client サブメニュー」の 「 C . NTSP Port 」 で Net-Tune 
Central と同じ数字にしてください。 

アルバムが選択できない_ 

• Net-Tune Central の音楽ファイルリストにアルバム名をつけ 
て < ださい。 

アーティスト名で選択できない 

• Net - Tune 仁 entral の音楽ファイルリストにアーティスト名を 
つけて < ださい。 

ジャンルが選択できない_ 

• Net-Tune Centra 做音楽ファイルリストにジャンル名をつけ 
て < ださい。 


プレイ U ストが還択でさない 

• Net-Tune Central にプレイリストを作ってください。 

その他、オンキヨーの ホー ムぺ ージに NET-TUNE に関する FAQ び 
掲載されていまずのでご参照<ださい。 

その他 

へッドホンを接続すると音が変わる/表示が消える _ 

• へッドホン接続前の U スニングモードによって接続棲の U スニ 
ングモードは異なります。（己 6) 

設定がでさない 

• 現在選ばれている入力び Net - Audi □の場を、設定でをないこと 
びあります。 

音響設定びでさない _ 

• U スニングモードによっては、設定でをない場合びあります。 

_表示が出ない_ 

• Pure Audi □になっていると表示び消えます。 


■エラーメッセージー覧 


メッセージ 

意味 

Not available with Headphones use 

へッドホンが接続されているため、操作でをません。 

Not available in this Sp Config " 

現在のスピーカー設定状況では働さません。 

'Only available with Dolby D " 

Dolby Di 呂 ita 似がの設定はできません。 

Not available with this signal " 

現在の入カソースでは、 U スニングモードび遺べません。 

Not available with Muting " 

ミューティング機能び働いているので操作できません。 

Not available in this Listening Mode " 

現在の U スニングモードでは働さません。 

"Not available with NET AUDIO use " 

セレクターげ AucHo のため、操作でをません。 

Not available with Dolby Headphone Off " 

Dolby Headphone 機能び日 FF のため、操作できません。 

Not available with Dolby Headphone On " 

Dolby Headphone 機能び日 N のため、操作できません。 

Not available with zone 2 out in Line out " 

1 -8.1 Zone 2 日山び Line 日 ut 設定のため、操作できません。 

Not available with zone 3 out in Line out " 

1 -8.1 Zones 日山び Line 日 ut 設定のため、操作できません。 


メモ U —保持について 

本機には、メモリー保持用の予備電源装置が内蔵されています。これは、お客様が行ったスピーカーの設定や音響効果に関する設定な 
どを停電時などに保護ずるためのちのです。本機のコンセントを巧いたが態でメモリーが保持できるのは約2週間です。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますが、ごくまれにが部からの雑音や巧喜ノイズ、また静電気の影響に 
よって誤動作する場合がありまず。そのようなときは、電源プラグを巧いて、約已秒後にあらためて電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障により正常に録音-録画できなかったことによって生じた損害に D レンタル料等）については保話対象になりません。 
大事な録音をするときは、あらかじめ正しく録音•録画できることを確認の上、録音•録画を行ってください。 


すべての巧容をお買い上げ時の設定巧容に戻すには 

電源を入れたが態で VIDEO 1ボタンを巧したまま STANDBY / ON ボタンを巧してくださし、 
表示卽にに LEAR 」 が表示され、スタンバイげ態になります。 
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主な仕様 


総合 


電源•電圧： AC 100 V 、已0/目 OHz 
消費電力： 850 W 
待機時電力： 3.9 W 

最大外形寸法： 43巳(幅） X 220 搞さ） X 480.5 (契行き ) mm 
質量： 33 k 浸 

入力： 

♦音声 

Multichannel (7.1 ch 入力）： 2 
Phono ( MM ) :1 

ライン入力：1日（割り当て巧） 

デジタル入力（同軸）：目（割0当て可） 

デジタル入力（光）： 7 (割り当て巧） 

♦映像： 

コンポジツト入力： 7 (割り当て可） 

S - Video 入力： 7 (割り当て可） 

コンポーネント映像 ( RCA ) 入力： 3 
コンポーネント映像 ( BNC ) 入力：] 

コンポーネント映像 ( D 4) 入力： 2 

♦音声および映像 
HDMI 入力： 3 

♦その他 

旧入力（ミニジャツク ）：3 ( Main、Zone 2 、 Zone 3) 

出力： 

♦音声 

スピーカー A : Front L / R 、 Center、Surround L / R 、 
Surround Back L/R 

スピ—力 — B : Front L / R 、 Center、Surround L / R 、 
Surround Back L / R もしくは Powered Zone 2 L/R 
プリアウト A : Front L / R 、 Center、Surround L / R 、 
Surround Back L / R、Subwoofer 
プリァゥト日 ： Subwoofer 
へツドホン出力：] 

ライン出力：已 （ Recout、Zone 2 out、Zone 3 out 
割り当て時） 

デジタル出力（同軸）： 2 ( Recout、Zone 2 out 、 
Zone 3 out 割り当て時） 

デジタル出力（光）： 2 (Recoutv Zone 2 out、Zone 
3 out 割り当て時） 


♦映像 

コンポジット映像出力： 4 (Monitor out A / 巨、 
Recoutv Zone 2 out and Zone 3 out 割り当て時） 
S - ビデオ映像出力： 4 (Monitor out A/B and Recout 
割り当て時） 

コンポーネント映像 ( RCA ) 出力：] 

コンポーネント映像 （ BNC ) 出力：] 

コンポーネント映像 ( D 4) 出力：] 

♦音声および映像 
HDMI 出力：] 

♦その他 

旧出力（ミニジャツク ） ： 3 ( Main、Zone 2. Zone 3) 
12 V トリガー出力（ミニジャック）：曰 （ A 、 目、 C 、 D 、 E ) 

入出力： 

♦その他 

し LINK ( AUDIO ) (4 pin ) : 2 
Ethernet ( Net - Tune ) : 1 

Rl (ミニジャック）：] 

RS 23 吕：1 

電源入力 （AC INLET ) : ] ( IEC タイプ） 

電源出力 (AC OUTLET ) :1 ( Switched 、 1日 0 W 
max .) 


アンプ部 


入力感度/インピーダンス： 

♦音声 

AUDIO INI - 日/フ□ント： 20日 mV 、 已 OkO 

PHONO MM : 2.已 mV 、 己 OkO 

MULTI IN FR / FL / C / SR / SL / SBR/SBL : 

200 mV 、 已 OkO 
MULTI IN SUB : 3 目 mV 、 日日 kQ 
DIGITAL IN COAXIAL 1- 巨：日.已 Vp - p 、750 

♦映像 （ DVD、VIDEO 1-5) 

コンポジット： ] Vp - p 、750 
s- ビデオ、丫信号： ]vp-p、7 已 n 
S - ビデオ、 C 信号：日ぶ 8 Vp - p 、7 已 n 

•映像 (COMPONENT VIDEO 1-4、 D 4 VIDEO 1/ 
2) (オプション） 

Y 信号： ] Vp - p 、7 已〇 

Pb / C 巨、 Pr / Cr :日. 7 Vp - p 、7 已〇 
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をな仕様 


出力電圧 / インピーダンス： 

♦音声 

AUDIO1- 日： 200 mV 、 4700 (Tape 1 /2 /Video 1/ 
2/3 Rec 日 ut 割り当て時） 

]日日 mV 、 47日 n (Zone 2/3 Out (固定）） 

] V 、 47日 n (Zone 2/3 Out (可変）） 

PRE OUT A : ] V 、4700 (Front L / R 、 CENTER 、 
SURR L / R、SURR 目 ACK ちし < は Zone 2 L / R 、 
SUBWOOFER ) 

PRE OUT 己： IV 、4700 ( SUBWOOFER ) 

参映像 

VIDEO1-4 ( コンポジット映像）： 

] Vp - p 、 750 ( Monitor 日山 A / 目、 Video 1 /2/3 Rec 
Out . Zone 2/3 日 ut 割り当て時） 

VIDEO1-4 (S- 映像、丫信号）： 

] Vp - p 、 750 ( Monitor 日山 A / 目、 Video 1 /2/3 Rec 
日 ut 割り当て時） 

VIDEO1-4 (S- 映像 、 C 信号）： 

0.28 VP - P . 7 已〇 (Mon け日「日 ut A / B、Video 1/2/ 
3 Rec 日 ut 割り当て時） 

COMPONENT VIDE0/D4 VIDEO (Y 信号）： 

] Vp - p 、7 已〇 

COMPONENT VIDE0/D4 VIDEO (Pb/Cb 、 Pr/Cr) : 

0.7 Vp - p 、750 
Phono 最大許容入力： 

12 日 mV RMS . at 1.0 日日 Hz 、0.5% THD 


周波数特性： 

音声己 Hz 〜 100 kHz: 

+ ]/-3 d 巨 （ CD 、 Direct モード） 

映像 lOHz 〜已 OMHz : + l /-3 d 目（コンポーネント) 
RIAA 偏差： ±0.8 服に OHz 〜2日 kHz ) 

I ンコント □— ル最大変化量： 

±12 d 巨、日日 Hz ( Bass ) 

±12服 、] kHz ( Mid ) 

±12 d 巨、 2 日 kHz ( Treble ) 

SN 比 （ Direct モード）： 

80服 （ PHONO 、 IHFA 、 已 mV 入力） 

目己 d 巨 （ LINE 、 IHFA 、 日.已 V input ) 

S ュー テイング： 

セットアップ^ニューによる 

※仕様およびか観は予告な<変更することがあ0ます。 
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用語集 


音青フオ—マット 


サラウンド （ Surround ) 

ドルビーデジタルや DSP の音声モードなどを用いた臨場感 
のある音の総称。 

ドルビーデジタル （Dolby Digital ) 

ドルビー社によって開発されたデジタルマルチチャンネル 
音青規格。モノラルか5已 .1 チャンネルまでに対応していま 
す。プ□グラム間でセ U フの平均レベルを一定に保つダイ 
ア□グノーマライゼーション、視聴環境の制約に対応して 
ダイナミックレンジを調整するダイナミックレンジ圧縮、 
スピーカーの数に含わせて出カチャンネル数を最適化する 
ダウン S ックスなど数々の機能が採0入れられています。 
DVD - Video の標準音青、米国 DTV の標準音声として探用 
されています。 

ドルビーデジタル EX (Dolby Digital EX ) 

映画館の壁面に配置されるサラウンドチャンネルスピー 
力一、左ち側面と背面の3つのセクション（左サラウンド、 
ちサラウンド、バックサラウンド）に分割します。これに 
よ0サラウンドの空間表現力、定位感び高められ、3日日度 
の回転や頭上を通過するよラな移動音効果をよりリアルに 
体感できます。バックサラウンドチャンネルは左サラウン 
ド、ちサラウンドに振り分けることもできるため、通常の 
已 . 1チャンネルとして、既存のドルビーデジタル環境で再生 
することび可能です。 

ドルビープ□□ジック II (Dolby Pro Logic II ) 

ドルビー社によって開発されたマト U ックスタイプのサラ 
ウンドデコード技術。 PCM 目目 kHz )； (外のあ5ゆるステレ 
才音源を已.1チャンネ J レであるかのような立体音場で楽しむ 
ことができます。映画の再生に適した「ムービー」モー 
ド、音楽再生に適した「ミュージック」モード、ゲーム機 
などに適した「ゲーム」モードびあ0ます。 

ドルビープ□□ジック llx (Dolby Pro Logic I lx ) 

ドルビープ □□ ジック II をさ 5 に改良したマトリックスデコー 
ド技術。 PCM 目目 kHzl ^ がが)あ5ゆるステレオ音源を巨.1 
チャン ネル 再生するため、かってないほど自然でなめ5かな 
サラウンド体験び得5れます。映画の再生に適した「ムー 
ビー」モード、音楽再生に適した「ミュージック」モード、 
ゲーム機などに適した「ゲーム」モードげあります。 

DTS デジタルヴラウンド (DTS Digital Surround ) 
米国の DTS 社び開発したデジタルサラウンドフ オーマッ 
卜。コヒレントアコー スティックス 符号化と呼ばれる算法 
を使用し、圧縮率は通常4:1程度と比較的低くなっていま 
す。映画館ではフィルムにプ U ントされたタイムコードに 
同期して CD - R 日 M に記録された音青び再生されます。 
DTS-ES エクステンデ ィッ ドサラウンド 
( DTS-ES Extended Surround ) 

従来の DTS 日.1 ch システムにセンターバックサラウンド 
( CS ) チャンネルを加えたもので、かつてない音像•定位 
感を再現します。 DTS - ES には 「 DTS - ES ディスクリート 
目. Ich 」 と 「 DTS - ES マト U ックス目. Ich 」 の2種類びあ 
0、どち5わ下位互換性を有しているため従来の 
DTS 5.1 ch 対応機器での再生を可能です。 

DTS-ES ディスク ij - 卜 （ DTS-ES Discrete ) 

已 .1 チャンネル音声データに拡張データとしてセンターサラ 
ウンドチャンネル音声データを付加し、この方式に対応し 
た DTS デジタルサラウンドデコーダーによって完全に独立 
した目.]チャンネル音声を再生する DTS システム。 

DTS-ES マトリックス ( DTS-ES Matrix ) 

映画館における DTS - ES と同様に、あ5かじめ左ちヴラウ 
ンドチヤンネルにマト U ツクスエンコードされたセンター 
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バックサラウンドチャンネルを、マト U ックスデコーダー 
を使って復元して目.1チャンネルとする方式の DTS システ 
ム。マト U ックスデコーダーとして NE 日:目に対応した機器 
を使用します。 

DTS 9 白/24 

DTS 目目/24 フオーマッ ト ソースに 記録されたお張用 デー 
夕を使巧して、已 .1 チャンネル再生する DTS システム。サ 
ンプリング周波数目目 kHz 、 量子化ビット数24ビットの高 
音質で、さめ細やかな音声を再現します。 

NE 0:6 

DTS 社によって開発された、デジタル-アナ□グを含む全 
ての2チャンネルソースを目チャンネルサラウンドにするマ 
卜 U ックスデコード技術。映画に適した「シネマ」モード 
と音楽に適した「ミュージック」モードび用意されていま 
す。また、 DTS - ES マト U ックスのセンターサラウンド 
チャンネル信号の抽出にわ使用されます。 

MPEG -2 AAC 

AAC(Aclvanced Audio CocHn 夏)は、 AT & T 社、ドルビー 
社、フラウンホーファー•インスティテュート•フオ ー• 
インテグレーティド*ヴーキット （ Fraunh 日 fer IIS ) 、そ 
してソニー株式芸社の4社の高品質マルチチャンネル音声符 
号化のための最先端技術を組み合わせたちので、に日と IEC 
の共同管轄の下に、 MPEG -2 規格の一部として規格化され 
た音声圧縮符号化方式です。 

従来の M PEG 音声との後ち互換性びないので、従来の 
MPEG 音声デコーダーでは再生でさません。わが国のデジ 
タルテレビ音声方式として採用されています。 

THX 

THX 社び設立した品質基準で、映画館でを家庭でを、制作 
をび意図したとおりのサラウンド効果を忠実に再現するこ 
とを目的とした規格に準拠したモードです。 

THX 技術開発により、映画館よりわ小さな家庭用ホームシ 
アターで 再生しても変わらない音響効果を再現できるよう 
に映画館用サウンドから家庭巧音楽への変換時に起こる空 
間のエラーを修正しています。 

THXCi 遍 ma モード 、 THX S ぶ高 G 卜 ndEX モードびあります。 
THX Cimma は映画館のよラな広い場所で再生することを 
想定して録音編集された劇場巧映画を見るとさに適してい 
ます。 

THX Surramci EX はドルビーラボラト U — ズと THX 社で 
共同開発された ホーム シアター用フ オーマッ トです。ドル 
ビーデジタル EX の技術で記録。従来の左ちフ□ント、セン 
ター、左ちサラウンド、サブウーファーの各チャンネルに 
加えて、視聴者の背後に新たな音場を作り出し、総計7.] 
チャンネルとなります。 

THX ウ J レトラ2 (THX Ultra 2) 

THX ウルトラ2は、従来の己.1 ch 音青の映画や音楽に巧 
し、より大きなサラウンド感覚で再生でさるよラ考え5れ 
た 7.1 ch 再生システムです。サラウンドチャンネルはリス 
ナーの両横方向に設置された2つのダイポールスピーカー 
(左ちサラウンド）とリスナー後方で近接して設置された2 
つのモノポールスピーカー(左ち後方サラウンド）の4個の 
スピーカーでの再生び基本となっています。従来の已 . 1 ch 
ソースに巧して、よりおびり感のあるサラウンド音場を提 
供するために、 LS / RS の2チャンネルサラウンド信号に位 
相処理等を施して4チャンネ J レサラウンド信号を創り出す 
ASA (Advanced Speaker Array ) と、低域ルームゲイ 
ンの影響を補正するための目 GC (Boundary Gain 
Compensation ) の2つの処理び追加されました。また、 
再生モードも映画巧生に適した THX Ultara 2 Cinema モー 
ドと、マルチチャンネル音楽の再生に適した THX Music 
モード、ダームソフトに適した THX Games モードの3つ 
が用意されています。 


用語集 



アナ□グ 

-般的な再生機器に装備されている L/R (白/ホ）音声出力 
端モか5の音声を、アナ n グ音声と呼びまず。 

デジタル 

デジタル端テは一般的に、 CD プレーヤー、 DVD プレー 
ヤーなどに装備されています。 

ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声を聴くとさや 
デジタル録音するときは、デジタル端子と接続しておく必 
要びあります。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
光ケーブルを使用して接続します。 

アナ n グよりち再生や録音がさ5に高品位になります。接 
続する機器に日 PT に AL 端テげある場合に使用できます。 
音質は同軸デジタルと同等です。 

同卽 （ COAXIAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
RCA タイプのピンコードを用いて接続します。 

アナ n グよりち再生や録音がさらに高品位になります。接 
続する機器に C 日 AXIAL 端子びある場合に使巧できます。 
音質は光デジタルと同等です。 

ヴンプリング周波数 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換する時の精度。 44.] 
kHz は1ネ少臣 1に 44] 00回、9巨 kHz は1お)間に96000回 
アナ n グ信号を読みとってデジタルに変換します。 

ダイナ S ックレンジ 

信号を正しく変換する最大のレベルと、雑音等機器の性質 
で制限させる最ルレべルの差。 

し FE (Low Frequency Effect ) 

ドルビーデジタルや DTS のほ周波数効果音のこと。 

一般にディスクなどの信号に入っているとサブウーファー 
び効果的に働さます。 

己. Ich ヴラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカ ー1 つ、フロント 
スピーカー2つ、横または後方に設置するサラウンドスピ~ 
カー2つで已 ch (チヤンネル）、サブウーファーは他のス 
ピーカーよりも再生できる音域び10分の1のため、この目 
本のスピーカーを使って再生することを已 . Ich サラウンド 
と言います。 

6. Ich ヴラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカ ー1 つ、フロント 
スピーカー2つ、横または後でに設置するサラウンドスピー 
力一2つ、真後ろに設置するサラウンドバックスピーカ ー1 
つで目 ch (目チヤンネル）、サブウーファーは他のスピー 
力一よりも再生でをる音域び 1 日分の 1 のため、 この7本の 
スピーカーを使って再生することを日.1 ch サラウンドと言 
います。 


映像 


コンポジット 

映像の入出力を巧ラ標準的な信号。テレビやビデオデッキ 
には赤-白-黄の丸い端子び装備されていますび、その黄 
色端テが映儘を意味します。コンポジット信号を入出力す 
るには黄色のピンコードを使用します。 

S ビデオ 

輝度信号 （ Y 信号）と色信号 （ C 信号）、同期信号などを複 
合した形で扱ラ信号。 

コンポジット信号より良い映像を楽しめます。接続には S 
ビデオコードを使巧します。テレビに S 端テびある場合使 
えます。 

コンポーネント 

輝度信号 （ Y 信号）と色信号 （ C 信号）を2つに分けた色差 
信号をそれぞれ独立して扱ラ信号。 

S 信号よ0ち良い映像を楽しめまず。接続には専用のコン 
ポーネントケーブルを使巧します。テレビにコンポーネン 
卜端子びある場合使えます。画質は S ビデオよ0良く、□端 
テと同レベルです。 

□端子 

ケーブル1本で簡単にコンポーネント接続でを、より高品位 
な映像び楽しめます。テレビに□端子びある場合使えます。 
D ] 〜 D 4 までの解像度のランクびあり、 D 4 びもっとも高 
画質です。画質は S ビデオより良く、コンポ~ネントと同レ 
ベルです。映像機器のアスぺクト比など、制御信号を送る 
ことびでさます。 
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修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作ミスび故障と思われています。 

この取扱説明書をもラー度よくお読みいたださ、お調べく 
ださい。本機料外の原因も考え5れます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異常のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓□までお巧5せく 
ださい。 

►►おる前 
お電話番号 
^ご住所 

製品ち LTX - NA 1000 j 


■ オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓口のご案 
内」をご覧くださし、。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはおおくのオンキ 
ヨー修理窓口へご相談ください。詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保話期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近<のオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持でさる場合はお客様 
のご要望により有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるものです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過後でわ、故障箇所によっては修理可 
能の場合びありますのでお買い上げ店、またはおおくの才 
ンキヨー修理窓口へご相談ください。 


でさるだけ詳しい故障が況 


138 



メモ 
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ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

开ン>3-ホ ili 巧食 U 

本社大阪府寝屋 j 11市日新町 2- 1干曰 72-8 己40 



http://www.jp.onkvo.com/ 


製品のご使巧ちまについてのお問い合わせ先：カスタマーセンター Printed in Japan 

ナビダイヤル 巧〇已 7日(日 1)81 11(全国どこか5でも市内通話料金で通話いただけます） D0509-1 1 

または 0072 (吕 31)81 1 1(携帯電話、 PHS から） 


SN 29343巨77冉 

(C) Copyright 2005 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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